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はじめに
操作を始めるために

Macromedia FreeHand MX はベクターベースの描画アプリケーションです。FreeHand を使用すると、

詳細情報や鮮明さを失うことなく任意の解像度で拡大や縮小、およびプリントが可能なベクターグラ
フィックを作成することができます。

FreeHand では、ロゴや広告バナーなどの印刷物や Web イラストレーションを作成することができます。

また、アートワークを Macromedia の Flash アニメーションに変換することもできます。

FreeHand のユーザーインターフェイスでは、Macromedia Dreamweaver、Fireworks、Flash などの他

の Macromedia 製品と一貫性のあるワークスペースやツールボックスを使用して、プリントと Web の
真の統合ソリューションが実現します。さらに、FreeHand 環境のままで、Macromedia Flash Player
ウィンドウに FreeHand ドキュメントを表示してテストすることができるようになりました。

システム要件
FreeHand は、Microsoft Windows と Macintosh の両オペレーティングシステムで使用できます。別の
CD に専用のインストーラが収められています。FreeHand をインストールして使用を開始するには、次
のハードウェアとソフトウェアが必要です。 

• Windows:Windows 98SE、Windows ME、Windows 2000、Windows NT version 4 (Service Pack 6)、
Windows XP が稼動する Intel Pentium II プロセッサ (300 MHz 以上 ) または同等のプロセッサ。お
使いの OS の要件に合った RAM と 64 MB ( 推奨 128 MB) のアプリケーションメモリ。70 MB の空

きハードディスク容量。CD-ROM ドライブ。1024 x 768 ピクセルの解像度があり、16 ビット表示
が可能なモニタ ( 数千色、数万色を表示可能なモニタを推奨 )。Type 1 フォントを含む Adobe Type
Manager version 4 以降。PostScript Level 2 以降対応のプリンタ ( 推奨 )。

• Macintosh: Mac OS 9.1 以降または Mac OS 10.1 以降が稼動する Power Macintosh G3 (以上) コン
ピュータ。お使いの OS の要件に合った RAM と 64 MB のアプリケーションメモリ。70 MB の空き
ハードディスク容量。CD-ROM ドライブ。1024 x 768 ピクセルの解像度があり、16 ビット表示が
可能なモニタ ( 数千色、数万色を表示可能なモニタを推奨 )。Type 1 フォント (Mac OS 9.x) を含む

Adobe Type Manager version 4 以降。PostScript Level 2 以降対応のプリンタ ( 推奨 )。および
QuickTime 6 (Mac OS 9.x)。
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FreeHand のインストールと起動
ここでは、ハードディスクに FreeHand をインストールする方法およびアプリケーションを起動する方法
について説明します。

まず、お使いのコンピュータが 7 ページの「システム要件」で説明されている要件を満たしていることを
確認してください。次に FreeHand CD-ROM の " お読みください " ドキュメントで、マニュアルに記載
されていない 新情報を確認してください。

Windows に FreeHand をインストールして起動するには : 

1 ウイルス防止ソフトウェアを無効にします。

2 コンピュータの CD-ROM ドライブに FreeHand CD を入れます。

3 画面上の指示に従います。FreeHand インストーラによって、登録カードに記載されているシリアル

番号を入力するようメッセージが表示されます。

4 [スタート]-[プログラム]-[Macromedia FreeHand MX]-[FreeHand MX] を選択して FreeHand を起動

します。

Macintosh に FreeHand をインストールして起動するには : 

1 コンピュータの CD-ROM ドライブに FreeHand CD を入れます。

2 Apple メニューから [ コントロールパネル ]-[ 機能拡張マネージャ ] を選択します。

3 ウィルス防止用の機能拡張を無効にし、コンピュータを再起動します。

CD フォルダがデスクトップに表示されます。 

4 "FreeHand MX" フォルダをダブルクリックして開きます。

5 FreeHand MX インストーラのアイコンをダブルクリックし、FreeHand インストーラを起動します。

6 画面上の指示に従います。FreeHand インストーラによって、登録カードに記載されているシリアル番

号を入力するようメッセージが表示されます。

インストールが完了すると、デスクトップ上に "FreeHand" フォルダが開きます。

7 表示されるメッセージに従って、コンピュータを再起動します。

FreeHand のアンインストール
FreeHand をアンインストールするときは、すべての FreeHand ファイルがシステムから削除されるよ

う、[ アプリケーションの追加と削除 ] (Windows) またはインストーラ (Macintosh) を使用します。

Windows から FreeHand をアンインストールするには : 

1 [ スタート ]-[ 設定 ]-[ コントロールパネル ] を選択します。

2 [ アプリケーションの追加と削除 ] をダブルクリックします。

3 削除可能なプログラムのリストから、[Macromedia FreeHand MX] を選択します。

4 [ 追加と削除 ] ボタンをクリックします。

5 画面上の指示に従います。

システムからすべての FreeHand MX プログラムファイルが削除されます。
はじめに8



Macintosh から FreeHand をアンインストールするには : 

1 コンピュータの CD-ROM ドライブに FreeHand CD を挿入し、インストーラを起動します。

2 オプションを選択するためのポップアップメニューが表示されます。[ アンインストール ] を選択します。

3 画面上の指示に従います。

メモ : FreeHand をインストールしたときにカスタムインストールを選択してデフォルト以外のフォルダにインス
トールした場合は、アプリケーションを削除するときもインストール時に指定したフォルダと同じ場所を指定する必
要があります。 

FreeHand のすべてのアプリケーションファイルがコンピュータから削除されます。

FreeHand の学習用リソース
FreeHand MX には、ユーザーが FreeHand プログラムを手短に学習し、独自の FreeHand イラストレー
ションの作成をマスターするためのさまざまなメディアが含まれています。これらのリソースには

『FreeHand ユーザーガイド』も含まれ、ヘルプシステムとアプリケーション CD に収録された PDF ファ

イルの 2 つの形式でご利用いただけます。

また、Macromedia ではアンサーパネルに有益な情報を表示しています。アンサーパネルから Macromedia

Web サイトの 新の情報に簡単にアクセスできます。Web サイトの FreeHand サポートサイト 
(www.macromedia.com/jp/support/freehand/) は、サポートおよび問題解決のための情報を提供してい
ます。デザイナー & デベロッパーセンター (www.macromedia.com/jp/desdev/) では、技能の向上と新
しい機能の学習に役立つ情報を提供しています。

FreeHand のレッスン

FreeHand を初めて使用する場合、またはその機能の一部しか使用したことがない場合は、レッスンから
始めてください。レッスンでは、FreeHand の主な機能を理解し、個別の例を使用して練習することがで

きます。

レッスンを表示するには : 

1 インターネットに接続している状態で、次のいずれかの操作を行います。

• [ ヘルプ ]-[FreeHand MX の学習 ] を選択します。 

• [ウィンドウ]-[アンサー] を選択します。アンサーパネルで、[チュートリアル] リンクをクリックします。

ブラウザウィンドウに、"FreeHand MX の学習 " Web ページが表示されます。

2 リストからレッスンを 1 つ選択します。 

FreeHand のチュートリアル

FreeHand のチュートリアルは、FreeHand イラストレーションの作成を通じて FreeHand の作業の流れ
を実践的に説明します。チュートリアルで作業する手順には、FreeHand MX に新しく追加された多くの

機能が使用されています。このチュートリアルは、読者が FreeHand のレッスンで扱ったトピックを理解
していることを前提にしています。

チュートリアルを表示するには :  

1 インターネットに接続している状態で、次のいずれかの操作を行います。

• [ ヘルプ ]-[FreeHand MX の学習 ] を選択します。 

• [ウィンドウ]-[アンサー] を選択します。アンサーパネルで、[チュートリアル] リンクをクリックします。

ブラウザウィンドウに、"FreeHand MX の学習 " Web ページが表示されます。 

2 チュートリアルのリンクをクリックします。
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FreeHand MX の新機能
印刷、Web、またはその両方などイラストレーションのデザインの用途を問わず、FreeHand MX は
FreeHand のわかりやすさ、創造性、および性能を高める新しい機能を提供します。

スタンダードとインタラクティビティ

FreeHand MX で導入された新しいユーザーインターフェイスは、ワークフローがこれまでよりシンプル
になり、ワークスペースが使いやすくなっています。既に Dreamweaver MX、Flash MX、Fireworks MX
などの他の Macromedia Studio MX 製品を使用している場合は、この新しいインターフェイスにより

FreeHand の学習が簡単になります。

パネルのグループ化 / パネルタブ パネルはアプリケーションウィンドウの右端にまとめられ、操作性が向
上しています。このパネルグループは移動、分離、結合などのカスタマイズが可能です。詳細については、

15 ページの「パネルの使用」を参照してください。

オブジェクトパネル オブジェクトパネルはコンテキスト依存のパネルで、選択したオブジェクトとテキ

ストのプロパティを表示して変更できます。ほとんどすべての描画作業で非常に便利に使用できます。詳
細については、107 ページの「オブジェクトパネルの使用」を参照してください。

Flash の起動と編集 今回リリースされた FreeHand は、Flash を起動して読み込んだ Flash ムービーを

編集できます。詳細については、341 ページの「読み込んだ Flash ムービーの編集」を参照してください。

Fireworks の起動と編集 ビットマップファイルを編集する場合、FreeHand から自動的に Macromedia

Fireworks を起動できます。ここで Fireworks ビットマップ編集ツールを使用してイメージの修正や、
適化をすばやく行うことができます。この 2 つのアプリケーションを合わせて使用することで、グラ
フィックの編集とデザインのワークフローをさらに合理化します。詳細については、322 ページの「読み
込まれたビットマップ画像を編集するための Fireworks の起動」および 323 ページの「ビットマップ画

像を 適化するための Fireworks の起動」を参照してください。

アンサーパネル アンサーパネルからチュートリアル、レッスン、テクニカルノート、その他の役に立つ

情報などの Macromedia の Web サイトのコンテンツにすばやくアクセスできるため、作業が非常に効
率的になります。詳細については、21 ページの「アンサーパネル」を参照してください。

強化されたイラストレーションツール

新しい機能が多数追加された FreeHand MX は、イラストレーションツールとしての性能がさらにアップ
しています。

押し出しツール 新しい押し出しツールにより、オブジェクトに 3D 押し出し効果を適用することができ
ます。詳細については、204 ページの「オブジェクトの押し出し」を参照してください。

複数のストロークと塗り FreeHand MX ではオブジェクトに複数のストロークや塗りを適用できるよう

になりました。これによって作成するイラストレーションに新たな可能性が広がります。165 ページの
「オブジェクトへの線および塗りの追加」を参照してください。 

ライブラスターエフェクトと透明化 ライブラスターエフェクトにより、Fireworks などの写真編集ソフト
ウェアの画像処理ツールと同様の機能を使用できます。これらのエフェクトをオブジェクトに適用する
と、オブジェクトのプロパティとして機能するため、オブジェクト自体に影響しません。詳細については、
198 ページの「ライブラスターエフェクトの適用」を参照してください。

透明エフェクトを使用すると、塗りまたはストローク ( またはその一部 ) をクリアあるいは半透明に見せ
ることができます。詳細については、203ページの「[透明度] エフェクト属性の使用」を参照してください。

ライブベクターエフェクト ライブベクターエフェクトは、FreeHand のその他のオブジェクト処理機能と
似た機能を持ちますが、適用したオブジェクトのプロパティとして機能するため、オブジェクト自体に影
響しません。詳細については、194 ページの「ライブベクターエフェクトの適用」を参照してください。
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ブレンド ブレンドの適用が簡単になりました。ブレンドを使用するには、2 つの形状をつなぐ線をドラッ

グしてブレンドを作成します。211 ページの「ツールボックスの [ ブレンド ] の使用」を参照してください。

カリグラフィストローク この新しい機能を使用して、ベクターオブジェクトの一部として、美しいカリ

グラフィのストロークを作成します。詳細については、173 ページの「カリグラフィストローク属性の使
用」を参照してください。

消しゴムツール 新しい消しゴムツールにより、ベクターオブジェクトを部分的に消去できます。詳細に

ついては、95 ページの「パスの消去」を参照してください。

画像アルファチャネル FreeHand MX は、共通のビットマップ画像ファイルのアルファチャネルの完全な

読み込みおよび表示をサポートします。320 ページの「FreeHand でのビットマップ画像の操作」を参照
してください。

新しいグラデーション塗り FreeHand MX では矩形と円錐グラデーションの 2 つのグラデーション塗り

が追加されました。また、グラデーション塗りの新しいオプションも追加されました。詳細については、
180 ページの「グラデーション塗り属性の使用」を参照してください。

ブラシの拡張 角丸属性を指定すると、ブラシのパスが角と鋭角をそぎ落としたような自然な流線型にな
ります。ブラシの詳細については、169 ページの「ブラシストローク属性の使用」を参照してください。

Web 関連の機能

FreeHand MX の多くの新規および拡張機能を使用すると、Web サイトコンポーネントの設計や流用、開
発が容易になります。これらの機能により、FreeHand MX は Web 開発の入門段階、および Macromedia
Studio MX ワークフローの第 1 ステップにふさわしいツールになっています。

コネクタラインツール コネクタラインツールを使用して、オブジェクトを動的につなぐコネクタライン
を描きます。コネクタラインは、接続したオブジェクトをドキュメントウィンドウで移動すると、自動的
に調整されます。コネクタラインツールの詳細については、102 ページの「オブジェクトの動的リンク」

を参照してください。

アクション アクションを使用して、オブジェクトに Flash アクションを割り当てます。詳細については、

339 ページの「アクションの使用」を参照してください。

出力領域 出力領域ツールを使用して、ドキュメントウィンドウの領域を印刷または書き出します。詳細
については、352 ページの「ドキュメントの領域の書き出し」を参照してください。

ムービー設定の簡素化 FreeHand 内の Flash ムービーの設定を制御するのが簡単になりました。詳細に
ついては、340 ページの「Flash ムービーの使用」を参照してください。

SWF の読み込み、配置、書き出し Flash SWF ファイルは FreeHand MX に直接読み込みおよび配置し
て、書き出しできます。341 ページの「読み込んだ Flash ムービーの編集」および 341 ページの「FreeHand
ドキュメントを Flash ムービーとして書き出す」を参照してください。
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使いやすさ

FreeHand MX の多くの新機能はこれまでよりも簡単なワークフローを目的としています。

ツールボックスの変更 ツールボックスは、これまでよりも簡単にツールを探して使用できるように再構
成されています。詳細については、24 ページの「ツールボックスの使用」を参照してください。

グラデーション塗りハンドル グラデーション塗りハンドルにより、グラデーション塗りの操作をより詳細

に制御できます。180 ページの「グラデーション塗り属性の使用」を参照してください。

[ ページを追加 ] ボタン ドキュメントに新しいページを追加する作業が簡単になりました。アプリケー

ションウィンドウの下にある [ ページを追加 ] ボタンをクリックするだけです。44 ページの「ページの
操作」を参照してください。

編集の変更 スタイルをどのタイプのオブジェクト属性に適用するかを制御できます。305 ページの「ス

タイルの適用」を参照してください。
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第 1 章
FreeHand の基本

Macromedia FreeHand MX を効果的に使用するには、FreeHand のワークスペースについて理解する必

要があります。ワークスペースには、ドキュメントウィンドウ、画面の一番上のコマンドメニュー、オブ
ジェクトの編集と追加に使用するツールとパネル、およびアートワークを作成するペーストボードがあり
ます。 

プラグインと呼ばれるソフトウェアアプリケーションをインストールするとメニューにコマンドを追加
できます。またツールバーのツールを追加したり並べ替えて、作業環境をカスタマイズできます。

ベクターグラフィックとビットマップ画像について
FreeHand は、ベクターグラフィック描画アプリケーションです。ベクターグラフィック画像は解像度に

影響しません。つまり、詳細情報や鮮明さを失うことなく、任意の解像度で拡大または縮小し、任意の出
力機器でプリントすることができます。これに対し、画像編集アプリケーションで一般に使用されるビッ
トマップグラフィックは、ピクセルで構成されます。その表示品質は、モニタやプリンタの解像度に依存

します。ビットマップグラフィックは、画面上で拡大または縮小する、あるいは低解像度でプリントする
と、ギザギザに表示され、細部の情報が失われることがあります。ベクターグラフィックの詳細について
は、69 ページの「ベクターグラフィックについて」を参照してください。

ベクターグラフィックは、使用しているコンピュータの 高画面解像度で表示されますが、ドラフトド
キュメントを用意する場合は低解像度を指定できます。詳細については、379 ページ、第 14 章の「プリ
ント」を参照してください。
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Macromedia Studio MX インターフェイス
FreeHand は Macromedia MX 製品ファミリーであるため、他の Macromedia MX 製品との共有イン
ターフェイスである Macromedia MX ワークスペースを使用します。製品間で一貫しているため、ある
製品を使用すると他の製品の使用や習得が簡単になります。

初に FreeHand を起動して表示されるワークスペースは、ドキュメントウィンドウとドッキングされた
いくつかのパネルで構成されます。Windows では、ワークスペースが統合されているので、1 つの大き
なアプリケーションウィンドウにすべてのパネルとツールバーをドッキングできます。このようにする

と、複数のパネルとツールバーを同時に開いた場合に、それぞれが散乱して表示されるのを防ぐことがで
きます。

 

Macintosh では統合ワークスペースはサポートされません。ただし、パネルとツールバーはデフォルトで
は Windows の統合ワークスペースに似た構成でドッキングされています。

FreeHand のパネル、ツールバー、およびウィンドウは、すべてのオペレーティングシステムで重ね順の

変更、位置の変更、ツールバーやウィンドウとのドッキングが行えます。

FreeHand ワークスペースの詳細については、次の項を参照してください。

パネル

[ 単位 ] ポップアップメニュー

[ 描画モード ] ポップアップメニュー

[ 移動先 ] ポップアップメニュー

表示倍率ポップアップメニュー

[ 前のページ ] / [ 次ページ ] ボタン

[ ページを追加 ] ボタン
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ドキュメントウィンドウ
FreeHand を起動すると、パネルの他にドキュメントウィンドウとペーストボードも表示されます。ペー
ストボードはドキュメントのページを収めた領域です。

ドキュメントウィンドウには、ドキュメントのすべてのオブジェクトが含まれています。[ プリント ] コ
マンドでオブジェクトをプリントするには、そのオブジェクトをページ上に置く必要があります。オブ
ジェクトがページ境界外部のペーストボードにある場合は、出力領域を設定する機能を使用してプリント
できます。詳細については、386 ページの「出力領域の定義」を参照してください。

ペーストボードは、 大 222 インチ × 222 インチ ( 約 5638 mm × 5638 mm) で、レターサイズの
ページに換算して 520 ページのデータを含めることができます。ボタン、パネル、およびツールバーは
カスタマイズできます。パネルとツールバーの詳細については、15 ページの「パネルの使用」および 38

ページの「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。

ドキュメントを変更した場合は、保存するまでドキュメントウィンドウのドキュメント名の横にアスタリ

スクが示されます。詳細については、345 ページの「ファイルの保存」を参照してください。

パネルの使用
初に FreeHand を起動すると、パネル ( ツールボックスは除く ) はアプリケーションウィンドウの右端

でドッキングされて表示されます。このパネルグループはカスタマイズが可能で、また移動、分離、結合

が行えます。パネルとパネルグループは、開く、閉じる、ドッキング、展開、および縮小できます。

デフォルトでは次のパネルがグループ化されています。

• オブジェクトパネルとドキュメントパネルは、プロパティと呼ばれるパネルグループ内にあります。

• 色見本パネル、スタイルパネル、ライブラリパネルは、アセットと呼ばれるパネルグループ内にあり
ます。

• カラーミキサーパネルと濃度パネルは、ミキサー / 濃度と呼ばれるパネルグループ内にあります。

• 整列パネルと変形パネルは、整列 / 変形と呼ばれるパネルグループ内にあります。

• 検索・置換パネルと選択パネルは、検索・置換と選択と呼ばれるパネルグループ内にあります。
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• ハーフトーンパネル、レイヤーパネル、アンサーパネル、およびナビゲーションパネルは、デフォル

トでは他のパネルとグループ化されていませんが、必要に応じてグループ化できます。プロパティパ
ネルグループとアセットパネルグループを除き、パネルをグループ化した場合、パネルグループのタ
イトルバーにすべてのパネルグループ名が表示されますが、パネルグループには好きな名前が付けら
れます。19 ページの「パネルのグループ化」を参照してください。

デフォルトでは、レイヤーパネル、アンサーパネル、およびプロパティ、アセット、ミキサー / 濃度のパ
ネルグループは、 初に FreeHand を起動したときに画面に表示されますが、縮小されているパネルもあ

ります。

パネルを開くには :

[ ウィンドウ ] メニューからパネル名を選択します。

パネルが既に開かれている場合、[ ウィンドウ ] メニューからパネル名を選択すると、パネルがドッキン

グしているかどうかによって、閉じられるか縮小されて表示されます。

メモ : 検索・置換パネルと選択パネルは、[ 編集 ] メニューで使用できます。

パネルを展開または縮小するには :

パネルグループ名、またはその横にある展開・縮小矢印をクリックします。

ヒント : パネルが縮小した状態で表示されている場合は、[ ウィンドウ ] メニューからそのパネル名を選択すると拡張で
きます。

パネルを閉じるには :

フローティングパネルまたはフローティングパネルグループの上部にある [ 閉じる ] ボタンをクリックし

ます。

パネルグループのパネルをアクティブにするには :

パネルの名前またはアイコンをクリックします。

ドッキングされていないパネルまたはパネルグループを別の場所に移動するには :

パネルグループのタイトルバー ( パネルグループ名の上の領域 ) をドラッグします。

ヒント : パネルグループのグリップをドラッグしないように注意してください。グリップをドラッグすると誤って別のパ
ネルグループにドッキングすることがあります。

開かれているフローティングパネルグループを切り替えるには (Windows) :

Ctrl + Tab を押します。

開いているすべてのパネルの表示と非表示を切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ パネル ] メニューコマンドを選択します。
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アプリケーションウィンドウにドッキングしたパネルを表示または非表示にするには (Windows のみ ) :

ドッキングしたパネル領域をアプリケーションウィンドウの他の領域と隔てる小さな矢印をクリックし

ます。

パネルをデフォルトの位置に戻すには :

1 FreeHand を終了します。

2 ユーザー固有の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application Support" フォルダ
(Macintosh) で "Macromedia/FreeHand/11/Japanese/Settings" フォルダを探します。

メモ : ユーザー固有の "Application Data" フォルダまたは "Application Support" フォルダの正確な位置は、お使い
のオペレーティングシステムにより異なります。詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照し
てください。

3 "fhprefs.txt" (Windows) ファイルまたは "Preferences" (Macintosh) ファイルを削除します。

パネルラベルの外観を定義するには :

1 パネルの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ パネル ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ パネル ] カテゴリをクリックします。

2 [ タブの種類 ] ポップアップメニューから、テキストのみ、アイコンのみ、テキストとアイコンの組み
合わせからパネルラベルを選択します。

3 [OK] をクリックします。

クリックすると、ドッキングしたパネルの表示と非表示を切り替えられます。
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パネルのドッキング

パネルおよびパネルグループは、個別に他のパネルにドッキングできます。

Windows では、パネルを統合アプリケーションウィンドウにもドッキングできます。Windows のパネル
とパネルグループは、画面の右側、左側、両側でドッキングできます。

パネルまたはパネルグループをドッキングするには :

パネルまたはパネルグループのグリップを移動先にドラッグします。

パネルまたはパネルグループを別のパネルまたはパネルグループにドッキングする直前に、マウスボタン
を離したときにドロップされるパネルまたはパネルグループの位置がハイライトで示されます。

Windows では、パネルまたはパネルグループを統合アプリケーションウィンドウにドッキングするとき
に、その場所に別のパネルまたはパネルグループがドッキングされていない場合、ドッキング位置がアウ
トラインで示されます。

パネルグリップ
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パネルまたはパネルグループのドッキングを解除するには :

パネルまたはパネルグループのグリップを移動先にドラッグします。

パネルのオプションポップアップメニューの使用

各パネルには、アクティブなパネルで使用される一連の選択肢を示したオプションポップアップメニュー
があります。

パネルのオプションポップアップメニューを開くには :

パネルグループの右上コーナーのオプションポップアップメニューをクリックします。

パネルのグループ化

パネルを他のパネルとグループ化、既存のパネルグループに追加、またはパネルグループから削除できます。 

パネルをグループに結合すると、パネルグループのタイトルに各パネルの名前が表示されます。パネルグ
ループのタイトルが長くなりすぎた場合は変更できます。

パネルをグループ化するには :

1 グループに追加するパネルを開くまたは展開します。

2 パネルのオプションポップアップメニューから [<パネル名> をグループ化] を選択し、ポップアップメ
ニューからパネルまたはパネルグループを選択します。

オプションポップアップメニューの使用
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グループからパネルを削除するには :

1 グループから削除するパネルをアクティブにします。

2 パネルのオプションポップアップメニューから [< パネル名 > をグループ化 ] を選択し、[ 新規パネルグ
ループ ] を選択します。 

パネルが独立したパネルグループになります。

パネルグループ名を変更するには :

1 パネルグループでパネルがアクティブになっているときに、パネルのオプションポップアップメ
ニューから [ パネルグループの名前を変更 ] を選択します。

2 新しい名前を入力します。

3 パネルグループの外側をクリックするか、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を
押します。

プロパティパネルグループ

プロパティパネルグループは 2 つのパネルから構成され、オブジェクトとページのプロパティを表示およ
び変更するときに使用します。

オブジェクトパネルには、選択したオブジェクトのプロパティが表示されます。パネルの上半分には、線、
塗り、エフェクトなど、選択したオブジェクトに適用されるプロパティのリストが表示されます。パネル
の下半分は操作内容に対応し、その上のリストで選択したプロパティのオプションが表示されます。

オブジェクトパネルは、ほとんどすべての描画作業で使用されます。オブジェクトパネルの詳細について
は、107 ページの「オブジェクトパネルの使用」、166 ページの「線への属性の適用」、178 ページの「塗
りへの属性の適用」、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」、および 193 ページ、第

7 章の「特殊エフェクト」を参照してください。 
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ドキュメントパネルには、ドキュメント内の各ページのサムネールアイコンが表示されます。ポインタ

ツールを使用すると、パネルのサムネールをペーストボードの対応するページに移動することができま
す。3 つの拡大レベルから選択できます。ドキュメントパネルには、ページの追加、複製、削除を行うオ
プションや、ページのサイズや向き、裁ち落とし、プリンタ解像度を指定するためのオプションも用意さ
れています。詳細については、43 ページの「ドキュメントパネルの使用」を参照してください。

アンサーパネル

アンサーパネルからチュートリアル、テクニカルノート、その他の役に立つ情報などの Macromedia の
Web サイトにすばやくアクセスできるため、FreeHand の作業がより効率的になります。

インターネットの接続中に macromedia.com/jp から FreeHand の 新の情報を入手するには、[ 更新 ]

ボタンをクリックします。
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ツールバーの使用
FreeHand には、ドキュメントウィンドウの上部、左側、および下部に浮動するか、またはドッキングで
きる複数のツールバーがあります。ツールバーはカスタマイズできます。詳細については、38 ページの

「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。 

ポインタをツール上に置くと、各ツールの情報が表示されます (27 ページの「ツールヒントの使用」を参
照してください )。

FreeHand には次のツールバーがあります。

• ツールボックスは実際にはツールバーです。他のツールバーと同様に、ツールボックスもアプリケー

ションウィンドウの上部または下部にドッキングできます。詳細については、24 ページの「ツール
ボックスの使用」を参照してください。

• メインツールバーには多数のメニューコマンドの複製が配置されており、ドキュメントの作成、開く、

保存などの操作、またはファイルの読み込み、グラフィックの検索と置換、オブジェクトのロックと
ロック解除、およびよく使用されるパネルの表示などを行うことができます。詳細については、23 ペー
ジの「メインツールバー」を参照してください。

• テキストツールバーには、共通のテキストコマンドが配置され、フォント、フォントサイズ、フォン
トスタイル、行送り、行揃え、およびその他のテキスト関連の機能を選択できます。詳細については、
245 ページの「テキストツールバー」を参照してください。

• エンベロープツールバーには、オブジェクトやグループにエンベロープ変形処理を適用するための
ツールが配置されています。詳細については、225 ページの「パースの作成」を参照してください。

• インフォメーションツールバーには、選択したオブジェクトに関する情報が、オブジェクトの種類や
現在の操作に応じて表示されます。このツールバーには、オブジェクトの種類、ポインタの位置、オ
ブジェクト位置の変更、オブジェクトの角度、回転の中心、半径、辺の数などの情報が表示されます。

• ステータスツールバー (Windows) は、ドキュメントウィンドウの下部に表示されます。詳細について
は、25 ページの「ステータスツールバー」を参照してください。

• エクストラツールバーには、描画や変形に関するプラグインがあり、アプリケーションに追加、また
はアプリケーションから削除することができます。詳細については、27 ページの「エクストラの使用
と管理方法」を参照してください。

• エクストラ処理ツールバーには、パス操作用のボタンがあります。詳細については、127 ページの「パ
スの合成」を参照してください。

ツールバーをドッキングおよびドッキング解除するには :

ツールバーを選択した場所にドラッグします。 

マウスボタンを離したときにツールバーがドロップされる場所を示したアウトラインが表示されます。

各ツールバーの表示と非表示を切り替えるには、次のいずれかの操作を行います。

• 各ツールバーの表示と非表示を切り替えるには、[ ウィンドウ ]-[ ツールバー] を選択し、ツール名を選

択します。

• アクティブなすべてのツールバーの表示と非表示を切り替えるには、[ 画面表示 ]-[ ツールバー] を選択
します。

• ツールボックスの表示と非表示を切り替えるには、[ ウィンドウ ]-[ ツール ] を選択します。
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メインツールバー

メインツールバーには、FreeHand プロジェクトを開始するときに使用する基本コマンドが配置されてい
ます。メインツールバーは、ドキュメントファイルを開く場合およびドキュメントの外観を管理する場合

に使用します。メインツールバーから多くの共通のパネルにすばやくアクセスすることもできます。デ
フォルトではメインツールバーで次のボタンが使用できますが、必要な場合に他のボタンを追加できま
す。詳細については、38 ページの「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。 

ドキュメントを新規作成します。 整列パネルを開きます。 

既存のドキュメントを開きます。 変形パネルを開きます。

アクティブなドキュメントを保存します。 ライブラリパネルを開きます。

ファイルまたはオブジェクトを読み込み
ます。

オブジェクトパネルを開きます。 

アクティブなドキュメントをプリントし
ます。

カラーミキサーパネルを開きます。

選択したオブジェクトをロックします。 色見本パネルを開きます。

選択したオブジェクトのロックを解除し
ます。

レイヤーパネルを開きます。 

検索・置換パネルを開きます。 
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ツールボックスの使用

ツールボックスには、オブジェクトの選択、描画、編集や、オブジェクトのカラーの指定、およびテキス
トの作成に使用するツールが配置されています。ツール、画面表示、カラー、吸着の 4 つのセクションに

分類されます。ボタンを追加または削除して、パネルをカスタマイズすることができます。

ツールボックスの一部のツールには、右下隅に下向き矢印が表示されます。この下向き矢印は、ツールに
ポップアップメニューがあることを示します。下向き矢印のあるツールをクリックして、表示されるポッ

プアップメニューから他のメニューを選択できます。

[ ツール ] ポップアップメニューからツールを選択するには :

1 ツールボックスで、[ ツール ] ポップアップメニュー内のツールをクリックします。 

2 表示されるポップアップメニューからツールを選択します。

ツールボックスにツールを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ウィンドウ ]-[ツールバー]-[カスタマイズ ] を選択します。[コマンド] リストで必要なカテゴリを展開

し、ダイアログボックスの右側からツールボックスにツールをドラッグします。

• Alt キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したまま、別のツールバーのツールを
ツールボックスにドラッグします。
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ツールボックスからツールを削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ ウィンドウ ]-[ ツールバー]-[ カスタマイズ ] を選択して、削除するボタンをツールボックスからドラッ

グします。

• Alt キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したまま、ツールをツールボックスの
外にドラッグします。

ツールボックスからツールを削除すると、[ カスタマイズ ] ダイアログボックスを使用しなければその
ツールはパネルに戻すことができません。ツールバーのカスタマイズの詳細については、38 ページの

「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。

ステータスツールバー

ステータスツールバーは、ドキュメントウィンドウの下部に表示されます。このツールバーには、ページ
追加ボタンやページ選択ボタン、表示倍率、ページビュー、描画モード、単位用のポップアップメニュー
があります。

Windows では、ステータスツールバーには、現在処理中のタスクに関するメッセージが表示され、ハイ
ライト表示されたメニューコマンドの内容が表示されます。Windows で処理中の作業を取り消すには、
ツールバーの [ キャンセル ] ボタンをクリックします。

Macintosh では、ステータスツールバーはドキュメントウィンドウに固定されています。ドッキングを解
除したり別の場所に移動することはできません。

環境設定の使用
FreeHand の環境設定を使用すると、作業環境をカスタマイズできます。環境設定ファイルには次の設定

が保存されています。

• 取り消し操作の数

• パスの編集動作、パスの塗り、パスの動作

• デフォルトの線幅とグラフィックスタイル

• テキストの動作

• ドキュメントビューとウィンドウの位置

• アクティブページの設定

• ドキュメントを閉じるときのドキュメント表示の設定

• 読み込みおよび書き出しファイルの属性

• EPS (Encapsulated PostScript) やその他のクリップボード形式で埋め込まれるグラフィックの設定

• スペルチェック

• ガイドとグリッドのカラーおよびカラーマネジメントのオプション

• パネルの表示オプション

• テキストエフェクト、小さいテキストサイズ (" グリーキング " されるテキスト )、スクリーン上の画像

の解像度、オーバープリント設定されたオブジェクト

• 吸着音 (Macintosh のみ ) 
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特定の環境設定オプションについての説明は、索引を参照してください。

環境設定オプションを表示するには :

1 Ctrl + U (Windows) または Command + U (Macintosh) を押します。

2 Windows では、タブをクリックします。Macintosh では、[ カテゴリ ] リストの項目をクリックします。

Windows の環境設定内のタブと Macintosh のカテゴリ

すべての環境設定をデフォルト設定に戻すには :

1 Ctrl + U (Windows) または Command + U (Macintosh) を押します。

[ 環境設定 ] ダイアログボックスが表示されます。

2 [ 環境設定 ] ダイアログボックスの下部にある [ デフォルト ] をクリックし、[OK] をクリックします。
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ツールヒントの使用
ツールヒントには、ツール名やツールバーボタンの機能が表示されます。FreeHand では、デフォルトで
ツールヒントが表示されます。必要ない場合は、表示されないようにすることもできます。

ツールヒントを表示するには :

ツールバーのボタン上にポインタを置きます。

ツールヒントを非表示にするには :

1 パネルの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ パネル ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ パネル ] カテゴリをクリックします。

2 [ ボタン名を表示 ] の選択を解除し、[OK] をクリックします。

エクストラの使用と管理方法
エクストラは FreeHand の機能を拡張するプラグイン方式のソフトウェアです。FreeHand のエクストラ
は、Macromedia 社とサードパーティ企業によって開発されています。

類似する機能を持つエクストラはサブメニューとしてグループ化されています。サードパーティが開発し
たエクストラは、エクストラの設計およびユーザーインターフェイスでのカスタマイズ状態に基づいて、
[ エクストラ ] メニュー、エクストラツールバー、エクストラ処理ツールバー、またはカスタムパネルの
いずれかに表示されます。

FreeHand のエクストラは、FreeHand と一緒に自動的にインストールされます。追加エクストラのイン
ストールおよびエクストラの削除も可能です。

エクストラをインストールするには :

1 エクストラのファイルを、FreeHand MX アプリケーションフォルダ内の "Xtras" フォルダにドラッグ

します。

メモ : オペレーティングシステムによっては、このフォルダは FreeHand MX アプリケーションフォルダ内の
"Japanese" サブフォルダにある場合があります。

2 FreeHand を再起動します。

エクストラを削除するには :

Xtra のファイルを "Xtras" フォルダの外にドラッグします (フォルダの場所については前の手順を参照し
てください )。

エクストラを使用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ エクストラ ] メニューから [ エクストラ ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ ツールバー]-[ エクストラツール ] を選択してツールバーを表示し、目的のエクストラを
クリックします。

• [ ウィンドウ ]-[ ツールバー]-[ エクストラ処理 ] を選択してツールバーを表示し、目的のエクストラをク
リックします。
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ドキュメントビューの設定
ドキュメントビューを設定すると、より効率的に作業を進めることができます。マルチビュー機能を使用
してさまざまなページやドキュメントを同時に表示することも、カスタムビューを作成することもできます。

[ 画面表示 ] メニューのコマンドを使用すると、グラフィックをさまざまな方法で表示およびプレビュー
できます。環境設定で、ドキュメントを開くときの表示とページの位置を指定できます。

ドキュメントの表示と位置の環境設定をするには :

1 ドキュメントの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ ドキュメント ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ ドキュメント ] カテゴリをクリックします。

2 ドキュメントを開いたときの外観を定義するオプションを選択します。

[ 閉じたときと同じ状態でドキュメントを開く ] は、ドキュメントが 後に保存されたときと同じ表示倍

率でドキュメントを開きます。

[ ウィンドウのサイズと位置を保存 ] は、ドキュメントが 後に保存されたときと同じウィンドウのサイ

ズと位置でドキュメントを開きます。

3 [OK] をクリックします。

環境設定の詳細については、25 ページの「環境設定の使用」を参照してください。

アートワークのアンチエイリアス処理

アンチエイリアスは、画面上のアートワークの輪郭のギザギザを取り除き、拡大した場合でも滑らかに表
示されます。デフォルトでは、すべての描画モードでベクターオブジェクトとテキストにアンチエイリア
ス処理が実行されます。このオプションが不要なときはオフにすることができます。

メモ : Macintosh では、アンチエイリアスを使用できるのは Mac OS X 以降を使用している場合に限られます。

アンチエイリアスをオフにするには :

1 再描画の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 [ アンチエイリアスの有効化 ] の選択を解除して [OK] をクリックします。

ドキュメントの再描画の最適化

描画モードを使用して、画面上でのドキュメントの表示方法を選択することができます。描画モードは、

オブジェクトのデータやプリント品質には影響を与えません。画面での再描画を制御する環境設定を指定
することもできます。

高速描画モードの [ 高速プレビュー] と [ 高速アウトライン ] では、ブレンドのステップ数を 10 に減らし、

50 ポイント以下のテキストを画面上でグリーキング処理 ( グレー表示 ) することにより、再描画の速度
を 適化します。
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描画モードを選択するには :

ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下部 (Macintosh) の [ 描画モード ]

ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ プレビュー ] では、ドキュメントのプリント状態のプレビューが表示されます ( カスタム、PostScript、

またはテクスチャの線や塗りのプレビューは表示できません )。

[ 高速プレビュー ] は、ブレンドのステップ数を減らし、テキストをグリーキング処理 ( グレー表示 ) して
表示します。

[ アウトライン ] は、黒の細い線だけを表示します。オブジェクトの塗りは表示されず、EPS 画像とビッ
トマップ画像は X ボックスで表示されます。 

[ 高速アウトライン ] は、ブレンドのステップ数を減らし、テキストをグリーキング ( グレー表示 ) して表
示します。

左から右に : プレビュー、高速プレビュー、アウトライン、高速アウトライン

プレビューモードとアウトラインモードを切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ アウトライン ] メニューコマンドを選択します。

このコマンドは切り替え形式です。アウトラインの横のチェックマークは、ドキュメントがアウトライン
モードのいずれかであることを示します。チェックマークが表示されない場合、そのドキュメントはプレ

ビューモードのいずれかです。

高速モードと別のモードを切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ 高速モード ] を選択するか、Ctrl + Shift + K (Windows)、または Command + Shift + K
(Macintosh) を押します。 

これらのコマンドによって高速モードとその他のモードが切り替わります。高速モードの横のチェック
マークは、ドキュメントが高速プレビューモードか高速アウトラインモードであることを示します。
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スクロールと再描画の関係を設定するには :

1 再描画の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 [ スクロール中に描画 ] を選択すると、スクロール矢印またはスクロールバーをクリックしたときにド
キュメントが再描画されるようになります。 

このオプションの選択を解除すると、スクロールが終了したときにドキュメントが再描画されます。 

3 [OK] をクリックします。

ドラッグ中にオブジェクトプレビューを有効にするには :

1 環境設定の [ オブジェクト ] を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [Alt + ドラッグでパスをコピーする ] オプション (Windows) または [Option + ドラッグでパスをコピー
する ] オプション (Macintosh) が選択されている場合は、選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。

オブジェクトをドラッグ時にプレビューするには :

1 Alt (Windows) または Option (Macintosh) を押しながら、

2 オブジェクトをドラッグします。

メモ : オブジェクトをドラッグする前に、オブジェクトの環境設定で [Alt + ドラッグでパスをコピーする ] オプショ
ン (Windows) または [Options + ドラッグでパスをコピーする] オプション (Macintosh) の選択が解除されているこ
とを確認します。前の手順を参照してください。

ドラッグ時にプレビューする 大オブジェクト数を設定するには :

1 再描画の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 [ ドラッグ時の表示制限 ] テキストボックスに値を入力します。

メモ : プレビューするオブジェクト数が多くなると、再描画が遅くなる場合があります。

3 [OK] をクリックします。

プレビューせずにオブジェクトをドラッグするには :

ドキュメントウィンドウ内でオブジェクトをドラッグします。

オブジェクトがアウトラインモードで表示されるときのように、オブジェクトの動きはオブジェクトのパ

スで表されます。
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画面表示の拡大と縮小

画面表示は、ツール、メニューコマンド、またはキーボードショートカットを使用してズームインまたは
ズームアウトし、拡大または縮小することができます。ズームツールを使用して、指定した倍率のカスタ

ムビューを作成できます。[ 画面表示 ] メニューまたはドキュメントの [ 表示倍率 ] ポップアップメニュー
を使用すると、使用するメニューに応じて 6 ～ 6400% の倍率を選択できます。

Windows では、選択した領域をマウスの右ボタンで拡大することができます。この動作は環境設定で指

定できます。33 ページの「マウスの右ボタンの使用 (Windows)」を参照してください。

ズームツールを使用してページビューを拡大または縮小するには :

1 ズームツールをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ページを拡大するには、ページをクリックします。

• 選択した領域を拡大するには、その領域をドラッグします。

• ページビューを縮小するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押しながら

ページをクリックします。

• 選択した領域を縮小するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままそ
の領域をドラッグします。

メニューコマンドを使用してページを拡大または縮小するには、次のいずれかの操作を行います。

• ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウ下部 (Macintosh) の [ 表示倍率 ]
ポップアップメニューから倍率を選択するか、テキストボックスに値を入力します。また、値の後に

大 256x の x を入力します。

• [ 画面表示 ]-[ 表示倍率 ] で、25 ～ 800% の範囲の比率を選択します。

• Windows ではワークスペースを右クリックしてコンテキストメニューを表示し、[ 画面表示 ] を選択し

て 6 ～ 6400% の比率を選択します。

キーボードショートカットを使用してページを拡大または縮小するには :

1 ズームツールをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ページの表示を次の設定サイズまで縮小するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh)
を押したままページをクリックします。

• 小比率までズームアウトするには、Shift + Alt (Windows) または Control + Option (Macintosh) を
押したままページをクリックします。

• 大比率までズームインするには、Shift キー (Windows) または Control キー (Macintosh) を押した
ままページをクリックします。

[ 表示倍率 ] ポップアップメニュー
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選択領域やページに合わせてビューを拡大または縮小するには :

[ 画面表示 ] メニューから、またはステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下

部 (Macintosh) の [ 表示倍率 ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ ページ全体 ] は、ドキュメントウィンドウ内のアクティブページに合わせてビューを拡大または縮小します。

[ 選択オブジェクト ] は、ドキュメントウィンドウ内の選択されたすべてのオブジェクトに合わせてビュー
を拡大または縮小します。

[ ドキュメント全体 ] は、ドキュメントウィンドウ内のすべてのページに合わせてビューを拡大または縮小
します。

マルチビューの表示

1 つのドキュメントを同時に異なるビューや比率で表示するために、マルチビュー機能を使用して、同じ
ドキュメントのウィンドウを同時に 8 つまで表示できます。

別のドキュメントビューを開くには :

1 [ ウィンドウ ]-[ 新規ウィンドウ ] を選択します。

2 新しく開いたウィンドウのビューや表示比率を変更します。

ドキュメントのビューを閉じるには、次のいずれかの操作を行います。

• ウィンドウの [ 閉じる ] ボタン (Windows) またはクローズボックス (Macintosh) をクリックします。

• すべてのドキュメントのビューを閉じるには、Ctrl + Shift + F4 (Windows) を押すか、Option キーを
押したままクローズボックスをクリックします (Macintosh)。

カスタムビューに名前を付けて保存

現在のビューの表示倍率、描画モード、スクロールバーの位置に名前を設定して保存し、後で再利用する
ことができます。

カスタムビューに名前を指定して設定を保存するには :

1 必要に応じて [表示倍率] ポップアップメニュー、[描画モード] ポップアップメニュー、およびスクロー

ルバーを使用して、ビューを調整します。

2 [ 画面表示 ]-[ カスタム ]-[ 新規 ] を選択します。

3 ビューに名前を設定して [OK] をクリックします。

保存したビューを再利用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 表示倍率 ] ポップアップメニューからビュー名を選択します。

• [ 画面表示 ]-[ カスタム ] を選択して、ポップアップメニューからビューを選択します。

ズームツールを使用してビューを定義、名前設定、保存するには :

1 ズームツールをクリックします。

2 Shift キーを押したまま新しいビューをドラッグして定義します。

新しいビューが設定されると [ 新規ビュー ] ダイアログボックスが表示されます。

3 新規ビューに名前を設定して [OK] をクリックします。
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カスタムビューを編集するには :

1 [表示倍率] ポップアップメニュー、[描画モード] ポップアップメニュー、およびスクロールバーを使用

して、ビューを調整し、再定義します。

2 [ 画面表示 ]-[ カスタム ]-[ 編集 ] を選択します。

3 [ ビューの編集 ] ダイアログボックスでカスタムビュー名を選択し、[ 更新 ] をクリックします。

ヒント : カスタムビューの名前を変更するには、カスタムビュー名をダブルクリックして新しい名前を入力します。

4 [OK] をクリックします。

カスタムビューを削除するには :

1 [ 画面表示 ]-[ カスタム ]-[ 編集 ] を選択します。

2 削除するビューを選択します。

3 [ 削除 ] をクリックし、[OK] をクリックします。

現在のビューから前のビューに切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ カスタム ]-[ 前へ ] を選択します。

メモ : 前のカスタムビューに切り替えることができるのは、少なくとも 2 つのカスタムビューが作成されている場合だ
けです。

マウスの右ボタンの使用 (Windows)
Windows では、操作中に、コンテキストメニューからコマンドを選択することができます。マウスの右

ボタンをクリックすると、パス、テキストブロック、ビットマップ画像、EPS パス、グループ、およびブ
レンドなど、パネルとオブジェクトの操作内容に対応したコマンドを表示できます。

また、マウスの右ボタンを使用して、ドキュメントの領域を拡大することもできます。

コンテキストメニューを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• マウスの右ボタンでオブジェクトをクリックして、オブジェクトの操作内容に対応したコマンドが配
置されているコンテキストメニューを表示します。
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• Shift キーを押したまま複数のオブジェクトを選択するか、またはオブジェクトの周囲の枠をドラッグ

してオブジェクトを選択します。マウスの右ボタンで選択項目をクリックして、よく利用されるコマ
ンドを表示します。

• マウスの右ボタンで、ページ、カラーウェル、スタイル、またはフォアグラウンドレイヤーやバック
グランドレイヤーをクリックします。

この操作は、ドキュメントパネル、色見本パネル、レイヤーパネル、スタイルパネル、濃度パネル内
で有効です。また、すべての色見本、カラーウェル、またはドキュメントの空白領域でも有効です。

マウスの右ボタンを使用してドキュメントの領域を拡大するには :

1 環境設定の [ 一般 ] を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し [ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し [ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ 右マウス操作による表示比率変更 ] を選択し、[OK] をクリックします。

メモ : このオプションを選択すると、Windows のコンテキストメニューが無効になります。
第 1 章34



ショートカットのクイックリファレンスカードのプリント
ショートカットのクイックリファレンスカードをプリントし、カスタムカードを保存することができます。

ショートカットのクイックリファレンスカードをプリントするには :

1 [ 編集 ]-[ キーボードショートカット ] を選択します。

2 [ キーボードショートカット ] ダイアログボックスで [ プリント ] をクリックします。

3 表示されるダイアログボックスで、もう一度 [ プリント ] をクリックします。

システムの [ プリント ] ダイアログボックスが表示されます。必要なオプションを設定して、適切なボ
タンでプリンタにカードを送信します。

カスタムキーボードショートカットカードを保存するには :

1 [ 編集 ]-[ キーボードショートカット ] を選択します。

2 [ キーボードショートカット ] ダイアログボックスで [ プリント ] をクリックします。

3 表示されるダイアログボックスで [ 新規保存 ] をクリックします。

4 ショートカットカードの保存先を指定し、[ ファイル名 ] テキストボックスにファイル名を入力します。

5 [ 保存 ] をクリックします。

テキストファイルが生成されます。このファイルは別のアプリケーション ( ワードプロセッサなど ) で
開けるので、テキストをフォーマットし並べ替えて独自のカスタムショートカットカードを作成でき

ます。たとえば、表にテキストを配置したり、ショートカット、コマンド、または説明順にソートす
ることができます。

環境のカスタマイズ
FreeHand では、作業環境の多くの場面をカスタマイズできます。キーボードショートカットの追加と削
除や、別のアプリケーションのショートカットの使用、ツールバーの並べ替え、ツールバーボタンの変更
が行えます。

ショートカットのカスタマイズ

現在のキーボードショートカットを変更したり、ショートカットが設定されていないコマンドにショート
カットを割り当てる場合には、[ カスタマイズ ] ダイアログボックス (Windows) または [ ショートカット
のカスタマイズ ] ダイアログボックス (Macintosh) の [ ショートカット ] タブを使用します。[ エクスト

ラを繰り返し適用 ] コマンドを除いて、エクストラにショートカットを割り当てることはできません。

FreeHand には、デフォルトのショートカットグループに加え、FreeHand 8、FreeHand 9、および

Adobe Illustrator、QuarkXpress、Adobe PageMaker (Macintosh)、Adobe Photoshop (Macintosh)、
Macromedia Director (Macintosh) を含むその他のアプリケーションのデフォルトのショートカットグ
ループが用意されています。また、他のユーザーのコンピュータから、またはハードディスクの別の場所
からカスタムショートカットグループをコピーできます。
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利用できるショートカットグループを表示および選択するには :

1 [ 編集 ]-[ キーボードショートカット ] を選択します。

[ カスタマイズ ] ダイアログボックス (Windows) または [ ショートカットのカスタマイズ ] ダイアログ
ボックス (Macintosh) が表示されます。

[ カスタマイズ ] ダイアログボックスの [ ショートカット ] タブ (Windows)

[ ショートカットのカスタマイズ ] ダイアログボックス (Macintosh)

2 [キーボードショートカットの設定] ポップアップメニューからショートカットグループを選択します。

特定のコンピュータでカスタマイズされたショートカットグループを別のコンピュータにコピーするには :

1 ユーザー固有の "Application Data" (Windows) または "Application Support" (Macintosh) フォルダの
"Macromedia/FreeHand/11/Japanese/Settings" フォルダ内の "Keyboard" フォルダにある "Shortcuts"
ファイルを選択します。

メモ : ユーザー固有の "Application Data" フォルダまたは "Application Support" フォルダの位置は、お使いのオペ
レーティングシステムにより異なります。このフォルダの場所については、お使いのオペレーティングシステムのマ
ニュアルを参照してください。

2 このファイルを別のコンピュータ上のユーザーフォルダ内にある同じ場所にコピーします。

コピーしたショートカットグループ名が、[ キーボードショートカットの設定 ] ポップアップメニュー
に表示されます (Windows では、ショートカットグループのファイル名に拡張子 .set が付けられます
が、[ キーボードショートカットの設定 ] ポップアップメニューには拡張子が表示されません )。
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カスタムショートカットを割り当てるには :

1 [ 編集 ]-[ キーボードショートカット ] を選択します。

[ カスタマイズ ] ダイアログボックス (Windows) または [ ショートカットのカスタマイズ ] ダイアログ
ボックス (Macintosh) が表示されます。

2 カスタムショートカットを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ キーボードショートカットの設定 ] メニューからアプリケーションを選択します。

• FreeHand のデフォルトのショートカットをすべてそのまま残し、独自のショートカットを作成するに
は、[ キーボードショートカットの設定 ] の [+] ボタンをクリックします。保存先を指定し、ファイル

に名前を設定して [ 保存 ] をクリックします。

3 [ コマンド ] リストでプラス (+) 記号 (Windows) または三角形 (Macintosh) をクリックしてカテゴリ
を展開します。

[ コマンド ] リストには、FreeHand のすべてのメニューといくつかの追加機能が表示されます。ショー
トカットを割り当てるコマンドが FreeHand メニュー内にない場合、[ コマンド ] リストの [ ツール /

コマンド ] カテゴリを展開します。

4 新しいショートカットを割り当てるコマンドの名前をクリックします。

コマンドの説明が [ 説明 ] フィールドに表示されます。コマンドに割り当てられているすべてのショー
トカットが [ 現在のショートカットキー ] テキストボックスに表示されます。コマンドには複数の
ショートカットを割り当てることができますが、メニューには 1 つしか表示されません。

5 [ 新ショートカットキーの入力 ] テキストボックスをクリックして、新たに割り当てるショートカット
の組み合わせを入力します。

新しいショートカットが [ 新ショートカットキーの入力 ] フィールドに表示されます。コマンドまたは
キーボードシーケンスに割り当てられているショートカットは、ダイアログボックスの中央の [ 現在の
割り当て ] に表示されます。

6 ショートカットの割り当て方法を選択します。

• [重複割り当てキーを表示] を選択して、これまでに割り当てられているショートカットのコマンドを [コ
マンド ] リスト内でハイライト表示します。

• [ 割り当て ] をクリックしてコマンドに新しいショートカットを割り当て、これまでのショートカット

の割り当てを無効にします。

7 手順 4 ～ 6 を繰り返して他のショートカットを割り当てます。

8 [ 閉じる ] をクリックして、新しいショートカットの割り当てを確定します。割り当てたショートカッ
トを保存せずに以前の状態に戻すには、[ リセット ] をクリックします。
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ショートカットを削除するには :

1 [ 編集 ]-[ キーボードショートカット ] を選択します。

2 [ コマンド ] リストを展開して、必要なコマンドを探し選択します。

3 [ 現在のショートカットキー ] で、削除するショートカットをクリックします。

4 [ 削除 ] をクリックします。

5 [ 閉じる ] をクリックするか、新しいショートカットグループをクリックして、削除を確定します。

ツールバーのカスタマイズ

ツールバーの表示形式、位置、および内容をカスタマイズするには、[ カスタマイズ ] ダイアログボックス
(Windows) または [ ツールバーのカスタマイズ ] ダイアログボックス (Macintosh) を使用します。また
ツールバーのボタンもドラッグできます。

メモ : 無効になっているボタンは、移動も削除もできません。
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[ カスタマイズ ] コマンドでツールバーをカスタマイズするには :

1 [ウィンドウ]-[ツールバー]-[カスタマイズ] を選択します (または、Windows では [編集]-[キーボード

ショートカット ] を選択して、[ ツールバー ] タブをクリックします )。 

[ カスタマイズ ] ダイアログボックスの [ ツールバー ] タブ (Windows)

[ ツールバーのカスタマイズ ] ダイアログボックス (Macintosh)
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2 追加するコマンドを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ コマンド ] リストをスクロールして、ツールバーに配置するボタンを含むコマンドを探します。必要に
応じて、プラス (+) 記号 (Windows) または三角形 (Macintosh) をクリックしてカテゴリを展開します。

• コマンドが FreeHand メニュー内にない場合、[ ツール / コマンド ] カテゴリを展開します。

• メニューまたはメニューコマンドをクリックして、対応するボタンをハイライト表示します。

• ボタンをクリックして、対応するメニューコマンドをハイライト表示します。

[ コマンド ] リストには、FreeHand のすべてのメニューといくつかの追加機能が表示されます。

3 [ カスタマイズ ] ダイアログボックス (Windows) または [ ツールバーのカスタマイズ ] (Macintosh) ダ

イアログボックスから目的の位置にボタンをドラッグします。

ボタンを配置するスペースがないときは、既存のボタンが自動的に移動してボタンが挿入されます。

ツールバーからボタンを削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ ウィンドウ ]-[ ツールバー]-[ カスタマイズ ] を選択して、ボタンをドラッグしてツールバーから移動し

ます。

• Alt キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したまま、ボタンをツールバーの外側

にドラッグします。

メモ : ツールバーからボタンをドラッグすると、これを元に戻すことはできませんが、[ カスタマイズ ] コマンドを使用
するとボタンを元の位置に戻すことができます。詳細については、前述の手順を参照してください。

ツールバーの外側へのボタンのドラッグ ( 左側 ) とドラッグ後 ( 右側 )

ツールのボタンをドラッグしてツールバーをカスタマイズするには :

ツールバー間でボタンを移動するには、Alt キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押し
たまま、ボタンを他のツールバーの目的の場所にドラッグします。

複数のツールバーに配置するためにボタンを複製するには :

Alt + Ctrl (Windows) または Option + Command (Macintosh) を押したまま、ボタンをもう一方のツー

ルバーにドラッグします。
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ドッキングしたツールバーをペーストボードに移動するには :

ドッキングしたツールバーのグレー領域をペーストボードにドラッグします。

ツールバーを放したときにツールバーがドロップされる位置が、ハイライトで示されます。ツールバーを
ツールバー領域以外にドロップすると、サイズ変更可能なフローティングツールバーになります。

フローティングツールバーを一番上、一番下、または左右いずれかのツールバー領域にドッキングするには :

フローティングツールバーのグレー領域を、一番上、一番下、または左右いずれかのツールバー領域にド

ラッグします。

ツールバーを放したときにツールバーがドロップされる位置が、ハイライトで示されます。フローティン

グツールバーをペーストボードの周りの領域にドロップすると、通常のツールバーに戻ります。
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第 2 章
ドキュメントの設定

Macromedia FreeHand MX では、グラフィックの作成を開始するときに、作成するドキュメントのデザ

インと 終的な出力の条件に 適な設定を、さまざまなドキュメント設定から選択することができます。
ドキュメントパネルを使用すると、ページサイズ、ページの向き、裁ち落とし値、 終出力解像度などの
ページオプションを設定することができます。また、ドキュメントパネルでカスタムページのサイズを定
義できます。テンプレートを作成して、新規作成するドキュメントのデフォルトとして使用することがで

きます。マスターページを作成すると、ドキュメント全体の外観を統一することもできます。

ドキュメントにオブジェクトを整列および配置する場合は、ガイド、グリッド、およびページルーラを設
定すると便利です。ドキュメントの単位も設定できます。

システムにインストールされていないフォントが使用されているドキュメントを開く、または読み込む場
合は、代わりのフォントに置き換えることができます。

Windows では、FreeHand のウィザードを使用してプロジェクトをすばやく開始し、ワークフローを簡
単にすることができます。インタラクティブな複数の画面で構成されるウィザードにより、さまざまな作
業についてのガイドを表示し、タスクを簡単に実行することができます。

ドキュメントパネルの使用
ドキュメントパネルにはペーストボードの縮小版が表示され、ここにはドキュメント内の各ページのサム
ネールアイコンが表示されます。ページの追加や削除、サイズ、向き、裁ち落としなどのページ属性の設

定、および出力先プリンタ解像度などのドキュメント属性の設定には、ドキュメントパネルを使用します。
ドキュメントパネル内のページのサムネールをドラッグすると、ペーストボード上の対応するページも同
じように移動します。

ドキュメントパネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ ウィンドウ ]-[ ドキュメント ] を選択します。

• プロパティパネルグループに [ドキュメント] タブが表示されている場合は、このタブをクリックします。

• メインツールバーの [ ドキュメント ] ボタンをクリックします。

メモ : [ ドキュメント ] ボタンは、FreeHand の起動時にデフォルトでは表示されません。メインツールバーにボタン
を追加する方法については、38 ページの「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。
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ページの操作
ページサイズ、ページの向き、裁ち落とし値などのページオプションを設定するには、ドキュメントパネ
ルまたは [ ページを追加 ] ダイアログボックスを使用します。また [ ページを追加 ] ボタンを使用すると、
ドキュメントにすばやくページを追加できます。

ページオプションを設定するには :

1 ドキュメントパネルがまだ開かれていない場合は、[ウィンドウ]-[ドキュメント] を選択してドキュメン

トパネルを表示します。

2 [ ページサイズ ] ポップアップメニューからページサイズを選択します。

3 [ページサイズ] ポップアップメニューの右側にあるページ方向ボタンのいずれかをクリックして、ペー
ジの向きを縦長または横長のいずれかに設定します。

4 [ 裁ち落とし ] テキストボックスに裁ち落とし値を入力します。指定したページサイズより大きい用紙

を使用する必要があります。サイズを設定するには、[ ファイル ]-[ プリント ] を選択します。裁ち落と
しの詳細については、379 ページの「プリント」を参照してください。

5 ページ表示比率のボタンをクリックして、ページサムネールを拡大または縮小します。

拡大レベルを大きく設定すると、ドキュメントパネルのペーストボードウィンドウにすべてのページ
のサムネールを表示できない場合があります。

6 [ プリンタ解像度 ] ポップアップメニューから解像度を選択します。プリンタ解像度の詳細については、
379 ページの「プリント」を参照してください。

7 ペーストボードにページを移動するには、ドキュメントパネルのプレビューウィンドウの新しい場所

にサムネールをドラッグします。

ページの向き

[ ページサイズ ] ポップアップメニュー

ページサムネールの表示
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8 ペーストボードビューをスクロールするには、スペースバーを押しながらペーストボードをドラッグ

します。

ドキュメントパネルを使用してドキュメントにページを追加するには :

1 ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ ページを追加 ] を選択します。

2 [ ページを追加 ] ダイアログボックスで必要なオプションを設定します。

3 [OK] をクリックします。

ドキュメントウィンドウのドキュメントにページを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントウィンドウの下にある [ ページを追加 ] ボタンをクリックします。

• ツールボックスのページツールを選択し、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押

したままページをドラッグします。

ページの選択

ページの属性を変更するには、まずページを選択します。ページは、ドキュメント内で直接選択すること

も、ドキュメントパネル内で選択することもできます。

また、ドキュメントウィンドウでツールボックスのツールを使用してページを選択できるように環境設定

を設定できます。

ページを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスのページツールをクリックし、ペーストボード内の単一のページをクリックします。

• ドキュメントパネルでページのサムネールをクリックします。

• ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下 (Macintosh) にあるポップ
アップメニューからページ番号を選択するか、テキストボックスに値を入力します。 
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• ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下 (Macintosh) にある [前のペー

ジ ] または [ 次ページ ] ボタンをクリックします。

• 任意のツールを使用して、ドキュメントウィンドウのページをクリックします。このためには、次の手
順に従って、[ ツールの使用でアクティブなページを設定する ] オプションを選択する必要があります。

ページをアクティブに設定するには :

1 ドキュメントの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ ドキュメント ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ ドキュメント ] カテゴリをクリックします。

2 次のどちらかまたは両方の操作を行います。

[ 表示によってアクティブなページを設定する ] を選択すると、ドキュメントパネルまたはドキュメント
ウィンドウ内のページをスクロールバーを使用して選択できます。このオプションが選択されている
場合は、ドキュメントウィンドウ全体をスクロールすると、新しいページをアクティブにすることが
できます。ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下 (Macintosh) にアク

ティブページが表示され、ドキュメントパネルでハイライト表示されます。

[ ツールの使用でアクティブなページを設定する ] を選択すると、任意のツールを使用してページを選択

できます。このオプションを選択した場合、ドキュメントウィンドウのページに表示されるツールを
使用して新しいページをアクティブにできます。

3 [OK] をクリックします。

ページの複製、削除、移動

ページを複製、削除、移動するには、ドキュメントパネルまたはページツールのいずれかを使用します。

ページを複製するには :

1 ページを選択します (45 ページの「ページの選択」 を参照 )。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 複製 ] を選択します。 

• ページツールを使用して、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままワーク

スペース内のページをドラッグします。

ページを削除するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントパネルのペーストボードプレビューでページを選択します。次にドキュメントパネルの

オプションポップアップメニューをクリックして、[ 削除 ] を選択します。

• ページツールを使用してワークスペース内のページを選択し、Delete キーを押します。

2 選択されたページにオブジェクトが含まれている場合は、メッセージが表示されたら [OK] をクリック
します。

メモ : ページを削除するには、ペーストボードに複数のページが存在している必要があります。
第 2 章46



ページとその内容を移動するには、次のいずれかの操作を行います。

• ページツールを使用してページを選択し、ペーストボード内の目的の位置にドラッグします。

• ドキュメントパネルでページを選択し、目的の位置にドラッグします。

ページの内容を移動せずにページのみを移動するには :

1 ページツールを使用してページを選択します。

2 ページをドラッグして Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したまま、ペー
ストボード内のページをドラッグします。

ページの修正、サイズ変更、回転

ページツールを使用すると、ページの属性の修正や、ページのサイズ変更、回転が行えます。

マスターページの子ページを修正、サイズ変更、回転することはできません。このような変更はマスター
ページに対して行う必要があります。

ページを修正するには :

1 ページツールを使用し、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままページを
ダブルクリックすると、[ ページを修正 ] ダイアログボックスが表示されます。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [ ページサイズ ] ポップアップメニューから新しいページサイズを選択します。カスタムサイズを作成

するには、ポップアップメニューから [ カスタム ] を選択し、テキストボックスにサイズを入力します。

• 新しいページの向きを選択します。

• テキストボックスに新しい裁ち落としのサイズを入力します。

• マスターページが使用できる場合、[ マスターページをベースに ] オプションを選択し、ポップアップ
メニューからマスターページを選択します。

3 [OK] をクリックします。

ページのサイズ変更中にページをグリッドに吸着させるには :

1 [ 画面表示 ]-[ グリッド ]-[ グリッドへ吸着 ] が選択されていることを確認します。

詳細については、55 ページの「グリッドの使用」を参照してください。

2 ツールボックスのページツールをクリックします。

3 サイズを変更するページをクリックすると、選択ハンドルが表示されます。

4 コーナー、一番上、または左右いずれかのハンドルをドラッグします。縦横の比率を変えずにページ
のサイズを変更するには、Shift キーを押したままドラッグします。

ページを回転させるには :

1 ツールボックスのページツールをクリックします。

2 ページをクリックすると、選択ハンドルが表示されます。

3 ポインタをページ外側の選択ハンドルの近くに置きます。ポインタが、回転ポインタに変わります。

4 回転ポインタをドラッグすると、ページの向きを変更することができます。

メモ : ページを回転させても、ページ内のオブジェクトが回転することはありません。
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カスタムページサイズの定義

ドキュメントにカスタムページサイズを追加する場合は、[ ページサイズを編集 ] ダイアログボックスを
使用します。カスタムページサイズは、現在ドキュメントに設定されている単位に基づいています。カス

タムページを変更することはできません。カスタムページの定義を編集する場合は、カスタムページを削
除して再作成する必要があります。

カスタムページは FreeHand ドキュメント内に保持されます。新規作成した FreeHand ドキュメントで

カスタムページの定義を使用できるようにするには、そのカスタムページの定義を FreeHand のテンプ
レートに追加します。詳細については、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

カスタムページサイズを追加するには :

1 ドキュメントパネルがまだ開かれていない場合は、[ウィンドウ]-[ドキュメント] を選択してドキュメン
トパネルを表示します。

2 ドキュメントパネル、[ページ方向] ボタンの左側にある [ページサイズ] ポップアップメニューから [編
集 ] を選択します。

[ ページサイズを編集 ] ダイアログボックスが表示されます。

3 [ 新規 ] をクリックします。

4 [ ページサイズ ] テキストボックスに新しいカスタムページの名前を入力します。

5 [x] および [y] テキストボックスにページサイズを入力します。入力する値には、ドキュメントで現在
設定されている単位が適用されます。詳細については、49 ページの「単位の設定」を参照してください。

6 [ 閉じる ] をクリックします。

カスタムページサイズを削除するには :

1 ドキュメントパネルで、[ ページサイズ ] ポップアップメニューから [ 編集 ] を選択します。

2 [ ページサイズを編集 ] ダイアログボックスで、削除するカスタムページサイズを選択します。

3 [ 削除 ] をクリックします。

[ ページサイズを編集 ] ダイアログボックスでカスタムページサイズを削除しても、ドキュメントのカ
スタムページには影響しません。用紙の種類がドキュメントパネルで [ カスタム ] に変更されます。

選択したページにカスタムページサイズを適用するには :

ドキュメントパネルの [ ページサイズ ] ポップアップメニューからカスタムページサイズを選択します。

カスタムページサイズでページを新規作成するには :

1 ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ ページを追加 ] を選択します。

2 [ ページを追加 ] ダイアログボックスで、追加するページ数を入力します。

3 [ ページサイズ ] ポップアップメニューからカスタムページを選択します。

4 [OK] をクリックします。
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単位の設定

FreeHand では、正確かつ柔軟に数値を入力し、ルーラやグリッドを表示することができます。

• ルーラ、パネル、ダイアログボックスで使用する単位を、ポイント、パイカ、インチ、デシマルイン
チ、ミリメートル、Q、センチメートル、ピクセルの中から選択することができます。

• 数値テキストボックスのデフォルト単位を上書きすることができます。デフォルトの単位を上書きす

ると、自動的に値がデフォルトの単位に変換されます。たとえば、テキストボックスに 125m と入力
した場合、これは 125 ポイントではなく 125 ミリメートルを意味します。125 ミリメートルは、自
動的に 354.3307 ポイントに変換されます。

• 数値テキストボックスに数式を入力して単位を組み合わせると、自動的に値が計算されます。 

• メートル、フィート、マイル、シセロ、ディドットポイントなどの他の単位に相当するカスタム単位

を設定することができます。詳細については、53 ページの「ルーラの使用」を参照してください。

ドキュメント全体の単位を設定するには :

1 ステータスツールバー (Windows) またはドキュメントウィンドウの下 (Macintosh) にある [ 単位 ]
ポップアップメニューをクリックします。

2 単位を選択します。

この設定は、ポイントに基づいたテキスト関連の設定を除き、ほとんどすべての数値テキストボックス

に影響します。たとえば、[ 単位 ] ポップアップメニューがインチに設定されている場合に、フォント
サイズのテキストボックスに 12 と入力すると、単位に関係なくフォントは 12 ポイントになります。

数値テキストボックスにデフォルト以外の単位を設定するには :

1 数値の後に単位を入力します。インチは「i」、パイカは「p」、ポイントは「pt」、ミリメートルは「m」、
センチメートルは「c」、ピクセルは「x」を入力します。

たとえば、7 パイカの場合は「7p」と入力します。

2 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

式を使用して値を指定するには :

1 数値を入力して、次の算術記号で式を作成します。

+( 加算 )

- ( 減算 )

* ( 乗算 )

/ ( 除算 )

これらの演算を組み合わせる場合、加算および減算の前に、乗算および除算の演算が行われます。

さまざまな単位を組み合わせて、式を作成することができます。たとえば、[ 単位 ] メニューのデフォ
ルトの単位がポイントに設定されている場合、テキストボックスに「4*50-49」、「71+80」、または

「2i + p7」と入力すると、これらの式はすべて 151 ポイントになります。無効な式または単位を入力
すると、自動的に式や単位が判断されるか、または「0」が表示されます。

2 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。
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マスターページの操作
マスターページを使用すると、簡単にドキュメントのページレイアウトの統一を取ることができます。マ
スターページのページ属性を定義し、マスターページにテキストおよびグラフィックを配置して、これら
の属性をドキュメントのページの一部またはすべてに適用することができます。ドキュメントには複数の
マスターページを作成することができます。

メモ : あらかじめ定義されているページレイアウトでドキュメントを作成する場合は、テンプレートを使用します。詳細
については、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

マスターページを新規作成することも、現在のドキュメントページをマスターページに変換することもで
きます。マスターページを新規作成する場合、ドキュメント内にある現在のページのページサイズ、向き、
および裁ち落としの設定が、新しいマスターページに引き継がれます。必要に応じて、これらの設定を変
更することができます。ドキュメントページをマスターページに変換する場合、ドキュメントページの要

素はマスターページに配置されます。

マスターページは、グラフィックシンボルと同じ管理方法で、ライブラリパネルを使用して管理すること

ができます。マスターページは、グループ化、複製、名前の変更、および削除することができ、ライブラ
リパネルでマスターページを表示または非表示にすることができます。ライブラリパネルの詳細について
は、299 ページの「ライブラリパネルの使用」を参照してください。

マスターページを書き出して他のドキュメントで使用することも、他のドキュメントからマスターページ
を読み込んで現在のドキュメントで使用することもできます。マスターページについての情報は、ドキュ
メントレポートにも記載されています。詳細については、379 ページの「プリント」を参照してください。

マスターページを操作する場合は、次の点に注意してください。

• 子ページにマスターページを適用すると、マスターページの要素が子ページの各レイヤーの下部に配

置されます。

• マスターページからオブジェクトをカットして、ペーストボードに配置することができます。裁ち落

としのあるマスターページが子ページに適用されている場合、子ページ内の画像は、裁ち落としの四
角形によって制御されます。

マスターページと子ページ

• ドキュメントパネルの [ マスターページ ] ポップアップメニューからマスターページを選択すると、現
在のページ ( またはページの範囲 ) をマスターページの子ページに変えることができます。ドキュメン

トパネルで [ なし ] を選択すると、現在のページ ( またはページの範囲 ) をマスターページから解除し、
通常のページに変えることができます。

子ページに表示されるマスターページの
裁ち落とし四角形
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マスターページを新規作成するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントパネルがまだ表示されていない場合は、[ウィンドウ]-[ドキュメント] を選択してドキュメ
ントパネルを表示します。次にドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックし
て、[ 新規マスターページ ] を選択します。

• ライブラリパネルがまだ表示されていない場合は、[ウィンドウ]-[ライブラリ] を選択して表示します。
次にライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規マスターページ ] を

選択します。

現在のページのサイズ、向き、および裁ち落としの設定が適用された新規マスターページが、マスター

ページウィンドウに表示されます。現在のページが別のマスターページの子ページになっている場合
は、そのマスターページの設定が新規マスターページに適用されます。この設定は、ドキュメントパ
ネル内で変更することができます。

2 テキストやグラフィックなどの要素をマスターページに配置します。

3 マスターページのレイアウトが終了したら、マスターページウィンドウを閉じます。属性は、マスター

ページのシンボルとともにライブラリに保存されます。

ページを新規マスターページに変換するには :

1 ページを選択します (45 ページの「ページの選択」 を参照 )。

2 ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ マスターページに変換 ] を

選択します。

メモ : 子ページをマスターページに変換するには、まず子ページを解除する必要があります。詳細については、次の
手順を参照してください。

ドキュメントページにマスターページを適用するには :

1 ページツールを使用してページを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントパネルで、[ マスターページ ] ポップアップメニューからマスターページを選択します。

メモ : 複数ページのドキュメントでは、選択したページのみにマスターページが割り当てられます。ページツールで
複数ページを選択すると、選択したすべてのページがマスターページの子ページになります。

• ライブラリパネルからマスターページのアイコンをドラッグして、選択したドキュメントページにド
ロップします。

ドキュメントに子ページを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ ページを追加 ] を選択しま
す。[ マスターページをベースに ] オプションを選択し、ポップアップメニューからマスターページを
選択してから [OK] をクリックします。 

• 子ページを選択し、ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューから [複製] を選択します。

• ページツールを使用して、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま子ペー

ジをペーストボード内の空きスペースにドラッグします。
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マスターページを編集するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルでマスターページのアイコンをダブルクリックします。

• 子ページを選択し、ドキュメントパネルの [ 編集 ] をクリックします。

2 必要に応じて、マスターページを修正します。

3 編集セッションを終了するには、マスターページウィンドウを閉じます。

子ページを解除するには :

1 ページツールを使用して任意の数のページを選択します。

メモ : 子ページを解除するには、現在のページが子ページである必要があります。

2 ドキュメントパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 子ページを解除 ] を選択し
ます。

選択したページがマスターページから解除されます。マスターページのオブジェクトは、選択したペー

ジにペーストされます。オブジェクトを含む各レイヤーに対して、オブジェクトグループが 1 つ作成
されます。

ライブラリパネルでマスターページを表示または非表示にするには :

ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ マスターページの表示 ] を選択
します。

このコマンドで、マスターページの表示と非表示を切り替えます。メニュー項目の前にチェックマークが
付いている場合、マスターページが表示されています ( デフォルト )。

マスターページを読み込むには :

1 ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 読み込み ] を選択します。

2 表示されたダイアログボックスで、マスターページの読み込み元フォルダを指定します。

3 ファイル名をクリックし [ 開く ] をクリックします。

メモ : Mac OS X では [ ファイルを選択 ] をクリックします。

4 [ シンボルの読み込み ] ダイアログボックスからマスターページを選択 ( 複数ページを選択する場合は

Shift キーを押したままクリック ) し、[ 読み込み ] をクリックします。

ライブラリパネルの下の領域に、読み込まれたマスターページが表示されます。

マスターページを書き出すには :

1 ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 書き出し ] を選択します。

2 書き出すマスターページを選択して、[ 書き出し ] をクリックします。

3 表示されたダイアログボックスで、シンボルの書き出し先フォルダを指定します。

4 マスターページのファイル名を入力して、[ 保存 ] をクリックします。
第 2 章52



ルーラの使用
ルーラを使用すると、ドキュメントで正確にオブジェクトを配置および測定することができます。ルーラ
は、ドキュメントウィンドウの左と上に表示されます。

ファイル内をスクロールまたはズームするたびに、ルーラが調整されます。大きなチェックマークは長さ
の単位 ( ポイントなど ) を表し、小さなチェックマークは間隔 (16 ポイントなど ) を表します。

ページルーラはドキュメントの現在の単位に、ステータスバー (Windows) またはドキュメントウィンド

ウの下 (Macintosh) の [ 単位 ] ポップアップメニューで設定した単位を使用します。メートル、フィート、
ヤード、マイル、海里、キロメートル、シセロ、およびディドットポイントに相当するカスタム単位を定
義することができます。カスタム単位は、ドキュメントごとに定義します。

メモ : 新規作成した FreeHand ドキュメントでカスタム単位を使用できるようにするには、そのカスタム単位を
FreeHand のテンプレートに追加します。詳細については、61 ページの「デフォルトテンプレートの新規作成」を参照
してください。

ページルーラを表示または非表示にするには :

[ 画面表示 ]-[ ページルーラ ]-[ 表示 ] を選択します。

このコマンドで、ルーラの表示と非表示を切り換えます。ルーラは、チェックマークが付いている場合に
表示されます。

ページルーラの原点を変更するには :

ドキュメントウィンドウの左上隅から原点マーカーをペーストボード内の新しい位置までドラッグします。

メモ : 原点はドキュメントのページごとに定義できます。

ページルーラをリセットするには :

原点マーカーをダブルクリックします。

原点マーカー
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カスタム単位を定義するには :

1 [ 画面表示 ]-[ ページルーラ ]-[ 編集 ] を選択します。

2 [ 単位の編集 ] ダイアログボックスで、新しい名前を入力するか、デフォルトの名前を適用して、カス
タム単位を新規作成します。

3 テキストボックスに数値を入力し、カスタム単位のベースにする単位をポップアップメニューから選
択します。

4 [ 適用 ] をクリックします。

5 別のカスタム単位を追加するには、[+] ボタンをクリックし、各単位で手順 2 ～ 4 を行います。

6 カスタム単位の追加または削除が終了したら、[ 閉じる ] をクリックします。

カスタム単位を削除するには :

1 [ 画面表示 ]-[ ページルーラ ]-[ 編集 ] を選択し、[ 単位の編集 ] ダイアログボックスを開きます。

2 [ 単位 ] ポップアップメニューから削除する単位を選択します。

3 [-] ボタンをクリックします。

4 警告ダイアログボックスが表示されたら、[OK] をクリックします。[ 閉じる ] をクリックします。

グリッドとガイドの使用
簡単に整列を行うために、プリントされない線をガイドまたはグリッドとして表示することができます。
これらの線のカラーは、変更することができます。

グリッドまたはガイドのカラーを変更するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 ガイドやグリッドのカラーを変更するには、[ ガイドカラー ] または [ グリッドカラー ] をそれぞれク
リックして、新しいカラーを選択します。

3 [OK] をクリックします。
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グリッドの使用

グリッドは、バックグラウンドに縦横に引かれたプリントされない点線です。グリッドを使用すると、オ
ブジェクトを正確に整列させ、グリッドの交点またはセル内の元の位置に対して相対的な位置にオブジェ

クトを吸着させることができます。

グリッドを表示または非表示にするには :

[ 画面表示 ]-[ グリッド ]-[ 表示 ] を選択します。

このコマンドで、グリッドの表示と非表示を切り替えます。グリッドは、チェックマークが付いている場

合に表示されます。

グリッド吸着のオンとオフを切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ グリッド ]-[ グリッドへ吸着 ] を選択します。

このコマンドで、[ グリッドへ吸着 ] のオンとオフを切り替えます。チェックマークが付いている場合、[ グ

リッドへ吸着 ] はオンになります。

グリッドオプションを設定するには :

1 [ 画面表示 ]-[ グリッド ]-[ 編集 ] を選択します。

2 現在のドキュメントに対して設定された単位でグリッドサイズを入力します ( 単位設定の詳細につい
ては、48 ページの「カスタムページサイズの定義」を参照してください )。 

3 吸着の動作を選択します。

• グリッドセル内の相対的に同じ位置にオブジェクトを吸着させるには、[ 相対グリッド ] を選択します。

• グリッドの交点にオブジェクトを吸着させるには、[ 相対グリッド ] の選択を解除します。

4 [OK] をクリックします。

ガイドの使用

ガイドは、オブジェクトの整列や配置に役立つプリントされない線です。デフォルトではガイドは青い線
ですが、必要に応じてこのカラーを変更できます (54 ページの「グリッドとガイドの使用」を参照 )。ペー

ジルーラまたは [ ガイドの編集 ] コマンドを使用して、目的の位置にガイドを設定することができます。
必要に応じて、ガイドを追加、修正、削除することができます。位置を変えないようにガイドをロックす
ることもできます。ガイドはページ上にのみ表示できます。ペーストボードにドラッグできません。

デフォルトでは、ガイドをドラッグしてもドキュメントウィンドウはスクロールしません。ただし、ド
キュメントウィンドウがスクロールするように環境設定を変えることもできます ( 環境設定の詳細につい
ては、25 ページの「環境設定の使用」を参照してください )。[ 吸着範囲 ] 環境設定を使用して、オブジェ

クトとガイドの距離を変更することもできます。詳細については、109 ページの「オブジェクトの選択」
を参照してください。

パスをガイドオブジェクトに変換し、レイヤーパネルを使用してガイドをロックすることができます。詳

細については、291 ページの「レイヤーの使用」を参照してください。

メモ : マスターページ上のガイドは、マスターページ上でのみ修正または削除できます。関連する子ページから修正およ
び削除することはできません。
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ガイドを表示または非表示にするには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 画面表示 ]-[ ガイド ]-[ 表示 ] を選択します。

このコマンドで、ガイドの表示と非表示を切り換えます。ガイドは、チェックマークが付いている場
合に表示されます。

• レイヤーパネルのガイドレイヤーの横にあるチェックマークをクリックします。

ドラッグしてガイドを追加するには :

1 ページルーラが表示されていない場合は、[画面表示]-[ページルーラ]-[表示] を選んでルーラを表示します。

2 水平のガイドは、上のルーラからページにドラッグして設定します。垂直のガイドは、左側のルーラ
からページにドラッグして設定します。

メモ : ルーラからガイドをドラッグする場合は、必ずポインタがページ上にあるときにマウスボタンを離してくださ
い。ポインタがページ上にないときにマウスボタンを離すと、ガイドが削除されます。

ガイドを削除するには :

ガイドをページの外にドラッグします。

ガイドを正確に追加するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 画面表示 ]-[ ガイド ]-[ 編集 ] を選択します。

• 既存のガイドをダブルクリックします。

2 [ 追加 ] をクリックします。

3 [ 水平 ] または [ 垂直 ] を選択します。

4 [ 追加形式 ] のオプションを選択し、ガイドを追加します。

• [ 追加数 ] を選択して値を入力し、正確なガイド数を追加します。

• [ 間隔 ] を選択して値を入力し、設定された間隔でガイドを追加します。

5 ガイドの 初と 後の位置を入力します。

6 ページ範囲を設定します。

7 [ 追加 ] をクリックします。

8 別の水平または垂直のガイドを追加するには、手順 2 ～ 7 を繰り返します。

9 [OK] をクリックします。

ガイドへの吸着のオンとオフを切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ ガイド ]-[ ガイドへ吸着 ] を選択します。

このコマンドで、ガイドへの吸着のオンとオフを切り替えます。メニュー項目の前にチェックマークが付

いている場合は、吸着の動作がアクティブです。デフォルトでは、[ ガイドへ吸着 ] はアクティブになっ
ています。

オブジェクトを対応するガイドの近くまでドラッグすると、ポインタに水平または垂直の三角形が表示さ

れ、マウスボタンを離すとその位置でオブジェクトがガイドに吸着することを示します。
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ガイドをロックまたはロック解除するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 画面表示 ]-[ ガイド ]-[ ロック ] を選択します。

このコマンドで、ガイドのロックとロック解除を切り替えます。メニュー項目の前にチェックマーク
が付いている場合、ガイドはロックされています。デフォルトでは、ガイドのロックは解除されてい
ます。

• レイヤーパネルのガイドレイヤーの横にある錠のアイコンをクリックします。

ガイドを編集、解除、削除するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 画面表示 ]-[ ガイド ]-[ 編集 ] を選択します。

• 既存のガイドをダブルクリックします。

2 修正するガイドを選択します。

一度に複数のガイドを修正する場合は、Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を
押したままクリックします。連続するガイドを選択する場合は、Shift キーを押したままクリックします。

3 次のいずれかの操作を行います。

• ガイドの位置を編集するには、[ 編集 ] をクリックします。[ ガイドの位置 ] ダイアログボックスで、ガイ

ドの新しい位置を入力し、[OK] をクリックします。

• ガイドを解除するには、[ 解除 ] をクリックします。ガイドを解除すると、オブジェクトに変換されます。

• ガイドを削除するには、[ 削除 ] をクリックします。 

4 [OK] をクリックします。

ガイドのドラッグ時にドキュメントウィンドウをスクロールするかどうかを設定するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。
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2 次のいずれかの操作を行います。

• 水平または垂直のガイドがドキュメントウィンドウの外側にドラッグされた場合に、ウィンドウをス
クロールするには、[ ガイドの移動と共にウィンドウをスクロール ] を選択します。

• ガイドをドラッグするときにウィンドウをスクロールしない場合は、[ ガイドの移動と共にウィンドウ
をスクロール ] の選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。

ドキュメントを作成および開く
ドキュメントを新規作成する場合は、デフォルトのドキュメントテンプレートを基にします。テンプレー

トの詳細については、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

複数ページのドキュメントを開き、変更を加え、保存することができます。簡単にアクセスできるように、
近保存した 4 つのドキュメント名については [ ファイル ]-[ 近使用したファイルを開く ] メニューに

表示されます。FreeHand を終了するときに、保存されていないドキュメントを再確認することができます。

ドキュメントを開いたときのビューやページ位置は、ドキュメントの環境設定で指定することができま

す。環境設定の詳細については、25 ページの「環境設定の使用」を参照してください。

FreeHand では、FreeHand ドキュメントの他に、Adobe Illustrator 1.1 ～ 9 のファイルなど、さまざま
な種類のファイルを開くことができます。

FreeHand では 1 度に必要な数のドキュメントを開くことができます。システムのメモリ容量にのみ制限
されます。

ドキュメントを新規作成するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ ファイル ]-[ 新規作成 ] を選択します。

• メインツールバーの [ 新規 ] ボタンをクリックします。

既存のドキュメントを開くには :

1 [ ファイル ]-[ 開く ] を選択するか、またはメインツールバーの [ 開く ] ボタンをクリックします。

2 ファイルを指定して、[ 開く ] をクリックします。

開いているドキュメントを切り替えるには :

[ ウィンドウ ] メニューから表示するドキュメント名を選択します。

ファイルを閉じ、FreeHand を終了するには :

1 [ ファイル ]-[ 終了 ] を選択します。

メモ : Mac OS X では [FreeHand]-[FreeHand を終了 ] を選択します。

2 ファイルが保存されていない場合、またはファイルに名前を設定していない場合は、警告ダイアログ
ボックスが表示されます。ファイルを保存するには、[ 再確認 ] をクリックし、[ はい ] (Windows) ま
たは [ 保存 ] (Macintosh) をクリックします。

3 必要に応じて、[ 名前 ] テキストボックスに名前を入力し、[ 保存 ] をクリックします。

ファイルの保存の詳細については、345 ページの「ファイルの保存」を参照してください。
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FreeHand のドキュメント処理方法に影響する環境設定を指定するには :

1 ドキュメントの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ ドキュメント ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ ドキュメント ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• 後に保存したときの表示比率でドキュメントを開くには、[ 閉じたときと同じ状態でドキュメントを
開く ] を選択します。

• 後に保存したときのウィンドウサイズと位置でドキュメントを開くには、[ ウィンドウのサイズと位
置を保存 ] を選択します。

• 別のテンプレートに基づいてドキュメントを新規作成するには、[ 新規ドキュメントのテンプレート ]
ポップアップメニューからテンプレートを選択するか、[...] ボタン (Windows) または [ 選択 ] ボタン
(Macintosh) をクリックして他のテンプレートファイルを指定します。テンプレートの使用方法の詳細
については、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

• アプリケーション終了時に開いているドキュメントをそれぞれ再確認し、保存するには、[ 終了時、常
に保存されていないドキュメントをチェックする ] (Windows) または [ 終了時、常に保存されていな
いドキュメントをチェック ] (Macintosh) を選択します。

• グラフィックへのリンクが切断されている部分を検索するには、[リンクの欠落部分を検索] (Macintosh
のみ ) を選択します。 

• デフォルトの環境設定に戻すには、[ デフォルト ] をクリックします。

3 [OK] をクリックします。

以前のバージョンの FreeHand からドキュメントを開く

FreeHand MX は FreeHand 8 以降で作成されたドキュメントを開くことができます。

FreeHand の一部の機能はバージョンごとに異なるため、イラストレーションを変換すると、一部の属性
が変更または削除される場合があります。以前のバージョンのドキュメントを変換した場合は、変換後の

ドキュメントが正しく表示およびプリントされることを確認してから、オリジナルのドキュメントを削除
するようにしてください。 

以前のバージョンの FreeHand のファイルを変換するには :

FreeHand MX でファイルを開きます。

変換したファイル名は、"< ファイル名 >.FH11" (Windows) または変換後の "< ファイル名 >" (Macintosh)
になります。

テンプレートの使用

より効率的に作業を進め、デザイン間の統一性を保つために、頻繁に使用する要素や設定を共有するド
キュメントのテンプレートを作成することができます。これらのテンプレートは、ドキュメントの新規作
成時のデフォルトとして使用することができます。 

マスターページを使用して、各ページにページレイアウトを適用することもできます。詳細については、
50 ページの「マスターページの操作」を参照してください。

テンプレートの設定と属性は、ドキュメントを新規作成するときにデフォルトとして使用されます。新規
作成するドキュメントに、既存のドキュメントと同じオブジェクト、設定、カラー、オブジェクト、段落
スタイルなどを使用するには、既存のドキュメントをテンプレートとして保存します。
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テンプレートには、次に示す FreeHand ドキュメント内の要素が保存されます。

• ガイド

• レイヤー情報

• グラフィックスタイル

• テキストスタイル

• シンボルとマスターページ

• すべてのオブジェクト

• カスタムブラシ

• カスタムカラー

• カスタムページサイズ

• カスタム単位

テンプレートを開くと、テンプレートドキュメントのコピーが名称未設定のドキュメントとして表示され
ます。この名称未設定のコピーを使用してテンプレートを新規作成することも、既存のテンプレートを置

き換えることもできます。また、このテンプレートをすべての新規ドキュメントのデフォルトのテンプ
レートとして設定することもできます。

ドキュメントをテンプレートとして保存するには :

1 [ ファイル ]-[ 新規保存 ] を選択します。

2 [ ドキュメント保存 ] ダイアログボックス (Windows) または [ 保存 ] ダイアログボックス (Macintosh)
にテンプレートファイルの名前を入力します。

3 [ ファイルの種類 ] ポップアップメニュー (Windows) または [ 形式 ] ポップアップメニュー (Macintosh)
から [FreeHand テンプレート ] を選択します。

4 保存先を指定して [ 保存 ] を選択します。Windows では、ファイル名に拡張子 .ft11 が付きます。

FreeHand のテンプレートを編集するには :

1 テンプレートを開いて必要な変更を加え、[ ファイル ]-[ 新規保存 ] を選択します。

2 変更後のドキュメントを同じ名前および同じ位置でテンプレートとして保存します。

3 オリジナルのファイルを置き換えるかどうかを尋ねるメッセージが表示されたら、[ はい ] (Windows)
または [ 置換 ] (Macintosh) をクリックします。

それまでのテンプレートが編集されたテンプレートで置き換えられます。

ファイルを開かずに FreeHand のファイルをテンプレートに変換するには (Macintosh):

1 Finder 内で FreeHand ファイルを選択します。

2 [ ファイル ]-[ 情報を見る ] を選択し、[ ひな形 ] を選択します。

テンプレートを通常の FreeHand ドキュメントに変換するには、[ ひな形 ] の選択を解除します。

デフォルトのテンプレートを変更するには :

1 ドキュメントの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ ドキュメント ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ ドキュメント ] カテゴリをクリックします。
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2 次のいずれかの操作を行います。

• [ 新規ドキュメントのテンプレート ] ポップアップメニューからテンプレートを選択します。

• [...] ボタン (Windows) または [ 選択 ] ボタン (Macintosh) をクリックして、別のテンプレートファイル
を指定します。

3 [OK] をクリックします。

デフォルトテンプレートの新規作成

ドキュメント全体の設定を制御するには、デフォルトテンプレートを使用して、ドキュメントレベルのデ

フォルト設定を適用します。選択したオブジェクトの設定を制御するには、オブジェクトレベルのデフォ
ルト設定をデフォルトテンプレートに適用します。

デフォルトテンプレートを新規作成するには :

1 [ ファイル ]-[ 新規作成 ] を選択します。

2 ドキュメントを変更します。

たとえば、ページサイズ、カラーリストのデフォルトカラー、デフォルトフォントサイズ、表示比率

を変更して、テンプレートに保存することなどができます。

3 [ ファイル ]-[ 新規保存 ] を選択します。

4 [ファイルの種類] ポップアップメニュー (Windows) または [形式] ポップアップメニュー (Macintosh)
から [FreeHand テンプレート ] を選択します。

5 ファイルに名前を付け、ユーザー固有の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application
Support" フォルダ (Macintosh) にある "Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Settings" フォル
ダに保存します。Windows では、ファイル名に拡張子 .ft11 が付きます。

"Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステム
によって異なることがあります。このフォルダの詳細については、お使いのオペレーティングシステ

ムのマニュアルを参照してください。
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ヒント : ユーザー固有のフォルダをすばやく探すには、[ 環境設定 ] ダイアログボックスの [ ドキュメント ] タブまた
は [ ドキュメント ] カテゴリを表示して、[ 新規ドキュメントのテンプレート ] の横にある [...] ボタン (Windows) ま
たは [ 選択 ] ボタン (Macintosh) をクリックします。次に現在のデフォルトドキュメントテンプレートのパスを確認
します。

リンクと埋め込み
FreeHand ドキュメントにビットマップや SWF、EPS グラフィックを読み込むときに、リンクするのか、
または埋め込むのかを環境設定で指定することができます。埋め込まれたグラフィックはドキュメントに

含まれますが、リンクされたファイルはファイルからは独立したままになるので、FreeHand ドキュメン
トのサイズが小さくなります。

リンクを切断せずにイラストレーションを転送する場合は、グラフィックを埋め込みます。ただし、グラ
フィックを埋め込むと、リンクした場合よりもファイルのサイズが大きくなるので、ドキュメントの表示
に必要なメモリ量が増加します。

メモ : DCS EPS 1.0 ファイルは、FreeHand ドキュメントに埋め込まないでください。DCS 1.0 ファイルは、低解像度
のコンポジットプレビュー用のファイルと、4 色のプロセス (CMYK) カラーの各カラーに 1 ファイルの合計 5 つのファ
イルで構成されています。ファイルを埋め込もうとしても、埋め込まれるのは低解像度のファイルのみです。

グラフィックにリンクすると、グラフィックのプレビューがドキュメントに表示されます。リンクされた
グラフィックをプリントまたは書き出すには、リンクを保持する必要があります。リンクされたグラ
フィックを移動する、または名前を変更すると、ドキュメントを表示またはプリントするために、グラ

フィックのリンクを設定し直す必要があります。グラフィックをリンクすると、修正後に更新しやすくな
ります。これは、ドキュメントを開くと、グラフィックが自動的に更新されるからです。ただし、リンク
された画像をネットワークサーバーに保存すると、FreeHand の処理速度が低下することがあります。

グラフィックをリンクするには :

1 読み込みの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 読み込み ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 読み込み ] カテゴリをクリックします。

2 [ 読み込み時に画像データを埋め込む ] オプションおよび [ 編集可能な EPS を変換して読み込む ] オプ
ションの選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。

4 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

5 読み込むグラフィックに移動します。

6 ファイル名をダブルクリックします。

読み込みポインタが表示されます。

7 グラフィックまたはテキストブロックの左上隅を表示する場所に、読み込みポインタを置きます。

読み込みポインタ
第 2 章62



8 グラフィックを配置するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックをデフォルトのサイズで表示するには、その位置でクリックします。

• 読み込み中に画像をサイズ変更するには、読み込みポインタをドラッグし、マーキーを作成します。
マーキーが正しいサイズになったらマウスボタンを離します。

常にグラフィックを埋め込むには :

1 読み込みの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 読み込み ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 読み込み ] カテゴリをクリックします。

2 [ 読み込み時に画像データを埋め込む ] オプションを選択します。

3 [ 編集可能な EPS を変換して読み込む ] オプションの選択を解除します。

4 [OK] をクリックします。

リンクの管理

グラフィックをリンクまたは埋め込むときに、グラフィックのファイル名と場所が保存されます。リンク
を含むイラストレーションを開く、書き出す、またはプリントする場合は、ファイル名でそのソースグラ

フィックを検索します。ソースグラフィックが元のフォルダにないときは、FreeHand ドキュメントと同
じフォルダでソースグラフィックを検索します。

ドキュメントを他のコンピュータに移動する、または転送用にストレージデバイスに移すときは、次のガ

イドラインに従ってください。

• リンクされたグラフィックをドキュメントと同じフォルダに保存するか、グラフィックをすべてド

キュメントに埋め込みます。

• サービスビューローを利用するためにドキュメントの準備が必要な場合は、[ 出力用に収集 ] コマンド
を使用します。このコマンドを実行すると、リンクされたグラフィックファイルなど、ドキュメント

の必要な構成要素がすべて収集されます。詳細については、379 ページの「プリント」を参照してく
ださい。

• [ リンクの欠落部分を検索 ] を使用します (Macintosh)。詳細については、64 ページの「ドキュメント
を開いたときに切断されたリンクの更新および修正」を参照してください。

ドキュメントを開いた後にグラフィックへのリンクを更新するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ リンク ] を選択し、[ リンク ] ダイアログボックスを表示します。

• ドキュメントでグラフィックが選択されている場合、オブジェクトパネルで [ リンク ] ボタンをクリッ

クします。

[ リンク ] ダイアログボックスに、読み込まれたすべてのグラフィックファイルのリストが表示されま
す。リンクが切断されたファイルのファイル情報は、イタリックで表示されます。[ 種類 ] 欄には、画

像の種類 (TIFF、SWF、EPS、グレースケールなど ) のリストが表示されます。[ サイズ ] 欄には、ファ
イルのサイズが表示されます。[ ページ ] 欄には、画像の左上隅が表示されるドキュメントのページ番
号が表示されます。
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2 次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックの名前、場所、 終修正日、種類、サイズ、サムネールなど、リンクされたグラフィッ
クの情報を表示するには、リストにあるファイルを選択し、[ 情報 ] をクリックします。情報を表示し

た後、[OK] をクリックします。

• リンクを更新または再設定するには、リンクが切断されたファイルをリストから選択し、[ 変更 ] をク
リックします。次に名前が変更されたファイルや移動されたファイルを指定し、[ 開く ] をクリックし

ます。

• 画像を埋め込むには、[リンク] ダイアログボックスでファイルを選択し、[埋め込み] をクリックします。

埋め込まれたグラフィックをドキュメントから抽出し、外部のグラフィックファイルに
新しいリンクを作成するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ リンク ] を選択します。リストからグラフィックを選択し、[ 抽出 ] をクリックします。

• ドキュメントでグラフィックが選択された状態で、オブジェクトパネルで [ リンク ] ボタンをクリック
し、[ 抽出 ] をクリックします。

2 [ 抽出 ] ダイアログボックスで、抽出先のフォルダを選択します。

3 デフォルトの名前を使用するか、[ ファイル名 ] テキストボックスに新しい名前を入力します。

4 [ 保存 ] をクリックします。

5 既存のファイルに上書き保存する場合、既存のファイルと置き換えるかどうかをたずねるダイアログ
ボックスが表示されます。[ はい ] をクリックしてファイルを置き換えるか、[ いいえ ] をクリックして
新しい位置を指定します。

6 [OK] をクリックします。

ドキュメントを開いたときに切断されたリンクの更新および修正

グラフィックへのリンクが切断されたドキュメントを開こうとすると、リンクの指定を求めるメッセージ
が表示されます。

不明のリンクを検索するには :

1 [ ファイル ]-[ 開く ] を選択します。

2 開くファイルを指定します。[ 開く ] をクリックします。 

3 [ ファイルを指定 ] ダイアログボックスで、不明のファイルを指定し選択します。

メモ : [ 現行フォルダで欠落したリンクを検索 ] を選択して、ファイルを開くときに他に切断されたリンクがないかど
うか、現在のフォルダを検索します。グラフィックにリンクが再設定されないように、[ 無視 ] または [ すべて無視 ]
をクリックします。

4 [ 開く ] をクリックします。

ドキュメントが更新され、新しいリンクが設定されます。

5 ドキュメントを保存します。
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不明リンクを検索できるように環境設定を指定するには (Macintosh) :

1 Command + U を押してから [ ドキュメント ] カテゴリをクリックします。

2 [ リンクの欠落部分を検索 ] を選択して [ 選択 ] ボタンをクリックし、指定したフォルダとそのサブフォ
ルダで、不明のリンクを検索します。

大 10 階層のサブフォルダまで、不明リンクが検索されます。グラフィックが見つかると、配置され
たグラフィックのリンクが自動的に新しい位置に再設定されます。

3 [ 選択 ] をクリックし、[OK] をクリックします。

フォント代用の管理
システムにインストールされていないフォントが使用されているファイルを開く、または読み込む場合
は、不明のフォントを置き換えるか、またはシステムにインストールされたフォントで代用することがで

きます。Windows と Macintosh 間でドキュメントを転送するときに、他方のプラットフォームにオリジ
ナルのフォントがない場合、またはフォント名が異なる場合は、フォントを適用し直すか、フォントを置
き換える必要があります。Macromedia Fontographer を使用すると、Windows と Macintosh の両方で

サポートされるフォントを作成することができます。Macromedia 製品の詳細については、Macromedia
の Web サイト (www.macromedia.com/jp/) を参照してください。

フォントを置き換えると、フォントに個別に適用されていたカーニングデータがすべて失われてしまいま

す。一方、フォントを代用すると、イラストレーションを開いたときに、一時的にフォントが代用されます。

不明フォントの置き換え

システムにインストールされていないフォントが使用されたファイルを開く、または読み込むと、不明
フォントの置き換えを求める [ システムにないフォント ] ダイアログボックスが表示されます。不明フォ
ントを置き換えないと、デフォルトの置換フォントの MS 明朝 (Windows) または細明朝体 (Macintosh)
で表示およびプリントされます。ただし、ドキュメント内のフォントの割り当ては変わりません。

不明フォントを置き換えるには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ファイル]-[新規ファイル] を選択して新規ファイルを開きます。次に [ファイル]-[読み込み] を選択し
てファイルを読み込みます。

• [ ファイル ]-[ 開く ] を選択してファイルを開きます。 

[ システムにないフォント ] ダイアログボックスが表示されます。

2 リストでフォントをハイライト表示するか、[ すべて選択 ] をクリックしてすべての不明フォントを選

択します。

3 [置換] をクリックして、[フォントの置き換え] ダイアログボックスを開きます。指定したフォントに置
き換えるフォント名とスタイルを選択し、[ 置換 ] をクリックします。

4 次のいずれかの操作を行います。

• 新しいフォントでドキュメントを開くには、[OK] をクリックします。

[OK] をクリックする前に、[ 置換 ] をクリックせずに不明のフォントを置き換えている場合、不明の
フォントがシステムのデフォルトフォントで一時的に表示され、プリントもできます。

• ドキュメントを開くのをやめる場合は、[ キャンセル ] をクリックします。
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フォントの自動置き換え ( 欧文フォントのみ )

Adobe Type Manager (ATM) のフォント置き換え機能を使用している場合、イラストレーションを開い
たときに ATM が一時的にフォントを代用するため、[ システムにないフォント ] ダイアログボックスは

表示されません。

ATM では、不明フォントのメトリックスと幅を複数のマスターフォントに適用し、代替したフォントに
ついてはフォントメニューのフォント名の横にひし形のマークを表示します。改行と文字間隔は保持され

ますが、文字の細かな形状は再現されない場合があります。

文字組み設定に注意する場合には、ATM のコントロールパネルを開き、[ 置き換えフォント使用 ] の選択

を解除します (Macintosh のみ )。

メールの送信 (Windows)
Windows の環境で MAPI32 互換の電子メールシステムが使用できる場合は、アクティブな FreeHand ド
キュメントまたは開いているすべてのドキュメントを添付して送信メッセージを新規作成できます。

FreeHand ドキュメントが添付された電子メールメッセージを送信するには :

1 [ ファイル ]-[ 送信 ] を選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• 電子メールメッセージにアクティブなドキュメントを添付する場合は、ファイル名を選択します。

• 現在開いているすべてのドキュメントを電子メールメッセージに添付する場合は、[ 開いているすべて

のドキュメント ] を選択します。

メールを初めて送信する場合は、プロファイルの設定を求めるウィンドウが表示されます。詳細につ

いては、電子メールアプリケーションのマニュアルを参照してください。

3 メッセージを追加します。

4 電子メールアドレスを追加するには、テキストボックスにアドレスを入力するか、[ 宛先 ] をクリック
します。

5 [ 送信 ] をクリックします。

ドキュメントは、現在の状態でメッセージに添付されます。ドキュメントの名称が未設定の場合は、デ
フォルト名でメッセージに添付されます。
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AppleScript を使用した FreeHand の自動化 (Macintosh)
Macintosh では、AppleScript と AppleScript スクリプト編集プログラム ( いずれも Apple 社から入手
可能 ) を使用して、ドキュメントの操作、プリント、レポートの生成、検索・置換機能などの FreeHand
の機能の一部を自動化することができます。

AppleScript の機能を FreeHand で使用するには、AppleScript とスクリプト編集プログラムをコン
ピュータにインストールする必要があります。スクリプトは、AppleScript スクリプト編集プログラムで
記述し、スクリプト編集プログラムから実行するか、またはアプリケーションとしてスクリプトを保存し

て、デスクトップまたは Apple メニューから起動します。

FreeHand で使用する AppleScript コマンドの詳細を確認するには :

1 AppleScript スクリプト編集プログラムを起動します。

2 AppleScript の Read Me ファイルの手順に従って、FreeHand MX を辞書として選択します。AppleScript

Read Me は、FreeHand MX アプリケーションフォルダの "ReadMes" フォルダ内にあります。

AppleScript スクリプト編集プログラムまたはその他の AppleScript コマンドについては、AppleScript

Read Me を参照するか、『AppleScript Handbook』(Danny Goodman 著、Random House Electronic
Publishing) を参照してください。

ウィザードの操作 (Windows)
Windows では、FreeHand のウィザードを使用してプロジェクトをすばやく開始し、ワークフローを簡

単にすることができます。インタラクティブな複数の画面で構成されるウィザードによって、さまざまな
作業についてのガイドを表示し、ユーザーは簡単にタスクを実行することができます。

ウィザードを使用するには :

1 [ ヘルプ ]-[ ウィザード ] を選択します。 
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2 トピックを選択します。

[ ようこそ ] では、新規ドキュメントの作成、前のドキュメントを開く、リストからドキュメントを選
択して開く、テンプレートを開く、FreeHand ヘルプの起動などの操作を行うことができます。この

画面は、FreeHand を起動すると表示されます。

[ セットアップ ] では、イラストレーションのスタイル ( フリースタイルまたはテクニカルスタイル ) に
基づいてドキュメントを作成できます。カラー、カラーモード、単位、ページサイズ、ページの向き

を選択します。

[ スクリーンベース ] では、インターネットまたはマルチメディア / 画像編集用のグラフィックの作成

に 適のドキュメントを作成できます。スクリーンベースでのデザイン用に、カラーを選択し、サイ
ズと向きを設定します。

[ ビジネス文書 ] では、レターヘッド、封筒、名刺などの一般的なビジネスドキュメントを作成できま

す。カラーと標準の用紙サイズを選択します。さまざまなレイアウト案を参照することもできます。

[ 出版 ] では、複数ページのドキュメントを作成できます。ページサイズ、ページ数、ページの向き、

カラー、単位、およびスタイルを選択します。

3 画面上の指示に従います。

メモ : ウィザードの設定によっては、設定済みの複数のカラーパレットを色見本に追加できます。
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第 3 章
描画

Macromedia FreeHand MX には、さまざまな描画オプションが用意されています。四角形、楕円、線な

どのシンプルなオブジェクトも、渦巻き、星、多角形などの複雑なオブジェクトも、ドラッグして作成す
ることができます。ほとんどの描画ツールで、オプションの設定が可能です。たとえば、多角形の辺の数
や渦巻きの方向を変更することができます。

パスを作成するには、ペンツールまたはベジゴンツールを使用したポイントの配置、または鉛筆ツールを
使用した自由形状の描画を行います。ポイントの種類を変更することも、ポイントを結合するパスの形状
に合わせてポイントを編集することもできます。FreeHand では、ポイントの削除または追加、パスの合
成、パスセグメントのドラッグによる新しいオブジェクトの作成によって、パスを編集することもできます。

その他のツールを使用して、特殊なオブジェクトを作成することもできます。たとえば、チャートを使用
すると、描画にチャートを追加することができます。コネクタラインツールでは、描画内のオブジェクト

の移動に合わせて動的に調整される、コネクタラインを作成することができます。グラフィックスタンプ
を使用すると、イメージを " ブラシ " のように使用することができます。

ベクターグラフィックについて
ポイントによって連結されているパスは、FreeHand オブジェクトの基本要素です。パスは、それぞれが

直線または曲線のセグメントを連結する、2 つ以上のポイントで構成されています。

FreeHand では、パスと呼ばれる直線または曲線が生成され、それぞれの数値設定に従ってグラフィック

が描画されます。この方法で作成されたグラフィックのファイルサイズは、ビットマップグラフィックよ
りも大幅に小さくなります。ベクターグラフィックは、解像度の影響を受けません。モニタまたはプリン
タの解像度に関わらず、画面上でも、プリント時にも、鮮明かつ滑らかに表示されます。
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これに対して、ピクセルのマトリックスで構成されているビットマップ画像の表示は、モニタおよびプリ

ンタの解像度に影響されます。ビットマップ画像は、拡大すると粗い粒状に見えます。

ベクター画像 ( 上 ) とビットマップ画像 ( 下 )

FreeHand はベクター描画プログラムですが、ビットマップ画像を処理することもできます。ドキュメン
ト内で FreeHand オブジェクトをラスタライズ ( ビットマップ画像に変換 ) することができます。詳細に
ついては、328 ページの「ベクターグラフィックのビットマップ画像への変換」を参照してください。ま

た、FreeHand ドキュメント全体または選択したオブジェクトをビットマップファイル形式に書き出すこ
ともできます。詳細については、356 ページの「ビットマップ画像の書き出し」を参照してください。

ビットマップ画像の FreeHand 描画への読み込みおよびコピーも可能です。たとえば、ベクターグラ
フィックでは作成するのが難しいバラの画像を描画に読み込むことなどができます ( 詳細については、
311 ページ、第 10 章の「読み込んだアートワークの使用」を参照してください )。Macromedia FreeHand
MX では、さまざまな種類のベクターグラフィック形式またはビットマップグラフィック形式の図形や画

像を読み込むことができます。

FreeHand では、ビットマップ画像をトレースすることもできます。トレースツールを使用すると、ビッ
トマップ画像のアウトラインに沿ったパスを作成できます。たとえば、牛の写真を読み込み、牛の輪郭ま

たは一部だけをトレースすることなどができます。詳細については、325 ページの「ビットマップのト
レース」を参照してください。
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パスとポイントの特質

パスおよびポイントには、次の基本的な特質があります。

• エンドポイントが接続されていないパスをオープン、始点と終点が同じパスをクローズと呼びます。

オープンパス ( 上 ) とクローズパス ( 下 ) の例

• それぞれのパスには 大 32,000 のポイントを設定することができます。これによって、他のソース
から複雑なファイルを読み込むことができます。ただし、使用するポイントを増やすとファイルサイ

ズが大きくなり、再描画およびプリント処理の速度が遅くなります。

• パスでは、さまざまな幅の " 線 " をアウトラインに設定することも、カラー、グラデーション、または

パターンを使用して塗りを設定することもできます。パスの塗りには、ベクター画像、ビットマップ
画像、またパターンタイルも使用できます。

デフォルトでは、オープンパスに塗りはありませんが、この設定を変更することができます。詳細に

ついては、73 ページの「パスおよびポイント表示の環境設定」を参照してください。

線

塗り
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• パスの方向は、時計回りまたは反時計回りのいずれかです。四角形、多角形、および楕円ツールでは、

時計回りの方向に描画されます。線ツールでは、描画する方向に応じてパスの方向が設定されます。ペ
ンツールおよびベジゴンツールでは、ポイントの配置順序に応じてパスの方向が設定されます。   

パスの方向によって、パスの動作 (95 ページの「パスの方向の変更」を参照 ) およびパスのブレンド
方法も異なります。

始点

終点

始点と終点
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• さまざまな種類のポイントによってパスセグメントが固定され、ユーザーはハンドルを調整すること

によって直線および曲線をさまざまな方法で編集できます。

コーナーポイントとは、直線のパスセグメントを描画すると、正方形として表示されるポイントです。
コーナーポイントのハンドルは、個別に調整できます。 初にコーナーポイントを選択するときは、ハ

ンドルはポイントの中にしまわれています。

カーブポイントとは、曲線のパスセグメントを描画すると、円として表示されるポイントです。カー

ブポイントのハンドルは連動します。 初にカーブポイントを選択するときは、ハンドルはポイント
の外に引き出されています。カーブポイントは、選択していないときは正方形として表示されます。

コネクタポイントは三角形として表示され、ユーザーはこのポイントを使用して直線パスセグメント

と曲線パスセグメント間を滑らかに変化させることができます。隣り合うポイントの位置によって、コ
ネクタポイントのハンドルをどの程度調整できるか、および 初の状態でハンドルが引き出されてい
るのかしまわれているのかが制限されます。コネクタポイントは、選択していないときは正方形とし

て表示されます。

パスおよびポイント表示の環境設定

環境設定で、パスおよびポイントの表示方法を変更することができます。これによって、( 特に複雑な描

画での ) パスまたはポイントの選択や編集が簡単になります。

新規オープンパスの塗りの表示方法を変更することもできます。

選択したパスおよびポイントの表示に関する環境設定を指定するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 次のオプションのいずれかまたは両方を選択します。

[ 小さいハンドル ] を選択すると、小さいポイントとハンドルが表示されます。

[ 固定ポイントを表示 ] を選択すると、ポイントが塗りつぶされます。このオプションの選択を解除す
ると、ポイントがアウトラインとして表示されます。

3 [OK] をクリックします。

コーナーポイント コネクタポイント カーブポイント
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オープンパスの塗りに対して表示の環境設定を指定するには : 
1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 オープンパスの塗りを表示する場合は、[ 新規オープンパスの塗りを表示する ] を選択します。このオ
プションは、環境設定を行った後に作成したパスにのみ適用されます。

3 [OK] をクリックします。

四角形、楕円、および線の描画
四角形、楕円、および線は FreeHand の基本的な形状です。基本的な形状は、それぞれのツールをドラッ
グして描画することができます。さらに、四角形のサイズおよび位置や、四角形の角のカーブを調整する
こともできます。 

四角形と楕円はグループ化されたオブジェクトとして描画されます。グループを解除するとパスに変換さ
れ、その後は四角形または楕円として編集することはできません。

四角形、楕円、または線を描画するには :

1 ツールボックスまたはツールボックスのポップアップメニューから、楕円ツール、四角形ツール、ま
たは線ツールを選択します。

2 ドラッグしてオブジェクトを描画したら、マウスボタンを離してパスを終了させます。

四角形

線

楕円
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中央から四角形、楕円、および線を描画するには :

1 ツールボックスまたはツールボックスのポップアップメニューから、楕円ツール、四角形ツール、ま

たは線ツールを選択します。

2 Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、各ツールをドラッグします。 

角の丸い四角形の描画

オブジェクトパネルを使用すると、四角形の角のカーブを正確に編集できます。四角形の角は一定にする
ことも、またオブジェクトパネルでロックを解除して個別に編集することもできます。ロックされている

角は、他にロックが解除されている角がある場合でも、一定に編集されます。

サブセレクトツールを使用すると、四角形の角丸の半径のハンドルをドラッグして角丸を編集することも

できます。

角の丸い四角形を描画するには :

1 ツールボックスで、四角形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択します。

2 ツールボックスの [ 四角形 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 四角形ツール ] ダイアログボックスで、値を入力するかスライダを使用して、0 ( 標準の 90°) から

100 ( 上限 ) までの間で角丸の半径を調整します。

4 [OK] をクリックします。

5 四角形を描画します。

選択した四角形の角を一定に調整するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 四角形を選択します。

3 半径のハンドルをドラッグします。

選択した四角形の角を個別に調整するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 四角形を選択します。
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3 オブジェクトパネルで、[ 固定 ] の選択を解除します。

4 半径のハンドルをドラッグします。

描画時の基本の形状の制限

ツールによる基本の形状の描画方法を制限することができます。描画方法を制限すると、四角形ツールで
は正方形のみ、楕円ツールでは円のみが描画され、線ツールでは 45°単位でのみ描画されるようになり
ます。

制限角度を変更することもできます。制限角度が 0°のときに Shift キーを押したままにすると、0°、
45°、90°と 45°ずつオブジェクトを制限することができます。制限角度を変更すると、指定した単位
で角度が変化します。たとえば、制限角度が 10°の場合は、10°、55°、100°のように変化します。

制限角度を変更をした場合は、四角形、線、または楕円を描画すると、指定した値ずつ傾斜します。

描画時に形状を制限するには、次のいずれかの操作を行います。

• 形状を制限するには、Shift キーを押したままポインタをドラッグします。

• 中央から描画する形状を制限するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) と Shift
キーを押したまま、ポインタをドラッグします。

制限角度を設定するには :

1 [ ファイル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ 角度制限 ] を選択します。

2 [ 角度 ] テキストボックスに値を入力するか、ポップアップ角度ダイアルを使用して角度を指定します。

3 [OK] をクリックします。
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描画時の基本の形状の移動

描画時に、四角形、線、楕円、多角形、あるいは星型を移動することができます。

描画時に基本の形状を移動するには、次のいずれかの操作を行います。

• スペースバーを押します。

• マウスの右ボタンを押します (Windows のみ )。

多角形および星型の描画
多角形ツールを使用すると、多角形および星型を描画することができます。多角形を描画するときは、ク

ローズパスを作成します。多角形ツールでは、中心から描画します。

多角形ツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、多角形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択します。

2 ツールボックスの [ 多角形 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 多角形ツール ] ダイアログボックスで、形状として [ 正多角形 ] または [ 星型 ] を選択します。

4 スライダをドラッグするか、3 ～ 360 の数値を入力して、角の数を設定します。この値が 20 を超え
ると、ほとんど円に近いオブジェクトが作成されます。

5 星型については、頂点の角度を設定します。[ 自動設定 ] を選択すると、あらかじめ設定された角度の
頂点で星型が描画されます。[ カスタム ] を選択すると、[ 鋭角 / 鈍角 ] スライダを使用して、星型の頂
点に角度を設定することができます。 

プレビューウィンドウに、設定を適用したオブジェクトが表示されます。

6 [OK] をクリックします。

自動設定 ( 左 )、鋭角 ( 中央 )、鈍角 ( 右 )

多角形または星型を描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューから多角形ツールを選択します。

2 ドラッグして多角形または星型を描写します。

3 描画時に多角形または星型を修正するには、次のいずれかのキーを使用します。

• Shift キーを押し、多角形の角度を制限します。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押し、選択した描画オプションに関わらず、

中心から描画します。
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多角形または星型を編集するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 多角形または星型を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• ひし形のハンドルをドラッグして、多角形または星型の頂点を一律に編集します。

• 円形のハンドルをドラッグして、多角形または星型の中間点を一律に編集します。

4 多角形または星型の頂点あるいは中間点を 初の角度に制限するには、描画時に Shift キーを押します。

渦巻きおよび円弧の描画
渦巻きおよび円弧を使用すると、渦巻きと円弧を簡単に描画することができます。各ツールのオプション
を指定することで、動作をカスタマイズできます。

渦巻きのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、渦巻きが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューから
ツールを選択します。

2 ツールボックスの [ 渦巻き ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 渦巻き ] ダイアログボックスで、[ 渦巻き種類 ] のオプションを選択します。

• 左のボタンをクリックすると、同心円状で、均等な間隔の半径の渦巻きが作成されます。

• 右のボタンをクリックすると、回転ごとに半径が拡張する渦巻きが作成されます。[ 拡張率 ] テキスト

ボックスに数値を入力するか、スライダをドラッグして拡張率を調整します。

4 [ 描画方法 ] オプションを選択します。

[ 回転 ] を選択すると、サイズに関わらず、渦巻きの回転数を指定できます。[ 回転数 ] テキストボック
スに値を入力するか、スライダを調整して、回転数を設定します。

[ 間隔 ] を選択すると、渦巻きが大きくなるにつれて、回転数が増えていきます。[ 拡張率 ] テキスト
ボックスに値を入力するか、スライダを調整して、回転の間隔を設定します。渦巻きを拡大させる場
合は、[ 回転数 ] テキストボックスに値を入力します。

頂点

中間点
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5 [ 基準点 ] オプションを選択します。

[ 中心 ] を選択すると、渦巻きの中心点をクリックして設定し、ドラッグしてエンドポイントを配置で
きます。

[ エッジ ] を選択すると、渦巻きのエンドポイントをクリックして設定し、ドラッグして中心点を配置
できます。

[ コーナー ] を選択すると、渦巻きの片方のエンドポイントをクリックして配置し、ドラッグしてもう
一方のエンドポイントを配置できます。

6 [ 回転方向 ] ボタンをクリックすると、渦巻きの方向を時計回りまたは反時計回りのいずれかに指定で
きます。これによって、渦巻きのパスの方向が変化することはありません。 

7 [OK] をクリックします。

渦巻きを描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューから渦巻きを選択します。

2 ドラッグして渦巻きを描画します。 

3 描画時に渦巻きを修正するには、以下のいずれかのキーを使用します。

• Shift キーを押し、 終点の位置を制限します。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押し、選択した描画オプションに関わらず、
中心から描画します。

円弧のオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、円弧が表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューからツー
ルを選択します。

2 円弧をダブルクリックします。

3 [ 円弧 ] ダイアログボックスで、以下のいずれかのオプションを選択します。

[ 開いた円弧 ] を選択すると、円弧のカーブのみを描画できます。このオプションの選択を解除すると、
4 分の 1 のパイの形状に円弧を描画することができます。

[ 上下反転 ] を選択すると、円弧の方向を反転できます。

[ 円弧逆転 ] を選択すると、外側に角のある円弧を描画できます。

逆転した円弧 ( 左 )、開いた円弧 ( 中央 )、上下反転した円弧 ( 右 )

4 [OK] をクリックします。
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円弧を描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューから円弧を選択します。

2 ドラッグして円弧を描画します。

3 描画時に円弧を修正するには、描画を開始してから以下のいずれかのキーを押します。

• Shift キーを押し、円弧を固定します。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押し、反転円弧を描画します。

• Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押し、閉じた円弧を描画します。

• (Windows のみ ) Ctrl キーを押してマウスの右ボタンを押したままにすると、逆転した円弧を作成でき
ます。

• (Macintosh のみ ) Control キーを押すと逆転した円弧を描画できます。

自由変形パスの描画
鉛筆ツール、可変ストロークペンツール、カリグラフィペンツールを使用すると、マウスの動きに従って

自在に変形するパスを描画することができます。

鉛筆ツールを使用した描画

鉛筆ツールでは、ドラッグすることでシンプルな線を描画できます。

鉛筆ツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、鉛筆ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択します。

2 ツールボックスの [ 鉛筆 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 鉛筆ツール ] ダイアログボックスでツールのオプションを選択します。

• [ 精度 ] テキストボックスに 1 ～ 10 の値を入力するか、スライダを調整します。高い値を選択すると、
微妙な違いも描画に反映されます。低い値を選択すると、微妙な違いは反映されず、描画がスムーズ
になります。

• [ 点線描画 ] を選択すると、点線が表示され、パスの描画速度が高まります。 後のパスは実線のまま
です。

4 [OK] をクリックします。 

5 ツールボックスの [ 線 ] および [ 塗り ] カラーウェルを使用して、パスのカラー属性を設定します。

鉛筆ツールでパスを描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューから鉛筆ツールを選択します。

2 ドラッグしてパスを描画します。直線を描画するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh)

を押したままドラッグします。

鉛筆ツールで選択したパスを延長するには :

パスのエンドポイントに鉛筆のポインタを置きます。プラス (+) 記号が表示されたら、パスを延長して描
画することができます。
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可変ストロークペンツールを使用した描画

可変ストロークペンツールを使用すると、ブラシストロークに似たパスを描画できます。キーボードコマ
ンドまたは感圧タブレットを使用して、描画時にパスの幅を変更できます。

可変ストロークペンツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、可変ストロークペンツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップ

アップメニューからツールを選択します。 

2 ツールボックスの [ 可変ストロークペン ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 可変ストロークペン ] ダイアログボックスで、ツールのオプションを選択します。

• [ 精度 ] テキストボックスに 1 ～ 10 の値を入力するか、スライダを調整します。高い値を選択すると、
微妙な違いも描画に反映されます。低い値を選択すると、微妙な違いは反映されず、描画がスムーズ
になります。

• [ 点線描画 ] を選択すると、点線が表示され、パスの描画速度が高まります。 後のパスは実線のまま
です。

• [ 重複部分の自動削除 ] を選択すると、不必要なパスセグメントが削除され、コンポジットパスが作成
されます。

オリジナル ( 左 )、[ 重複部分の自動削除 ] を適用 ( 右 )

メモ : [ 重複部分の自動削除 ] オプションを使用すると、画像の再描画速度が遅くなることがあります。重複部分を削
除するには、パスを選択し、[ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 重複部分の削除 ] を選択するか、エクストラ処理ツールバーの [ 重
複部分の削除 ] ボタンをクリックします。

• [ 幅 ] テキストボックスでは、センターラインから 小 1 ポイント、 大 72 ポイントの範囲で使用可
能な線幅を設定します。

4 [OK] をクリックします。 

5 ツールボックスの [ 線 ] および [ 塗り ] カラーウェルを使用して、パスのカラー属性を設定します。 

可変ストロークペンツールでパスを描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューから可変ストロークペンツールを選択します。

2 ドラッグしてパスを描画します。 

3 直線を描画するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままドラッグし
ます。
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カリグラフィペンツールを使用した描画

カリグラフィペンツールを使用すると、カリグラフィストロークに似たパスを描画できます。キーボード
コマンドまたは感圧タブレットを使用して、描画時にパスの幅を変更できます。

カリグラフィペンツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、カリグラフィペンツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアッ

プメニューからツールを選択します。

2 ツールボックスの [ カリグラフィペン ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ カリグラフィペン ] ダイアログボックスで、ツールのオプションを選択します。

• [ 精度 ] テキストボックスに 1 ～ 10 の値を入力するか、スライダを調整します。高い値を選択すると、
微妙な違いも描画に反映されます。低い値を選択すると、微妙な違いは反映されず、描画がスムーズ
になります。

• [ 点線描画 ] を選択すると、点線が表示され、パスの描画速度が高まります。 後のパスは実線のまま
です。

• [ 重複部分の自動削除 ] を選択すると、不必要なパスセグメントが削除され、コンポジットパスが作成
されます。

オリジナル ( 左 )、[ 重複部分の自動削除 ] を適用 ( 右 )

メモ : [ 重複部分の自動削除 ] オプションを使用すると、画像の再描画速度が遅くなることがあります。重複部分を削
除するには、パスを選択し、[ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 重複部分の削除 ] を選択するか、エクストラ処理ツールバーの [ 重
複部分の削除 ] ボタンをクリックします。
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• [ 固定 ] を選択して、カリグラフィペンのパスを一定の幅に設定するか、[ 変数 ] をクリックして、パスの

幅を 1 ～ 72 ポイントの範囲で設定します。

• 値を入力するか、角度ダイアルを 0 ～ 359°の範囲でドラッグして、カリグラフィペンの角度を設定

します。パス上の任意の位置にあるストロークの実際の幅は、ドラッグの方向によって異なります。

4 [OK] をクリックします。 

5 ツールボックスの [ 線 ] および [ 塗り ] カラーウェルを使用して、パスのカラー属性を設定します。実際
のカリグラフィペンに近い、線なしの基本塗りを選択します。 

カリグラフィペンツールでパスを描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからカリグラフィペンツールを選択します。

2 ドラッグしてパスを描画します。 

3 描画時にパスを変更するには、次のいずれかの操作を行います。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、直線を描画します。

• パスの幅を狭めるには、左矢印キー (Windows) または開きブラケット ([) キー (Macintosh) を押します。

• パスの幅を広げるには、右矢印キー (Windows) または閉じブラケット (]) キー (Macintosh) を押します。

• 感圧タブレットを使用している場合は、圧力に応じてパスセグメントの幅が変化します。

カリグラフィペンツールで選択したパスを延長するには :

パスのエンドポイントに鉛筆のポインタを置きます。プラス (+) 記号が表示されたら、パスを延長して描
画することができます。
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ペンツールおよびベジゴンツールを使用した描画
ペンツールおよびベジゴンツールを使用すると、ポイントを配置してパスを設定することができます。ペ
ンツールとベジゴンツールでは、ポイントの配置方法が異なります。ペンまたはベジゴンポインタ ( カー
ソル ) を移動すると、ポインタが変化して、現在の位置をクリックしたときに発生する動作が示されます。

• ペンツールを使用すると、描画時にポイントのハンドルを調整できるので、パスのカーブも調整でき
ます。クリックしてポイントを配置し、ドラッグしてハンドルを調整します。ペンツールを使用する
と、曲線セグメントを含むパスを作成できます。ペンツールでは、 初のポイントを配置すると、次

のポイントをクリックして配置した場合のパスのプレビューが表示されます。

• ベジゴンツールを使用すると、ポイントの位置を設定できます。クリックしてポイントを配置し、ド
ラッグし続けてそのポイントを移動します。ベジゴンツールを使用すると、直線セグメントを含むパ

スを作成できます。 

ペンツールを使用した描画 

ベジゴンツールを使用した描画

ペンツールを使用して描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからペンツールを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• クリックして、コーナーポイントを配置します。

• ドラッグしてカーブポイントを配置し、ハンドルを引き出します。Ctrl キー (Windows) または Command

キー (Macintosh) を押したままドラッグし、カーブポイントを別の位置に移動します。

• Alt キーを押したままマウスの右ボタンをクリック (Windows) するか、Control キーを押したままク

リック (Macintosh) し、コネクタポイントを配置します。

コネクタポイントを配置するときにドラッグすると、ポインタのハンドルが引き出されます。このハ
ンドルは、次のパスセグメントのカーブに影響します。

3 パスを終了するには、次のいずれかの操作を行います。

• 後のポイントをダブルクリックするか、Tab キーを押してオープンパスを作成します。

• 初のポイントをクリックし、クローズパスを作成します。
第 3 章84



ベジゴンツールを使用して描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからベジゴンツールを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• クリックして、コーナーポイントを配置します。

• カーブポイントを配置するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま
クリックします。

• ポイントおよびポイントハンドルの位置を同時に変更するには、Ctrl キー (Windows) または Command
キー (Macintosh) を押したまま、ポイントを別の位置にドラッグします。

• 直線セグメントを曲線パスに接続するコネクタポイントを配置するには :Alt キーを押したままマウス
の右ボタンを使用してドラッグ (Windows)、または Control キーを押したままドラッグ (Macintosh)
します。

3 パスを終了するには、次のいずれかの操作を行います。

• 後のポイントをダブルクリックするか、Tab キーを押してオープンパスを作成します。

• 初のポイントをクリックし、クローズパスを作成します。

パスセグメントを制限するには :

Shift キーを押したまま、ポイントを配置します。

選択したパスを延長するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 延長するパスのエンドポイントを選択します。

3 ツールボックスで、ポップアップメニューからペンツールまたはベジゴンツールを選択します。ベジ
ゴンツールでペンのパスを、またはペンツールでベジゴンのパスを延長することもできます。

4 クリックまたはドラッグして、追加セグメントを描画します。

選択していないパスを延長するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからペンツールまたはベジゴンツールを選択します。ベジ
ゴンツールでペンのパスを、またはペンツールでベジゴンのパスを延長することもできます。

2 延長するパスのエンドポイント上にポインタを移動します。 

3 Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままドラッグしてパスを延長します。

4 クリックまたはドラッグして、追加セグメントを描画します。

選択したオープンパスを閉じるには、次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールまたはサブセレクトツールを使用して、一方のエンドポイントをもう一方のエンドポ

イント上にドラッグします。

• [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択します。オブジェクトパネルで [ パスをクローズ ] を選択し、パス
のエンドポイントを自動的に別のパスセグメントに接続します。

• Windows の場合のみ、パスをマウスの右ボタンでクリックし、コンテキストメニューから [ パス ]-[ パ
スをクローズ ] を選択します。
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選択したクローズパスを開くには、次のいずれかの操作を行います。

• [ウィンドウ]-[オブジェクト] を選択します。オブジェクトパネルで [パスをクローズ] の選択を解除し

て、パスから 後のパスセグメントを削除します。

• Windows の場合のみ、パスをマウスの右ボタンでクリックし、コンテキストメニューから [ パス ]-[ パ
スをオープン ] を選択します。

パスの編集
パスは、さまざまなツールやテクニックを使用して簡単に編集できます。パスを描画した後で、ポイント
の追加または削除、ポイントの移動、パスのリダイレクトなどを行うことができます。

パスの編集には、ペン、ベジゴン、ポインタ、およびサブセレクトの各ツールを使用できます。自由変形
ツールではパスの変形、ナイフツールではパスの分割、また消しゴムツールではパスを部分的に消去する
ことが可能です。エクストラを適用し、ポイント数を減らすことによってパスを単純化することもできます。

オブジェクトパネルを使用して、パスの表示および動作を制御することもできます。

パスセグメントおよびポイントの追加と削除

パスからセグメントを削除すると、オープンパスが残ります。

パス、セグメント、またはポイントを削除するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 パスをクリックして選択します。

3 ポイントまたはパスセグメントをクリックして選択します。Shift キーを押したまま、追加するセグメ

ントまたはポイントをクリックして選択します。

4 Del キーまたは Delete キーを押します。

選択したパスにポイントを手動で追加するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからペンツールを選択します。

2 パスをクリックして、別のコーナーポイントを配置します。

選択したパスにポイントを自動的に追加するには :

[ ウィンドウ ]-[ ツールバー]-[ エクストラ処理 ] を選択します。エクストラ処理ツールバーの [ ポイント追
加 ] ボタンをクリックするか、[ エクストラ ]-[ 歪曲 ]-[ ポイント追加 ] を選択します。

パス上で対になっている 2 つのポイントの中間にポイントが追加されます。

パスの変形

ポインタツールおよびサブセレクトツールを使用すると、ポイントおよびパスセグメントを移動してパス
を変形できます。ポインタツールでドラッグするか、またはオブジェクトパネルを使用して、パス上のポ
イントを調整することもできます。

自由変形ツールを使用して、パスを変更することもできます。90 ページの「自由変形ツールを使用した
パスの編集」を参照してください。
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選択したパスのポイントを移動するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• グループ解除されたパスのポイントを選択する場合は、ツールボックスの [ ポインタ ] ボタンをクリッ
クします。

• グループの一部であるパスのポイントを選択する場合は、ツールボックスの [ サブセレクト ] ボタンを
クリックします。

2 ポイントをクリックして選択します。

3 Shift キーを押したまま、追加するポイントをクリックして選択します。

4 選択したポイントのいずれかをドラッグし、選択したすべてのポイントを別の位置に移動します。

ポイントのハンドルを調整するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• グループ解除されたパスのポイントを選択する場合は、ツールボックスの [ ポインタ ] ボタンをクリッ
クします。

• グループの一部であるパスのポイントを選択する場合は、ツールボックスの [ サブセレクト ] ボタンを
クリックします。

2 パスを選択します。

3 ポイントをクリックすると、ハンドルが表示されます。選択したポイントの両隣りのポイントのハン
ドルも表示されます。
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4 ハンドルをドラッグして、カーブを調整します。

ハンドルをポイントの近くに移動すると、カーブが小さくなります。ポイントからハンドルを離すと、
カーブが大きくなります。

コーナーポイントのハンドルをドラッグすると、直線パスセグメントが曲線になります。

カーブポイントのハンドルをドラッグすると、パスセグメントのカーブが反転します。

コネクタポイントのハンドルをドラッグすると、パスセグメントのカーブが大きくなります。

コーナー、カーブ、またはコネクタポイントから離れた位置にハンドルをドラッグするほど、より明
確なカーブになります。
第 3 章88



オブジェクトパネルを使用してポイントを調整するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します。

オブジェクトパネルのパス情報

2 パスを選択し、調整が必要なポイントを選択します。オブジェクトパネルには、選択したポイントの

さまざまなオプションが表示されます。

複数のポイントを選択した場合は、[ ポイントの位置 ] テキストボックスが非表示になります。

オブジェクトパネルのポイント情報
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3 次のいずれかの操作を行います。

• [ ポイント種 ] ボタンをクリックし、選択したポイントの種類を変更します。

• [ ハンドル ] ボタンをクリックし、選択したポイントのハンドルをしまいます。

• [ 自動設定 ] を選択すると、既存のパスに合うように、ポイントのハンドルと両隣りのパスセグメント
が調整されます。このオプションによって、カーブポイントのハンドルが元の位置から移動しますが、

コーナーまたはコネクタポイントにハンドルは追加されません。

• [ ポイントの位置 ] テキストボックスの X 座標および Y 座標の値を編集して、ポイントの位置を変更し

ます。値は、ページの原点から測定され、デフォルトの長さの単位で示されます。

自由変形ツールを使用したパスの編集

自由変形ツールを使用すると、押す、引く、または変形することによって、パスを修正できます。自由変
形ツールでは、パスを修正するときに自動的にポイントが追加または削除され、ポイント種が変更されます。

自由変形ツールには、2 つの操作オプションがあります。

• [ 押す / 引く ] オプションを使用すると、パスセグメント全体でポインタを押すか、直接セグメントを引
くことによって、選択したパスを調整することができます。引く操作は、サブセレクトツールを使用

したセグメントのドラッグと同じです。押す操作では、ポインタが接触するパスの一部のみが変形さ
れます。

• [ 領域の形状変更 ] オプションを使用すると、押す操作と似た効果がありますが、ポインタをドラッグす

るときにこの効果が弱くなる点が異なります。領域の形状変更は、昆虫の触覚や木の枝などの自然な
形状を作成する場合に便利なツールです。

押す操作 ( 左 ) と領域の形状変更 ( 右 )
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自由変形ツールの [ 押す / 引く ] オプションを設定するには :

1 ツールボックスで、自由変形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメ

ニューからツールを選択します。

2 ツールボックスの [ 自由変形 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 自由変形ツール ] ダイアログボックスの [ 押す / 引く ] を選択します。

4 [ 設定 ( 押す )] オプションを選択します。

• [ サイズ ] テキストボックスで 1 ～ 1000 ピクセルの値を入力するか、スライダを調整して、ポインタ
のサイズを設定します。

• [ 精度 ] テキストボックスで 1 ～ 10 の値を入力するか、スライダを調整して、ツールの精度を設定し
ます。数値が小さい場合は精度が低く、パスに追加されるポイントが少なくなります。

5 [ 設定 ( 引く )] オプションを設定します。

6 ポップアップメニューから [ 変形幅 ] オプションを選択します。

[ 長さ指定 ] を選択すると、対象セグメントの長さを 1 ～ 1000 ピクセルの範囲の値で指定することが
できます。

[ ポイント間 ] を選択すると、エンドポイント間にあるすべてのパスセグメントが対象になります。プ
ルポインタの横に表示される小文字の s は、このオプションがアクティブであることを示しています。

7 感圧描画タブレットを使用している場合は、[ 筆圧 ] オプションを設定します。

[ サイズ ] を選択すると、タブレットの感圧サイズ調整機能がアクティブになります。

[ 長さ ] を選択すると、タブレットの感圧長さ調整機能がアクティブになります。

8 [OK] をクリックします。
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選択したパスを押く、または引くには :

1 ツールボックスで、自由変形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメ

ニューからツールを選択します。 

2 パスを調整する方法は 2 つあります。

• パスをクリックしてドラッグし、パスを引きます。ポインタの横に表示されている小文字の s は、引
くモードであることを示しています。        

ポイント間のパスセグメントを引いたところ ( 上 )、指定した長さのパスを引いたところ ( 下 )

• パスの横をクリックしてドラッグし、パスを押します。円形のポインタは、押すモードであることを

示しています。ポインタのサイズは、自由変形ツールのサイズ設定によって異なります。

[ 設定 ( 押す )] を 50 に設定 ( 左 )、押した後のカーブ ( 右 )

3 [ 押す / 引く ] オプションで自由変形ツールを使用してドラッグするときに、以下のキーを使用して操
作を修正することができます。

• Shift キーを押したままにすると、ポインタの移動が制限されます。

• [ 長さ指定 ] と [ ポイント間 ] を一時的に切り替えるには、Alt キー (Windows) または Option キー

(Macintosh) を押したまま、プルポインタをドラッグします。ドラッグ開始後にこれらの編集キーを押
したままにすると、パスのクローンが作成されます。

• プッシュポインタの幅を拡大するには、右矢印キー (Windows) または閉じブラケット (]) キー (Macintosh)
を押します。幅を狭めるには、左矢印キー (Windows) または開きブラケット ([) キー (Macintosh) を押し
ます。
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自由変形ツールの [ 領域の形状変更 ] オプションを設定するには :

1 ツールボックスで、自由変形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメ

ニューからツールを選択します。 

2 ツールボックスの [ 自由変形 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 自由変形ツール ] ダイアログボックスで [ 領域の形状変更 ] を選択します。

4 [ 設定 ] オプションを選択します。

• [ サイズ ] テキストボックスで 1 ～ 1000 ピクセルの値を入力するか、スライダを調整して、ポインタ
のサイズを設定します。

• [ 強さ ] テキストボックスで 1 ～ 100 パーセントの値を入力するか、スライダを調整して、ポインタの
強さ ( パスを歪曲させる度合い ) を設定します。

• [ 精度 ] テキストボックスで 1 ～ 10 の値を入力するか、スライダを調整して、ツールの精度を設定し
ます。数値が小さい場合は精度が低く、パスに追加されるポイントが少なくなります。

5 感圧描画タブレットを使用している場合は、[ 筆圧 ] オプションを設定します。

• [ サイズ ] を選択すると、タブレットの感圧サイズ調整機能がアクティブになります。

• [ 長さ ] を選択すると、タブレットの感圧長さ調整機能がアクティブになります。

6 [OK] をクリックします。

選択したパスを変形するには :

1 ツールボックスで、自由変形ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメ
ニューからツールを選択します。 

2 ツールボックスの [ 自由変形 ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ 自由変形ツール ] ダイアログボックスで [ 領域の形状変更 ] を選択します。

4 [OK] をクリックします。

5 パスの近くにポインタを置き、マウスボタンを押します。 

ポインタが、変形ポインタに変わります。

メモ : 変形ポインタの内側の円は、強度の設定を表します。

6 パス全体をポインタでドラッグし、パスを変形します。

7 [ 形状変更 ] オプションで自由変形ツールを使用してドラッグするときに、以下のキーを使用して操作

を修正することができます。

• Shift キーを押したままにすると、ポインタの移動が制限されます。

• 変形ポインタの幅を広くするには、右矢印キー (Windows) または閉じブラケット (]) キー (Macintosh)
を押します。幅を狭めるには、左矢印キー (Windows) または開きブラケット ([) キー (Macintosh) を
押します。

• 変形ポインタの強度を高めるには、上矢印キーを押します。強度を低下させるには、下矢印キーを押
します。
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パスの分割

ナイフツールまたは [ オブジェクトの分離 ] コマンドを使用すると、手動でパスを分割し、オープンパス
またはクローズパスを作成することができます。

ナイフツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスの [ ナイフ ] ボタンをダブルクリックします。

2 [ ナイフツール ] ダイアログボックスでオプションを選択します。

• [フリーハンド] を選択して自由な線でオブジェクトを切断するか、[直線] を選択して直線でオブジェク
トを切断します。[ フリーハンド ] を選択した場合も、Alt キー (Windows) または Option キー
(Macintosh) を押したままドラッグすると、直線で切断できます。Shift キーを押したままにすると、

操作を制限できます。

• [ 幅 ] テキストボックスに 0 ～ 72 ポイントの値を入力するか、スライダを使用して幅を設定します。幅
の値が 0 の場合は、1 つの極細の切断線になります。大きい値を指定すると、[ 幅 ] の値に従って、2

つの切断線が間隔をおいて配置されます。

• [ パスをクローズ ] を選択すると、作成されたパスを閉じ、元のパスの線と塗りを表示することができ

ます。オプションの選択を解除すると、作成されたパスが開いたままになり、線だけが表示されます。

メモ : 環境設定で [ 新規オープンパスの塗りを表示する ] (Windows) または [ 新しいオープンパスの塗りを表示する ]
(Macintosh) を選択した場合は、ナイフツールの設定にかかわらず、元のパスの塗りが表示されます。

• [ 精密にカット ] (Windows) または [ タイト ] (Macintosh) を選択すると、マウスの動作に忠実に切断さ
れます。

選択したパスをナイフツールで分割するには :

パスと交差するようにナイフツールでドラッグします。

[ オブジェクトの分離 ] を使用してパスを分割するには :

1 任意の数のオブジェクトを選択します。

2 それぞれのパスで任意の数のポイントを選択します。選択した各ポイントで、パスが分割されます。

3 [ 修正 ]-[ オブジェクトの分離 ] を選択します。
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パスの消去

消しゴムツールを使用すると、選択したパスを部分的に消去できます。

消しゴムツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスの [ 消しゴム ] ボタンをダブルクリックします。

2 [ 小 ] テキストボックスに 0 ～ 72 ポイントの値を入力するか、スライダを使用して 小幅を設定し
ます。

3 [ 大 ] テキストボックスに 0 ～ 72 ポイントの値を入力するか、スライダを使用して 大幅を設定し
ます。

選択したパスを消しゴムツールで消去するには :

1 ツールボックスで、消しゴムツールを選択します。

2 パスと交差するように消しゴムツールでドラッグします。

• 消しゴムツールの幅を狭めるには、左矢印キーを押します。

• 消しゴムツールの幅を広げるには、右矢印キーを押します。

• 感圧タブレットを使用している場合は、圧力に応じてパスセグメントの幅が変化します。

パスの単純化

パス上で多くのポイントを使用すると、ファイルサイズが大きくなり、画面の再描画およびプリント処理

が遅くなる場合があります。パスを単純化すると、通常は、編集、表示、およびプリントが簡単になりま
す。トレースツールまたは鉛筆ツールでオブジェクトを作成する場合にも役立ちます。

ドキュメント全体でパスを選択して単純化するには、[ 編集 ]-[ 検索・置換 ]-[ グラフィック ] を使用して、
指定した数よりも多いポイントが含まれるパスを選択します。このコマンドの詳細については、124 ペー
ジの「グローバル変更」を参照してください。

フラットネスの設定を変更して、わずかなメモリ負担でプリンタを高速にすることもできます。詳細につ
いては、379 ページの「プリント」を参照してください。

選択したパスを単純化するには :

1 [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 単純化 ] を選択します。 

2 [ 度合 ] テキストボックスに値を入力するか、スライダを調整します。値が高くなるほど、多くのポイ
ントがパスから削除されます。

3 [ 適用 ] をクリックすると、結果のプレビューが表示されます。必要なだけ結果を変更して、プレビュー
することができます。

4 [ キャンセル ] をクリックして操作を取り消すか、[OK] をクリックして結果を確定します。

パスの方向の変更

パスの方向によって、パスセグメントを調整するハンドル、矢印を設定するパスのエンドポイント、およ

びパスにテキストを追加する方法が決まります。さらに、パス、コンポジットパス、およびブラシスト
ロークのブレンドもパスの方向の影響を受けます。

選択したパスの方向を逆にするには :

[ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 逆方向 ] を選択します。
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重なり合う部分の塗り

クローズパスには、時計回りまたは反時計回りのどちらかの方向が設定されます。時計回りのパスが反時
計回りのパスに重なると、複合パス内の重なった部分は透明になります。同じ方向の 2 つのクローズパス

が重なると、重なった部分は塗りつぶされます。複合パスの重なり合う部分の塗りが目的どおりに表示さ
れない場合は、パスを正方向にするか、パスをサブセレクトして逆方向にします。

選択した複合パスに [ 正方向 ] を適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 正方向 ] を選択します。

• [ エクストラ ]-[ クリーンナップ ]-[ 正方向 ] を選択します。

• エクストラ処理ツールバーの [ 正方向 ] ボタンをクリックします。

チャートおよび絵グラフの作成
チャートを使用すると、数値データを視覚的に表現するためのグラフを作成できます。チャートを作成す
るには、データを入力し、表示オプションを選択します。後でデータを編集し、表示オプションを変更し
て、チャートを更新することができます。

FreeHand のチャートはグループ化された一連のオブジェクトで、他のグループと同様の機能がありま
す。拡大、縮小、回転、および移動が可能で、チャートオブジェクトを個別に編集することもできます。
ただし、グループを解除するとチャートはグラフィックになり、再度チャートをグループ化しても、デー

タの編集はできなくなってしまいます。

絵グラフは、標準のチャートバーまたは線を画像で置き換えるためのグラフィックです。たとえば、積み

重ねた硬貨で金額を、または書物の山で図書館の数を表すことなどができます。

デフォルトでは、チャートはグレースケールで作成されます。さまざまなテクニックを使用して、チャー
トにカラーを設定することができます。

チャートを作成するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからチャートを選択します。

2 ポインタをドラッグして、チャートの初期サイズを設定します。

[ チャート ] ダイアログボックスのデータ入力テキストボックスに挿入ポイントが表示されます。アク
ティブなセルは黒い線で囲まれています。

アクティブなセルを変更するには、別のセルをクリックするか、矢印キーを使用します。

3 選択したセルにデータを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• チャートセルの上にあるテキストボックスに入力します。前の変更を元に戻すには、[ 取り消し ] ボタ
ンをクリックします。

• [ 読み込み ] をクリックして、Microsoft Excel などの他のアプリケーションからタブ区切りテキストを
読み込みます。

4 ラベルおよび凡例を作成するには、左上のセルを空白にします。チャートの凡例になる第 1 行、およ
びラベルになる左の列にデータを入力します。

ラベルはグラフの下部に表示され、凡例は右側に表示されます。数値ラベルをデータではなく数値と
して読み取るようにするには、引用符で囲みます。

5 中のデータごと行と列を入れ換えるには、[ 行 / 列置換 ] ボタンをクリックします。

6 列幅を調整するには、2 つの列を分けている線の上部にある三角形をドラッグします。
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7 データの精度を設定するには、[ 小数点以下桁数 ] にデータを切り上げる少数点の位置を入力します。[ 千

ごとに区切る ] を選択して 1000 以上の数値を 1000 ごとに区切ります。

8 必要に応じてデータを入力し、手順 3 ～ 7 を繰り返します。

メモ : チャートでは、空白のセルは 0 の値として計算されます。

9 データの入力が終了したら、[適用] をクリックしてチャートを作成するか、[OK] をクリックしてチャー
トを作成し、ダイアログボックスを閉じます。

10 ダイアログボックスの 上部にあるボタンをクリックし、チャートの種類を指定します。詳細につい
ては、98 ページの「チャートの種類およびオプションの設定」を参照してください。

チャートのデータを編集するには :

1 ドキュメント内のチャートを選択します。

2 ツールボックスで、チャートが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューか
らツールを選択します。 

3 ツールボックスの [ チャート ] ボタンをダブルクリックします。

4 [ チャート ] ダイアログボックスで、1 つのセルを選択するか、複数のセルをドラッグして選択します。

5 ワークシートのデータを編集するには、次のいずれかのオプションを選択します。

[ カット ] を使用すると、ハイライト表示されたセルのデータが削除されます。

[ コピー ] を使用すると、ハイライト表示されたセルのデータがコピーされます。

[ ペースト ] を選択すると、コピーまたはカットされたデータが現在ハイライト表示されているセルを
起点とする範囲にペーストされます。

6 データのカテゴリおよびグループ設定を切り替えるには :

• [ 行 / 列置換 ] をクリックして列を行に、または行を列に変更します。

• 散布図を作成する場合は、[XY 置換 ] をクリックして X 軸と Y 軸の軸を入れ替えます。

7 データの編集が終了したら、[ 適用 ] をクリックして [ チャート ] ダイアログボックスを閉じずに変更を

プレビューするか、[OK] をクリックして変更を適用し、ダイアログボックスを閉じます。

チャートオブジェクトの外観を編集するには :

1 ツールボックスで、サブセレクトツールを選択します。

2 チャートオブジェクトをクリックして選択します。 

3 [編集]-[選択]-[スーパーセレクト] を選択するか、チルド (~) キーを押して、一連のオブジェクトをすべ
て選択します。

4 必要に応じて、選択範囲を編集します。カラー設定、伸縮、回転など、他の FreeHand オブジェクト
の場合と同様に、選択したオブジェクトに変更と変形を適用することができます。 

チャート全体に遠近感を加えることはできますが、個々のオブジェクトに対してはできません。詳細
については、225 ページの「パースの作成」を参照してください。 

選択したチャートオブジェクトにカラーを設定するには :

ツールボックスのポップアップカラーボックスから線または塗りのカラーを選択します。[ グラフィック

の検索・置換 ] 機能を使用して、チャートのカラーを変更することもできます。詳細については、124
ページの「グローバル変更」を参照してください。
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チャートの種類およびオプションの設定

チャートの作成時または作成後に、さまざまなチャートの種類やオプションの選択、およびデータ表示の
プレビューを行うことができます。チャートの種類に応じて、オプションは異なります。

選択したチャートの種類を選択するには :

1 ツールボックスで、チャートが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューか
らツールを選択します。

2 ツールボックスの [ チャート ] ボタンをダブルクリックします。

3 [チャート] ダイアログボックスで、[チャートの種類] ボタンをクリックすると、チャートの種類のオプ
ションが表示されます。

4 チャートの種類を選択します。

[ 棒グラフ ] を選択すると、棒グラフを使用してデータを比較できます。それぞれの棒が 1 セルのデー
タを表します。

[ 積み重ね棒グラフ ] を選択すると、データの推移を比較できます。それぞれの棒が 1 行のデータを表

します。

[ 折れ線グラフ ] を選択すると、一定期間にわたるデータの傾向を示すことができます。それぞれの線

が 1 列のデータを表します。

[ 円グラフ ] を選択すると、データを円グラフの扇形で示すことができます。1 セルのデータが 1 つの
扇形を表します。1 行のデータが 1 個の円グラフになります。

[ 領域グラフ ] を選択すると、一定期間にわたるデータの推移を塗りつぶし領域で表すことができます。
各領域がワークシート内の 1 列のデータを表します。各列の値が前の列の合計値に加算されます。

[ 散布図 ] を選択すると、各データが 1 対の座標値で表示され、データの傾向を示すことができます。
各座標位置は、2 つのセルを含む行のデータを表します。

5 選択した種類のチャートをプレビューするには、[ 適用 ] をクリックします。
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チャートのオプションを指定するには :

1 [チャート] ダイアログボックスで、[チャートの種類] ボタンをクリックすると、チャートの種類のオプ

ションが表示されます。

2 ボタンを使用してチャートの種類を選択し、その種類のオプションを選択します。

• [棒グラフ] および [積み重ね棒グラフ] については、[棒幅] を指定してそれぞれの棒の幅を調整します。
数値が 100 を超えると、棒が重なり合います。

• [ 棒グラフ ] については、棒のまとまりの幅を指定して、棒の各グループの間隔を調整します。数値が
100 を超えると、棒が重なり合います。

• [ 円グラフ ] については、扇形を切り離す距離を指定する [ 切り離し ] に、0 ～ 50 を指定します。

• [ 折れ線グラフ ] および [ 散布図 ] については、[ データマーカー] の [ なし ]、[ 四角形 ]、[ ダイヤ ]、[ 三角
形 ]、または [ 円 ] を選択します。

3 [チャート内に値を表示] を選択すると、グラフまたはチャートポイントの横にデータ値が表示されます。 

このオプションは、領域グラフでは使用できません。

4 [ ドロップシャドウ ] を選択すると、チャートの背後および右側にシャドウが表示されます。 

このオプションは、折れ線グラフおよび散布図では使用できません。

5 [ 凡例を上部に表示 ] を選択すると、チャートの側面ではなく、チャートの上に凡例が表示されます。

6 [適用] をクリックすると、[チャート] ダイアログボックスを閉じずに変更をプレビューできます。[OK]
をクリックすると、変更を適用してからダイアログボックスを閉じることができます。

チャートへのグリッド線の追加

円グラフ以外のすべてのグラフで、X 軸または Y 軸に沿ったグリッド線を表示することができます。

グリッド線を追加するには :

1 チャートを選択します。

2 ツールボックスで、チャートが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューか
らツールを選択します。

3 ツールボックスの [ チャート ] ボタンをダブルクリックします。

4 [ チャート ] ダイアログボックスで、チャートの種類のボタンをクリックします。

5 [ 軸表示 ] オプションを選択すると、チャートの縦軸の表示位置をチャートの右、左、または両側に設
定できます。

6 [ グリッド線 ] では、[X 軸 ] を選択すると X 軸に沿って左から右に、[Y 軸 ] を選択すると Y 軸に沿って
上から下に、グリッド線が引かれます。両方のチェックボックスをオンにすると、チャートの背後に

グリッド線が作成されます。

7 [適用] をクリックすると、[チャート] ダイアログボックスを閉じずに変更をプレビューできます。[OK]
をクリックすると、変更を適用してからダイアログボックスを閉じることができます。
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軸の値の表示

チャートの軸に沿って値を表示し、数値データの表示方法を調整することができます。軸に数値データが
ない場合は、[ チャートの種類 ] ダイアログボックスのオプションがグレー表示されて選択できなくなり

ます。軸の値のオプションは、円グラフでは使用できません。

軸の値を表示するには :

1 チャートを選択します。 

2 ツールボックスで、チャートが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニューか

らツールを選択します。

3 ツールボックスの [ チャート ] ボタンをダブルクリックします。

4 [ チャートの種類 ] ダイアログボックスで、[X 軸 ] または [Y 軸 ] ボタンをクリックすると、それぞれの
軸のオプションのダイアログボックスが表示されます。

5 [ 軸の値 ] オプションを選択します。

[ 自動設定 ] を選択すると、ワークシートに入力したデータから軸の値が計算されます。

[ カスタム ] を選択すると、[ 小値 ]、[ 大値 ]、および [ 間隔 ] の値を入力できます。[ 間隔 ] 値に
よって、各整数の間に表示される目盛りが決まります。たとえば、軸の値が 1 ～ 10 である場合は、1
という間隔値を設定すると、1、2、3 と続いて表示されます。2 という間隔値を設定すると、2、4、

6 と続いて表示されます。

軸の開始値が終了値よりも大きい場合は、負の値を [ 間隔 ] ボックスに入力します。

6 [ 目盛り ] オプションを選択します。 

主目盛りは、軸の数値またはカテゴリラベルに相当します。目盛りは、軸に対して十字に、あるいは軸
の内側または外側に表示できます。副目盛りは、主目盛りの間に等間隔に配置されています。[ 本数 ] テ
キストボックスの値によって、各主目盛りの間に表示される副目盛りの数が決まります。目盛りは、軸
に対して十字にも、あるいは軸の内側または外側にも表示できます。

7 [ 値ラベル ] では、値の前に付けるラベルについては接頭辞 ($125 の $ など )、値の後ろに付けるラベ
ルについては接尾辞 (5% の % など ) を入力します。

8 [OK] をクリックします。

9 他の軸のオプションも設定するには、手順 4 ～ 8 を繰り返します。

10 [適用] をクリックすると、[チャート] ダイアログボックスを閉じずに変更をプレビューできます。[OK]
をクリックすると、変更を適用してからダイアログボックスを閉じることができます。
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チャートへの絵グラフの追加

絵グラフは、表示されるデータの種類に応じて、データを視覚的に示すものです。たとえば、合計金額を
表すシンプルな棒ではなく、ドル記号または硬貨を積み重ねた絵グラフを追加することなどができます。

絵グラフを作成するには :

1 使用する FreeHand グラフィックを選択してコピーします。

2 サブセレクトツールを使用して、絵グラフを適用する棒の連続部分を選択します。

3 [ エクストラ ]-[ チャート ]-[ 絵グラフ ] を選択します。

4 [ 絵グラフ ] ダイアログボックスの [ ペースト ] をクリックすると、コピーされたオブジェクトがプレ
ビューウィンドウに表示されます。

5 [ プレビュー] ウィンドウの選択範囲をクリップボードにコピーするには、[ コピー] をクリックします。

6 棒の塗り方法を選択します。

• [ 繰り返し ] を選択すると、オブジェクトの複数のコピーで棒に塗りを設定できます。部分的なオブジェ
クトは、少しずつ増加する値を表すために使用します。

• [ 繰り返し ] の選択を解除すると、1 つの伸縮したオブジェクトで棒に塗りを設定できます。

7 [OK] をクリックします。

チャートから絵グラフを削除するには :

絵グラフを削除する棒を選択し、[ エクストラ ]-[ チャート ]-[ 絵グラフの解除 ] を選択します。
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オブジェクトの動的リンク
コネクタラインツールを使用すると、オブジェクト同士を動的に接続するコネクタラインを描画できま
す。コネクタラインは、ドキュメントウィンドウ内で接続されたオブジェクトを移動すると、自動的に調
整されます。ラベルのコールアウト線の描画、組織図の作成、または基本的なフローチャートの作成など
にコネクタラインを使用すると便利です。オブジェクトパネルを使用を使用して、開始シンボル、終了シ

ンボル、およびその他のコネクタラインの属性を編集できます。詳細については、166 ページの「線への
属性の適用」を参照してください。 

2 つのオブジェクト間のコネクタラインを描画するには :

1 ツールボックスで、コネクタラインツールを選択します。

2 開始点のオブジェクトの上にコネクタラインツールを移動します。マウスポインタが変化してコネク
タラインが開始できるオブジェクトがあることが示されます。 

3 オブジェクトの上端、下端、左側、または右側の近くにポインタを移動すると、該当する辺からコネ
クタラインが開始します。

4 接続するオブジェクトの上端、下端、左側、または右側までドラッグして、該当する辺でコネクタラ
インを終了します。

コネクタラインツールを使用してコネクタラインのエンドポイントを移動するには :

エンドポイントを、オブジェクトまたはドキュメントウィンドウ内の空白部分にドラッグします。

コネクタラインの方向を逆にするには :

1 コネクタラインを選択します。

2 [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 逆方向 ] を選択します。

コネクタラインを手動で変形するには :

1 ツールボックスで、コネクタラインツールを選択します。
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2 コネクタラインを選択すると、ハンドルが表示されます。

3 ハンドルをドラッグしてコネクタラインを変形します。

グラフィックスタンプを使用した描画
イラストレーションをすばやく作成するには、グラフィックスタンプを利用して、よく使用するオブジェ

クトをドキュメント上に " スプレー " することができます。

スタンプに保存されたオブジェクト ( 左 )、スタンプのスプレー後
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[ グラフィックスタンプ ] ダイアログボックスを使用すると、ビットマップ、グループ、ブレンド、テキ

スト、エンベロープ、シンボルなど、 大 10 個の画像をスタンプとして保存することができます。スタ
ンプを使用してペイントすると、選択したオプションに基づいて、画像が順番に適用されます。

FreeHand には、定義済みのスタンプがいくつか用意されています。これらのスタンプを編集することも、
独自のスタンプを作成することもできます。

グラフィックスタンプを選択するには :

1 ツールボックスで、グラフィックスタンプが表示されていないときは、ツールボックスのポップアッ
プメニューからツールを選択します。

2 [ グラフィックスタンプ ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ スタンプ ] を選択すると、スタンプセットが表示されます。

4 ポップアップメニューからスタンプを選択してアクティブにし、セット内の 初のオブジェクトをプ
レビューします。[ 内容 ] ポップアップメニューを使用すると、セット内の他のオブジェクトをプレ

ビューすることができます。

5 スタンプに含まれているそれぞれのオブジェクトをプレビューするには、[内容] ポップアップメニュー

のオプションを選択します。 

グラフィックスタンプを使用して描画するには :

1 ツールボックスで、ポップアップメニューからグラフィックスタンプを選択します。

2 ツールをドラッグし、次のようにスタンプのスプレー方法を調整します。

• ドラッグの速度および方向を増減して、オブジェクトの配置を調整します。すばやくドラッグすると、
オブジェクト間の距離が広がります。

• スタンプをスプレーするときに左矢印キーおよび右矢印キーを使用して、オブジェクトの間隔を増減
します。

• 上矢印キーまたは下矢印キーを使用して、スプレーするオブジェクトの伸縮率を増減します。

• スタンプが適用されたそれぞれのオブジェクトをクリックして配置します。

グラフィックスタンプの読み込み

FreeHand MX インストール CD の "Assets\Graphic Hoses" フォルダには、さまざまなグラフィックス
タンプがあります。他のメーカーやサードパーティの開発元からスタンプを入手することもできます。

メモ : 信頼できる提供元からのスタンプだけを読み込むようにしてください。

グラフィックスタンプを読み込むには :

1 読み込み元グラフィックスタンプファイルの保存場所に移動します。

2 ユーザー固有の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application Support" フォルダ
(Macintosh) 内の "Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Xtras" フォルダにスタンプファイルを
コピーします。

メモ : "Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムにより異
なります。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参照してく
ださい。
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グラフィックスタンプの作成

グラフィックスタンプには、 大 10 個のオブジェクトを含めることができます。これらのオブジェクト
は、現在の FreeHand ドキュメントまたはその他のドキュメントのものでも構いません。スタンプの構成

要素としてシンボルも使用できます。シンボルを使用する場合は、シンボルの構成要素を修正すると、グ
ラフィックスタンプで作成されたすべてのオブジェクトが自動的に更新されます。

詳細については、299 ページの「ライブラリパネルの使用」を参照してください。

グラフィックスタンプを作成するには :

1 ツールボックスで、グラフィックスタンプが表示されていないときは、ツールボックスのポップアッ
プメニューからツールを選択します。

2 [ グラフィックスタンプ ] ボタンをダブルクリックします。

3 セットを新規作成する方法を選択します。

• 新規のセットを追加するには、設定ポップアップメニューから [ 新規 ] を選択します。

• 既存のセットに基づいてセットを新規作成するには、ポップアップメニューから [名前変更] または [複

製 ] を選択します。

4 表示されるダイアログボックスで新規のセットに名前を設定し、[ 保存 ] をクリックしてリストに追加
します。

メモ : スタンプは、ユーザー固有の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application Support" フォルダ
(Macintosh) 内の "Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Graphic Hose" フォルダに保存されます。"Application
Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムにより異なります。このフォ
ルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

5 スタンプに設定するアートワークをドキュメント内で選択します。

6 [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

7 [ グラフィックスタンプ ] ダイアログボックスの [ ペースト ] をクリックします。アートワークが、[ 内容 ]
ポップアップメニューのオブジェクトとしてプレビューウィンドウに表示されます。

スタンプに追加したそれぞれの新しいオブジェクトには、オブジェクト 1、オブジェクト 2、というよ
うに名前が割り当てられます。[内容] ポップアップメニューからオブジェクト名を選択してプレビュー
します。

メモ : レンズ、EPS 画像、TIFF 画像など、多くのメモリを消費するオブジェクトは、あまり多くスタンプに設定しな
いようにしてください。通常、このようなオブジェクトを大量にスタンプに設定すると、ファイルサイズが大きくな
ります。

8 必要に応じて手順 5 ～ 7 を繰り返し、スタンプを完成させます。

スタンプを削除するには :

ユーザー固有の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application Support" フォルダにある、

"Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Graphic Hose" フォルダで、削除するスタンプの FreeHand
ファイルを検索して削除します。

メモ : "Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムにより異なり
ます。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。
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デフォルトのスタンプを復元するには :

1 FreeHand MX インストール CD に収録されている "Installer\Support\Graphic Hose" フォルダに移

動します。

2 デフォルトのスタンプファイルの一部またはすべてを、ユーザー固有の "Application Data" フォルダ 
(Windows) または "Application Support" フォルダ (Macintosh) フォルダ内の 

"Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Graphic Hose" フォルダの "Graphic Hoses" フォルダにコ
ピーします。

メモ : "Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムにより異
なります。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参照してく
ださい。

グラフィックスタンプのオプションの設定

オブジェクトの順序、間隔、伸縮、回転など、グラフィックスタンプを使用したペイントのオプションを
設定することができます。

グラフィックスタンプのオプションを設定するには :

1 ツールボックスで、グラフィックスタンプが表示されていないときは、ツールボックスのポップアッ
プメニューからツールを選択します。

2 [ グラフィックスタンプ ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ グラフィックスタンプ ] ダイアログボックスの [ オプション ] をクリックします。

4 セットのオブジェクトが適用される順序を選択します。

[ ループ ] を選択すると、数字順にオブジェクトが適用されます。

[ 順序入れ替え ] を選択すると、まずオブジェクトが昇順で適用されてから、順序が逆になり、描画時
に繰り返し入れ替わります。

[ ランダム ] を選択すると、オブジェクトがランダムに適用されます。

5 オブジェクト間の間隔を選択します。

[ グリッド ] を選択すると、[ グリッド ] テキストボックスで設定したサイズの間隔を空けて、行と列の
オブジェクトを配置できます。

[ 変数 ] を選択すると、[ タイト ] (0) から [ ルース ] (200) の間の値で間隔を空けて、オブジェクトを
配置できます。

[ ランダム ] を選択すると、0 ～ 200 の任意の値で間隔を空けて、オブジェクトを配置できます。スラ
イダを使用するか、値を入力して偏差を設定します。

6 オブジェクトを伸縮する方法を選択します。

[ 一定 ] を選択すると、オブジェクトを 1 ～ 200% の値で徐々に伸縮できます。

[ ランダム ] を選択すると、オブジェクトを 1% ～ 200% ( 大偏差 ) の値でランダムに伸縮できます。

7 スタンプとしてスプレーしたオブジェクトを回転する方法を選択します。

• [ 一定 ] を選択すると、すべてのオブジェクトに対する特定の角度を設定できます。

• [ 増分 ] を選択すると、特定の数値ずつ変化するオブジェクト間の回転を適用できます。

• [ ランダム ] を選択すると、オブジェクトをランダムに回転させることができます。

• 角度を指定するか、角度ダイアルをドラッグして、回転を調整します。

8 グラフィックスタンプをページ上にドラッグし、スタンプアートワークを適用します。 
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第 4 章
オブジェクトの操作

Macromedia FreeHand MX を使用すると、オブジェクトをさまざまな方法で操作できます。オブジェク

トをグループ化して、単一のオブジェクトとして扱うことができます。また、グループ内に他のグループ
をネストさせることもできます。マウスまたはキーボードを使用するか、正確な位置を指定して、オブ
ジェクトを移動することができます。複数のオブジェクトを整列させたり、ページに対してオブジェクト
を整列させたりすることができます。回転、伸縮、傾斜、および反転により、オブジェクトを変形するこ

ともできます。また、パスを操作、合成、差し込みおよび拡張したり、背面にあるオブジェクトの一部だ
けを見えるようにするクリッピングパス ( マスク ) を作成することもできます。

FreeHand には、描画へのオブジェクトのコピーや描画からのオブジェクトのコピーを制御できる強力な

カット & ペースト機能が備えられています。また、オブジェクトのクローンや複製も作成できます。

線の幅や形状などの特定の属性を持つグラフィックを検索して、描画内をグローバルに選択または置換す

ることができます。

オブジェクトパネルの使用
オブジェクトパネルは、選択されたオブジェクトやテキストに対応したプロパティを表示および変更する
ことができるパネルです。各種のオプジェクトでは、プロパティが異なります。

オブジェクトパネルは、プロパティパネルグループの一部で、デフォルトでは開いています。オブジェク
トパネルの表示と非表示を切り替えるには、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択します。

[ プロパティ ] リスト

属性

線の追加

塗りの追加

エフェクトの追加
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オプジェクトパネルの上部には、[ プロパティ ] リストが表示されます。この [ プロパティ ] リストは、選

択されたオブジェクトに適用するプロパティの階層的なリストです。選択されたプロパティの属性がオブ
ジェクトパネルの下側に表示されます。属性セクションの内容は、[ プロパティ ] リスト内で選択したプ
ロパティにより変化します。

[ プロパティ ] リストの上には、塗り、線、およびエフィクトなどのプロパティを追加または削除できる
ボタンがあります。オブジェクトには複数の塗り、線、およびエフェクトを追加できます。リスト内でプ
ロパティをドラッグして、選択したオブジェクトに適用するプロパティの順序を変更することができます。

複数の線および塗りで作成されたオブジェクトのプロパティ

オブジェクトの属性に対するほとんどの変更は、ドキュメントウィンドウですぐに適用されます。ただし、

一部の属性では、属性編集のボックスの外をクリックする、または Enter キー (Windows) あるいは
Return キー (Macintosh) を押すまで変更が適用されません。

ドキュメントウィンドウ内で 1 つもアイテムが選択されていない場合は、オブジェクトパネルには新規に

作成するオブジェクトのデフォルトの属性が表示されます。

デフォルトの属性を表示するオブジェクトパネル

FreeHand のほとんどすべての描画操作で、オブジェクトパネルが使用されます。このパネルの詳細につ
いては、次のドキュメントを参照してください。

• 166 ページの「線への属性の適用」 

• 178 ページの「塗りへの属性の適用」 

• 244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」 

• 193 ページ、第 7 章の「特殊エフェクト」
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オブジェクトの選択
オブジェクトを選択するには、ポインタツール、サブセレクトツール、およびなげなわツールを使用する
か、キーボードショートカットまたはメニューコマンドを使用します。

ポインタツール、サブセレクトツール、およびなげなわツールを使用すると、クリックしてオブジェクト
またはポイントを選択できます。ポインタツールとサブセレクトツールを使用すると、四角形の選択マー
キーをドラッグして、オブジェクトまたはポイントを選択することもできます。なげなわツールを使用す
ると、任意の形状に選択マーキーをドラッグして、オブジェクトおよびポイントを選択できます。

デフォルトでは、オブジェクトまたはポイントを選択するには、選択マーキーでそのオブジェクトまたは
ポイントを完全に囲む必要があります。選択マーキーをオブジェクトの一部分の上にドラッグするとその
オブジェクトが選択されるように、この動作を変更することができます。

ポインタツールでオブジェクトを選択するときの、ポインタツールとオブジェクトの距離も変更できます。

オブジェクトの選択または変更を防止するために、オブジェクトを非表示にすることができます。オブ
ジェクトをロックして、オブジェクトの選択はできますが、変更ができないようにすることもできます。

ポインタツール、サブセレクトツール、およびなげなわツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックス内の各ボタンをダブルクリックします。

2 ツールのダイアログボックスで、次のいずれかの操作を行います。

• 選択マーキーで完全に囲まれているオブジェクトとポイントだけを選択する場合は、[ 近接感知 ] の選

択を解除します。選択領域内にあるポイントは選択されます。

• 選択マーキーで部分的に囲まれているオブジェクトまたはグループを選択する場合は、[ 近接感知 ] を

選択します。

メモ : ポインタツールとサブセレクトツールでは、同じ [ 近接感知 ] 設定が使用されます。

オブジェクトをクリックして選択するときの、オブジェクトとクリック位置の距離を指定するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ポインタ選択精度] テキストボックスに 1 ～ 5 ピクセルの範囲の値を入力し、[OK] をクリックします。

ポインタツールを使用してオブジェクトを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールを使用して、オブジェクトをクリックします。オブジェクトに塗りがない場合は、パ
スをクリックすると選択されます。

• ポインタツール以外のツールを使用している場合は、Ctrl キー (Windows) または Command キー
(Macintosh) を押して一時的にポインタツールに切り替え、オブジェクトをクリックします。
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サブセレクトツールを使用してオブジェクトまたはポイントを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• サブセレクトツールを使用して、オブジェクト、パス、またはポイントをクリックします。この操作

によって、クリックしたオブジェクト、パス、またはポイントがグループ化されたオブジェクトに含
まれている場合でも、クリックした部分だけが選択されます。

• ポインタツールを使用している場合は、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押し

て一時的にサブセレクトツールに切り替え、オブジェクト、パス、またはポイントをクリックします。

• ポインタツール以外のツールを使用している場合は、Ctrl + Alt (Windows) または Command +

Option (Macintosh) を押して一時的にサブセレクトツールに切り替え、オブジェクト、パス、または
ポイントをクリックします。

なげなわツールを使用してオブジェクトを選択するには :

なげなわツールをドラッグして、選択するオブジェクトまたはポイントの周りに選択マーキーを設定します。

オブジェクトを選択対象に追加するには :

Shift キーを押したまま、オブジェクトまたはポイントを選択します。

アクティブページのすべてのオブジェクトを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [編集]-[選択]-[すべて] (Windows) または [編集]-[選択]-[ページ上すべて] (Macintosh)を選択します。

• Ctrl + A (Windows) または Command + A  (Macintosh) を押します。

ドキュメント内のすべてのオブジェクトを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ ドキュメント上すべて ] を選択します。

• Ctrl + Shift + A (Windows) または Command + Shift + A (Macintosh) を押します。

ドキュメント内のすべてのオブジェクトの選択を解除するには :

[ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押します。

現在の選択対象以外のすべてのオブジェクトを選択するには :

[ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択範囲を反転 ] を選択します。

選択対象をクリップボードに保存せずに削除するには :

[ 編集 ]-[ クリア ] を選択するか、Delete キーを押します。
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複雑なオブジェクトの選択

複合パス、グループ、ブレンド、押し出しまたはクリッピングパス内のオブジェクトは、1 つのグループ
として動作します。グループ内の個々のオブジェクト、パスセグメント、またはポイントを選択し、それ

らを個別に編集することができます。

メモ : 押し出しのベースとなる元のオブジェクトのポイントおよびパスだけを選択できます。つまり、押し出しそのもの
の個々のパスやポイントを選択することはできません。ただし、押し出しを解除してからそれらのアイテムを選択する
ことはできます。詳細については、204 ページの「オブジェクトの押し出し」を参照してください。

複合パス、グループ、ブレンド、押し出し、またはクリッピングパス内のオブジェクトを選択するには :

1 サブセレクトツールを選択します。

2 オブジェクトをクリックします。

3 選択したオブジェクト上のパスセグメントまたはポイントを選択するには、セグメントまたはポイン

トをクリックします。追加のパスセグメントまたはポイントを選択するには、Shift キーを押したまま
サブセレクトツールを選択します。

複合パス、グループ、ブレンド、または内部ペーストで、他のオブジェクトの下にあるオブジェクトを
選択するには :

1 サブセレクトツールを選択します。

2 Ctrl + Alt を押したままオブジェクトをマウスの右ボタンでクリックするか (Windows)、Control + Option
を押したままオブジェクトをクリックします (Macintosh)。この操作を行うと、重ね順の一番上のオブ

ジェクトが選択されます。クリックするたびに、 初のオブジェクトの下にあるオブジェクトが切り
替わります。

メモ : この手順は、塗りつぶされたオブジェクトがその下にあるオブジェクトを覆っているときに使用します。塗り
つぶされていないオブジェクトのグループから選択するには、サブセレクトツールを使用してオブジェクトの線をク
リックします。

オブジェクトの非表示

オブジェクトを隠して、修正されないようにすることができます。[ 画面表示 ]-[ すべて表示 ] を選択する

と、隠されているオブジェクトを再表示することができます。ファイルを閉じて再び開くと、隠されてい
るオブジェクトは自動的に再表示されます。 

隠されているオブジェクトは、プリントされないレイヤーまたはバックグラウンドレイヤーにないかぎ

り、プリントされたドキュメントには表示されます。プリントされないレイヤーおよびバックグラウンド
レイヤーの詳細については、291 ページの「レイヤーの使用」を参照してください。

選択されているオブジェクトを隠すには :

1 隠すオブジェクトを選択します。 

2 [ 画面表示 ]-[ 選択オブジェクトを隠す ] を選択します。

隠されているすべてのオブジェクトを表示するには :

[ 画面表示 ]-[ すべて表示 ] を選択します。

メモ : [ すべて表示 ] を選択しても、隠されているレイヤーは表示されません。
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オブジェクトのロック

ロックされているオブジェクトを編集することはできません。ただし、ロックされているオブジェクト内
の塗り属性とテキストを編集できるように、環境設定を変更することができます。

選択したオブジェクトをロックするには :

[ 修正 ]-[ ロック ] を選択してオブジェクトをロックするか、メインツールバーの [ ロック ] ボタンをクリッ

クします。

[ ロック ] ボタンがグレー表示され、[ ロック解除 ] ボタンが使用可能になります。

選択したオブジェクトのロックを解除するには、次のいずれかの操作を行います。

• [修正]-[ロック解除] を選択します。選択対象がロックされていない場合は、[ロック解除] コマンドはグ
レー表示されます。

• メインツールバーの [ ロック解除 ] ボタンをクリックします。

[ ロック解除 ] ボタンがグレー表示され、[ ロック ] ボタンが使用可能になります。

ロックされているオブジェクトの塗り属性と線属性を変更できるようにするには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [ ロックされているオブジェクトを編集 ] を選択して、ロックされているオブジェクトの塗り属性と線
属性を修正できるようにします。ロックされているテキストブロック内のテキストも修正できるよう

になります。

3 [OK] をクリックします。

メモ : [ ロックされているオブジェクトを編集 ] の選択を解除すると、何も変更できなくなります。

オブジェクトの移動
ドキュメントウィンドウ内でのドラッグ、または矢印キーを使用して、選択したオブジェクトを直接移動で
きます。矢印キーでオブジェクトを移動するときは、矢印キーを押すたびに移動する距離を指定できます。

オブジェクトパネルまたは変形パネルに値を入力して、選択したオブジェクトを数値指定で移動すること
もできます。オブジェクトパネルを使用して、オブジェクトを数値指定で移動する場合は、入力する値に
よってページの原点マーカーを基準にした座標位置を指定します。原点マーカーのリセットまたは移動の

詳細については、53 ページの「ルーラの使用」を参照してください。変形パネルを使用して、オブジェ
クトを数値指定で移動する場合は、入力する値によってオブジェクトの現在の位置を基準にしたオブジェ
クトの移動距離を指定します。

描画時のオブジェクトの移動の詳細については、77 ページの「描画時の基本の形状の移動」を参照して
ください。

ワークスペース内で、選択したオブジェクトを直接移動するには、次のいずれかの操作を行います。

• 選択対象を新しい位置にドラッグします。ポインタツール以外のツールを選択している場合は、Ctrl

キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押してポインタツールに切り替えます。

• いずれかの矢印キーを押すか、Shift キーと矢印キーを同時に押して、選択対象を移動します。
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矢印キーを押したときにオブジェクトが移動する距離を指定するには :

1 [ ファイル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ カーソル距離 ] を選択します。

2 [ 矢印キーの距離 ] テキストボックスに値を入力します。入力する値には、ドキュメントで現在設定さ
れている単位が適用されます。単位がポイントの場合は、1 ～ 864 の範囲の値を入力できます。単位
の詳細については、49 ページの「単位の設定」を参照してください。

3 Shift キーと矢印キーを同時に押したときに選択したオブジェクトが移動する距離を指定するには、[Shift
+ 矢印キーの距離] テキストボックスに値を入力します。この場合も 1 ～ 864 の範囲の値を入力できます。

変形パネルを使用して選択したオブジェクトを移動するには :

1 変形パネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います ( 表示されていない場合 )。

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 移動 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、[ 移動 ] ボタンをクリックします。

2 [x] テキストボックスに、オブジェクトを右へ移動する場合は正の値、左へ移動する場合は負の値を入

力します。

3 [y] テキストボックスに、オブジェクトを上へ移動する場合は正の値、下へ移動する場合は負の値を入

力します。

このパネルの使い方の詳細については、137 ページの「変形パネルの使用」を参照してください。

オブジェクトパネルを使用して選択したオブジェクトを移動するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します ( 表示されていない場合 )。

2 オブジェクトパネルの [プロパティ] リストからオブジェクト名を選択します (選択されていない場合)。

3 オブジェクトパネルの下側にある [x] テキストボックスに、オブジェクトを右へ移動する場合は正の
値、左へ移動する場合は負の値を入力します。

4 [y] テキストボックスに、オブジェクトを上へ移動する場合は正の値、下へ移動する場合は負の値を入

力します。

このパネルの使い方の詳細については、107 ページの「オブジェクトパネルの使用」を参照してください。

ポイントおよび他のオブジェクトへの吸着

オブジェクトおよびポイントを移動する場合は、吸着の機能が有効になっていれば、それらを他のオブ
ジェクトのポイントやパスに " 吸着 " して移動することができます。吸着する前の、オブジェクトまたは

ポイントから別のオブジェクトまでに必要な距離は、FreeHand の環境設定の [ 吸着範囲 ] の設定により
指定します。

選択したオブジェクトまたはポイントをポイントに吸着するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、[ ポイントへ吸着 ] ボタンを選択します ( 選択されていない場合 )。

• [画面表示]-[ポイントへ吸着] を選択します (コマンドが有効になっていない場合)。このコマンドの横の

チェックマークは、このコマンドが有効であることを示しています。

メモ : [ ポイントへ吸着 ] コマンドは切り替え形式です。つまりこのコマンドが有効になっているときに選択するとコ
マンドの選択が解除されます。
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2 ポインタツールを使用して、選択したオブジェクトを吸着するポイントの近くまたは上にドラッグし

ます。ポインタツールが吸着範囲内にある場合は、ポインタが変化します。

3 マウスボタンを離してオブジェクトを吸着する位置にドロップします。

選択したオブジェクトまたはポイントをポイントに吸着するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、[ オブジェクトに吸着 ] ボタンを選択します ( 選択されていない場合 )。

• [画面表示]-[オブジェクトに吸着] を選択します (コマンドが有効になっていない場合)。このコマンドの
横のチェックマークは、このコマンドが有効であることを示しています。

メモ : [ オブジェクトに吸着 ] コマンドは切り替え形式です。つまりこのコマンドが有効になっているときに選択する
とコマンドの選択が解除されます。

2 ポインタツールを使用して、選択したオブジェクトを吸着するパスの近くまたは上にドラッグします。

ポインタツールが吸着範囲内に入ったときに、ポインタが変化します。

3 マウスボタンを離してオブジェクトを吸着する位置にドロップします。

吸着範囲を変更するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ 吸着範囲 ] テキストボックスに設定を入力します。この設定により、1 つのオブジェクトが別のオブ
ジェクトに吸着する距離を指定します。

3 [OK] をクリックします。
第 4 章114



オブジェクトの整列と均等配置

オブジェクトまたはポイントを、他のオブジェクト、他のポイント、または現在のページとの相対的な位
置関係で整列または均等配置させることができます。整列とは、オブジェクトの 1 つの辺または中央を基

準に、直線上に並ぶようにオブジェクトを移動することです。均等配置とは、オブジェクトの 1 つの辺ま
たは中央を基準に等間隔にオブジェクトを配置することです。ポイントには辺がないので、その位置を基
準にして整列または均等配置されます。

整列中にオブジェクトが移動しないように、オブジェクトをロックすることができます。その他のオブ
ジェクトが、ロックされているオブジェクトを基準にして整列します。

ブレンドまたは拡張複製を使用して、同一のオブジェクトをページ内に等間隔で配置することもできま
す。詳細については、214 ページの「複合パスおよびグループのブレンド」および 145 ページの「拡張
複製」を参照してください。

選択したオブジェクトやポイントを整列または均等配置させるには :

1 [ ウィンドウ ]-[ 整列 ] を選択し、整列パネルを表示します。

プレビュー内の 3 つの四角形は現在の整列設定を示します。均等配置オプションを選択すると、4 つ
目の四角形が表示されます。

2 次のいずれかの操作を行います。

• プレビューウィンドウ内をクリックして、整列オプションを設定します。たとえば、オブジェクトを

左端で整列させるには、左の辺をクリックします。

• ポップアップメニューから整列オプションまたは均等配置オプションを選択します。

• [ ページに合わせて整列 ] を選択すると、現在のページ範囲を基準にしてオブジェクトが整列または均
等配置されます。

3 [ 適用 ] をクリックします。

辺をクリックすると、オブジェクトが上下左右のいずれかを基準に整列します。

正方形内をクリックすると、縦方向と横方向に整列します。

縦方向のオプション

横方向のオプション
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オブジェクトのコピー
FreeHand ドキュメント間で、または FreeHand と Adobe Illustrator、Photoshop、Microsoft Word
などのその他のアプリケーションの間で、クリップボードを使用してコピー & ペーストまたはドラッグ
して、オブジェクトをコピーできます。

ペーストされたグラフィックは、FreeHand ドキュメントの画面中央に表示されます。

コピー & ペーストの環境設定

FreeHand では、クリップボードを使用してさまざまな形式でオブジェクトをコピー & ペーストできま
す。クリップボードにコピーすると、環境設定の [ 書き出し ] で指定したすべての形式で選択対象がコピー
されます。クリップボードからペーストするときは、そのオブジェクトに関する情報の多くを保持する形
式が使用されます。

[ コピースペシャル ] コマンドまたは [ ペーストスペシャル ] コマンドを使用すると、デフォルトの形式を
無視できます。

環境設定の [ 書き出し ] を使用して、FreeHand で使用可能なコピー形式のリストを変更できます。
Windows に限り、環境設定の [ 読み込み ] の内容を変更して、FreeHand で使用可能なペースト形式の
リストを変更できます。

FreeHand のコピー操作では、以下の形式を選択することができます。

• FreeHand

• RTF

• AI/EPS (Windows)

• EMF (Windows)

• メタファイル (Windows)

• ビットマップ (Windows)

• 汎用ビットマップ (Windows)

• Adobe Illustrator (Macintosh)

• ASCII (Macintosh)

• PICT (Macintosh)

コピーの選択対象で使用するカラースペースを選択することもできます。Windows では、[AI/EPS] を選
択した場合にだけカラースペースを選択することができます。以下のカラー変換オプションを選択するこ
とができます。

• CMYK

• RGB

• CMYK と RGB

• Photoshop 4/5 ピクセル (Windows)

• Photoshop 4/5 パス (Windows)

• Photoshop 4/5 (Macintosh)
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Windows に限り、以下の FreeHand ペースト操作形式を選択することができます。

• FreeHand

• LRG

• PNG

• AI/EPS

• RTF

• EMF

• メタファイル

• ビットマップ

• 汎用ビットマップ

コピー形式の環境設定を指定するには :

1 書き出し環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 書き出し ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 書き出し ] カテゴリをクリックします。

2 [ クリップボードのコピー形式 ] (Windows) または [ クリップボード出力形式 ] (Macintosh) で、クリッ
プボードにコピーするときに使用する形式を選択します。選択されていない形式はコピーで使用でき
ません。

3 [ カラーの変換先 ] リストで、コピーの選択対象で使用するカラースペースを選択します。

4 [OK] をクリックします。

ペースト形式の環境設定を指定するには (Windows のみ ) :

1 Ctrl + U を押し、[ 読み込み ] タブをクリックします。

2 [ クリップボードのペースト形式 ] リストで、クリップボードからペーストするときに使用される形式

を選択します。選択されていない形式はペーストで使用できません。

3 [OK] をクリックします。

FreeHand ドキュメント内でのオブジェクトのコピー

FreeHand ドキュメント内で、クリップボードによるコピー & ペースト、ドラッグ、クローン作成、ま
たは複製を行うと、オブジェクトのコピーを作成できます。

ドラッグによるコピーは、FreeHand の環境設定で無効にすることができます。

クローンを作成すると、オリジナルの上にコピーが配置されます。複製すると、オリジナルの近くの指定
されている位置にコピーが配置されます。拡張複製を使用して、コピーを作成しながらオブジェクトの変
形を繰り返すこともできます。詳細については、145 ページの「拡張複製」を参照してください。

FreeHand ドキュメント内で選択したオブジェクトをコピーするには :

1 オブジェクトをコピーするには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

• [編集]-[スペシャル]-[コピースペシャル] を選択し、[コピースペシャル] ダイアログボックス内で形式を
選択します。
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2 オブジェクトをペーストするには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ ペースト ] を選択します。

• [編集]-[スペシャル]-[ペーストスペシャル] を選択し、[ペーストスペシャル] ダイアログボックス内で形
式を選択します。

FreeHand ドキュメント内でドラッグして、オブジェクトをコピーするには :

1 ポインタツールを使用して、オブジェクトを選択し、十字型のポインタが表示されるまでマウスボタ
ンを押し続けます。

2 Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままオブジェクトをドラッグします。

Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままドラッグしたときに
コピーを無効にするには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [Alt+ ドラッグでパスをコピーする ] (Windows) または [Option + ドラッグでパスをコピーする ]

(Macintosh) の選択を解除して、[OK] をクリックします。

選択したオブジェクトのクローンを作成、またはオブジェクトを複製するには、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトを複製するには、[ 編集 ]-[ 複製 ] を選択します。オブジェクトのコピーが、オリジナルから
離れた位置に配置されます。

• オブジェクトのクローンを作成するには、[ 編集 ]-[ クローン ] を選択します。オブジェクトのコピーが、
オリジナルの前面に重ねられた状態で表示されます。

FreeHand ドキュメント間でのオブジェクトのコピー

FreeHand ドキュメント間でクリップボードを使用してオブジェクトをコピー & ペーストするか、また
はドラッグすると、オブジェクトをコピーできます。

FreeHand ドキュメント間でオブジェクトをコピーするときにコピーが表示されるレイヤーは、環境設定
によって決まります。[ レイヤー情報を保存する ] オプションをオフにした場合は、オブジェクトはアク
ティブな描画レイヤーにコピーされます。[ レイヤー情報を保存する ] オプションをオンにした場合は、オ
ブジェクトはコピー元レイヤーと同じ名前のレイヤーにコピーされます。ドキュメント内にその名前のレ

イヤーがない場合は、レイヤーが新規作成されます。レイヤーの詳細については、291 ページの「レイ
ヤーの使用」を参照してください。

メモ : オブジェクトのコピー先のドキュメントに、重ね順がコピー元のドキュメントと異なる同じ名前のレイヤーがある
場合には、コピーされたオブジェクトは、オリジナルのドキュメントとは異なる重ね順になる場合があります。

選択したオブジェクトを別の FreeHand ドキュメントにコピーするには :

1 オブジェクトをコピーするには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

• [編集]-[スペシャル]-[コピースペシャル] を選択し、[コピースペシャル] ダイアログボックス内で形式を

選択します。

2 オブジェクトのペースト先ドキュメントを開きます。
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3 オブジェクトをペーストするには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ ペースト ] を選択します。

• [編集]-[スペシャル]-[ペーストスペシャル] を選択し、[ペーストスペシャル] ダイアログボックス内で形
式を選択します。

FreeHand ドキュメント間でドラッグして、オブジェクトをコピーするには :

1 コピー元ドキュメントとコピー先ドキュメントの両方を開きます。

2 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、[ウィンドウ]-[縦に並べて表示] または [ウィンドウ]-[横に並べて表示] を選択し、両方

のドキュメントを表示します。

• Macintosh では、各ドキュメントウィンドウのサイズおよび位置を変更し、両方のドキュメントを同
時に表示します。

3 コピー元ドキュメントのオブジェクトをコピー先ドキュメント内の目的の場所にドラッグします。オ
ブジェクトのコピーがコピー元ドキュメントに残ります。

アプリケーション間でのオブジェクトのコピー

FreeHand ドキュメントと別のアプリケーションのドキュメントの間でクリップボードを使用してオブ
ジェクトをコピー & ペーストすると、オブジェクトをコピーできます。ドラッグでコピーできる場合も

あります。

クリップボードを使用してコピー & ペーストするときは、通常は [ 環境設定 ] で指定した形式の中から

適な形式が選択されます。[ コピースペシャル ] コマンドを使用すると、クリップボード上の選択対象を
特定のファイル形式に変換できます。

FreeHand との間でオブジェクトをドラッグしてコピーできるのは、Apple Drag Manager (Macintosh)

または OLE ドラッグ & ドロップ機能 (Windows) をサポートするアプリケーションです。このようなア
プリケーションには、Netscape Navigator (Macintosh)、Macromedia Fireworks、Photoshop、Illustrator
などがあります。正しいドラッグ手順については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してく

ださい。

FreeHand からコピーして別のアプリケーションにペーストするには :

1 FreeHand でオブジェクトを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [編集]-[コピー] を選択し、環境設定の [クリップボードのコピー形式] に従って選択対象をコピーします。

• [編集]-[スペシャル]-[コピースペシャル] を選択し、[コピースペシャル] ダイアログボックス内で形式を
選択します。

3 選択対象のペースト先アプリケーションをアクティブにします。[編集]-[ペースト] に該当するそのアプ

リケーションのコマンドを選択します。

別のアプリケーションからコピーして FreeHand にペーストするには :

1 コピー元アプリケーションでオブジェクトを選択し、[ 編集 ]-[ コピー] に該当するそのアプリケーショ
ンのコマンドを選択します。

2 FreeHand ドキュメントをアクティブにします。
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3 次のいずれかの操作を行います。

• [編集]-[ペースト] を選択し、環境設定の [クリップボードのペースト形式] に従って選択対象をペース
トします。

• [編集]-[スペシャル]-[ペーストスペシャル] を選択し、[ペーストスペシャル] ダイアログボックス内で形
式を選択します。

オブジェクトのグループ化
複数のオブジェクトをグループ化すると、その中のオブジェクト相互の位置関係や重ね順が固定されるの
で、単一のオブジェクトとして操作できるようになります。異なるレイヤーにあるオブジェクトをグルー
プ化すると、グループは現在の描画レイヤーに移動しますが、各オブジェクトの重ね順は変わりません。 

オブジェクトをグループ解除すると、オブジェクトを個別に編集できます。オブジェクトをグループ解除
すると、各オブジェクトはオリジナルのレイヤーに戻ります。

グループ内のオブジェクトのオリジナルの線と塗りは保持されます。これらの属性は、グループ内のオブ
ジェクトをサブセレクトし、オプジェクトパネルで変更することができます。グループの属性も 1 つのオ
ブジェクトとして変更することができます。この変更を実行すると、変更された属性がグループ全体に適
用されます。この方法では、個々のオブジェクトの元の属性は変更されません。 

選択されているグループ解除されたオブジェクト ( 左 ) と
選択されているグループ化されたオブジェクト ( 右 )

メモ : グループ全体に適用された属性は、オブジェクトのグループ解除を行うと無効になります。

選択したオブジェクトをグループ化するには :

[ 修正 ]-[ グループ化 ] を選択します。

選択したグループをグループ解除するには :

[ 修正 ]-[ グループ解除 ] を選択します。

グループ解除したときに各オブジェクトが自動的に元のレイヤーに戻るようにするには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ レイヤー情報を保存する ] を選択し、[OK] をクリックします。
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グループ化されているオブジェクトの選択

修正するオブジェクトをサブセレクトして、グループ内のオブジェクトを個別に操作できます。また、グ
ループから一部のオブジェクトを削除することもできます。グループ内のオブジェクトを、他のレイヤー

に移動したり、他のグループとグループ化することはできません。

グループ ( 左 )、グループ内のオブジェクトを選択 ( 右 )

グループ内のオブジェクトを選択するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• サブセレクトツールをクリックし、オブジェクトをクリックして選択します。

• ポインタツールを使用して、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままオブ
ジェクトをクリックして選択します。

2 オブジェクトをサブセレクト対象に追加するには、Shift キーを押したまま選択します。

グループ内で他のオブジェクトの背後にあるオブジェクトを選択するには :

1 ポインタツールを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + Alt を押したままマウスの右ボタンをクリックして、選択されるオブジェクト
を切り替えます。

• Macintosh では、Control + Option を押したままクリックして、選択されるオブジェクトを切り替え
ます。

オブジェクトのサブセレクトを解除するには :

Tab キーを押すか、グループの外でクリックします。

サブセレクトされているオブジェクトを含むグループを選択するには :

[ 編集 ]-[ 選択 ]-[ スーパーセレクト ] を選択します。

グループ内のすべてのオブジェクトをサブセレクトするには :

ドキュメントウィンドウでグループを選択し、オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストの [ 内容 ] プ
ロパティをダブルクリックします。
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ネストされたオブジェクトの操作

ネストされたオブジェクトとは、大きなグループ内のグループに含まれているオブジェクトのことです。
このようなオブジェクトも、他のグループと同じように操作できます。

既存のグループ内にオブジェクトまたはグループをネストさせるには :

1 ネストさせるオブジェクトまたはグループを選択します。

2 Shift キーを押したまま、選択対象のネスト先グループを選択します。

3 [ 修正 ]-[ グループ化 ] を選択します。

[ グループ化 ] コマンドを 大 20 回まで連続して適用し、グループ内のオブジェクトをネストさせた
り、大きいグループ内で複数のグループを結合させたりすることができます。オブジェクトをネスト
させた複数のグループを作成すると、イラストレーションがより複雑になり、プリントにかかる時間

が長くなります。

メモ : 実際のネストの限界は 28 レベルですが、インライングラフィック (231 ページ、第 8 章の「テキストの使用」
を参照 ) や内部ペーストなどの一部のオブジェクトは、ネストされたオブジェクトを内部に持つので、複数レベルの
ネストとしてカウントされます。

ネストされたグループ内のオブジェクトをサブセレクトするには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールを選択している場合は、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押し
たまま、ネストされたグループ内のオブジェクトをクリックします。

• サブセレクトツールをクリックし、オブジェクトをクリックします。

2 オブジェクトをサブセレクト対象に追加するには、Shift キーを押したまま選択します。
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オブジェクトの重ね順の変更
[ 重ね順 ] コマンドまたはカット & ペーストを使用して、オブジェクトの重ね順を変更することができま
す ( ただし、オブジェクトが重なっていない場合は、重ね順が明確でない場合があります )。オブジェク
トをグループまたはクリッピングパス内の別のオブジェクトの背面または前面にペーストして、オブジェ
クトをグループまたはクリッピングパスに統合できます。クリッピングパスの詳細については、132 ペー

ジの「クリッピングパスの操作」を参照してください。

[ 背面にペースト ] コマンドと [ 前面にペースト ] コマンドを使用すると、オブジェクトを特定の重ね順の

位置にすばやく移動できます。

[ 重ね順 ] コマンド、[ 前面にペースト ] コマンド、および [ 背面にペースト ] コマンドは、同じレイヤー
上にある選択対象だけに適用されます。レイヤーを変更してオブジェクトの重ね順を変更する方法の詳細

については、291 ページの「レイヤーの使用」を参照してください。

オブジェクトの重ね順を変更するには :

1 ポインタツールを使用して、重ね順を変更するオブジェクトを選択します。

2 [ 修正 ]-[ 重ね順 ] を選択し、次のいずれかのコマンドを選択します。

[ ひとつ前面へ ] は、オブジェクトの重ね順を 1 つ前に移動します。

[ 前面へ ] は、オブジェクトの重ね順を一番上に移動します。

[ ひとつ背面へ ] は、オブジェクトの重ね順を 1 つ後ろに移動します。

[ 背面へ ] は、オブジェクトの重ね順を一番下に移動します。

オブジェクトを別のオブジェクトの前面または背面にペーストするには :

1 ポインタツールを使用して、ペーストするオブジェクトを選択します。

2 [ 編集 ]-[ カット ] または [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

3 選択したオブジェクトが前面または背面にペーストされるオブジェクトを選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• [編集]-[スペシャル]-[前面にペースト] を選択し、選択したオブジェクトの前面に、カットまたはコピー
したオブジェクトをペーストします。

• [編集]-[スペシャル]-[背面にペースト] を選択し、選択したオブジェクトの背面に、カットまたはコピー

したオブジェクトをペーストします。

オブジェクトへの名前とコメントの設定
ナビゲーションパネルを使用して、オブジェクトに名前やコメントを設定することができます。ナビゲー

ションパネルを使用すると、オブジェクトの名前とコメントを確認することもできます。FreeHand 描画
を PDF 形式に書き出すときに、名前とコメントを注釈として書き出すことができます。詳細については、
363 ページの「PDF ファイルの書き出し」を参照してください。

URL リンクをオブジェクトおよびテキストに追加することもできます。詳細については、331 ページの
「オブジェクトとテキストへの URL の設定」を参照してください。
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選択したオブジェクトに名前またはコメントを設定するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ ナビゲーション ] を選択します。

2 ナビゲーションパネルで、[ 名前 ] テキストボックスにオブジェクトの名前を入力します。 大半角 26
文字の名前を入力できます。

3 [コメント] テキストボックスにコメントを入力します。 大半角 254 文字のコメントを入力できます。

名前とコメントは、入力した時点で適用されます。変更内容を適用するために Enter キーを押したり

ナビゲーションパネルを閉じたりする必要はありません。

選択したオブジェクトの名前またはコメントを確認するには :

[ ウィンドウ ]-[ ナビゲーション ] を選択します。 

オブジェクトの名前とコメントがナビゲーションパネルに表示されます。

グローバル変更
検索・置換と選択パネルグループを使用すると、複数のオブジェクトを回転および伸縮するなど、アート
ワークをグローバルにすばやく変更できます。名前または特性によって、オブジェクトを検索および置換

できます。検索・置換と選択パネルグループには、[ 検索・置換 ] と [ 選択 ] という 2 種類のパネルを含
みます。

検索・置換パネルを使用すると、各オブジェクトの中心を基準に複数のオブジェクトを回転および伸縮す

ることができます。変形ツールのみを使用しているときは、この操作は実行できません。

検索・置換と選択パネルグループを使用してレイヤーに変更を加えるには、レイヤーがロックされていな

いこと、および隠されていないことを確認する必要があります。詳細については、291 ページの「レイ
ヤーの使用」を参照してください。

テキストの属性を検索および置換することもできます。詳細については、306 ページの「スタイルの追

加、複製、および削除」を参照してください。テキストを検索および置換するには、[ テキストの検索・
置換 ] ダイアログボックスを使用します。詳細については、243 ページの「テキストの検索と置換」を参
照してください。

オブジェクトのグローバル選択

複数のオブジェクトをすばやく変更するには、一定の属性に基づいてオブジェクトを選択します。使用で
きる属性は、カラー、スタイル、選択オブジェクトと同じ、サイズ、塗り、線種、線幅、フォント、テキ

ストエフェクト、オブジェクト名、オブジェクトの種類、パスの形状、ハーフトーン、およびオーバープ
リントです。

段落スタイル、エフェクト、フォントなど、テキストの属性の選択については、306 ページの「スタイル
の追加、複製、および削除」を参照してください。

プリントの属性の詳細については、379 ページ、第 14 章の「プリント」を参照してください。
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属性によってオブジェクトを選択するには :

1 [編集]-[検索・置換]-[グラフィック] を選択するか、メインツールバーの [グラフィック] ボタンをクリッ

クします。

2 [ 選択 ] タブをクリックします。

3 [ 属性 ] ポップアップメニューから、必要な属性を選択します。

[ カラー ] を選択すると、指定されたカラーのオブジェクトを選択できます。

[ スタイル ] を選択すると、指定したスタイル名のオブジェクトを選択できます。

[ 選択オブジェクトと同じ ] を選択すると、選択対象に一致する線または塗りのオブジェクトを選択でき
ます。

[ 塗りの種類 ] を選択すると、指定した塗りの種類のオブジェクトを選択できます。

[ 線種 ] を選択すると、指定した線種のオブジェクトを選択できます。

[ 線幅 ] を選択すると、指定した線幅の範囲の値を持つオブジェクトを選択できます。

[ フォント ] を選択すると、フォントとそのスタイルを選択できます。サイズを指定する必要がある場
合は、 小サイズと 大サイズを設定します。すべてのサイズを検索するには、サイズを空白のまま

にします。

[ エフェクト ] を選択すると、任意または特定のエフェクトを持つすべてのテキストブロックを選択で

きます。

[ オブジェクト名 ] を選択すると、ナビゲーションパネルで指定された名前を持つオブジェクトを選択
できます。

[ オブジェクトの種類 ] を選択すると、指定した種類のオブジェクトを選択できます。[ オブジェクトの
種類 ] には、パス、多角形、複合パス、クリッピングパス、グループ、ブレンド、楕円、四角形、テキ

ストブロック、ビットマップ、EPS ファイル、エンベロープ、押し出し、コネクタライン、およびイ
ンスタンスを含みます。

[ パスの形状 ] を選択すると、パスがコピーされ [ ペースト ] がクリックされた後で、指定された形状

のすべてのパスを選択できます。その形状固有の塗りと線も検索されます。

[ ハーフトーン ] を選択すると、カスタムハーフトーンが設定されているオブジェクトを選択できます。

[ オーバープリント ] を選択すると、オーバープリントがオンになっているすべてのオブジェクトを選
択できます。

4 [ 範囲 ] ポップアップメニューから、[ ドキュメント ]、[ ページ ]、または [ 選択オブジェクト ] を選択し、
検索対象を指定します。
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グラフィックの検索と置換

検索・置換パネルを使用すると、カラー、線幅、変形、パスの形状、ブレンドのステップ数などの属性を
検索して自動的に変更できます。この機能を使用すると、特定の属性をすべて修正できます。隠されてい

るオブジェクト内の該当する属性も修正されます。

ページまたはドキュメント内の選択対象やオブジェクトを置換することができます。線幅、単純化、回転、
伸縮、およびブレンドのステップ数の各属性を数学的に計算できます。

ハーフトーンやオーバープリントなど、プリント属性の検索の詳細については、379 ページ、第 14 章の
「プリント」を参照してください。カラーの置換の詳細については、163 ページの「カラーのグローバル

変更」を参照してください。

グラフィックを検索して置換するには :

1 [編集]-[検索・置換]-[グラフィック] を選択するか、メインツールバーの [グラフィック] ボタンをクリッ
クします。

2 [ 範囲 ] で、[ ページ ]、[ ドキュメント ]、または [ 選択オブジェクト ] を選択し、検索範囲を指定します。

3 [ 属性 ] ポップアップメニューからカテゴリを選択します。

[ カラー ] を選択すると、変更するカラーを選択できます。[ 検索 ] と [ 置換 ] のポップアップメニューを
使用して、カラーを指定します。またはカラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、ポップアップ
メニューの横にあるカラーボックスにカラーをドラッグして、カラーを指定します。各濃度の [ 検索 ] カ

ラーを検索するには、[ 濃度を無視 ] を選択します。カラーの詳細については、165 ページの「線および
塗りの使用」を参照してください。

[ 線幅 ] を選択すると、[ 小 ] および [ 大 ] ポップアップメニューを使用して、指定する範囲の幅を
持つ線を検索できます。たとえば、2 ～ 8 ポイントの線幅を検索するには、[ 小 ] ポップアップメ
ニューから 2 pt を選択し、[ 大 ] ポップアップメニューから 8 pt を選択します。特定の線幅を検
索するには、[ 小 ] テキストボックスにその値を入力し、[ 大 ] テキストボックスを空白のままにし

ます。

[ フォント ] を選択すると、特定のフォントとサイズを検索できます。

[ 削除 ] を選択すると、非表示オブジェクト、オーバープリント、カスタムハーフトーン、または内容
を検索して削除できます。

[ パスの形状 ] を選択すると、指定した形状、塗り、および線のすべてのパスを検索できます。検索す
るパスを指定するには、パスをコピーして、[ 検索 ] ボックスの右側にある [ ペースト ] をクリックし
ます。オリジナルのパスを置換するパスを指定するには、[ 置換 ] ボックスで同じ操作を繰り返します。

[ パスの形状 ] を選択すると、[ オリジナルに合わせて変形 ] を選択して、新しいオブジェクトのサイズ
をオリジナルのオブジェクトに合わせることができます。

[ 単純化 ] を選択すると、パス内のポイント数を指定できます。[ 変更許容値 ] に値を入力するかスライ
ダをドラッグして、置換するポイント数を設定します。 

[ 回転 ] を選択すると、オブジェクトが個々の中心を軸に回転する回転角度を設定できます。

[ 伸縮 ] を選択すると、オブジェクトを伸縮する伸縮率を入力できます。縦横の比率を保ったままオブ
ジェクトを伸縮するには、[x] テキストボックスと [y] テキストボックスの両方に同じ伸縮率を入力し

ます。

[ ブレンドのステップ数 ] を選択すると、検索するステップ数を入力できます。ポップアップメニューか

ら [ 再度サンプルを取る ] を選択すると、現在のプリンタ解像度に従って再びサンプリングされます。

4 [ 変更 ] をクリックします。
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パスの合成
パスを結合または合成することにより、新しいパスを作成することができます。これらの操作により、個々
のパスが結合されて 1 つのパスとして動作する複合パスが生成されることもあります。

[ オブジェクトの結合 ] コマンドを使用してパスを合成すると、選択したパスが単一の複合パスとして単
純に結合されます。[ 結合 ]、[ 分割 ]、[ 交差 ]、[ パンチ ]、[ 切り抜き ] のいずれかのコマンドを使用して
パスを合成すると、元のパスの位置と使用するパス操作に応じて、複合パスが作成される場合と単一のパ
スが作成される場合があります。

オブジェクトの環境設定を行って、[ オブジェクトの結合 ] 以外のパスの操作で元のパスが削除されるか
どうかを指定できます。Shift キーを押したままパス操作を選択すると、デフォルトをリセットせずに元
のパスを保持できます。

元のパスの保持オプションを設定するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• パス操作の適用時に元のパスを削除するには、[ パスの操作により元のパスを削除する ] を選択します。

• 元のパスを保持するには、このオプションの選択を解除します。

結合による複合パスの作成

複数のクローズパスを結合すると、単一のパスとして動作する複合パスを作成できます。複合パスには、
背面のパスの線属性と塗り属性が適用されます。パスの方向も複合パスの外観に影響します。

オープンパスを結合する場合にパスが接触している必要があるかどうかを指定できます。

複合パスのブレンドの詳細については、214 ページの「複合パスおよびグループのブレンド」を参照して
ください。

接触していないオープンパスが結合されるかどうかを制御するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [環境設定] ダイアログボックスの [一般] タブまたはカテゴリで設定された [吸着範囲] 内に終了ポイン
トがある場合にパスを接続するには、[ 接触していないパスを結合する ] を選択します。

• パスが接触している場合にだけパスを結合するには、[ 接触していないパスを結合する ] の選択を解除
します。

3 [OK] をクリックします。

結合により複合パスを作成するには :

1 2 つ以上のパスを選択します。

2 つのパスがオープンの場合は、その距離と環境設定によって、パスが結合されるかどうかが制御さ
れます。

2 [ 修正 ]-[ オブジェクトの結合 ] を選択します。
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複合パスの透明な部分を調整するには :

1 複合パスを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します ( 表示されていない場合 )。

3 次のいずれかの操作を行います。

• [ 自己交差色抜き ] を選択して、複合パス内の各サブパスが重なる部分で塗りの部分と透明の部分が交
互に表示されるようにします。

• [ 自己交差色抜き ] の選択を解除して、サブパスの重なる部分が塗りつぶされるか透明になるかがパス
の方向に基づいて決まるようにします。パスの方向の詳細については、71 ページの「パスとポイント

の特質」を参照してください。

重なるパスが同じ方向に延びている場合は塗りつぶされます。また、重なるパスが反対方向 ( 時計回り

と反時計回り ) に延びている場合は透明になります。

4 複合パスの重なる部分の塗りが目的どおりに表示されない場合は、サブパスを選択し、次のいずれか
の操作を行います。

• [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 正方向 ] を選択します。 

元のパス ( 左 ) と [ 正方向 ] を適用したパス ( 右 )

• [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 逆方向 ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ 正方向 ] ボタンまたは [ 逆方向 ] ボタンをクリックします。 

メモ : [ 自己交差色抜き ] をサポートしないアプリケーションに複合パスを書き出す場合は、[ 正方向 ] コマンドを適
用し、[ 自己交差色抜き ] の選択を解除してからパスを書き出します。または、[ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 重複部分の削
除 ] を選択し、複合パスを [ 自己交差色抜き ] が適用された別々の重ならないパスとして再構成します。 
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[ 結合 ] コマンドの使用

[ 結合 ] を使用すると、複数のクローズパスを 1 つのパスにまとめることができます。新しくできたパス
には、元のすべてのパスの領域が含まれます。選択したパスが他のパスに接触していない場合、複合パス

が作成されます。 

選択したパスに [ 結合 ] コマンドを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ 結合 ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ 結合 ] ボタンをクリックします ( エクストラの操作の詳細については、27 ページ

の「エクストラの使用と管理方法」を参照してください )。  

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ 結合 ] を選択します。

[ 分割 ] コマンドの使用

[ 分割 ] を使用すると、選択したパスを、重複する領域によって定義されたセクションに分割することが
できます。オープンパス、クローズパス、またはその両方を使用します。 前面のパスの線と塗りの属性

が、選択したすべてのオブジェクトに共通する部分に適用されます。 
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選択したパスに [ 分割 ] コマンドを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ 分割 ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ 分割 ] ボタンをクリックします ( エクストラの操作の詳細については、27 ページ
の「エクストラの使用と管理方法」を参照してください )。  

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ 分割 ] を選択します。

[ 交差 ] コマンドの使用

[ 交差 ] を使用すると、選択したすべてのクローズパスの共通部分のパスを新規作成できます。新しいパ
スには、 背面のオブジェクトの線属性と塗り属性が適用されます。選択したパスが重ならない場合は、

環境設定の [ パスの操作により元のパスを削除する ] がオフになっていない限り、このコマンドを実行す
ると選択したパスが削除されます。詳細については、127 ページの「パスの合成」を参照してください。

選択したパスに [ 交差 ] コマンドを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ 交差 ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ

れていない場合 )、[ 交差 ] ボタンをクリックします ( エクストラの操作の詳細については、27 ページ
の「エクストラの使用と管理方法」を参照してください )。  

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ 交差 ] を選択します。
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[ パンチ ] コマンドの使用

[ パンチ ] を使用すると、選択されているクローズパスから、 前面のクローズパスの下にある部分を削
除することができます。前面にある選択したパスの形状で穴が開くので、前面のパスは削除されます。穴

がパス内に完全に収まっている場合は、穴が開いたパスが複合パスになります。線と塗りの属性は変化し
ません。

選択したパスに [ パンチ ] コマンドを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ パンチ ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ パンチ ] ボタンをクリックします ( エクストラの操作の詳細については、27 ペー
ジの「エクストラの使用と管理方法」を参照してください )。  

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ パンチ ] を選択します。

[ 切り抜き ] コマンドの使用

[ 切り抜き ] を使用すると、 前面のパスをクッキーの抜き方のように使用して、 前面のパスのからは
み出ている選択したパスを切り抜くことができます。線と塗りの属性は変化しません。

メモ : [ 切り抜き ] コマンドは、ベクターオブジェクトだけに適用されます。ビットマップ画像を切り抜くには、切り抜
きツールを使用する必要があります。詳細については、329ページの「ビットマップ画像の切り抜き」を参照してください。
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選択したパスに [ 切り抜き ] コマンドを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ 切り抜き ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ 切り抜き ] ボタンをクリックします ( エクストラの操作の詳細については、27 ペー
ジの「エクストラの使用と管理方法」を参照してください )。 

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ 切り抜き ] を選択します。

クリッピングパスの操作
クローズパスは、ベクターグラフィック、テキスト、ビットマップ画像など、他のオブジェクトで塗りつ
ぶすことができます。これらのパスは " クリッピングパス " と呼ばれ、内部に配置されているオブジェク
トは " 内容 " または " 内部ペースト " と呼ばれます。クリッピングパスに収まらない内容は、隠されてい
るだけで削除されているわけではありません。この部分は、編集、移動、および変形することができます。

メモ : 複合パスをクリッピングパスとして使用できるのは、オブジェクトを内部にペーストする前に複合パスを作成して
いる場合だけです。

クリッピングパスを変形する場合は、変形が内容に影響するかどうかを選択できます。

クリッピングパスを作成するには :

1 内容として使用するオブジェクトを任意の数だけ選択します。
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2 クリッピングパス内に内容として表示する位置にオブジェクトを移動します。 

3 [ 編集 ]-[ カット ] を選択します。

4 クリッピングパスとして使用するクローズパスを選択します。

5 [ 編集 ]-[ 内部にペースト ] を選択します。

6 オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストにある [ 内容 ] プロパティを選択します。

クリッピングパスの内容が選択されると、内部ペーストハンドルが、ワークスペースの内容の上に表

示されます。このハンドルをドラッグして、内容を移動することができます。

7 上記の手順を繰り返して、クリッピングパスに内容を追加します。

内部にペーストハンドル
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選択したクリッピングパスの変形オプションを設定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 移動 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、[ 移動 ] ボタンをクリックします。

2 変形パネルで、次のいずれかの操作を行います。

• クリッピングパスに適用される変形を内容に適用する場合は、[ 内容 ] を選択します。

• クリッピングパスに適用される変形を内容に適用しない場合は、[ 内容 ] の選択を解除します。

選択したクリッピングパスの内容を編集するには :

1 クリッピングパスを選択します。

2 編集する内容をサブセレクトします。クリッピングパスの内容をすべて選択するには、内部にペース
トハンドルをダブルクリックするか、オプジェクトパネルの [ プロパティ ] リストの [ 内容 ] プロパ

ティをダブルクリックします。

3 内容を編集します。

クリッピングパスから内容を削除するには :

1 クリッピングパスを選択します。

2 [ 編集 ]-[ 内容を取り出す ] を選択します。

パスの拡張
パスの線を拡張すると、パスをオブジェクトに変更することができます。たとえば、ポイントが 2 つしか
ない単純なパスを拡張すると、4 つのポイントを含む四角形のクローズパスになります。

オープンパスを拡張すると、塗りつぶされたクローズパスになります。クローズパスを拡張すると、複合
パスになります。

線を拡張すると、その形状を編集し、グラデーション、レンズエフェクト、テクスチャ、タイルなどの塗
りを追加することができます。
第 4 章134



メニューコマンドまたはエクストラを使用して選択したパスの線を拡張するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 線の拡張 ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ 線の拡張 ] ボタンをクリックします。

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ 線の拡張 ] を選択します。

2 [線の拡張] ダイアログボックスで、[幅] テキストボックスに値を入力するか、スライダを使用して幅を
調整します。

3 [ 線端形状 ]、[ 角の形状 ]、および [ 角の比率 ] を調整します。これらの属性の詳細については、166 ペー
ジの「線への属性の適用」を参照してください。

4 [OK] をクリックします。

ライブエフェクトを使用して、パスの線を拡張することもできます。詳細については、193 ページ、第 7

章の「特殊エフェクト」を参照してください。

パスの差し込み
[ パス差し込み ] を使用すると、任意の数のクローズパスが指定値に基づいて拡大または縮小され、元の
パスのアウトラインをたどる追加のパスが作成されます。多数の追加パスと、その位置および間隔を指定

できます。
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選択したパスの差し込みパスを作成するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ エクストラ ]-[ パスの操作 ]-[ パス差し込み ] を選択します。

• [ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ パス差し込み ] を選択します。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し (表示さ
れていない場合 )、[ パス差し込み ] ボタンをクリックします。 

2 [パス差し込み] ダイアログボックスで、作成するパスの数を [挿入数] テキストボックスに入力します。
1 を指定すると選択したオブジェクトが置換され、それより大きい値を指定するとその数のパスが作

成されます。差し込みパスはグループ化されたオブジェクトとして作成されます。

3 挿入数が 1 より大きい場合は、差し込みパスの間隔を選択します。

[ 等幅 ] を選択すると、差し込みパスの間隔が均一になります。

[ 減速 ] を選択すると、元のパスに近いパスほど間隔が広くなり、元のパスから遠くなるほどパスの間

隔が狭くなります。

[ 加速 ] を選択すると、元のパスに近いパスほど間隔が狭くなり、元のパスから遠くなるほどパスの間

隔が広くなります。

4 描画の測定単位で差し込み値を入力するか、スライダを使用して差し込みを調整します。正の数を指
定すると、元のオブジェクトの内部に新しいオブジェクトが配置されます。負の数を指定すると、元

のオブジェクトの外部に新しいオブジェクトが配置されます。

5 [ 角の形状 ] と [ 角の比率 ] の設定を調整します。これらの属性の詳細については、166 ページの「線へ

の属性の適用」を参照してください。

6 [OK] をクリックします。

オブジェクトの変形
回転、伸縮、傾斜、反転、および移動により、オブジェクトまたはポイントを変形することができます。
変形ツール、変形パネル、またはオブジェクトの変形ハンドルを使用して、変形を行うことができます。

編集可能なエフェクトとしてオブジェクトに変形処理を適用することもできます。変形エフェクトが適用
された後は、エフェクトが常に適用されるので、伸縮率、傾斜の割合、回転角度、または移動距離をいつ
でも修正することができます。ライブエフェクトとして適用する変形処理の詳細については、197 ページ
の「[ 変形 ] エフェクト属性の使用」を参照してください。

メモ : 押し出しされたオブジェクトは、他のオブジェクトとは異なる回転をします。詳細については、204 ページの「オ
ブジェクトの押し出し」を参照してください。
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変形ツールの使用

ツールボックスの変形ツールのポップアップメニューは以下のツールで構成されています。

• 伸縮ツールは、オブジェクトを伸縮します。

• 回転ツールは、2 次元回転を適用します。

• 反転ツールは、オブジェクトを反転させます。

• 傾斜ツールは、指定された軸に沿ってオブジェクトを傾斜させます。

変形ツールを使用して、選択したオブジェクトを変形するには :

1 ツールボックスで変形ツールをクリックまたは選択します。

2 オブジェクト上の変形の中心とする点にポインタを置きます。

3 ドラッグしてオブジェクトを変形します。

• 変形をさらに制御するには、変形点からさらに外側にドラッグします。

• Shift キーを押したままドラッグすると、現在の制限角度を基準に 45°単位で変形されます ([ ファイ

ル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ 角度制限 ])。

変形パネルの使用

変形パネルを使用して、正確な変形の適用および変形されたオブジェクトに関する情報の表示を行うこと
ができます。オブジェクトを移動、回転、伸縮、傾斜、または反転すると、変形パネルにそれぞれ移動距
離、回転角度、伸縮率、傾斜の割合、および対称軸が表示されます。オブジェクトの移動以外の変形は、
中心点と呼ばれるオブジェクト上またはその周りにある設定ポイントに関連して適用されます。[ 中心 ] の

[x] と [y] のテキストボックスには、変形後のオブジェクトの中心点が示されます。

変形パネルを使用してオブジェクトを移動する方法については、112 ページの「オブジェクトの移動」を
参照してください。クリッピングパスまたはグループ内部にペーストされたオブジェクトを変形するに

は、142 ページの「オブジェクトの自由変形」の手順を参照してください。
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オブジェクトの中心点を手動で設定するには :

1 ツールボックスの [ ポインタ ] ボタンをクリックします。

2 オブジェクトをダブルクリックします。 

オブジェクトの変形ハンドルと中心点が表示されます。

3 中心点を新しい位置にドラッグします。

4 中心点をリセットするには、オブジェクトの選択を解除してから再びオブジェクトを選択するか、Shift
キーを押したまま中心点をクリックします。

選択したオブジェクトを回転させるには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、回転ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択してダブルクリックします。

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 回転 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、変形パネルの [ 回転 ] ボタンをクリックします。

2 次のいずれかのオプションを選択します。

[ 内容 ] を選択すると、クリッピングパスの内容をパスの他の部分と共に回転することができます。

[ 塗り ] を選択すると、グラデーションとパターンタイルをオブジェクトの他の部分と共に回転するこ
とができます。

3 [ 回転角度 ] テキストボックスに正の値を入力して、中心を反時計回りに選択オブジェクトを回転させ
ます。負の値を入力すると、中心を時計回りに回転します。
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4 [ コピーの数 ] テキストボックスに値を入力します。0 を指定すると、選択したオブジェクトだけが回転

されます。0 より大きい値を指定すると、指定された数のコピーが作成され、それぞれが段階的に回
転します。

5 オブジェクトの中心は、手動で設定するか、変形パネルの [x] および [y] テキストボックスに値を入力

することにより設定します。

6 [ 回転 ] ボタンをクリックします。

選択したオブジェクトを伸縮するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、伸縮ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択してダブルクリックします。

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 伸縮 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、変形パネルの [ 伸縮 ] ボタンをクリックします。

2 次のいずれかのオプションを選択します。

[ 内容 ] を選択すると、クリッピングパスの内容をパスの他の部分と共に伸縮することができます。

[ 塗り ] を選択すると、パターンタイルをオブジェクトの他の部分と共に伸縮することができます。

[ 線 ] を選択すると、オブジェクトの線をオブジェクトの他の部分と共に伸縮することができます。

メモ : グループ化されたオブジェクトの線の幅を変形して遠近感を与えるには、オブジェクパネルで [ グループとし
て変形 ] オプションを選択します ([ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ])。

3 水平に伸縮する場合は、[x] テキストボックスに正の値を入力すると選択オブジェクトが拡大され、負
の値を入力すると縮小されます。

水平方向と垂直方向の伸縮を別々に調整するには、[ 縦横比固定 ] の選択を解除します。
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4 垂直に伸縮する場合は、[y] テキストボックスに正の値を入力すると選択オブジェクトが拡大され、負

の値を入力すると縮小されます。

5 [ コピーの数 ] テキストボックスに値を入力します。0 を指定すると、選択したオブジェクトだけが伸縮

されます。0 より大きい値を指定すると、指定された数のコピーが作成され、それぞれが段階的に伸
縮します。

6 オブジェクトの中心は、手動で設定するか、変形パネルの [x] および [y] テキストボックスに値を入力

することにより設定します。

7 [ 伸縮 ] ボタンをクリックします。

選択したオブジェクトを傾斜させるには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、傾斜ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択してダブルクリックします。

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 傾斜 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、変形パネルの [ 傾斜 ] ボタンをクリックします。

2 次のいずれかのオプションを選択します。

[ 内容 ] を選択すると、クリッピングパスの内容をパスの他の部分と共に傾斜させることができます。

[ 塗り ] を選択すると、パターンタイルをオブジェクトの他の部分と共に傾斜することができます。

3 [h] テキストボックスに、オブジェクトを右へ傾斜させる場合は正の値、左へ傾斜させる場合は負の値
を入力します。

4 [v] テキストボックスに、オブジェクトを上へ傾斜させる場合は正の値、下へ傾斜させる場合は負の値
を入力します。
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5 [ コピーの数 ] テキストボックスに値を入力します。0 を指定すると、選択したオブジェクトだけが傾斜

されます。0 より大きい値を指定すると、指定された数のコピーが作成され、それぞれが段階的に傾
斜されます。

6 オブジェクトの中心は、手動で設定するか、変形パネルの [x] および [y] テキストボックスに値を入力

することにより設定します。

7 [ 傾斜 ] ボタンをクリックします。

選択したオブジェクトを反転させるには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、反転ツールが表示されていないときは、ツールボックスのポップアップメニュー
からツールを選択してダブルクリックします。 

• [ 修正 ]-[ 変形 ]-[ 反転 ] を選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択し、変形パネルの [ 反転 ] ボタンをクリックします。

2 次のいずれかのオプションを選択します。

[ 内容 ] を選択すると、クリッピングパスの内容をパスの他の部分と共に反転することができます。

[ 塗り ] を選択すると、パターンタイルをオブジェクトの他の部分と共に反転することができます。

3 [ 対称軸 ] テキストボックスに 0 ～ 90°の値を入力すると、選択オブジェクトが水平に反転します。
[ 対称軸 ] テキストボックスに 90 ～ 180°の値を入力すると、選択オブジェクトが垂直に反転します。
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4 [ コピーの数 ] テキストボックスに 0 か 1 を指定します。これより大きい値を入力すると、オブジェク

トの複数のコピーが互いに重なり合います。

5 オブジェクトの中心は、手動で設定するか、変形パネルの [x] および [y] テキストボックスに値を入力
することにより設定します。

6 [ 反転 ] ボタンをクリックします。

オブジェクトの自由変形

変形ハンドルを使用すると、テキストブロックなどのオブジェクトを自由に変形することも、一連の変形
を合成することもできます。また、グループ内または内部ペースト内のオブジェクトの変形や、選択した
パス内のポイントの変形も可能です。

オブジェクトをダブルクリックしたときに変形ハンドルが表示されない場合は、FreeHand の [ 環境設定 ]
を使用して変形ハンドルを表示します。

メモ : 押し出しされたオブジェクトは、他のオブジェクトとは異なる回転をします。詳細については、204 ページの「オ
ブジェクトの押し出し」を参照してください。

変形ハンドルを表示するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ ダブルクリックで変形ハンドルをアクティブにする ] を選択し、[OK] をクリックします。
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オブジェクトを自由変形するには :

1 ポインタツールを使用して、変形するオブジェクトをダブルクリックします。

8 つの変形ハンドルが選択オブジェクトの周りに表示され、選択オブジェクトの中心点に円が表示さ
れます。変形ハンドルを無効にするには、選択オブジェクト以外の位置をダブルクリックします。

ポインタツールを選択したオブジェクトの上や周りに重ねると、ポインタ ( カーソル ) の形状が変わ
り、どのような変形操作が可能かを示します。

2 ハンドルをドラッグして選択オブジェクトを変形します。

• 選択オブジェクトを移動するには、選択用の四角形内にあるオブジェクトの上にポインタを置き、オ

ブジェクトを新しい位置にドラッグします。中心点はドラッグしないでください。

• 回転の中心を設定するには、中心点を新しい位置にドラッグします。

• 選択オブジェクトを回転するには、ポインタを変形ハンドルのすぐ外側に置いてドラッグします。

Shift キーを押したままドラッグすると、45°単位で回転します。
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• 選択オブジェクトを伸縮するには、変形ハンドルの上にポインタを置き、ドラッグします。

Shift キーを押したままドラッグ、またはコーナーハンドルをドラッグすると、縦横の比率を保ったま
まサイズ変更されます。

• 選択オブジェクトを傾斜させるには、変形ハンドル間の点線のアウトラインにポインタを置き、ドラッ
グします。

Shift キーを押したままドラッグすると、傾斜方向を水平または垂直に限定することができます。

3 変形時に選択オブジェクトをコピーするには、ハンドルをクリックしてマウスボタンを離さずに、Alt
キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままハンドルをドラッグします。ポインタ

の横に表示されるプラス (+) 記号は、コピー中であることを示します。

グループ内のオブジェクトまたはクリッピングパス内のオブジェクトを変形するには :

1 ポインタツールを選択します。

2 グループまたはクリッピングパスをダブルクリックして変形ハンドルをアクティブにし、ドラッグし

て変形します。

3 Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、変形するオブジェクトをサブセ

レクトします。オブジェクトの変形ハンドルがアクティブになります。

4 チルド (~) キーを押すと、中心点を移動せずに、グループまたはクリッピングパス内のオブジェクトを
スーパーセレクトできます。

パス内の選択したポイントを変形するには :

1 ポイントをダブルクリックして選択オブジェクト全体の変形ハンドルをアクティブにし、ドラッグし
て変形します。

2 チルド (~) を押すと、中心を移動せずに、パス全体の変形ハンドルがアクティブになります。
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拡張複製

拡張複製は、オブジェクトの連続的な複製に対して変形 ( 移動、伸縮、傾斜、反転、回転 ) を繰り返すプ
ロセスです。拡張複製は、複数の変形と共に使用できます。たとえば、複製を移動、伸縮、および傾斜さ

せ、これらの変形を連続する複製に適用することなどができます。

移動 ( 左 )、移動と伸縮 ( 中央 )、移動、伸縮、および回転

メモ : 拡張複製中は、伸縮と傾斜を組み合わせることはできません。

選択したオブジェクトを拡張複製するには :

1 [ 編集 ]-[ 複製 ] を選択します。

2 オブジェクトを変形します。

3 オブジェクトの選択を解除せずに、[ 編集 ]-[ 複製 ] を選択します。

4 追加のコピーを作成するには、手順 3 を繰り返します。

操作の取り消し
[ 編集 ]-[ 取り消し ] コマンドおよび [ 編集 ]-[ やり直し ] コマンドを使用すると、使用可能なメモリに応じ

て 大 100 の操作の取り消し、およびやり直しを実行することができます。ファイルを保存した後でも
操作を取り消すことができますが、ファイルを閉じて再び開いてから操作を取り消すことはできません。

ファイルを 後に保存したときの状態に戻して、複数の操作を取り消すこともできます。

操作を取り消す、またはやり直すには、次のいずれかの操作を行います。

• 操作を取り消すには、[ 編集 ]-[ 取り消し < アクション名 >] を選択します。[ 取り消し ] コマンドがグレー
表示されている場合は、操作を取り消すことはできません。

• 操作をやり直すには、[ 編集 ]-[ やり直し < アクション名 >] を選択します。
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取り消しレベルの数を設定するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ 取り消し回数 ] テキストボックスに 1 ～ 100 の範囲の値を入力します。11 以上の値を設定すると、
メモリの必要量が増加します。

3 [OK] をクリックします。この変更を有効にするには、ドキュメントを閉じて再び開くか、新しいドキュ
メントを開く必要があります。

ファイルを 後に保存したときの状態に戻すには :

[ ファイル ]-[ 復帰 ] を選択し、警告ボックス内の [ 復帰 ] をクリックします。この操作を取り消すことは
できません。

デフォルト属性の変更
ワークスペース内で 1 つもオブジェクトが選択されていない場合は、オブジェクトパネルにはドキュメン

トのデフォルトの属性が表示されます。デフォルトの属性は、スタイルパネルで現在選択されているスタ
イルによって決まります。オプジェクトパネルでこれらの属性を修正することができます。修正後に作成
するすべての新規オブジェクトでは、オブジェクトを作成する前に別のスタイルを選択しないかぎり、修
正された属性が使用されます ( スタイルの詳細については、303 ページの「スタイルの使用」を参照して

ください )。

オブジェクトの属性を修正しても、ドキュメントのデフォルト属性は変更されません。オブジェクトの属

性を修正するたびにデフォルト属性が変更されるように、FreeHand の [ 環境設定 ] でこの動作を変更す
ることができます。

デフォルト属性を変更するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ なし ] を選択するか、Tab キーを押して、オブジェクトの選択を解除します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します ( 表示されていない場合 )。

3 デフォルト属性を変更します。

オブジェクトパネルでの属性の編集の詳細については、107 ページの「オブジェクトパネルの使用」を
参照してください。

選択されているオブジェクトを編集してデフォルト属性を変更するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [ オブジェクトへの変更をデフォルトに反映する ] オプションを選択し、オブジェクトを変更するとデ
フォルト属性が修正されるようにします。

3 [OK] をクリックします。
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第 5 章
カラーの使用

Macromedia FreeHand MX では、さまざまな方法で、またはさまざまなカラーモデルから選択したカ

ラーを使用して、オブジェクトにカラーを適用することができます。印刷用、オンライン用、またはその
両方で、カラーの追加、削除、名前設定、および編集ができます。FreeHand では、選択していないオブ
ジェクトのカラーに影響することなく、簡単に選択した範囲のカラーをグローバルに変更できます。また、
カラーパレットやカラー設定を読み込みまたは書き出して、他のアプリケーションや FreeHand の描画で

使用することができます。

オブジェクトへのカラーの適用
カラーミキサーパネル、濃度パネル、または色見本パネルから色見本をドラッグして、オブジェクトに線
と塗りのカラーを適用できます。オブジェクトパネルやツールボックスのポップアップカラーパレットを

使用すると、選択したオブジェクトにカラーを適用することができます。

スポイトを使用してアクティブなドキュメント内の他のオブジェクトからカラーをドラッグし、カラーを

適用することもできます。

ツールボックスの線および塗りのカラーボックスをクリックすると、カラーパレットが開きます。カラー
パレットには、カラーキューブという Web で使用可能なカラーのリストがデフォルトで表示されます。

色見本パネルのカラーリストを表示するように、パレットの表示を変更することができます。

ツールボックスの線 ( 上 ) と塗り ( 下 ) のカラーボックス

テキストへのカラーの適用については、265 ページの「テキストおよびテキストブロックのカラーの設定」
を参照してください。
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選択したオブジェクトにカラーを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• 色見本パネルの色見本を、パネル内左上の塗り、線または両方のカラーセレクタにドラッグします。

• 色見本パネル内左上にある、塗り、線または両方のセレクタをクリックしてから、カラーリスト内の
カラー名を選択します。

• オブジェクトパネルで、カラーを適用する線または塗りを選択してから、色見本パネルでカラーを選
択します。オブジェクトパネルを使用して線と塗りを追加する方法については、165 ページ、第 6 章
の「線および塗りの使用」を参照してください。

• ツールボックスの線または塗りのカラーボックスをクリックし、ポップアップカラーパレットからカ
ラーを選択します。 

選択していないオブジェクトにカラーを適用するには :

カラーミキサーパネル、濃度パネル、または色見本パネルのカラーボックスから、オブジェクトの線また
は塗りに色見本をドラッグします。

選択していないオブジェクトへのカラーの適用方法を変更するには : 

1 カラーミキサーパネル、濃度パネル、または色見本パネルのカラーボックスから色見本をドラッグし
ます。

2 マウスボタンを離す前に、次のいずれかの操作を行います。

• Shift キーを押したままマウスボタンを離すと、オブジェクトの塗りだけにカラーが適用されます。

• Ctrl + Shift (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したままマウスボタンを離すと、オ
ブジェクトの線だけにカラーが適用されます。

スポイトを使用してカラーを適用するには : 

1 ツールボックスで、スポイトを選択します。

2 適用するカラーの上にポインタを置きます。

3 適用先のオブジェクトにカラーをドラッグします。

ポップアップカラーパレットの表示を変更するには :

1 ツールボックスで [ 線 ] または [ 塗り ] カラーボックスをクリックし、カラーパレットを表示します。

2 パレットのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 色見本 ] または [ カラーキューブ ] を選
択します。
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特色とプロセスカラー
特色とプロセスカラーは、商業印刷で主に使用される 2 種類のインクに対応します。

プロセスカラーは、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの 4 色の標準 CMYK カラーモデルを組み合

わせて出力します。プリンタでは、これらのインクをさまざまな割合で混ぜて、ほとんどのカラーを再生
できます。

特色 ( またはカスタムカラー ) とは、CMYK プロセスカラーと組み合わせて、または CMYK プロセスカ

ラーの代わりとして使用される、特殊な調合済みインクです。特色の出力には独自の版が必要です。

この 2 種類のカラーの違いは、プロセスカラーは 4 つのカラーモデルに対応する 4 色分版で印刷される

ことです。特色は 1 枚の版に印刷されるので、分版の必要はありません。

FreeHand には、すべてまたは一部を描画に読み込むことができるカラーライブラリが用意されていま
す。詳細については、161 ページの「カラーの編集」を参照してください。

カラースペース
カラースペースとは、コンピュータアプリケーションでカラーを定義する方法です。各カラースペースに
は、描画をオンラインまたは印刷物のどちらで使用するかによって、長所と短所があります。カラース
ペースは、アートワークの読み込みまたは書き出し時にも重要です。

FreeHand では、次の 4 つの方法でカラーを定義できます。

• CMYK カラーコンポーネントは、4 色プロセスカラー印刷で使用されるカラーモデルを表します。

• RGB ( レッド、グリーン、およびブルー ) は、Web やマルチメディアデザインなどの画面表示用に使

用されます。RGB の各色の値の範囲は 0 ～ 255 です。

• HLS ( 色相、明度、および彩度 ) カラーモードは RGB カラーを生成します。このシステムは、色相が
異なる彩度が高いカラーなど、値が近い別のカラーを選択するときに便利です。

• システムカラーピッカー (Windows) および Apple カラーピッカー (Macintosh) には、オペレーティ
ングシステムにインストールされているカラーが表示されます。システムカラーピッカーを使用する

と、48 の基本 Windows カラーから選択することができます。Apple カラーピッカーを使用すると、
CMYK、RGB、HLS、HSV ( 色相、彩度、および値 ) でカラーを定義できます。60 色のクレヨンピッ
カーまたは 216 色の Web HTML ピッカーからカラーを選択することができます。
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カラーミキサーパネルの使用
カラーミキサーパネルを使用すると、カラーの定義、色相、明度、および彩度の調整、システムカラーの
ダイアログボックスからカラーの選択を行うことができます。カラーミキサーパネルのコントロールを使
用して、4 つのカラーモードから選択したり、色見本パネルのカラーリストにカラーを追加することがで
きます。

カラーミキサーパネルと濃度パネルは、同じカラーボックスを使用して編集中のカラーを表示します。カ
ラーボックスでは、左側にオリジナルのカラーが表示され、右側に新しいカラーが表示されます。[ 環境

設定 ] でこの表示を変更して、カラーボックスを 1 つにすることができます。この場合、カラーボックス
には新しいカラーだけが表示されます。

濃度パネルの表示と非表示を切り替えるには : 

[ ウィンドウ ]-[ カラーミキサー ] を選択します。 

カラーミキサーパネルと濃度パネルのカラーボックス表示を変更するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [ カラーミキサー / 濃度パネルで分割カラーボックスを使用 ] の選択を解除して、カラーボックスを 1
つだけ表示します。

• [ カラーミキサー / 濃度パネルで分割カラーボックスを使用 ] を選択して、カラーボックスを分割して
表示します。

3 [OK] をクリックします。

カラーコンポーネントを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• スポイトを使用して、オブジェクトまたはカラーボックスの色見本を、カラーミキサーパネルの下部
にあるカラーボックスにドラッグします。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、色見本パネル内の色見本の名前
をクリックします。

カラーミキサーパネルには、カラーの CMYK 値または RGB 値が表示されます。

オリジナルの
カラー

新規作成するカラー

色見本に追加

カラーボックスの属性変更
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カラーモードを変更するには :

カラーミキサーパネルのいずれかのカラーモードボタンをクリックします。 

Windows ( 左 ) と Macintosh ( 右 ) のカラーモードボタン 

CMYK カラーまたは RGB カラーを定義するには :

1 [CMYK] ボタンまたは [RGB] ボタンをクリックして、カラーモードを変更します。

2 スライダを移動するか、各テキストボックスに値を入力して、カラーコンポーネントの値を調整しま
す。どのようなカラーになるかは、カラーボックスで確認できます。

3 新しいカラーを色見本パネルに追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• カラーミキサーパネルの左下隅にある [ 色見本に追加 ] ボタンをクリックします。カラーの名前を入力
し、[ 特色 ] または [ プロセスカラー ] を指定します。[ 追加 ] をクリックします。

• カラーボックスの色見本を、色見本パネルの矢印ボタンにドラッグします ( 詳細については、154 ペー
ジの「色見本パネルへのカラーの追加」を参照してください )。

色相 / 明度 / 彩度 (HLS) を定義するには :

1 カラーミキサーパネルの [HLS] ボタンをクリックして、HLS カラーピッカーを表示します。

2 色相 ( カラー ) を選択するには、カラーポイントをクリックするか、カラーホイールの周りをドラッグ

します。または、一番上にある色相を指定するテキストボックスに 0 ～ 360°の範囲の値を入力しま
す。色相はレッド (0°) から始まり、オレンジ、イエロー、グリーン、ブルー、およびパープルになります。

3 縦方向のスライダを使用するか、中央にある明度を指定するテキストボックスに 0 ( 黒 ) ～ 100% ( 白 )
の範囲の値を入力します。

4 色相の強度を設定するには、カラーポイントをクリックするか、ドラッグしてカラーホイールの中心

との距離を調節します。または、一番下にある彩度を指定するテキストボックスに値 (%) を入力しま
す。彩度を増加させるとカラーが追加されます。彩度を減少させるとカラーが削除されて、グレーに
近くなります。

5 RGB ビューに切り替えて、新しいカラーのカラーコンポーネント値を確認します。

CMYK モード

RGB モード

HLS モード

システムカラー
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6 新しいカラーを色見本パネルに追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 色見本に追加 ] ボタンをクリックします。カラーの名前を入力し、[ 特色 ] または [ プロセスカラー] を
指定します。[ 追加 ] をクリックします。

• カラーボックスの色見本を、色見本パネル下部のカラーリストにドラッグします ( 詳細については、
154 ページの「色見本パネルへのカラーの追加」を参照してください )。

濃度パネルの使用
濃度は明るいバージョンのカラーです。濃度は、オリジナルのカラーに対する割合 (%) を指定して作成し
ます。濃度を適用、作成、および編集するには、濃度パネルを使用します。

濃度を色見本パネルに追加すると、そのベースカラーも追加されます。ベースカラーを色見本パネルから

削除すると、そのカラーに基づくすべての濃度も削除されます。

濃度パネルの表示と非表示を切り替えるには :

[ ウィンドウ ]-[ 濃度 ] を選択します。

濃度を適用または作成するには :

1 濃度のベースカラーを選択するには、濃度パネルで次のいずれかの操作を行います。

• 色見本パネルの色見本を、濃度パネルのカラーボックスにドラッグします。

• 濃度パネルの [ 濃度 ] ポップアップメニューからベースカラーを選択します。

2 カラーバーの定義済み濃度をクリック、スライダをドラッグ、または 1 ～ 100 の範囲の値 (%) を入
力して、濃度を選択します。

3 カラーを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• 濃度パネルの任意のカラーボックスから、色見本をオブジェクトにドラッグします。

• ツールボックスの線または塗りのカラーボックスに色見本をドロップします (147 ページの「オブジェ
クトへのカラーの適用」を参照 )。

• [ 属性カラーの変更 ] ボタンをクリックします。

4 新しい濃度を色見本パネルに追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 色見本に追加 ] ボタンをクリックします。
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• 濃度パネルの任意のカラーボックスから色見本をドラッグして、色見本パネルの矢印ボタンにドロッ

プします ( 詳細については、154 ページの「色見本パネルへのカラーの追加」を参照してください )。

濃度の名前は、オリジナルのカラーに対して濃度が表す割合 (%) の後に続きます。

色見本パネルの使用
色見本パネルを使用すると、カラーの保存、カラーの編集と名前の変更、プロセスカラーと特色間の変換、
カラースペース (RGB と CMYK) の変更、およびカスタムカラーライブラリの読み込みと書き出しを行う

ことができます。

濃度パネルの表示と非表示を切り替えるには :

[ ウィンドウ ]-[ 色見本 ] を選択します。

色見本パネル

色見本パネルには、アクティブなドキュメント用のカラーリストが表示されます。パネルには、塗り ( 左 )、

線 ( 中央 )、および塗りと線 ( 右 ) の 3 つのセレクタがあります。アクティブなセレクタボタンは押された
状態になっています。セレクタには選択したオブジェクトの線や塗りが表示されます。カラーはツール
ボックスのカラーボックスにも表示されます。

[ 塗り ] セレクタ ( 左 )、[ 線 ] セレクタ ( 中央 )、[ 塗りと線 ] セレクタ ( 右 )

新規ドキュメントのデフォルトカラーは、[ なし ]、[ ホワイト ]、[ ブラック ]、および [ レジストレーショ

ン ] です。これらのカラーは、削除することも名前を変更することもできません。ブラックは、色分解の
スミ版に適用される特色の " 黒 " です。レジストレーションは、コーナートンボまたはセンタートンボで
使用されるカラーで、このカラーが指定されたオブジェクトは、すべての版にベタで出力されます。

ベースカラー

濃度
カラーの使用 153



色見本パネルでは、プロセスカラーの名前をイタリックで表示し、特色の名前を通常のフォントで表示し

ます。また、3 つのドットのアイコンを RGB カラーの横に表示し、CMYK カラーに対してはアイコンを
表示せず、黒い六角形のアイコンをヘキサクロームカラーの横に表示します。RGB カラーは HLS モー
ド、Apple カラーピッカー (Macintosh)、およびシステムカラーピッカーのダイアログボックス
(Windows) で作成されたカラーを含みます。

上から下 : CMYK プロセスカラー、CMYK 特色、RGB プロセスカラー、および RGB 特色

色見本パネルへのカラーの追加

カラーミキサーパネルまたは濃度パネルでカラーを作成し、色見本パネルのカラーリストに追加して、イ
ラストレーションで使用することができます。

色見本パネルへカラーを追加するときにカラーに名前を付けることができます。または、適切なカラー
モードのカラー値を使った名前を自動的に付けることができます。名前のないカラーがイラストレーショ
ンで使用されている場合は、[ 全てのカラーに名前を付ける ] エクストラを使用して、色見本パネルにカ

ラーを追加できます (155 ページの「カラーの名前設定」を参照 )。

色見本パネルには、編集可能な EPS (Encapsulated PostScript) ファイル、Adobe Illustrator ファイル、
CorelDRAW ファイルなどの他のファイルからコピーまたは読み込まれたアートワーク内の特色やプロ

セスカラーの名前も表示されます。これらの名前付きカラーは、コピーされたオブジェクトや読み込まれ
たオブジェクトが削除されてもカラーリストに残ります。

色見本パネルにあるものと同じ名前のカラーを読み込む場合、そのカラーの名前は色見本に表示されてい
るカラー値に変更されます。

カラーを色見本パネルに追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• カラーミキサーパネルまたは濃度パネルでカラーを作成します。[ 色見本に追加 ] ボタンをクリックし
ます。カラーの名前を入力するか、デフォルトの名前をそのまま使用して、[ 特色 ] または [ プロセス

カラー ] を指定します。[ 追加 ] をクリックします。

メモ : Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したまま [ 色見本に追加 ] ボタンをクリックす
ると、このダイアログボックスを省略できます。新しいカラーにはデフォルトの名前が設定され、前回ダイアログ
ボックスを使用したときの設定に応じて、特色かプロセスカラーかが決まります。 
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• カラーミキサーパネルか濃度パネルのカラーボックスから、色見本リストの下部の空白部分、または

色見本パネルの上部の矢印ボタンにカラーをドラッグします。既存の色見本にカラーをドラッグする
と、カラーが置き換えられます。

• Windows では、カラーミキサーパネルまたは濃度パネルの任意のカラーボックスをマウスの右ボタン
でクリックし、コンテキストメニューから [ 色見本に追加 ] を選択します。この操作ではダイアログ
ボックスが省略され、カラーにデフォルトの名前が設定されます。

カラーを複製するには :

1 色見本パネルでカラー名を選択します。

2 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 複製 ] を選択します。

複製されたカラーには "# < オリジナルのカラーの名前 >" という形式の名前が付けられます。

カラーの名前設定

色見本パネルにリストされるカラーには名前が必要です。カラーミキサーパネルまたはポップアップカ
ラーパレットからオブジェクトにカラーを追加すると、名前のないカラーが描画内に表示されます。

カラーを色見本パネルに追加すると、そのカラーの RGB 値または CMYK 値に基づく名前が付けられま
す。デフォルトでは、別の色見本をそのカラーまでドラッグすると、新しい値に従って名前が変更されま
す。この名前の自動変更機能は、FreeHand の環境設定でオフにすることができます。

色見本を色見本パネルにドラッグし、デフォルト名ではない名前のカラー上にドロップすると、カラーは
変更されますが、名前は変更されません。たとえば、Grape という名前の紫色を色見本パネルに読み込ん
でから、赤い色見本をその上にドラッグすると、Grape というカラーは赤になります。

複数の同じカラーをカラーミキサーパネルまたは濃度パネルから色見本パネルに追加して、デフォルトの
カラー名を使用すると、次の図に示すように、カラー名の後にダッシュと番号の付いたコピーが表示され
ます。

色見本パネルのオプションポップアップメニューにある [複製] コマンドを使用してカラーを複製すると、
新しいカラーの名前は "# < オリジナルのカラーの名前 >" になります。
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[ 全てのカラーに名前を付ける ] エクストラを使用すると、ドキュメント内の名前のないすべてのカラー

にデフォルト名が付き、色見本パネルに追加されます。また、[ 全てのカラーに名前を付ける ] エクスト
ラは、[ カラーコントロール ]、[ 彩度を下げる ]、[ 暗く ]、[ 明るく ]、[ 名前付きカラーをランダム化 ]、
または [ 彩度を上げる ] などのカラーを操作する各エクストラを適用して作成されたカラーもリストしま
す ( 詳細については、161 ページの「カラーの編集」を参照してください )。

[ 全てのカラーに名前を付ける ] エクストラは、ビットマップ画像内のカラーには名前を設定しません。

デフォルトのカラー名を自動的に変更する環境設定を指定するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [ 自動的にカラーの名前を付ける ] を選択すると、カラーを変更したときに自動的に名前が変更されます。

• このオプションの選択を解除すると、カラーを変更しても元の名前のままです。

3 [OK] をクリックします。

色見本パネル内でカラー名を変更するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し
ます。

2 色見本パネルでカラー名をダブルクリックします。

3 他のカラーと重複しない名前を入力します。

4 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押すか、アプリケーション内の任意の場所
をクリックすると、入力した名前が有効になります。

パネル内の別のカラーと同じ名前を入力した場合は、カラーの名前を変更するよう求めるメッセージ
が表示されます。

名前のないカラーを色見本パネルに追加するには :

1 色見本パネルに追加するカラーを含むオブジェクトを選択します。

2 次のオプションから選択します。

• [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します。追加するカラーを、オブ
ジェクトパネルの任意のカラーボックスから色見本の矢印ボタンにドラッグします。

• オブジェクトパネルのカラーポップアップメニューから [ 色見本に追加 ] を選択します。カラーの名前
を入力し、[ 特色 ] または [ プロセスカラー ] を選択して、[ 追加 ] をクリックします。

• スポイトを選択し、色見本をオブジェクトから色見本パネルの矢印ボタンにドラッグします。

• [ エクストラ ]-[ カラー]-[ 全てのカラーに名前を付ける ] を選択して、ドキュメント内で名前のないすべ
てのカラーと濃度を色見本パネルに追加します。 
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RGB と CMYK の変換

アートワークを作成してプリントするときは、色見本パネルでカラーを RGB または CMYK として指定
できます。詳細については、367 ページ、第 13 章の「カラーマネジメント」を参照してください。[ プ

リント設定 ] ダイアログボックスの [ 分版 ] タブでカラーを変換することもできます。ドキュメントのプ
リント時に RGB カラーをプロセスカラーに変換する方法については、379 ページ、第 14 章の「プリン
ト」を参照してください。

色見本パネルを使用して RGB と CMYK を変換するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し

ます。

2 色見本パネルで、変換するカラーを選択します。カラーを変換するには、そのカラーの名前が色見本
パネル内に表示されている必要があります。

3 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックして、次のいずれかを選択します。

[RGB に変換 ] を選択すると、CMYK は も近い RGB 値に変換されます。カラーが著しく変化する場
合があります。

[CMYK に変換 ] を選択すると、RGB は も近い CMYK 値に変換されます。カラーが著しく変化する
場合があります。

メモ : 環境設定のカラーマネジメントがアクティブの場合は、変換後のカラーが変化していないように見えることが
あります。

プロセスカラーまたは特色の指定

色見本パネルを使用すると、4 色のカラーコンポーネントで構成されるプロセスカラーとして、または特
色 ( カスタムカラー ) として、カラーを指定できます。プロセスカラーは、その 4 つのカラーモデルに応
じた 4 枚の版またはページに出力されます。特色は別個の版を使用して印刷されるので、分版の必要はあ
りません。

カラーマネジメントシステムを正しく設定している場合以外は、モニタでの表示に基づいてプロセスカ
ラーを指定しないでください。詳細については、367 ページ、第 13 章の「カラーマネジメント」を参照
してください。オンライン表示しか行わないドキュメントには、RGB カラーを使用します。

印刷用のプロセスカラーと特色の間の変換については、379 ページ、第 14 章の「プリント」を参照して
ください。 

カラーをプロセスカラーまたは特色に変換するには :

1 色見本パネルでカラーを選択します。

2 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックして、次のいずれかを選択します。

[ 特色の作成 ] を選択すると、カラーはカスタムになります。

[ プロセスカラーの作成 ] は、カラーをプロセスカラーへ変換します。

特色をプロセスカラーとしてプリントする方法については、379 ページ、第 14 章の「プリント」を参照
してください。
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カラーライブラリからのカラーの追加

FreeHand には、市販されているカラーマッチングシステムの一部である、定義済みの特色とプロセスカ
ラーのライブラリが用意されています。カラーマッチングシステムには、デザイナー向けの印刷用とオン

スクリーン用の色見本、および指定されたカラーを印刷するための印刷業者への指示が含まれています。
印刷業者がサポートまたは推奨するカラーライブラリについては、ご利用になる印刷業者に問い合わせて
ください。

FreeHand には以下のカラーライブラリが同梱されています。特に述べられていない場合は、すべてプロ
セスカラーです。

• Crayon ではクレヨンセットに通常揃っているカラーを用意しています。

• DIC カラーガイドでは、カラーイラストレーション印刷に使われる標準の特色セットを提供しており、
主に日本で利用されています。

• Focoltone では、シアン、マゼンタ、イエロー、またはブラックの共通の割合 (%) によってカラーが
整理されます。

• Grays では黒の濃度のみ表示します。

• Munsell カラーは色相、値、および色度によって整理されます。

• PANTONE 特色は、色度順に表示されます。

• PANTONE プロセスカラー (4 色およびヘキサクローム ) は、特色ライブラリのプロセスカラーシミュ
レーションを含めて、色度順に整理されます。

• Toyo では、まず色相によって、次に彩度によって特色が整理されます。

• Web セーフは、RGB 値と 16 進数値から名付けられた 216 色を含む 8 ビット対応カラーのライブラ
リです。

カスタムカラーの名前は、カスタムカラーライブラリの名前と固有のカラー参照を組み合わせたものにな
ります。FreeHand には、2 つのカスタムカラーライブラリで構成される PANTONE Hexachrome カラー

が含まれています。色見本パネルでは、これらのカラーの名前の右側に六角形のアイコンが表示されます。
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カラーマッチングシステムのライブラリまたはカスタムカラーライブラリからカラーを追加するには :

1 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックし、次のいずれかの操作を行います。

• オプションポップアップメニューからライブラリを選択します。

PANTONE Hexachrome Coated カラーライブラリ

• カスタムカラーライブラリが FreeHand アプリケーションフォルダの "Color" (Windows) または " カ
ラー" (Macintosh) フォルダ以外に保存されている場合は、オプションポップアップメニューから [ 読
み込み ] を選択して、そのライブラリを開きます。

2 [ライブラリ] ダイアログボックスで、色見本パネルに追加するカラーを選択します。Ctrl キー (Windows)
または Shift キー (Macintosh) を押したままクリックすると、複数のカラーを追加できます。

3 [OK] をクリックします。

Photoshop カラーテーブルの使用

Photoshop カラーインデックステーブルから FreeHand カラーリストにカラーを読み込み、両方のアプ
リケーションでカラーの値を等しくすることができます。 

Photoshop カラーインデックステーブルを読み込むには :

1 [ エクストラ ]-[ カラー ]-[RGB カラーテーブルの読み込み ] を選択します。

2 読み込むインデックスを含む Photoshop の ACT ファイルを指定します。

いくつかのバージョンの Photoshop では、カラーテーブルは、Photoshop の " プリセット " フォルダ内

の " 色見本 " フォルダに保存されています。その他のバージョンの Photoshop では、カラーテーブルは、
" プリセット \ 適化カラー " フォルダまたは、"Presets\SaveforWebSettings" フォルダに保存されて
います。Photoshop カラーテーブルのファイル拡張子は ".act" です。
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色見本パネルのカラーリストの管理

カラーの名前順ソート、カラーの順序変更、カラー名の表示または非表示、およびアートワークで使用さ
れていないカラーの削除を行うことができます。

デフォルト以外のカラーは、まず数字順に、次にアルファベット順にソートされます。

色見本だけを表示してカラー名を隠すように、色見本パネルの表示を変更できます。表示を変更すると、

一度により多くのカラーを表示できます。アクティブなカラーは実線の枠で囲まれます。カラー名が隠さ
れているときは、カラーの順序を変更できません。

カラーリストをカラー名順にソートするには : 

1 色見本パネルの右上のボタンをクリックして、オプションポップアップメニューを表示します。

2 カラーリストに色見本だけが表示されている場合は、オプションポップアップメニューから [ 名前を表
示 ] を選択してカラー名を表示します。

3 [ エクストラ ]-[ カラー ]-[ カラーリストを名前順にソート ] を選択します。

カラーリスト内のカラーの順序を変更するには :

1 カラー名を選択します。

2 カラー名を新しい位置にドラッグします。

色見本ではなくカラー名をドラッグしてください。色見本をドラッグすると、既存のカラーが置き換
えられます。 

カラーリスト内のカラー名を隠すには :

色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 名前を隠す ] を選択します。 
第 5 章160



カラーの削除

色見本パネルのカラーリストからカラーを削除すると、削除したカラーを使ったオブジェクトでは、その
カラーは名前のないカラーとして保たれます。複数のカラーを削除するときは、指定されたすべてのカ

ラーを削除するのか、ドキュメント内で使用されていないカラーだけを削除するのかを確認するダイアロ
グボックスが表示されます。

特色、ヘキサクロームカラー、および濃度を削除すると、以下の処理が行われます。

• 特色はプロセスカラーに変換されます。これらの特色からプロセスカラーに変換されたカラーを含む
オブジェクトは、特色としては色分解されなくなります。

• ヘキサクロームカラーは RGB 値に変換されます。色見本パネルのカラー名の横には、ヘキサクローム
のアイコンが表示されます。

• 濃度のベースカラーを削除すると、そのカラーのすべての濃度も削除されます。

メモ : 未変換の EPS ファイルから読み込まれた特色やプロセスカラーを削除または置換することはできません。読み
込まれた EPS ファイルが未変換であるかどうかを調べるには、描画内のオブジェクトを選択します。未変換の EPS
ファイルであれば、オブジェクトパネルに "EPS" と表示されます。 

特定のカラーを削除するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し

ます。

2 色見本パネルのカラー名をクリックします。Shift キーを押したままクリックすると、隣接するカラー

を追加で選択できます。Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したままク
リックすると、隣接していないカラーを追加で選択できます。

3 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 削除 ] を選択します。 

4 ダイアログで [ 削除 ] をクリックすると、選択されているすべてのカラーが削除されます。[ キャンセル ]
をクリックすると、削除は取り消されます。

使用されていない名前付きカラーをすべて削除するには :

[ エクストラ ]-[ 削除 ]-[ 未使用の名前付きカラー ] を選択し、使用されていない名前付きカラーを削除し
ます。

カラーの編集
FreeHand で用意されるさまざまな方法を使用してアートワーク内でカラーの変更ができます。カラーの

変更方法には、カラーの明るさを調整する、カラー値 (%) を増減する、グレースケールとモノクロムエ
フェクトを作成する、カラーをグレースケールに変換する、アートワーク内のグローバルなカラーの変更
などがあります。

既存カラーのカラーコンポーネント値を変更するには、カラーミキサーパネルを使用します (150 ページ
の「カラーミキサーパネルの使用」を参照 )。
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カラーの明るさの調整

カラーエクストラツールを使用すると、カラーの明るさを簡単に調節することができます。より精密にカ
ラーを制御するには、[ カラーコントロール ] エクストラを使用します (162 ページの「カラー値の制御」

を参照 )。[ 明度を上げる ]、[ 明度を下げる ]、[ 彩度を上げる ]、および [ 彩度を下げる ] の各エクストラ
は、特色には作用しません。

カラーの明るさを調整するには :

1 オブジェクトを選択します。

2 [ エクストラ ]-[ カラー ] を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

[ 明度を上げる ] はカラーを明るくします。

[ 明度を下げる ] はカラーを暗くします。

[ 彩度を上げる ] はカラーを鮮やかにします。

[ 彩度を下げる ] はカラーを曇らせます。

エフェクトが 大に達するまでは、エクストラを適用するたびにエフェクトが増加します。

カラー値の制御

[ カラーコントロール ] エクストラを使用すると、選択対象内にあるすべてのカラーの CMYK、RGB、ま
たは HLS カラー値 (%) を増減することができます。カラーに既に 小値または 大値が設定されている
場合や、カラーが特色の場合は、[ カラーコントロール ] エクストラには効果がありません。

名前付きカラーを含むオブジェクトを [ カラーコントロール ] エクストラを使用して修正すると、名前の
ないカラーが生成されます。オリジナルの名前付きカラーは色見本パネル内に残ります。修正したカラー
を色見本パネルに追加するには、カラーに名前を設定する必要があります (155 ページの「カラーの名前
設定」を参照 )。

カラー値を制御するには :

1 [ エクストラ ]-[ カラー ]-[ カラーコントロール ] を選択します。

2 [ カラーコントロール ] ダイアログボックスで、CMYK、RGB、または HLS からカラーモードを選択し
ます。

3 [ プレビュー ] を選択すると、変更内容を同時に表示することができます。 

4 カラーコンポーネントを調整するには、スライダをドラッグするか、値を -100 ～ 100% まで、また

色相については -360 ～ 360°までの範囲で入力します。デフォルトは 0 で変更なしとなります。 
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グレースケールエフェクトの作成

[ グレースケールに変換 ] エクストラを使用すると、ベクターオブジェクトのグレースケールへの変換、ま
たはグレースケールグラフィックの別のカラーへの変換を行って、モノクロエフェクトを作成することが

できます。カラーを変換すると、そのカラーをベースカラーとする濃度も変換されます。

選択したオブジェクトをグレースケールに変換するには :

[ エクストラ ]-[ カラー ]-[ グレースケールに変換 ] を選択します。 

選択したオブジェクトのカラーが黒の濃淡に変換されます。

カラーのグローバル変更

色見本パネルのプロセスカラーまたは特色の色見本をグローバルに置き換えることによって、アートワー
ク内の同じ名前を持つすべてのカラーを別のカラーに変更できます。詳細については、126 ページの「グ

ラフィックの検索と置換」を参照してください。

[ 名前付きカラーをランダム化 ] エクストラを使用して、カラーリスト内のすべてのカラーをランダムに

変更することもできます。このエクストラツールによって、カラーの新しい組み合わせを作成することが
できます。

デフォルトの [ ブラック ]、[ ホワイト ]、[ なし ]、または [ レジストレーション ] カラーを別のカラーに
変更することはできません。

カラーリスト内のカラーを別のカラーに変更するには : 

1 色見本パネルでカラー名を選択します。

2 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 置換 ] を選択します。

3 [ カラーを置換 ] ダイアログボックスで、置換するカラーをカラーライブラリまたは色見本パネルから
選択します。 

4 ポップアップメニューまたは色見本を使用して、新しいカラーを選択します。オリジナルのカラーを
含むすべての塗りと線は新しいカラーへ変更されます。

すべての名前付きカラーをランダムに変更するには :

[ エクストラ ]-[ カラー ]-[ 名前付きカラーをランダム化 ] を選択します。
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カラーの書き出し
色見本パネルのカラーリストからカラーを書き出して、カラーライブラリとして使用することができま
す。そのライブラリは別のドキュメントでも使用可能になります。

アートワークを他のファイル形式へ書き出すときに、カラーを RGB または CMYK に変換することもで
きます。詳細については、345 ページの「ファイルの保存」を参照してください。 

カラーを書き出してカスタムカラーライブラリを作成するには :

1 色見本パネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 書き出し ] を選択します。

2 [ カラーの書き出し ] ダイアログボックスで、書き出すカラーを選択します。 

3 [OK] をクリックします。

4 [ カラーライブラリの作成 ] ダイアログボックスで、ライブラリ名とファイル名を入力します。列ごと
の色数と行ごとの色数、および備考を入力します。

5 [参照] (Windows) または [新規保存] (Macintosh) をクリックし、カラーの保存先フォルダを指定します。

メモ : 色見本パネルに表示されるカラーライブラリは、Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Settings\Colors 内
の、ユーザー固有の "Application Data" (Windows) または "Application Support" (Macintosh) フォルダに保存され
ています。"Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムに
よって異なることがあります。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマ
ニュアルを参照してください。

6 [ 保存 ] をクリックします。
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第 6 章
線および塗りの使用

Macromedia FreeHand MX でカラーを線や塗りに適用するには、オブジェクトパネルの使用、カラーの

ドラッグ、ツールボックスのポップアップカラーパレットからのカラーの選択、スポイトを使用したド
キュメント内の他のオブジェクトからのカラーのコピー、などの方法があります。

基本のカラー以外にも、線と塗りのさまざまなエフェクトをオブジェクトに適用できます。

オブジェクトへの線および塗りの追加
FreeHand MX オブジェクトは、線、塗りおよび特殊エフェクトなどの複数のプロパティを持つことがで
きます ( 特殊エフェクトの詳細については、193 ページ、第 7 章の「特殊エフェクト」を参照してくださ
い )。オブジェクトにプロパティを追加したり、追加したプロパティの属性を変更するには、オブジェク

トパネルを使用します。

オブジェクトパネルの上部には、ドキュメントウィンドウ内で現在選択されているオブジェクトの [ プロ

パティ ] リストが表示されます。オブジェクトパネルの下部には、[ プロパティ ] リスト内で現在選択さ
れている要素の属性が表示されます。

[ プロパティ ] リストは階層構造になっており、リスト内でのプロパティの順序はオブジェクトの外観に

影響を及ぼします。リスト内の項目をドラッグして配置しなおすことで、オブジェクトの外観を変更する
ことができます。

[ プロパティ ] リスト

属性
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選択したオブジェクトに線を追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [ 線の追加 ] ボタンをクリックします。 

• オブジェクトパネルのオプションポップアップをクリックして、[ 線の追加 ] を選択します。

選択したオブジェクトに塗りを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [ 塗りの追加 ] ボタンをクリックします。 

• オブジェクトパネルのオプションポップアップをクリックして、[ 塗りの追加 ] を選択します。

選択したオブジェクトから線または塗りを削除するには :

1 オブジェクトパネルで線または塗りを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ オブジェクトの削除 ] ボタンをクリックします。

オブジェクトを階層的に表した [ プロパティ ] リスト内で線または塗りを移動するには :

オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リスト内で、線または塗りをドラッグします。

線への属性の適用
線には、[ 基本 ]、[ ブラシ ]、[ カリグラフィ ]、[ カスタム ]、[ パターン ] および [PostScript] という 6

種類の異なる属性があり、いずれかを適用することができます。 

オブジェクトパネルを使用すると、選択した線への線スタイルの適用、またはアクティブドキュメント内
での新規オブジェクトへのデフォルトストローク属性の設定を行うことができます。線幅は、プリセット

の線幅から選択することも、自由に入力することもできます。

線へのカラーの適用の詳細については、147 ページ、第 5 章の「カラーの使用」を参照してください。

新規オブジェクト用にデフォルトのストローク属性を設定するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択し、ドキュメント内のすべてのオブジェクトの選択を解除します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します。

3 [ プロパティ ] リストで線を選択します。 

4 新規オブジェクトに適用するストローク属性を設定します。
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プリセットの線幅のリストを編集するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [ デフォルトの線幅 ] テキストボックスに値をポイント単位で入力します。値の間はスペースで区切り
ます。

3 [OK] をクリックします。

4 FreeHand を再起動すると、変更内容が有効になります。

基本ストローク属性の使用

基本ストローク属性を使用するパスは、単純な線です。その線幅とカラーを変更することができます。基
本の線の終了方法 ( 線端形状 ) や、他の線との結合方法を変更できます。

また、基本の線に属性を適用して、破線や矢印線にできます。プリセットの破線や矢印を編集したり、新

しい破線や矢印を作成することもできます。

オブジェクトパネルで選択した線に基本ストローク属性を適用するには :

1 オブジェクトパネルで、[ 線種 ] ポップアップメニューから [ 基本 ] を選択します。

2 線のカラーを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスの [ 線カラー ] ポップアップカラーウェルから、カラーを選択します。

• 色見本を [ プロパティ ] リストの線のカラーにドラッグします。

3 線幅を指定するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 幅 ] ポップアップメニューから、プリセット値を選択します。プリセット値はポイント単位で表示されます。

• [ 幅 ] テキストボックスに 0 ～ 288 (Windows) または 0 ～ 16,164 (Macintosh) ポイントの範囲の値

を入力して、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

4 [線端形状] オプションを選択して、パスの末端のスタイルを設定します。[切り合わせ] はパスの終点で

スパッと切ったような形状です。[ 丸型 ] または [ 角型 ] では、線端がパスの終点から線幅の半分だけ
延長されます。

切り合わせ、丸型、および角型の線端形状

5 [ 角の形状 ] オプションを選択して、2 つのパスが結ばれる部分の形を定義します。[ マイター結合 ]、[ ラ

ウンド結合 ]、[ ベベル結合 ] の 3 種類があります。オープンパスまたはクローズパスの角の形状を変
更するには、パスを選択して、別の結合オプションを選択します。

マイター結合、ラウンド結合、およびベベル結合
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6 マイター結合がベベル結合に変更されないようにするには、[ 角の比率 ] に 1 ～ 57 の範囲の値を入力

します。

線の長さがこの値を超えると、角は尖らずに四角になります。たとえば、3 つのポイントを含む線に

ついて [ 角の比率 ] に 2 を設定すると、ポイントの長さが線幅の 2 倍である場合に、べベル結合に変
更されます。 

マイター結合 ( 左 ) とべベル結合 ( 右 )。矢印はマイター結合の長さを示します。

7 破線を適用するには、[破線スタイル] ポップアップメニューからスタイルを選択します。[実線] を選択
すると、線は実線になります。

8 オープンパスに矢印を適用するには、[ 矢印 ] ポップアップメニューから矢印を選択します。 

左側のポップアップメニューで選択された矢印は、選択したパスの始点に設定されます。右側のポッ
プアップメニューで選択された矢印は、選択したパスの終点に設定されます。矢印の方向はパスの方
向と同じです。

新しい破線を作成するには :

1 オブジェクトパネルで、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、[ 破線ス
タイル ] ポップアップメニューから破線を選択します。

2 破線の実線部分のサイズを設定するには、[ 破線エディタ ] の任意の [ オン ] テキストボックスに値を入
力します。実線と実線の間隔を設定するには、任意の [ オフ ] テキストボックスに値を入力します。

3 [OK] をクリックすると、新しい破線が [ 破線スタイル ] ポップアップメニューに追加され、選択した任

意のパスに新しい破線を適用することができます。

メモ : [ 破線スタイル ] ポップアップメニューには、 大 255 通りの破線を登録できます。メニューからスタイルを
削除することはできません。

矢印を新規作成するには :

1 オブジェクトパネルで [矢印] ポップアップメニューの 1 つから [新規] を選択し、[矢印エディタ] を表
示します。 

[ 矢印エディタ ] は、ペンツールなどの描画または編集用ツールのサブセットです。 

2 ツールを使用して新しい矢印を描画します。

3 [ 新規 ] をクリックします。
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既存の矢印を使用して矢印を作成するには :

1 オブジェクトパネルで、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、[ 矢印 ]

ポップアップメニューから矢印を選択して、[ 矢印エディタ ] を表示します。

[ 矢印エディタ ] は、ペンツールなどの描画または編集用ツールのサブセットです。 

2 矢印を編集します。

3 [ 新規 ] をクリックすると、新しい矢印が [ 矢印 ] ポップアップメニューに追加されます。

メモ : [ 矢印 ] ポップアップメニューには、 大 255 通りの矢印を登録できます。メニューから矢印を削除すること
はできません。

ブラシストローク属性の使用

ブラシ機能を使用すると、線にシンボルを適用することができます。FreeHand に付属しているシンボル
を利用できます。また、シンボルを読み込むことも、作成することもできます。シンボルの使い方の詳細

については、299 ページの「ライブラリパネルの使用」を参照してください。

2 つのモードのいずれかを使用してブラシを適用することができます。スプレーモードは、パスに沿って

シンボルのインスタンスを繰り返し表示します。ペイントモードは、指定された数のインスタンスをパス
に沿って伸縮させます。

ブラシのスプレーモードとペイントモード

オブジェクトパネルで、選択した線にブラシを適用するには : 

1 [ 線種 ] ポップアップメニューから [ ブラシ ] を選択します。

2 [ ブラシ ] ポップアップメニューから、適用するブラシを選択します。

3 [ 幅 ] テキストボックスに値 (%) を入力して、ブラシのサイズを設定します。1 ～ 400% の範囲の値を
入力できます。

選択したオブジェクトからブラシを作成するには : 

1 [ 修正 ]-[ ブラシ ]-[ ブラシを作成 ] を選択します。

2 オプションを選択します。

[ コピー ] を選択すると、選択したオブジェクトからシンボルを作成できます。ただし、オブジェクト
がシンボルに変換されることはありません。

[ 変換 ] を選択すると、オブジェクトからシンボルを作成し、そのオブジェクトをシンボルのインスタ
ンスに置き換えることができます。
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3 [ ブラシを編集 ] ダイアログボックスの [ ブラシ名 ] テキストボックスにブラシの名前を入力します。

4 [ シンボルを含む ] コントロールを使用して、他のシンボルをブラシに追加します。ダイアログボック

スの下部にある [ ブラシプレビュー ] ウィンドウに、ブラシの外観が表示されます。

• [+] ボタンをクリックすると、使用可能なシンボルのリストからシンボルを選択してブラシに追加でき
ます。

• [-] ボタンをクリックすると、ブラシからシンボルが削除されます。

• リスト内のシンボルを選択して [ 矢印 ] ボタンを使用すると、スタックリスト内でシンボルを移動する
ことができます。インスタンスをパスに適用するときの重ね順は、スタックリストで決まります。

5 [ ペイント ] または [ スプレー] を選択して、ブラシモードを設定します。[ペイント ] を選択した場合は、
[ カウント ] テキストボックスに 1 ～ 500 の値を入力して、ブラシに表示するインスタンスの数を設
定します。

6 [ パスに沿って回転 ] を選択すると、適用されているパスの方向に合わせてブラシが回転します。[ パス
に沿って回転 ] の選択を解除すると、ブラシは回転しません。[ ペイント ] を選択すると、ブラシはパ
スの両端間で伸縮し、[ スプレー ] を選択すると、ブラシはパスに関係なく元の方向を維持します。

7 以前のバージョンの FreeHand で使用していたブラシストロークを使用するには、[ 角の折りたたみ ]
を選択します。
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8 [ 間隔 ] オプションで、ブラシシンボルの各インスタンス間の距離を設定します。次のいずれかを選択

します。

[ 固定 ] を選択すると、シンボルのサイズのパーセンテージを基準に、固定された間隔が設定されます。

1 ～ 200% の値を入力します。または、矢印をクリックすると、スライダで間隔を設定できます。

[ ランダム ] を選択すると、ランダムな間隔が設定されます。[ 小 ] と [ 大 ] に値を入力して、変化
量を設定します。

[ 可変 ] を選択すると、ブラシシンボルの各インスタンス間の間隔が、 小値から 大値まで徐々に変
化します。

9 [ 角度 ] オプションで、パスに適用されたときのインスタンスの回転を設定します。次のいずれかを選
択します。

[ 固定 ] を選択すると、回転は固定されます。0°～ 359°の範囲の値を入力します。または、矢印を
クリックすると、スライダで角度を設定できます。

[ ランダム ] を選択すると、ランダムな回転が設定されます。[ 小 ] と [ 大 ] に値を入力して、変化
量を設定します。

[ 可変 ] を選択すると、 小値から 大値まで回転をスムーズに変化させることができます。

10 [オフセット] オプションで、ブラシとパスの間のオフセットを設定します。次のいずれかを選択します。

[ 固定 ] を選択すると、オフセットが固定されます。-200 ～ 200% の範囲の値を入力します。または、
矢印をクリックすると、スライダでオフセットを設定できます。

[ ランダム ] を選択すると、ランダムなオフセットが設定されます。[ 小 ] と [ 大 ] に値を入力して
変化量を設定します。

[ 可変 ] を選択すると、 小値から 大値までオフセットをスムーズに変化させることができます。

[ フレア ] を選択すると、ブラシタイプが [ スプレー] の場合に、 小および 大の伸縮値に応じて、オ
フセットを増加および減少できます。

11 [ 拡大・縮小 ] オプションで、ブラシの伸縮を設定します。次のいずれかを選択します。

[ 固定 ] を選択すると、伸縮が固定されます。1 ～ 200% の範囲の値を入力します。または、矢印をク
リックすると、スライダでサイズを設定できます。

[ ランダム ] を選択すると、ランダムな伸縮が設定されます。[ 小 ] と [ 大 ] に値を入力して変化量

を設定します。

[ 可変 ] を選択すると、 小値から 大値まで伸縮をスムーズに変化させることができます。

[ フレア ] を選択すると、ブラシタイプが [ ペイント ] の場合に、 小および 大の値に応じて、ブラ
シを拡大できます。

12 [OK] をクリックします。
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ブラシを読み込むには :

1 オブジェクトパネルで、ストローク属性を表示する線を選択します。

2 [ 線種 ] ポップアップメニューから [ ブラシ ] を選択します。

3 [ オプション ] ボタンをクリックし、[ 読み込み ] を選択します。

4 [ブラシの読み込み] ダイアログボックスで、読み込むブラシを含むファイルを選択し、[開く] をクリッ
クします。

5 [ シンボルの読み込み ] ダイアログボックスで、読み込むブラシを選択します。複数のブラシを選択す
るには、Ctrl キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押しながら、ブラシをクリック

していきます。

6 [ 読み込み ] をクリックします。

メモ : ブラシファイルを読み込むと、そのファイル内で使用されているカラーが現在のドキュメントのカラーリスト
に追加され、ブラシチップとして使用されているシンボルがライブラリに読み込まれます。

ブラシを編集するには :

1 オブジェクトパネルで、ストローク属性を表示する線を選択します。

2 [ 線種 ] ポップアップメニューから [ ブラシ ] を選択します。

3 [ ブラシ ] ポップアップメニューから、編集したいブラシを選択します。

4 [ オプション ] ボタンをクリックし、[ 編集 ] を選択します。

5 ブラシを編集します。ブラシの編集の詳細については、前に説明した手順の 3 ～ 11 を参照してくだ
さい。 

6 [OK] をクリックします。

7 編集したブラシが使用中の場合は、ダイアログボックスが表示されます。[ 変更 ] を選択すると、その
ブラシを使用しているすべてのパスに編集内容が適用されます。[ 作成 ] を選択すると、新しいブラシ

が作成されます。新しいブラシには、自動的に "# < 元のブラシの名前 >" という名前が設定されます。

メモ : ライブラリパネルでシンボルを編集して、ブラシを編集することもできます。302 ページの「シンボルの編集」
を参照してください。

ブラシを複製するには :

1 オブジェクトパネルで、[ ブラシ ] ポップアップメニューから複製するブラシを選択します。

2 [ オプション ] ボタンをクリックし、[ 複製 ] を選択します。

3 [ブラシ] ポップアップメニューに、"# <オリジナルのブラシ>" という名前の新しいブラシが表示されます。

ブラシを削除するには :

1 オブジェクトパネルで、[ ブラシ ] ポップアップメニューから削除するブラシを選択します。

2 [ オプション ] ボタンをクリックし、[ 削除 ] を選択します。

3 表示されるダイアログボックスでオプションを選択します。

[ 解除 ] を選択すると、削除したブラシストロークがパスから切り離されます。線はオブジェクトのグ
ループに変換されます。このグループは、ブラシストロークに本来含まれていたオブジェクトがグルー

プ化されたものです。

[ 削除 ] を選択すると、ブラシおよびそのブラシを使用するすべてのパスが削除されます。
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ブラシを書き出すには : 

1 [ ブラシ ] ポップアップメニューから、書き出すブラシを選択します。 

2 [ オプション ] ボタンをクリックし、[ 書き出し ] を選択します。

3 [ ブラシの書き出し ] ダイアログボックスで、書き出すブラシを選択します。Shift キーを押したままク
リックすると、複数のブラシを選択できます。

4 [ 書き出し ] をクリックします。

5 [ ブラシの書き出し ] ダイアログボックスで、新しいブラシファイルの名前を入力し、保存先を選択し
ます。[ 保存 ] をクリックします。

カリグラフィストローク属性の使用

カリグラフィストローク属性は、線を描くのに使用するペン先として、任意のオブジェクトの形状を自由
に使用できるようにすることで、カリグラフィペンの効果をシミュレートします。カリグラフィペンの先

端の幅、高さおよび角度を変更できます。

1 つのクローズパスを構成する任意のオブジェクトをペン先として使用できます。 

オブジェクトパネルで、選択した線にカリグラフィストローク属性を適用するには : 

[ 線種 ] ポップアップメニューから [ カリグラフィ ] を選択します。

オブジェクトをカスタムのペン先として使用するには :

1 ペン先として使用するオブジェクトを選択します。

2 [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

3 オブジェクトパネルで、カリグラフィストローク属性を適用する線を選択します。

4 [ 線種 ] ポップアップメニューから [ カリグラフィ ] を選択します。

5 [ ペースト ] をクリックし、クリップボードの内容を基にペン先を作成します。

オブジェクトパネルで、選択した線からカスタムのペン先をコピーするには :

1 コピーするカリグラフィストローク属性を持つ線を選択します。

2 オブジェクトパネルのプレビューウィンドウに、ペン先が表示されます。[ コピー ] をクリックして、
ペン先のオブジェクトをクリップボードにコピーします。

これで、ペン先のオブジェクトをドキュメントにコピーしたり、このペン先オブジェクトを使用して、
別のオブジェクト用のカリグラフィストロークを作成できます。
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カスタムストローク属性の使用

カスタムストローク属性を指定すると、あらかじめ設定されている 23 の PostScript パターンのいずれ
かが、パスに繰り返し適用されます。線幅、各パターンタイルの長さ、およびパターンタイルの間隔を変

更することができます。ネオン線以外は、カラーも変更できます。カスタムストローク属性はモニタ画面
には表示されませんが、PostScript プリンタでプリントすると表示されます。

カスタムストロークのパターンを変形すると、パスに対するパターンの方向が変更されますが、長さと間

隔は変わりません。

カスタムストローク属性をラスターエフェクトと組み合わせると、プリントされません。ラスターエフェ

クトの詳細については、198 ページの「ライブラスターエフェクトの適用」を参照してください。

FreeHand には、次のカスタムストロークがあります。 

矢印

ボール

編み模様

格子 1

格子 2

クレープ

ダイヤ

ドット

ハート

左斜線

ネオン

四角形
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オブジェクトパネルで、選択した線にカスタムストローク属性を適用するには :

1 [ 線種 ] ポップアップメニューから [ カスタム ] を選択します。

プレビューには、選択した線のサンプルが表示されます。

2 線のカラーを選択します。

3 線幅、長さ、および間隔を設定します。

4 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

右斜線

ローマ

雪

ねじれ

星

渦

歯車

波線 3 本

波線 2 本

三角形

ジグザグ
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パターンストローク属性の使用

定義済みの 64 のパターンストローク属性の中から選択することができます。各パターンを編集すること
もできます。オブジェクトパネルの下部分の左側には、編集可能なパターンが表示され、右側にはパター

ンを編集するたびに更新されるプレビューが表示されます。 

メモ : パターン塗り属性は、プリンタの解像度に基づいてプリントされるため、300 dpi 以下でプリントすると 良の結
果を得られます。

オブジェクトパネルで、選択した線にパターン属性を適用するには :

1 オブジェクトパネルで、[ 線種 ] ポップアップメニューから [ パターン ] を選択します。

2 パターンのカラーを選択します。

3 線幅を設定します。

4 パネルの右下隅にあるパターンをクリックします。スライダを使用すると、使用可能なパターンをス

クロールできます。
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パターンを編集するには :

1 オブジェクトパネルで、[ 線種 ] ポップアップメニューから [ パターン ] を選択します。

2 パネルの下部にあるスライダを使って、使用できるパターンをスクロールし、パターンを選択します。 

選択したパターンは、プレビュー領域に表示されます。

オブジェクトパネルでのパターンプレビュー

3 1 ピクセルずつクリックするか、左のプレビューにドラッグします。ピクセルをクリックすると、黒 ( 不
透明 ) と白 ( 透明 ) が切り替わります。 

4 [ クリア ] を選択すると、プレビュー領域からパターンが削除されます。

5 [反転] をクリックすると、ピクセルのカラーが反転して、カラーから白または白からカラーになります。

PostScript ストローク属性の使用

PostScript を使用すると、[PostScript コード ] テキストボックスで作成した独自のパターンや形状を持
つ線を適用できます。PostScript コードは、使用するプリンタの RIP (Raster Image Processor) 内にあ
る PostScript インタープリタに送信されます。指定された PostScript コードが正しくないときには、プ
リント時に PostScript エラーが報告されます。 

PostScript ストローク属性は画面には表示されませんが、PostScript プリンタでプリントすると表示さ
れます。

メモ : PostScript のプログラミングについては、本マニュアルでは説明していません。詳細については、PostScript 言
語のマニュアルを参照してください。

オブジェクトパネルで、選択した線に PostScript 属性を適用するには :

1 [ 線種 ] ポップアップメニューから [PostScript] を選択します。

2 [PostScript コード ] テキストボックスに 大で半角 255 文字のコードを入力します。コードを直接入
力するか、別のコードをペーストします。

コマンドをスペースで区切ると、コマンドは自動的に改行されます。
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3 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押して、線を適用します。

オブジェクトパネルおよび、中央の線に適用された PostScript ランダムストローク属性

塗りへの属性の適用
塗りには、[ 基本 ]、[ カスタム ]、[ グラデーション ]、[ レンズ ]、[ パターン ]、[PostScript]、[ テクス

チャ ]、[ パターンタイル ] の 8 種類の属性があり、いずれかを適用することができます。 

パスの境界によって塗りの範囲が決定します。オープンパスの場合は、始点と終点を結ぶ架空の線で描か

れる境界内に塗りが適用されます。

オブジェクトパネルを使用すると、選択した塗りへの塗り属性の適用、またはアクティブドキュメント内
での新規オブジェクトへのデフォルト塗り属性の設定を行うことができます。

塗りへのカラーの適用の詳細については、147 ページの「オブジェクトへのカラーの適用」を参照してく
ださい。

メモ : 画面表示とプリントの結果は、塗りの複雑さと出力機器によって異なります。詳細については、379 ページ、第
14 章の「プリント」を参照してください。

基本塗り属性の使用

基本塗り属性では、単色 100% で塗りつぶされます。 

オブジェクトパネルで、選択した塗りに基本属性を適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ 基本 ] を選択します。

2 塗りのカラーを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ カラー ] ポップアップカラーウェルからカラーを選択します。

• 色見本パネルの色見本を、オブジェクトパネルの線にドラッグします。

• スポイトを使用して、[ カラー ] ポップアップカラーウェルの隣のカラーボックスに色見本をドラッグ
します。

メモ : [ オーバープリント ] オプションの詳細については、379 ページ、第 14 章の「プリント」を参照してください。
第 6 章178



カスタム塗り属性の使用

カスタム塗りを選択すると、あらかじめ設定されている PostScript パターンがオブジェクトに繰り返し
適用されます。[ モノクロノイズ ] を除くすべてのカスタム塗りを編集できます。

カスタム PostScript 塗り属性は画面には表示されませんが、PostScript プリンタでプリントすると表示
されます。

不透明なカスタム塗りには、[ モノクロノイズ ]、[ ノイズ ]、[ レンガ ]、および [ 牙 ] があります。塗りの
背面にあるオブジェクトは、プリントしても表示されません。透明なカスタム塗りには、[ 円 ]、[ アミ目 ]、
[ 草 ]、[ 木の葉 ]、[ 正方形 ]、および [ トップノイズ ] があります。 

カスタム塗り

間隔、角度、幅などの属性を変更して、カスタム塗りを編集することができます。[ レンガ ]、[ 円 ]、[ ア
ミ目 ]、および [ 正方形 ] の塗りのカラーも変更できます。カスタム塗りは、どの PostScript 出力機器で

も同じサイズでプリントされます。塗りが設定されているオブジェクトのサイズは変更されません。

草

円
アミ目

ノイズ

レンガ

木の葉

トップノイズ

牙

正方形

モノクロノイズ
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オブジェクトパネルで、選択した塗りにカスタム塗り属性を適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ カスタム ] を選択します。

2 [ カスタム塗り ] ポップアップメニューから次のいずれかのパターンを選択し、オプションを指定します。

[ モノクロノイズ ] は不透明のモノクロ塗りを適用します。オプションはありません。

[ レンガ ] はレンガの塗りをシミュレートします。カラーボックスを使用して目地のカラーを指定し、
ドキュメントで設定されている単位でレンガの幅と高さを指定します。さらに、塗りを右回り ( 時計回

り ) に回転させる場合は正の値、左回り ( 反時計回り ) に回転させる場合は負の値で角度を指定します。

[ 円 ] は円の塗りを適用します。半径を指定して、円のサイズを変更したり、半径のポイントを基準に

した円の間隔を設定できます。円が重ならないようにするには、間隔を半径の 2 倍より大きくします。
塗りを右回り ( 時計回り ) に回転させる場合は正の値、左回りに ( 反時計回り ) 回転させる場合は負の
値の角度を入力します。

[ アミ目 ] は線影をシミュレートする線を描画します。カラーを指定します。[ 角度 1] と [ 角度 2] に、
初の平行線と次の平行線を右回りに ( 時計回り ) 回転させる場合は正の値、左回りに ( 反時計回り )

回転させる場合は負の値を入力します。アミ目線の間隔と線幅を指定します。

[ ノイズ ] は 0 ( 黒 ) ～ 100% ( 白 ) の値で明度の範囲を適用します。明度の範囲を大きくすると、派
手な塗りになります。

[ 草 ] と [ 木の葉 ] は草と葉のパターンを適用します。草または木の葉の数を 1 ～ 32,000 の範囲で指
定します。

[ 正方形 ] は正方形の塗りを適用します。[ 辺の長さ ] を設定して、塗り内の正方形のサイズを変更しま
す。正方形の中心を基準にした間隔を設定します。正方形が重ならないようにするには、[ 間隔 ] の値
を辺の長さより大きくします。塗りを右回り ( 時計回り ) に回転させる場合は正の値、左回り ( 反時計
回り ) に回転させる場合は負の値の角度を入力し、線幅を指定します。

[ 牙 ] は歯のようなパターンを適用します。カラーボックスを使用して、カラーと背景の塗りカラーを
指定します。歯の数を 1 ～ 700 の範囲で設定すると、塗りの密度が変更されます。[ 角度 ] に、塗り

を右回りに ( 時計回り ) 回転させる場合は正の値、左回りに ( 反時計回り ) 回転させる場合は負の値を
入力します。

[ トップノイズ ] は 0 ( 黒 ) ～ 100% ( 白 ) の値でグレーノイズ値を適用します。

グラデーション塗り属性の使用

グラデーション塗りを適用すると、1 つのカラーから次のカラーへと滑らかにカラーが変化していきま

す。2 色以上を指定して、グラデーションランプを定義します。グラデーションは 6 種類あり、それぞれ
のグラデーションは開始点から開始し、1 つまたは複数のグラデーションハンドルによって変化の仕方が
決定されます。開始点またはハンドルをドラッグすると、グラデーションの配置、長さおよび角度を変更
できます。グラデーション塗りを選択すると、オブジェクトパネルにグラデーション属性が表示されます。

どのようにオブジェクトが塗りつぶされるかは、グラデーションの動作に影響します。[ ノーマル ] では、
終了点の位置によってグラデーションの長さが決まります。[ 繰り返し ] では、グラデーションが指定され
た回数分、繰り返されます。[ 反転 ] では、 初のグラデーションランプから 後のランプまでカラーが変

化した後、反対向きに戻っていきます。[ 本数 ] に設定した回数分だけ繰り返されます。[ 自動サイズ ] で
は、グラデーションの長さはオブジェクトの幅および高さと同じ値に設定されます。
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メモ : [ 自動サイズ ] を選択すると、選択したオブジェクトのグラデーション終了点のハンドルは表示されません。線形
および対数グラデーションの場合は、開始点も終了点も表示されません。[ 自動サイズ ] の選択時にグラデーション属性
を調整するには、オブジェクトパネルを使用します。

メモ : グラデーション塗りから基本塗りに変更すると、左側のカラーボックスに設定されているカラーの塗りがオブジェ
クトに適用されます。ここまで

グラデーション塗りに表示されるカラーの数を環境設定で制御して、画面の再描画速度を高めることがで
きます。

グラデーション塗りの表示の環境設定を設定するには :

1 表示の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [ 品質優先表示 ] オプションを選択すると、グラデーション塗りで可能な限り多くのカラーが表示され
ます。

• [ 品質優先表示 ] オプションの選択を解除すると、表示色数が制限されるので、描画速度が向上します。

3 [OK] をクリックします。

色見本をドラッグして、選択したオブジェクトにグラデーション塗りを適用するには、
次のいずれかの操作を行います。

• カラーを線形グラデーションとして適用するには、Ctrl キーを押したまま色見本をオブジェクト上に
ドラッグします。カラーをドロップした位置で、グラデーションの角度が決まります。 

• カラーを放射状グラデーションとして適用するには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh)
を押したまま色見本をオブジェクト上にドラッグします。カラーをドロップした位置で、グラデーショ
ンの中心が決まります。 

• 輪郭グラデーションのカラーを適用するには、Alt + Ctrl (Windows) または Command + Option
(Macintosh) を押したまま色見本をオブジェクト上にドラッグします。カラーをドロップした位置で、

グラデーションの中心が決まります。 

塗りタイプ

グラデーションタイプ

本数

動作タイプ

グラデーションランプ
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線形または対数グラデーションの使用

線形グラデーションは、変化するカラーの間隔が一定で、直線方向に変化します。対数グラデーションは、
変化するカラーの間隔が徐々に広くなり、直線方向に変化します。どちらのグラデーションタイプにも、

2 つのハンドル ( 開始点および終了点 ) があります。

線形グラデーション ( 上 ) と対数グラデーション ( 下 )

オブジェクトパネルで、選択した塗りに線形または対数グラデーションを適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ グラデーション ] を選択します。

2 [ グラデーションの種類 ] ポップアップメニューから [ 線形 ] または [ 対数 ] を選択します。

3 カラーランプのいずれかの端にある色見本をクリックし、ポップアップカラーメニューからカラーを
選択します。左端の色見本で開始点のカラー、右端の色見本で終了点のカラーを設定します。

4 グラデーションを調整するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラデーションを移動するには、中心点をドラッグします。

• グラデーションの長さまたは角度を調整するには、終了点をドラッグします。

• カラーを追加するには、色見本をカラーランプの任意の位置にドラッグします。

• グラデーション内のカラーの位置を変更するには、色見本を新しい位置にドラッグします。 後の色
見本をドラッグすると、新しい色見本がその位置に表示されます。

• カラーランプ上の既存のカラーを新しい位置にコピーするには、Alt キー (Windows) または Command
キー (Macintosh) を押したままドラッグします。

• カラーランプからカラーを削除するには、その色見本をカラーランプの外へドラッグします。
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放射状または四角形グラデーションの使用

放射状グラデーションは、塗りの形状に関係なく、同心円状にカラーが変化します。四角形グラデーショ
ンは、塗りの形状に関係なく、四角の形状で中心からカラーが変化します。どちらのグラデーションタイ

プにも、3 つのハンドル ( 開始点および 2 つの終了点 ) があります。

オブジェクトパネルで、選択した塗りに放射状または四角形グラデーションを適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ グラデーション ] を選択します。 

2 [ グラデーションの種類 ] ポップアップメニューから [ 放射状 ] または [ 四角形 ] を選択します。

3 カラーランプのいずれかの端にある色見本をクリックし、ポップアップカラーメニューからカラーを
選択します。左端の色見本で開始点のカラー、右端の色見本で終了点のカラーを設定します。

4 グラデーションを調整するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラデーションを移動するには、中心点をドラッグします。

メモ : 放射状グラデーションの中心位置と中心のカラーを同時に設定するには、Alt キー (Windows) または Option
キー (Macintosh) を押したまま色見本をオブジェクト上にドラッグします。

• グラデーションの幅、高さまたは角度を調整するには、終了点をドラッグします。

• カラーを追加するには、色見本をカラーランプにドラッグします。

• グラデーション内のカラーの位置を変更するには、色見本を新しい位置にドラッグします。 後の色
見本をドラッグすると、新しい色見本がその位置に表示されます。

• カラーランプ上の既存のカラーを新しい位置にコピーするには、Alt キー (Windows) または Command

キー (Macintosh) を押したままドラッグします。

• カラーランプからカラーを削除するには、その色見本をカラーランプの外へドラッグします。
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輪郭グラデーションの使用

輪郭グラデーションは、塗りの形状に基づいてカラーが変化します。輪郭グラデーションには 2 つのハン
ドル ( 開始点および終了点 ) があります。 

オブジェクトパネルで、選択した塗りに輪郭グラデーションを適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ グラデーション ] を選択します。

2 [ グラデーションの種類 ] ポップアップメニューから [ 輪郭 ] を選択します。

3 グラデーションランプのいずれかの端にある色見本をクリックし、ポップアップカラーメニューから
カラーを選択します。左端の色見本で開始点のカラー、右端の色見本で終了点のカラーを設定します。

4 グラデーションを調整するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラデーションを移動するには、中心点をドラッグします。

• グラデーションの長さを調整するには、終了点をドラッグします。

• カラーを追加するには、色見本をカラーランプにドラッグします。

• グラデーション内のカラーの位置を変更するには、色見本を新しい位置にドラッグします。 後の色
見本をドラッグすると、新しい色見本がその位置に表示されます。

• カラーランプ上の既存のカラーを新しい位置にコピーするには、Alt キー (Windows) または Command
キー (Macintosh) を押したままドラッグします。

• カラーランプからカラーを削除するには、その色見本をカラーランプの外へドラッグします。
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円錐グラデーションの使用

円錐グラデーションは、中心点を基点として 360 度カラーが変化します。円錐グラデーションには 2 つ
のハンドル ( 中心点および角度点 ) があります。

オブジェクトパネルで、選択した塗りに円錐グラデーションを適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ グラデーション ] を選択します。

2 [ グラデーションの種類 ] ポップアップメニューから [ 円錐 ] を選択します。

3 グラデーションランプのいずれかの端にある色見本をクリックし、ポップアップカラーメニューから
カラーを選択します。左端の色見本で開始点のカラー、右端の色見本で終了点のカラーを設定します。

4 グラデーションを調整するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラデーションを移動するには、中心点をドラッグします。

• グラデーションの開始角度を調整するには、角度点をドラッグします。

• カラーを追加するには、色見本をカラーランプにドラッグします。

• グラデーション内のカラーの位置を変更するには、色見本を新しい位置にドラッグします。 後の色
見本をドラッグすると、新しい色見本がその位置に表示されます。

• カラーランプ上の既存のカラーを新しい位置にコピーするには、Alt キー (Windows) または Command
キー (Macintosh) を押したままドラッグします。

• カラーランプからカラーを削除するには、その色見本をカラーランプの外へドラッグします。

レンズ塗り属性の使用

レンズ塗り属性は、塗りを 6 種類のいずれかの特殊エフェクトレンズに変形します。レンズの下にあるオ
ブジェクトは、カラーの反転、または透明度、カラー、明度、または表示比率の変更によって、外観が変
わります。

メモ : レンズ塗りを繰り返し適用すると ( レンズを重ねている場合は特に )、ドキュメントに追加されるオブジェクト数
が多くなり、ファイルサイズが増加してプリント時に問題が発生する可能性があります。 

レンズ塗りを EPS ファイル、クリッピングパス、またはパスに変換されていないテキストに適用するこ

とはできません。レンズ塗りが設定されたオブジェクトを他のオブジェクトの内部にペーストすることは
できます。 
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オブジェクトパネルで、選択した塗りにレンズ塗り属性を適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ レンズ ] を選択します。

2 次のいずれかのレンズ塗りを選択します。

[ 透明度 ] を選択すると、オブジェクトが半透明または完全に透明になります。

[ 拡大 ] を選択すると、レンズの下のオブジェクトが拡大されます。

[ 反転 ] を選択すると、カラーはカラーホイールの反対側にある CMYK の補色に反転して、ネガエフェ
クトが作成されます。

[ 反転 ] レンズ

[ 明るく ] を選択すると、レンズの下のオブジェクトのカラーが明るくなります。

[ 暗く ] を選択すると、レンズの下のオブジェクトのカラーが暗くなります。

[ グレースケール ] を選択すると、その下にあるカラーは、選択したカラーのモノクロ濃度で表示され
ます。オリジナルのカラーに含まれる明度によって濃度の値が決まります。

グレースケールレンズ

レンズ塗りのオプションはレンズの種類によって異なります。

3 [ 透明度 ] と [ グレースケール ] の場合は、カラーボックスまたはポップアップメニューからカラーを選
択します (147 ページ、第 5 章の「カラーの使用」を参照してください )。

レンズの下の特色は、出力用のプロセスカラーに変換されます。スポイトを使用すると、レンズ塗り

のエフェクトによって作成された新しいカラーを取り込むことができます。

4 [ 拡大 ] の場合は、1 ～ 20 の値を入力するかスライダをドラッグして、レンズの下のオブジェクトを拡

大する倍率を設定します。
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5 [ 透明度 ]、[ 明るく ]、および [ 暗く ] の場合は、次のように値を入力するかスライダをドラッグして、エ

フェクトを調整します。

• [ 透明度 ] には、0 ( 完全に透明 ) ～ 100 ( 完全に不透明 ) の範囲の値を設定します。

円に適用された [ 透明度 ] レンズ塗り

• [ 明るく ] では、0 を指定しても効果がありません。100 を指定するとレンズのパスが完全に白くなり

ます。

光線をシミュレートする [ 明るく ] レンズ塗り

• [ 暗く] では、0 を指定しても効果がありません。100 を指定するとレンズのパスが完全に黒くなります。

[ 暗く ] レンズ塗り

6 [ 中心 ] を選択して、選択したレンズの中央にハンドルを表示します。

中心をドキュメント内で移動するには、ポインタツールを使用して中心をドラッグします。Shift キー

を押したまま中心をクリックすると、中心がレンズの中央に戻ります。オブジェクトの選択を解除す
ると、中心は表示されなくなります。
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7 [ オブジェクトのみ ] を選択すると、レンズの下のオブジェクトだけにエフェクトが適用されて、空白

の部分には適用されません。

[ オブジェクトのみ ] が選択されている [ 反転 ] レンズ ( 左 ) と選択されていない [ 反転 ] レンズ ( 右 )

8 [ スナップショット ] を選択すると、レンズに映っている現在の内容が取り込まれ、レンズの内容を変

えずにレンズの位置をドキュメント内で自由に移動できます。

[ スナップショット ] を選択して塗りの内容を保持している状態での 3 倍の [ 拡大 ] 塗り

メモ : 新しいレンズの種類を選択したときは、[ 中心 ]、[ オブジェクトのみ ]、および [ スナップショット ] オプショ
ンは選択されていません。

パターン塗り属性の使用

定義済みの 64 のパターン塗り属性の中から選択することができます。各パターンを編集することもでき

ます。オブジェクトパネルの下部分の左側には、編集可能なパターンが表示され、右側にはパターンを編
集するたびに更新されるプレビューが表示されます。パターン塗りは、どの PostScript 出力機器でも同
じサイズでプリントされます。塗りが設定されているオブジェクトのサイズは変更されません。

メモ : パターン塗り属性は、プリンタの解像度に基づいてプリントされるため、300 dpi 以下でプリントすると 良の結
果を得られます。

使用可能なパターンの例については、175 ページの「オブジェクトパネルで、選択した線にカスタムスト
ローク属性を適用するには :」を参照してください。

オブジェクトパネルで、選択した塗りにパターン塗り属性を適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ パターン ] を選択します。

2 塗りのカラーを選択します。

3 パネルの右下隅にあるパターンをクリックします。スライダを使用すると、使用可能なパターンをス
クロールできます。
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オブジェクトパネルでパターン塗りを編集するには :

1 パネルの下部にあるスライダを使って、使用できるパターンをスクロールし、パターンを選択します。 

選択したパターンは、プレビュー領域に表示されます。

2 1 ピクセルずつクリックするか、左のプレビューにドラッグします。ピクセルをクリックすると、黒 ( 不
透明 ) と白 ( 透明 ) が切り替わります。

3 [ クリア ] を選択すると、プレビュー領域からパターンが削除されます。

4 [反転] をクリックすると、ピクセルのカラーが反転して、カラーから白または白からカラーになります。

PostScript 塗り属性の使用

PostScript 塗りを指定すると、[PostScript コード ] テキストボックスで作成した独自のパターンや形状
を持つ塗りを適用できます。PostScript コードは、使用するプリンタの RIP (Raster Image Processor)
内にある PostScript インタープリタに送信されます。指定された PostScript コードが正しくないときに

は、プリント時に PostScript エラーが報告されます。

PostScript 塗りはモニタ画面には表示されませんが、PostScript プリンタでプリントすると表示されます。

メモ : PostScript のプログラミングについては、本マニュアルでは説明していません。詳細については、PostScript 言
語のマニュアルを参照してください。

オブジェクトパネルで、選択した塗りに PostScript 塗り属性を適用するには :

1 オブジェクトパネルで、[ 塗り ] ポップアップメニューから [PostScript] を選択します。

2 [PostScript コード ] テキストボックスに 大で半角 255 文字のコードを入力します。コードを直接入
力するか、別のコードをペーストします。

コマンドをスペースで区切ると、コマンドは自動的に改行されます。

オブジェクトパネルと PostScript の塗りコード

3 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押して、塗りを適用します。
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テクスチャ塗り属性の使用

FreeHand にはいくつかのテクスチャ塗り属性があります。属性の編集はできません。

テクスチャ塗り属性

FreeHand のテクスチャ塗りは PostScript テクスチャで、画面には表示されませんが、PostScript プリ
ンタでプリントすると表示されます。テクスチャ塗りは、どの PostScript 出力機器でも同じサイズでプ
リントされます。塗りが設定されているオブジェクトのサイズは変更されません。

オブジェクトパネルで、選択した塗りにテクスチャ塗り属性を適用するには :

1 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ テクスチャ ] を選択します。

2 [ テクスチャ ] ポップアップメニューからテクスチャを選択します。

3 [ カラー ] ポップアップカラーウェルからカラーを選択します。
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パターンタイル塗り属性の使用

パターンタイル塗り属性では、グラフィックまたはテキストをオブジェクトパネルにペーストして作成し
たオブジェクト ( タイル ) を繰り返し使用して領域を塗りつぶします。EPS 画像、ビットマップ画像、別

のパターンタイル、またはレンズ塗りが設定されたオブジェクトからは、パターンタイル塗りを作成でき
ません。

オブジェクトパネルで、選択した塗りにパターンタイル塗り属性を作成して適用するには :

1 タイルとして使用するグラフィックまたはテキストをコピーします。

2 塗りの適用先オブジェクトを選択します。

3 オブジェクトパネルで、次のいずれかの操作を行います。

• パターンタイル属性を追加する塗りを選択します。

• [ 塗りの追加 ] ボタンをクリックします。

4 [ 塗り ] ポップアップメニューから [ パターンタイル ] を選択します。

5 [ ペースト ] をクリックして、タイルをプレビュー領域にペーストします。

6 [ 角度 ] に値を入力するかダイヤルをドラッグして、タイルの方向を設定します。

7 伸縮を設定するテキストボックスに X と Y の値 (%) を入力して、タイルのサイズを変更します。

8 [ オフセット ] テキストボックスに値を入力して、塗りの適用先オブジェクト内でのタイルの位置を移
動します。

• 正の X 値を入力すると、塗りは右へ移動します。負の X 値を入力すると、塗りは左へ移動します。

• 正の Y 値を入力すると、塗りは上へ移動します。負の Y 値を入力すると、塗りは下へ移動します。
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オブジェクトパネルで、選択した塗りにパターンタイル属性を適用するには :

1 コピーするパターンタイル属性を持つ塗りを選択します。

2 オブジェクトパネルのプレビュー領域に、パターンタイルが表示されます。[ コピー] をクリックして、
タイルオブジェクトをクリップボードにコピーします。

これで、タイルオブジェクトのドキュメントへのコピー、またはタイルオブジェクトを使用した別の
オブジェクトのパターンタイル塗りの作成の準備が整いました。

選択した塗り内で、パターンタイル塗り属性の位置を移動するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ 変形 ] を選択して変形パネルを表示し、[ 塗り ] オプションの選択を解除します。

2 ポインタツールを使用してオブジェクトをドラッグします。オブジェクトは移動しますが、パターン
タイル塗りは同じ位置に残ります。

3 変形パネルで [ 塗り ] を選択します。オブジェクトを移動すると、パターンタイル塗りはオブジェクト
と一緒に移動します。
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第 7 章
特殊エフェクト

Macromedia FreeHand MX では、2 種類の方法で簡単に特殊エフェクトを作成できます。ライブエフェ

クトと呼ばれる特殊エフェクトは、オブジェクトそのものには変更を加えずに外観だけを変更する機能
で、オブジェクトパネルで指定します。その他のコマンドおよびツールでは、オブジェクトのパスや塗り
などのプロパティを変更することで特殊エフェクトを作成します。

オブジェクトへのライブエフェクトの追加
FreeHand MX では、線、塗り、およびライブエフェクトなどの複数のプロパティをオブジェクトに設定
できます。線と塗りの詳細については、165 ページ、第 6 章の「線および塗りの使用」を参照してくださ
い。ライブエフェクトはオブジェクトのプロパティで、エフェクトを適用したオブジェクトの外観だけを
変化させます。たとえば、変形ツールを使用するとオブジェクトの実際の幅や高さが変更されますが、変

形エフェクトを使用すると、実際のサイズを変更せずにオブジェクトを広くまたは高く見せることができ
ます。

オブジェクトにプロパティを追加したり、追加したプロパティの属性を変更するには、オブジェクトパネ
ルを使用します。オブジェクトパネルの上部には、ドキュメントウィンドウ内で現在選択されているオブ
ジェクトの [ プロパティ ] リストが表示されます。オブジェクトパネルの下部には、[ プロパティ ] リスト
内で現在選択されている要素の属性が表示されます。

[ プロパティ] リストは階層構造になっており、リスト内でのプロパティの順序はオブジェクトの外観に影

響を及ぼします。オブジェクトの外観を変更するには、ドラッグしてリスト内での項目を配置し直します。

[ プロパティ ] リスト

属性
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オブジェクト、塗り、または線に特殊効果を追加するには :

• ドキュメントウィンドウでオブジェクトを選択するか、またはオブジェクトパネルの [ プロパティ] リ

ストで塗りまたは線を選択します。

• オブジェクトパネルの [ エフェクトの追加 ] ボタンをクリックし、ポップアップメニューからエフェク
トを選択します。 

選択したオブジェクトから特殊エフェクトを削除するには :

1 オブジェクトパネルで特殊エフェクトを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ オブジェクトの削除 ] ボタンをクリックします。

オブジェクトを階層的に表した [ プロパティ ] リスト内で特殊エフェクトを上下に移動するには :

オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リスト内で特殊エフェクトを上下にドラッグします。

ライブベクターエフェクトの適用

ライブベクターエフェクトは、FreeHand のその他のオブジェクト処理機能とよく似ていますが、適用し

たオブジェクトのプロパティとして機能するため、オブジェクト自体には影響しません。ライブベクター
エフェクトでは、FreeHand で扱うオブジェクトと同じベクターグラフィックが作成されます。したがっ
て、ベクターエフェクトはモニタやプリンタの解像度に左右されず、またあらゆるサイズになめらかに伸
縮できます。

[ 変形幅 ] エフェクト属性の使用

[ 変形幅 ] エフェクトは、外辺上のポイントを中心点より手前または奥に引いて、形状を歪曲します。歪曲

の程度を調整したり、中心点を移動することでエフェクトの外観を変更できます。

正 ( 左 ) と負 ( 右 ) の [ 変形幅 ] エフェクト

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ 変形幅 ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 変形幅 ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ サイズ ] には、外辺上のポイントを中心点から離す距離を指定します。負の値を指定すると中心点に

向かってポイントが移動します。正の値を指定すると中心点の外側に向かってポイントが移動します。

• 中心点を移動するには、x 座標と y 座標に値を入力するか、または直接ドラッグします。
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[ デュエット ] エフェクト属性の使用

[ デュエット ] エフェクトは、ある図形のクローンを作成し、クローンと元の図形を組み合わせて 1 つの複
雑な図形を作成します。作成するクローンの数は指定できます。またクローンを元の図形に対して回転ま

たは反転させることができます。クローンを回転または反転させる際の中心点も指定できます。

反転したエフェクト ( 左 )、元のオブジェクト ( 中央 )、回転したエフェクト ( 右 )

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ デュエット ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ デュエット ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 反転 ] を選択すると、オリジナルのミラーイメージが 1 つ作成されます。

• [ 回転 ] を選択すると、中心点の周囲にクローンが回転して配置されます。

• 中心点をドラッグするか x 座標と y 座標を編集すると、各クローンの角度と向きを変更できます。

• [ コピーの数 ] には回転するクローンの数を指定します。

• [ 結合 ] を選択すると、元の図形が自動的にクローンと接続されます。

• [パスをクローズ] を選択すると、[結合] を選択していない場合にはクローンだけが閉じられ、[結合] を
選択している場合には新しいパス全体が閉じられます。

• [ 自己交差色抜き ] を選択すると、塗りの重なる部分で塗りの部分と透明の部分が交互に表示されます。

[ 線の拡張 ] エフェクト属性の使用

[ 線の拡張 ] エフェクトはパスの幅を広げ、そのアウトラインを作成します。たとえば、ポイントが 2 つだ

けのパスを拡張すると、閉じた長方形が作成されます。パスを拡張するとパスの内側に塗りを追加できます。 

メモ : [ 線の拡張 ] エフェクトは、パス自体を変更する線の拡張エクストラとは異なり、パスの外観だけを変更します。

外側だけに拡張されたパス ( 左 ) と両側に拡張されたパス ( 右 )
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オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ 線の拡張 ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 線の拡張 ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 方向 ] で、パスを拡張する方向を内側のみ、外側のみ、または両方のいずれかに指定します。

• [ 幅 ] には 0 ～ 50 ポイントの値を入力します。

• [ 線端形状 ] にはオープンパスの末端のスタイルを設定します。[ 切り合わせ ] はパスの終点でスパッと
切ったような形状です。[ 丸型 ] または [ 角型 ] では、線端がパスの終点から線幅の半分だけ延長され
ます。

• [ 角の形状 ] には 2 つのパスが結ばれる部分の形を選択します。[ マイター結合 ]、[ ラウンド結合 ]、[ ベベ
ル結合 ] の 3 種類があります。オープンパスまたはクローズパスの角の形状を変更するには、パスを
選択して、別の結合オプションを選択します。

• [ 角の比率 ] に 1 ～ 57 の範囲の値を入力すると、マイター結合がべベル結合に変更されることはあり
ません。

[ ギザギザ ] エフェクト属性の使用

[ ギザギザ ] エフェクトは、新しいポイントをランダムに追加して形状を変化させます。[ 粗い ] または [ ス
ムーズ ] の 2 種類のエッジを選択できます。

粗い [ ギザギザ ] エフェクト ( 左 ) とスムーズな [ ギザギザ ] エフェクト ( 右 )

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ ギザギザ ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ ギザギザ ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ サイズ ] には、追加するポイントと元の図形との 大距離を指定します。

• [ 線数 ] には、新しく追加するポイント数を入力します。

• [ コピーの数 ] には、元の図形のコピーをいくつ追加するかを指定します。

• [ 粗く ] を選択すると、粗いギザギザのエフェクトが追加されます。

• [ スムーズ ] を選択すると、なめらかなギザギザのエフェクトが追加されます。

• [ 均等間隔 ] を選択すると、ランダムではなく均一にエフェクトが設定されます。
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[ スケッチ ] エフェクト属性の使用

[ スケッチ ] 属性は、図形をランダムに不完全にすることで、鉛筆でスケッチしたような外観を表現します。
ランダムさの度合い、スケッチ風の外観を表現するための " 鉛筆線 " の数、および追加する鉛筆線同士を

連結するかどうかを指定できます。

オープンな線を使用した [スケッチ] エフェクト (左) と、閉じた線を使用した [スケッチ] エフェクト (右)

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ スケッチ ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ スケッチ ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 度合 ] には、適用する不完全さの程度を指定します。大きい値を指定するほど、元の図形と異なる形

状となります。

• [ コピーの数 ] には、適用する線数を入力します。

• [ パスをクローズ ] を選択すると、シミュレートされた線の端が連結されます。

[ 変形 ] エフェクト属性の使用

[ 変形 ] エフェクトでは、変形ツールと同じ操作を多数実行できますが、[ 変形 ] エフェクトの場合、オブ
ジェクトまたはそのプロパティの属性として設定されます。 

メモ : [ 変形 ] エフェクトは、パス自体を変更する変形ツールとは異なり、オブジェクトの外観だけを変更します。変形
ツールの詳細については、137 ページの「変形ツールの使用」を参照してください。 

伸縮

傾斜

回転

移動
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オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ 変形 ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 変形 ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 伸縮 ] オプションには、伸縮率を入力します。[ 縦横比固定 ] を選択すると、縦と横が同じ比率で伸縮さ
れます。

• [ 傾斜 ] オプションには、上または右に傾斜させる場合は正の値を、下または左に傾斜させる場合は負

の値をそれぞれ入力します。 

• [ 回転 ] オプションには、中心点を基点に時計回りに回転させるには正の値を、反時計回りに回転させ

るには負の値を入力します。

• [ 移動 ] オプションの x 座標と y 座標には、それぞれ上および右に移動する場合は正の値を、左および
下に移動する場合は負の値を入力します。

• [ 中心 ] オプションの x 座標と y 座標には、中心点を上および右に移動する場合は正の値を、左および
下に移動する場合は負の値をそれぞれ入力します。

• [ コピーの数 ] テキストボックスに値を入力します。1 を指定すると、元のオブジェクトだけが変形され
ます。2 以上の値を指定すると、指定された数のコピーが作成され、それぞれが段階的に変形されます。

ライブラスターエフェクトの適用

ライブラスターエフェクトでは、Macromedia Fireworks などの写真編集ソフトウェアの画像処理ツール
と同様の機能を使用できます。ラスターエフェクトは、オブジェクトのプロパティとして機能するため、

オブジェクト自体に変更を加えずに外観だけを変化させます。ライブラスターエフェクトでは、ベクター
ではなく、ラスター ( ビットマップ ) のグラフィックが作成されます。したがって、ラスターエフェクト
は表示するモニタまたは出力機器に合った解像度でレンダリングした場合に、 もきれいに表示されます。

メモ : ラスターエフェクトに特色を使用した場合、画面では RGB ( 赤、緑、黒 ) に変換されて表示され、印刷時にはさ
らに CMYK ( シアン、マゼンダ、イエロー、黒 ) のプロセスカラーに変換されます。PostScript の塗りをラスターエフェ
クトと組み合わせると、正しく印刷されません。

ドキュメントにラスターエフェクトの解像度を設定するには :

1 [ ファイル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ ラスターエフェクトの設定 ] を選択します。

2 使用するモニタまたは機器の解像度に合わせて [ 解像度 ] に値を入力します。

メモ : 高解像度の出力機器を使用する際にラスターエフェクトのレンダリング速度を上げるには、描画中は解像度を
低く設定しておき、作業が終了した時点で出力機器に合わせて解像度を上げます。

3 現在のカラーマネジメント設定を使用せずにラスターエフェクトをレンダリングするには、[CMYK レ
ンダリングに 適化 ] を選択します。 

メモ: [CMYK レンダリングに 適化] は、ドキュメント内のカラーがすべて CMYK の場合にのみ使用してください。 
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オブジェクトにラスターエフェクト解像度を設定するには :

1 描画領域でオブジェクトを選択します。

2 必要に応じて、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択してオブジェクトパネルを表示します。

3 オブジェクトパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ラスターエフェクトの設定] を
選択します。

4 [ ドキュメントのラスターエフェクト解像度を使用 ] オプションの選択を解除します。

5 使用するモニタまたは機器の解像度に合わせて [ 解像度 ] に値を入力します。

[ べベル ] および [ エンボス ] エフェクト属性の使用

オブジェクトの輪郭に [ べベル ] エフェクトを適用すると、浮き出たように見えます。内側のベベルと外側
のベベルがあります。[ エンボス ] エフェクトを適用すると、画像、オブジェクト、テキストが押し下げ
られたようにまたは浮き出たように見えます。

[ ベベル ( 内側 )] を適用したオブジェクト ( 左 )、元のオブジェクト ( 中央 )、
[ エンボス ( 隆起 )] を適用したオブジェクト ( 右 )
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[ ベベル ] エフェクトまたは [ エンボス ] エフェクトの調整はオブジェクトパネルで行います。

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ ベベル ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ ベベルとエンボス ]-[ ベベル ( 外側 )] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• ベベルに使用するカラーを、ポップアップカラーパレットから選択します。

• [ 幅 ] にベベルの幅を入力します。

• [ コントラスト ] に、ベベルのハイライト部分の明るさとシャドウ部分の暗さを指定します。

• [ 柔らかさ ] に、ベベルのなめらかさを指定する値を入力します。

• [ 角度 ] では、値を入力するかポップアップダイヤルを使用して、光源の角度を設定します。

• [ ベベルエッジの形状 ] ポップアップメニューから輪郭の形状を選択します。

• [ ボタンのプリセット ] ポップアップメニューから、ボタンをハイライトするエフェクトを選択します。

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ エンボス ] 属性を適用するには :

1 [エフェクトの種類] ポップアップメニューから [ベベルとエンボス]-[エンボス (隆起)] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 幅 ] にエンボスの深さを入力します。

• [ コントラスト ] に、エンボスのハイライト部分の明るさとシャドウ部分の暗さを指定します。

• [ 柔らかさ ] に、エンボスのなめらかさを指定する値を入力します。

• [ 角度 ] では、値を入力するかポップアップダイヤルを使用して、光源の角度を設定します。 

ベベルカラー

幅

コントラスト

角度

べベルエッジの形状

ボタンのプリセット

柔らかさ
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[ ぼかし ] エフェクト属性の使い方

[ ぼかし ] エフェクトは画像を柔らかくぼかします。基本のぼかしを適用すると、焦点をぼかしたようにな
ります。ガウスぼかしを適用すると、半透明なガラス越しの画像のように、かすんだようになります。

基本のぼかし ( 左 )、元の画像 ( 中央 )、ガウスぼかし ( 右 )

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ ぼかし ] 属性を適用するには :

1 [エフェクトの種類] ポップアップメニューから、[ぼかし]-[基本] または [ぼかし]-[ぼかし (ガウス)] を

選択します。

2 [ 半径 ] に、ぼかす度合いを入力します。

[ シャドウ ] および [ グロー ] エフェクト属性の使用

[ シャドウ ] エフェクトは、物体が表面から浮き出たような効果を与えるドロップシャドウや、逆にくぼん
だ穴をシミュレートする場合に便利です。[ グロー ] エフェクトは、オブジェクトの内側または外側にハ

ロー ( 光輪 ) を生成します。

( 左から ) ドロップシャドウ、シャドウ ( 内側 )、グロー、グロー ( 内側 )
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オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ シャドウ ] または [ グロー ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ シャドウとグロー]-[ ドロップシャドウ ] を選択しま

す。エフェクト属性がオブジェクトパネルの下の部分に表示されます。

2 エフェクトの属性を変更します。

• ポップアップカラーパレットから、シャドウまたはグローのカラーを選択します。

• [ オフセット ] には、シャドウまたはグローと元のオブジェクトとの距離を入力します。

メモ : シャドウまたはグローがオブジェクトの方向は、角度設定によって決まります。

• [ 不透明度 ] には、シャドウまたはグローの透明度を入力します。値を小さくするとより透明に、大き
くするとより不透明になります。

• [ 柔らかさ ] に、シャドウまたはグローのなめらかさを指定する値を入力します。

• [ 角度 ] では、値を入力するかポップアップダイヤルを使用して、光源の角度を設定します。

[ シャープ ] エフェクト属性の使用

[ シャープ ] エフェクトは、隣り合うピクセルのコントラストを調節して画像をシャープにします。[ 基本 ]
シャープエフェクトは画像全体をシャープにします。[ アンシャープマスク ] エフェクトは、輪郭のコン
トラストを調節して画像をシャープにします。

[ 基本 ] シャープエフェクト ( 左 )、元の画像 ( 中央 )、[ アンシャープマスク ] エフェクト ( 右 )

カラー

オフセット

不透明度

角度
柔らかさ
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オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ シャープ ] 属性を適用するには :

1 [エフェクトの種類] ポップアップメニューから、[シャープ]-[基本] または [シャープ]-[アンシャープマ

スク ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 度合 ] には、エフェクトの強さを指定します。

• [ ピクセルの半径 ] ( アンシャープマスクのみ ) には、エフェクト実行時の各ピクセルからの対象範囲を

入力します。値を大きくするほどシャープになります。

• [しきい値] (アンシャープマスクのみ) には、シャープにするピクセルの彩度を指定します。0 を指定す

ると画像のすべてのピクセルがシャープになり、255 を指定するとシャープになるピクセルはほとん
どありません。

[ 透明度 ] エフェクト属性の使用

[ 透明度 ] エフェクトは、塗りや線 ( またはその一部 ) を透明または半透明にします。[ 基本の透明度 ] は、図
形全体に同じ透明度を適用します。[ エッジをぼかす ] は、図形の輪郭をフェードアウトします。[ グラ
デーションマスク ] では、グラデーションを使用して透明度を指定します。したがって、グラデーション

内のカラーの濃さによって透明度が左右されます。白は 100% 透明、黒は 100% 不透明になります。グ
ラデーションランプ上のカラーは、グレースケールに変換されます。

( 左から ) 基本の透明度、エッジをぼかす、グラデーションマスク

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ 基本の透明度 ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 透明度 ]-[ 基本の透明度 ] を選択します。

2 透明度のレベルを入力します。値を大きくするほど透明になります。

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ エッジをぼかす ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 透明度 ]-[ エッジをぼかす ] を選択します。

2 エフェクトの属性を変更します。

• [ 半径 ] では、図形の輪郭から内側にフェードアウトさせる度合いを指定します。

• [ 柔らかさ ] に、フェードアウトのエッジの形状を決定する値を入力します。この値は、フェードアウ
ト幅には影響しません。値を大きくするとより不明瞭に、小さくするとより鮮明になります。

オブジェクトパネルで選択中のエフェクトに [ グラデーションマスク ] 属性を適用するには :

1 [ エフェクトの種類 ] ポップアップメニューから [ 透明度 ]-[ グラデーションマスク ] を選択します。

2 グラデーションの属性を、グラデーション塗りと同じ方法で指定します。詳細については、180 ページ
の「グラデーション塗り属性の使用」を参照してください。
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オブジェクトの押し出し
押し出しツールを使用すると、FreeHand オブジェクトを使用して 3D のオブジェクトを表現できます。
押し出されたオブジェクトは 3D に見えますが、オリジナルの 2D オブジェクトのまま編集できます。

オブジェクトを押し出すには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから押し出しツールを選択します。

2 押し出すオブジェクトをドラッグして消失点を設定します。

選択したオブジェクトから押し出しを解除するには :

[ 修正 ]-[ 押し出し ]-[ 押し出しの削除 ] を選択します。

オブジェクトが元の状態に戻ります。

選択した押し出しオブジェクトを一連の 2D のオブジェクトに変換するには :

[ 修正 ]-[ 押し出し ]-[ 押し出しの解除 ] を選択します。

選択した押し出しオブジェクトを元の設定にリセットするには :

[ 修正 ]-[ 押し出し ]-[ 押し出しのリセット ] を選択します。

複数の押し出しオブジェクトで同じ消失点を使用するには :

1 ツールボックスで、ポインタツールをクリックします。

2 押し出しオブジェクトを 2 つ以上選択します。 

3 [ 修正 ]-[ 押し出し ]-[ 消失点の共有 ] を選択します。

4 描画領域の希望する場所をクリックして消失点を設定します。

メモ : それぞれのオブジェクトの消失点は個別に変更できます。その場合、他のオブジェクトの消失点はそのままです。

ワークスペースでの押し出しオブジェクトの編集

オブジェクトの押し出しエフェクトを編集するには、押し出しツールを使用します。押し出しツールには
2 種類の編集モードがあります。1 つ目のモードでは位置、奥行き、消失点を編集することができ、押し
出しオブジェクトの作成手順と似ています。2 つ目の回転モードでは、押し出しオブジェクトを 3D 空間
で回転できます。これらの属性はどれもオブジェクトパネルで編集できます。

メモ : 押し出しオブジェクトはポインタツールおよび傾斜や回転などの基本的な変形機能でも編集できますが、その場
合、押し出しプロパティが永続的に " ロック " されます。このため、編集したオブジェクトの押し出しプロパティはその
まま残りますが、変更できなくなります。
第 7 章204



押し出しオブジェクトの位置、奥行き、または消失点を編集するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから押し出しツールを選択します。

2 押し出しオブジェクトを選択し、奥行きコントロールを表示します。

3 次のいずれかの操作を行います。 

• オブジェクトの中心点をドラッグし、消失点は移動せずにオブジェクトの位置を変更します。

• 奥行きコントロールをドラッグして押し出しの奥行きを調整します。

• 消失点をドラッグしてドキュメント内の別の位置に移動します。

押し出しオブジェクトを 3D 空間で回転するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから押し出しツールを選択します。

2 押し出しオブジェクトをダブルクリックし、回転円を表示します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• 回転円の内側をドラッグし、X 軸または Y 軸でオブジェクトを回転します。

• 回転円の外側をドラッグし、アクティブなページに対して Z 軸でオブジェクトを回転します。

4 3D 空間での編集を終了するには、次のいずれかの操作を行います。

• ツールボックスで、ポインタツールを選択します。

• Tab キーを押します。

• オブジェクトをダブルクリックします。

Z 軸

オブジェクトの中心点

奥行きコントロール

消失点

Z 軸マーカー

回転円
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オブジェクトパネルを使用した押し出しオブジェクトの編集

オブジェクトパネルでは、押し出しの長さ、消失点、位置、および回転を正確に編集できます。

メモ : 押し出しオブジェクトはポインタツールおよび傾斜や回転などの基本的な変形機能でも編集できますが、その場
合、押し出しプロパティが永続的に " ロック " されます。このため、編集したオブジェクトの押し出しプロパティはその
まま残りますが、変更できなくなります。

オブジェクトパネルを使用して押し出しオブジェクトを編集するには :

1 ポインタツールまたは押し出しツールで押し出しオブジェクトを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ 押し出し ] ボタンをクリックします。 

3 押し出しの属性を変更します。

• [ 長さ ] には、押し出しの長さをポイント数で入力します。 大値は 32,000 です。

• [ 消失点 ] には、アクティブなページに対応した X 座標と Y 座標を入力します。

• [ 位置 ] には、アクティブなページに対応した X 座標、Y 座標、および Z 座標を入力します。

• [ 回転 ] には、押し出しオブジェクトの 3D の中心点を中心として、X、Y、および Z の回転角度を指定
します。
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押し出しオブジェクトのサーフェスの編集

オブジェクトパネルを使用して、押し出しオブジェクトのサーフェスを変更できます。サーフェス設定に
は、サーフェスのレンダリング方法、レンダリングの精度、押し出しオブジェクトの明度、およびシェー

ディングの光源があります。  

押し出しのサーフェスを編集するには :

1 押し出しオブジェクトを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ サーフェス ] ボタンをクリックします。 

3 [ サーフェス ] ポップアップメニューからサーフェスタイプを選択します。

[ フラット ] は、押し出し面にオブジェクトと同じ基本カラーの塗りを適用します。

[ シェーディング ] では、スムーズにシェーディングされたリアルな押し出し面が生成されます。

[ ワイヤーフレーム ] を選択すると、塗りは適用されません。

[ メッシュ ] を選択すると、線だけで塗りのない多角形で押し出し面が生成されます。

[ 非表示のメッシュ ] を選択すると、線と塗りのある多角形で押し出し面が生成されます。

4 [ ステップ ] (Windows) または [ 挿入数 ] (Macintosh) には、押し出しサーフェスの周囲のカーブをレン
ダリングする精度を指定します。大きい値を指定するとシェーディングはスムーズになりますが、レ

ンダリングおよびプリントに時間が掛かります。

ヒント : 押し出しオブジェクトの描画時に再描画速度を上げるには、描画中はこの値を小さく設定し、作業を終了し
た時点で大きい値に変更します。

5 [ 周囲 ] には、押し出しオブジェクトの全体的な明るさまたは暗さを指定します。小さい値を指定する
とオブジェクトは暗くなり、大きい値を指定すると明るくなります。

6 [ ライト 1] および [ ライト 2] の [ 方向 ] には、光源の方向を選択します。

7 [ ライト 1] および [ ライト 2] の [ 強度 ] には、光源の強さを指定します。

メモ : 光源のオプションは、サーフェスタイプに [ シェーディング ] を選択している場合にのみ使用できます。
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押し出しオブジェクトのプロファイルの編集

デフォルトでは、オブジェクトは消失点に向かってまっすぐに押し出されます。オブジェクトパネルでは、
押し出す角度を変えるか、消失点に向かって押し出す経路をねじるか、または押し出しのプロファイル形

状 ( 側面の形状 ) を変更して、押し出し方法を自由に設定できます。 

オブジェクトパネルの [ プロファイルをプレビュー ] ボックスには、押し出しオブジェクトの側面形状に
使用するオープンパスをペーストできます。押し出しの側面には、どのようなオープンパスでも使用でき

ますが、同じパス上に折り返さないものが適しています。

押し出しのプロファイル形状を編集するには :

1 ドキュメントウィンドウでオープンパスを選択します。

2 [ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

3 押し出しオブジェクトを選択します。

4 オブジェクトパネルの [ プロファイル ] ボタンをクリックします。 

5 [ プロファイルの種類 ] ポップアップメニューから、[ ベベル ] または [ 静止 ] を選択します。

6 [ ペースト ] ボタンをクリックし、コピーしたパスを押し出しの側面形状に使用します。

7 [ プロファイルをプレビュー ] ボックスに新しい側面形状が表示されます。

[ プロファイルをプレビュー ] ボックス
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押し出しのプロファイル属性を編集するには :

1 押し出しオブジェクトを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ プロファイル ] ボタンをクリックします。

3 [ プロファイル ] ポップアップメニューから断面タイプを選択します。

[ なし ] を選択するとデフォルトの押し出しが適用されます。

[ ベベル ] を選択すると、オブジェクトの角度に合わせて、オブジェクトの輪郭がパスに沿って引き伸
ばされます。

[ 静止 ] を選択すると、パスの角度を維持したまま、オブジェクトの輪郭がパスに沿って引き伸ばされ
ます。

4 手順 3 で [静止] を選択した場合は、[角度] ボックスにプロファイルのパスの押し出しに適用する際の
角度を入力します。

5 [ ステップ ] (Windows) または [ 挿入数 ] (Macintosh) に、サーフェスを前から後ろにレンダリングする
精度を指定します。大きい値を指定するとシェーディングはスムーズになりますが、レンダリングお
よびプリントに時間が掛かります。
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6 [ ねじれ ] に、押し出しの背面を時計回りに回転させる角度を入力します。

ブレンドの操作
同じ塗りと線種を持つ 2 つ以上のパスからブレンドを作成することができます。ブレンドでは、元のパス
の間に一連の中間オブジェクトが作成されます。中間オブジェクトの形状、線、および塗りは、一番下の
オブジェクトのものから徐々に一番上にあるオブジェクトのものへと変化します。

FreeHand では、動的に調整されるライブブレンドが作成されます。ブレンドのグループを解除すると、

ライブブレンドオブジェクトは通常の編集可能な複数のオブジェクトに変換されます。

ブレンドは、ツールボックスにある [ ブレンド ] やオブジェクトパネルを使用するか、またはブレンドグ

ループのサブセレクトを変更することにより、修正できます。FreeHand では、ブレンドが自動的に再生
成されます。

元のオブジェクト上の選択したポイント間にブレンドを作成すると、オブジェクト間のブレンドとは異な

るブレンドになります。選択したポイントによって、中間ブレンドオブジェクトの形状が決まります。パ
スの方向もブレンドに影響します。
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特色間をブレンドすると、各特色の淡色だけを使用した中間ステップが作成され、2 枚の分版プレートに

出力されます。特色とプロセスカラーの間でブレンドを行うと、プリント時には特色がプロセスカラーの
上に重ねてプリントされます。特色と特色または特色とプロセスカラーの間でのブレンドの場合、ブレン
ドをグループ解除すると中間ステップはプロセスカラーに変換されます。プロセスカラーへの変換は、中
間ステップを作成できないカラーや塗りが選択された場合、ブレンドが旧バージョンの FreeHand に書き

出された場合、または Adobe Illustrator などのブレンドでの特色をサポートしていないアプリケーショ
ンに書き出された場合にも行われます。カラーの詳細については、147 ページ、第 5 章の「カラーの使
用」を参照してください。

基本の塗りとグラデーションの塗りはブレンドできます。その他の塗りは、同じ種類の塗りとしかブレン
ドできません。ビットマップ画像はブレンドできません。

ツールボックスの [ ブレンド ] の使用

ブレンドは、ブレンドの " ゴムバンド " を一方のオブジェクトから他方のオブジェクトにドラッグするこ
とで、簡単に作成および変更できます。[ ブレンド ] をドラッグすると、ブレンドのアウトラインが画面

にプレビュー表示されます。 

ブレンドの開始点と終了点を選択してブレンドの形状を調整することもできます。ブレンドポイントは大
きい丸で示されます。どちらかのブレンドポイント ( 大きい丸 ) を移動すると、ブレンドの形状が変わり

ます。

[ ブレンド ] を使用して、2 つのオブジェクトからブレンドを作成するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ ブレンド ] を選択します。

2 1 つ目のブレンドオブジェクトから 2 つ目のブレンドオブジェクトにドラッグします。

[ ブレンド ] を使用して、ブレンドにオブジェクトを追加するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ ブレンド ] を選択します。

2 既存のブレンドオブジェクトから追加するオブジェクトにドラッグします。

ブレンドの開始点または終了点を変更するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ ブレンド ] を選択します。

2 ブレンドポイントをオブジェクト上の別の場所にドラッグします。ドラッグするにつれて、ブレンド
ポイントを移動した場合のブレンドの変化が画面上のプレビューに表示されます。
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カスタムブレンドの手動による作成および変更

ブレンド用のツールおよびコマンドを使用して、複雑なブレンドを詳細に制御しながら作成できます。

2 つ以上のオブジェクトからカスタムブレンドを手動で作成するには :

1 ブレンドするオブジェクトが正しい重ね順になっていることを確認します。

2 オブジェクトを選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択し、エクストラ処理ツールバーの [ブレンド] ボタ
ンをクリックします。

• [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ ブレンド ] を選択します。

• [ エクストラ ]-[ 作成 ]-[ ブレンド ] を選択します。

ポイントとポイントの間でオブジェクトをブレンドするには :

1 オブジェクトを選択し、選択した各オブジェクト内でポイントをサブセレクトします。

2 [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ ブレンド ] を選択します。

オブジェクトパネルを使用したブレンドの変更

オブジェクトパネルを使用して、ブレンドグループのステップ数とその他のオプションを調整できます。

ブレンドを変更するには :

1 ブレンドを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択してオブジェクトパネルを表示します。

3 オブジェクトパネルで、[ ステップ ] テキストボックスに値を入力して中間オブジェクトの数を変更し
ます。ステップ数が多いほどブレンドがスムーズになります。

4 [ 作成範囲 ] テキストボックスに値 (%) を入力して、中間オブジェクトの開始位置と終了位置を調整し

ます。[ 開始 ] テキストボックスは、中間オブジェクトと 背面のパス間の距離を、[ 終了 ] テキスト
ボックスは、中間オブジェクトと 前面のパス間の距離を制御します。

ブレンドを調整するには :

1 サブセレクトツールを使用して、元のオブジェクトの 1 つを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトの形状を変更します。

• オブジェクトのパスの方向を変更します。

• オブジェクトの線または塗りカラーを変更します。
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パスへのブレンドの結合

ブレンドをパスに結合して、ブレンドの形状と方向を制御することができます。ブレンドをパスに結合す
ると、ブレンド内の 初のオブジェクトの中心点はパスの開始点の上に、 後のオブジェクトの中心点は

終了点の上に置かれます。残りのブレンドはパスに沿って分散されます。 

デフォルトでは、各ブレンドオブジェクトの向きがパスに沿って変化するよう、ブレンドはパス上で回転
されます。パスをサブセレクトして方向を逆にすると、逆方向のブレンドになります。

ブレンドを使用して、パスにブレンドを結合するには :

Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押しながら、ブレンドをパスにドラッグします。

選択したブレンドを選択したパスに手動で結合するには :

1 [ 修正 ]-[ 結合 ]-[ ブレンドをパス上に結合 ] を選択します。

2 結合されたパスにブレンドが収まる方法を変更するには、オブジェクトパネルの [ パスを表示 ] を選択
してパスを表示します。

3 ブレンドをパスに沿って回転させるには、オブジェクトパネルで [ パスに沿って回転 ] を選択します。
ブレンドをパスに平行に配置する場合は、このオプションの選択を解除します。

選択したブレンドをパスから削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ オブジェクトの分離 ] を選択し、ブレンドとパスを分離します。

• [修正]-[グループ解除] を選択し、パスと元のオブジェクトを分離します。中間オブジェクトはグループ
化されたままになります。
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複合パスおよびグループのブレンド

複合パス間やグループ間にブレンドを作成することができます。グループに含めることができるのは単純
なパスだけです。複合パス、画像、クリッピングパスや他のグループを含むことはできません。両方のグ

ループ内のオブジェクトには、同じ種類の線と塗りが必要です。

複合グループとパスのブレンド方法には多くの要因が影響します。さまざまな設定を試すことにより、
適なブレンドを作成できます。

選択した複合パスまたはグループをブレンドするには :

1 [ 修正 ]-[ 合成 ]-[ ブレンド ] を選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択してオブジェクトパネルを表示します。

3 オブジェクトパネルで、ブレンドの種類を選択します。

[ 標準 ] を選択すると、ほとんどの場合、適切なブレンドを作成できます。

[ 水平 ] または [ 垂直 ] を選択すると、複数のセグメントがつながっているパスを水平または垂直方向に
分割することにより、サブパスが重ならない複合パス間に 適なブレンドを作成できます。

4 オブジェクトパネルで、ブレンドの順序を選択します。

[ 位置によるブレンド ] を選択すると、位置に基づいてオブジェクトをブレンドできます。

[ スタック ] を選択すると、重ね順に基づいてオブジェクトをブレンドできます。

オブジェクトまたはパスへのポイントの追加
オブジェクトまたはパスにポイントを追加すると、他の特殊エフェクトを適用する際に、より複雑な結果
を得ることができます。ポイントはパス上に追加されます。ポイントの追加によって、パスの形状が歪曲
することはありません。

選択したオブジェクトまたはパスにポイントを追加するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エクストラ処理 ] を選択します。

2 パス上のポイントのすべてのペアの間にポイントを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

• エクストラ処理ツールバーの [ ポイント追加 ] ボタンをクリックします。

• [ エクストラ ]-[ 歪曲 ]-[ ポイント追加 ] を選択します。

オブジェクトまたはパスを粗くする
[ 粗く ] を使用すると、パスまたはオブジェクトを粗くすることができます。パスを粗くすると、ギザギ
ザまたは波状になります。また、[ ギザギザ ] エフェクト属性を使用して、オブジェクト自体を変更せず
に手書き風の外観を表現することもできます。詳細については、196 ページの「[ ギザギザ ] エフェクト

属性の使用」を参照してください。

選択したパスを手動で粗くするには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ 粗く ] を選択します。

2 ドラッグしてエフェクトを適用します。
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選択したパスまたはオブジェクトを粗くするには :

1 [ 粗く ] が表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから選択します。

2 [ 粗く ] をダブルクリックします。

3 [ 度合 ] には、1 インチあたりに追加されるポイントの数を 0 ～ 100 の範囲で入力します。

4 [ エッジ ] で [ 粗く ] を選択すると、コーナーポイントを使用してギザギザのエッジが作成され、[ スムー
ズ ] を選択すると、カーブポイントを使用してなめらかに歪曲された手書き風のエッジが作成されます。

5 [OK] をクリックします。

6 パス上の任意の位置をクリックし、ドラッグします。パスから遠くにドラッグするほど、パスが粗く
なります。

メモ : このエフェクトをテキストに適用するには、 初にテキストを選択し、[ テキスト ]-[ アウトラインに変換 ] を
選択します。

魚眼レンズエフェクトの適用
パスまたはオブジェクトに魚眼レンズエフェクトを適用できます。凸および凹の魚眼レンズエフェクト
は、左右対称の形状に適用した場合にはっきりと効果が現れます。

オブジェクトに手動で魚眼レンズエフェクトを適用するには :

1 [ 魚眼レンズ ] が表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから [ 魚眼レンズ ]

を選択します。

2 ドラッグしてエフェクトを適用します。

選択したパスまたはオブジェクトに [ 魚眼レンズ ] エフェクトを適用するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ 魚眼レンズ ] を選択します。

2 [ 魚眼レンズ ] をダブルクリックします。

3 [ パース ] では、値を入力するか、スライダを凸 (-100) と凹 (100) の間でドラッグします。プレビュー
に歪曲の程度が表示されます。

4 [OK] をクリックします。
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オブジェクトやパスの歪曲または膨張
パスを曲げたりふくらませたりして、パスまたはオブジェクトの形状を変更できます。パスを曲げる場合
は、パスが内側にカーブして、アンカーポイントが外側に移動します。パスをふくらます場合は、パスが
外側にカーブして、アンカーポイントが内側に移動します。また、[ 変形幅 ] エフェクト属性を使用して、
オブジェクト自体は変更せずに歪曲または膨張したような外観を表現することもできます。詳細について

は、194 ページの「[ 変形幅 ] エフェクト属性の使用」を参照してください。

選択したオブジェクトを手動で歪曲するには :

1 変形幅ツールが表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから変形幅ツール
を選択します。

2 ドラッグして、選択オブジェクトに歪曲を適用します。

選択したパスまたはオブジェクトを曲げたりふくらませたりするには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ 曲げる ] を選択します。 

2 [ 曲げる ] をダブルクリックします。

3 1 ～ 10 の値を入力するかスライダをドラッグし、歪曲の程度を設定します。値が大きいほど、歪曲が

大きくなります。

4 [OK] をクリックします。

5 マウスボタンをクリックして歪曲の中心点を設定し、ドラッグします。

• 上にドラッグすると突き出たエフェクトが追加され、パスが内側にカーブし、アンカーポイントが外

側に移動します。

• 下にドラッグするとふくらんだエフェクトが追加され、パスが外側にカーブし、アンカーポイントが
内側に移動します。
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オブジェクトへのドロップシャドウの追加

ドロップシャドウは、元のオブジェクトの背面に置かれるオブジェクトのコピーであり、オブジェクトが
光で照らされているように見せることができます。[ シャドウ ] のオプションの変更やシャドウの移動に

よって、シャドウの外観をカスタマイズできます。元のオブジェクトとそのシャドウはグループ化されます。

ハードエッジ、ソフトエッジ、ズームの 3 種類のドロップシャドウのいずれかをオブジェクトに追加でき
ます。

ハードエッジ ( 左 )、ソフトエッジ ( 中央 )、ズーム ( 右 )

[ ぼかし ] またはドロップシャドウのライブエフェクトを使用して、シャドウを作成することもできます。
[ ぼかし ] の詳細については、218 ページの「オブジェクトのぼかし」を参照してください。[ ドロップ

シャドウ ] エフェクトの詳細については、198 ページの「ライブラスターエフェクトの適用」を参照して
ください。

[ シャドウ ] を使用しても、ビットマップ画像、EPS 画像、テキスト、またはクリッピングパスにはシャ
ドウを適用できません。テキストにシャドウを適用するには、オブジェクトパネルの [ ドロップシャドウ ]
エフェクトを使用します。詳細については、201 ページの「[ シャドウ ] および [ グロー ] エフェクト属性
の使用」を参照してください。

ドロップシャドウのオプションを設定するには :

1 [ シャドウ ] が表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから選択します。 

2 [ シャドウ ] をダブルクリックします。

3 [ シャドウ ] ダイアログボックスで、[ ハードエッジ ]、[ ソフトエッジ ]、[ ズーム ] のいずれかのシャドウ
の種類を選択します。

4 ハードエッジとソフトエッジのシャドウの場合は、[ 塗り ] オプションを選択します。

[ 濃度 ] では、シャドウのカラーを元のオブジェクトのカラーに対する濃度で定義します。0 ( 白 ) ～
100% の範囲で指定します。

[ シェード ] では、シャドウのカラーを元のオブジェクトのカラーに追加する黒の割合 (%) で定義します。

[ カラー ] では、ポップアップカラーパレットからシャドウのカラーを設定できます。

5 ソフトエッジシャドウの場合は、カラーを [フェード先] カラーボックスにドラッグして、背景のカラー

( デフォルトでは白 ) を設定します。[ ソフトエッジ ] の割合を設定して、[ フェード先 ] のカラーでシャ
ドウのエッジを柔らかくぼかします。ハードエッジの 0 から完全にソフトな 100 までの範囲で指定し
ます。
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6 ズームシャドウの場合は、線のカラーと塗りカラーを設定します。

ソフトエッジとズームのエフェクトの場合は、[ シャドウ ] によって増分のカラーが作成されます。こ
のため、特色、ヘキサクローム、RGB カラーが設定されているオブジェクトに対し、ソフトエッジま

たはズームシャドウを適用すると、増分の CMYK プロセスカラーが作成されます。

7 [ 伸縮 ] では、シャドウのサイズをオリジナルに対する割合 (%) で指定します。

8 [ オフセット ] では、x と y の値を入力して、オブジェクトを基準にシャドウをオフセットします。

9 [ 適用 ] をクリックしてシャドウパネルを閉じずに結果をプレビューするか、[OK] をクリックしてシャ

ドウを適用し、パネルを閉じます。

選択したオブジェクトにドロップシャドウを追加するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ シャドウ ] を選択します。

2 シャドウをクリックして配置し、ドラッグして移動します。クリックするたびに、選択したオブジェ

クトのすぐ下にシャドウが再表示されます。

選択したテキストにドロップシャドウを追加するには :

ドロップシャドウを適用する前に、[ テキスト ]-[ アウトラインに変換 ] を選択します。

メモ : パスに変換したテキストは、テキストとして編集することができません。詳細については、283 ページの「テキス
トのパスへの変換」を参照してください。

ドロップシャドウをクリッピングパスに追加するには :

シャドウをクリッピングパスとして使用する前に、そのシャドウをオブジェクトに適用します。

オブジェクトのぼかし

[ ぼかし ] を使用すると、エッジのカラーをブレンドすることによって、ドロップシャドウエフェクトの
オブジェクトのエッジを柔らかくぼかすことができます。

ぼかしは、元のオブジェクトのグループ化されたコピーを作成します。オブジェクトを複数回ぼかすと、
グループに各オブジェクトのコピーが作成されます。このコマンドがツールの容量を超えると、エラー
メッセージが表示されます。
第 7 章218



ぼかしのオプションを設定するには :

1 [ ぼかし ] が表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから選択します。

2 [ ぼかし ] をダブルクリックします。

3 ぼかしの塗りカラーを設定するには、カラーボックスをクリックし、ポップアップカラーパレットか
らカラーを選択します。

4 ぼかしの線カラーを設定するには、カラーボックスをクリックし、ポップアップカラーパレットから

カラーを選択します。

ドロップシャドウエフェクトを作成するには、背景カラーの少し暗めの濃度を塗りカラーとして選択

し、線には何も指定しません。

5 [OK] をクリックします。

選択したオブジェクトをぼかすには :

1 ツールボックスのポップアップメニューから [ ぼかし ] を選択します。

2 ポインタをぼかすパスの上に置き、次のいずれかの操作を行います。 

• マウスボタンを押したまま外側に向けてドラッグし、元のオブジェクトと線で結ばれた選択オブジェ
クトをプレビューしてから、マウスボタンを離します。

• Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままドラッグし、ソフトエッジの中心

から外側に向けてぼかします。

オブジェクトにエンボスを適用

[ エンボス ] を使用すると、オブジェクトのエッジに高低をつけてオブジェクトを背景に浮き上がらせて
見せる 3 次元の外観を作成できます。エンボスエクストラを適用すると、ブレンドやぼかしのように複数
のオブジェクトが作成されます。

エンボスは、基本塗り、グラデーション塗り、またはパターン塗りを持つクローズパスにだけ適用できます。

また、オブジェクトパネルの [ エンボス ] エフェクトを使用すると、元のオブジェクトのプロパティを変
更せずに浮き出た外観を表現できます。詳細については、198 ページの「ライブラスターエフェクトの適

用」を参照してください。

エンボス

掘り込み

切り出し

うね

キルト
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選択したオブジェクトにエンボスを適用するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ エクストラ ]-[ 作成 ]-[ エンボス ] を選択します。

メモ : ダイアログボックスを開かずにエフェクトを適用するには、Ctrl キー (Windows) または Command キー
(Macintosh) を押したまま [ エンボス ] ボタンをクリックします。 

• [ウィンドウ]-[ツールバー]-[エクストラ処理] を選択してエクストラ処理ツールバーを表示し、[エンボ
ス ] ボタンをクリックします。

2 [ エンボス ] ダイアログボックスで、一番上にある [ 浮き彫り ]、[ 掘り込み ]、[ 切り出し ]、[ うね ]、[ キル
ト ] のいずれかのボタンをクリックしてエフェクトを選択します。

3 [ 変化の内容 ] リストから、レリーフと、オブジェクトのカラーを基にしたハイライトとシャドウの指
定方法を選択します。

[ コントラスト ] を選択すると、ハイライトにパスの元のカラーの濃度を指定し、シャドウにパスの元
のカラーと合成される黒の割合 (%) を指定できます。

[ カラー ] を選択すると、[ ハイライト ] と [ シャドウ ] カラーボックスを使用してそれぞれのカラーを
指定できます。

エンボスエクストラでは、エフェクトを加えるために増分のカラーが作成されます。特色、ヘキサク

ローム、または RGB カラーが設定されているオブジェクトにこのエフェクトを適用すると、増分の
CMYK プロセスカラーが作成されます。

4 [ 深さ ] では、 大 72 の値を入力するか、スライダを 1 ～ 20 の間でドラッグして、エフェクトの隆
起またはへこみの量を制御します。

5 [ 角度 ] では、値を入力するかダイヤルをドラッグして、光源の角度を設定します。[ 角度 ] は、ハイライ

トとシャドウの方向に影響します。

6 [ソフトエッジ] を選択すると、[浮き彫り] または [掘り込み] のエフェクトにレリーフがブレンドされ

ます。

[ 適用 ] をクリックしてエフェクトをプレビューするか、[OK] をクリックしてエフェクトを適用してダイ

アログボックスを閉じます。

エンベロープの作成

エンベロープを使用すると、グラフィックやテキストブロックを歪曲させることができます。エンベロー

プは、オブジェクトを入れて歪曲させるための非表示のコンテナです。エンベロープの形状に対して加え
た変更は、その中のオブジェクトの形状に反映されます。
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エンベロープの設定は、後で使用できるようにプリセットとして保存しておくことができます。プリセッ

トは、エンベロープツールバーに保存されます。

エンベロープツールバーを表示するには :

[ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エンベロープ ] を選択します。

選択したオブジェクトにエンベロープエフェクトを適用するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エンベロープ ] を選択し、エンベロープツールバーを表示します。

2 [修正]-[エンベロープ]-[作成] を選択するか、エンベロープツールバーの [作成] ボタンをクリックします。

3 パスの場合と同じようにエンベロープを修正し、エンベロープの内容にどのような影響を与えるかを

確認します。

パス編集ツールまたはパスの処理を使用して、エンベロープを修正できます。たとえば、エンベロー

プのコーナーポイントを外側にドラッグすると、中のオブジェクトがその方向に引き伸ばされます。ハ
ンドルとポイントの調整の詳細については、86 ページの「パスの編集」を参照してください。

エンベロープのマップを表示するには :

[ 修正 ]-[ エンベロープ ]-[ マップを表示 ] を選択するか、エンベロープツールバーの [ マップを表示 ] ボタ
ンをクリックします。

パスをコピーし、別のオブジェクトのエンベロープとして使用するには :

1 エンベロープオブジェクトを選択し、[ 編集 ]-[ コピー ] を選択します。

2 オブジェクトを選択し、[ 修正 ]-[ エンベロープ ]-[ エンベロープとしてペースト ] を選択するか、エンベ
ロープツールバーの [ エンベロープとしてペースト ] ボタンをクリックします。

エンベロープをパスに変換するには :

1 エンベロープオブジェクトを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• [ 修正 ]-[ エンベロープ ]-[ パスとしてコピー ] を選択します。

• エンベロープツールバーの [ パスとしてコピー ] ボタンをクリックします。

3 [ 編集 ]-[ ペースト ] を選択します。
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オブジェクトからエンベロープを削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• エンベロープを削除するときにオブジェクトに対する変更を保持するには、[修正]-[エンベロープ]-[解

除 ] を選択するか、エンベロープツールバーの [ 解除 ] ボタンをクリックします。

• エンベロープを削除し、オブジェクトに対する変更も削除するには、[修正]-[エンベロープ]-[削除] を選
択するか、エンベロープツールバーの [ 削除 ] ボタンをクリックします。

エンベロープの設定をプリセットとして保存するには :

1 エンベロープを適用したオブジェクトを選択します。

2 [修正]-[エンベロープ]-[プリセットとして保存] を選択するか、エンベロープツールバーの [プリセット

として保存 ] ボタンをクリックします。

3 [ 新規エンベロープ ] ダイアログボックスの [ 名前 ] テキストボックスにプリセット名を入力して、[OK]
をクリックします。

エンベロープの設定は、"Application Support" フォルダ (Macintosh) または "Application Data" フォル
ダ (Windows) の "Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Settings" フォルダにある、Envelope.set

ファイル (Windows) または Envelope ファイル (Macintosh) に保存されます。

メモ : "Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステムによって
異なることがあります。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアル
を参照してください。

エンベロープのプリセットを削除するには :

1 エンベロープを適用したオブジェクトを選択します。

2 [修正]-[エンベロープ]-[プリセットを削除] を選択するか、エンベロープツールバーの [プリセットを削
除 ] ボタンをクリックします。

メモ : エンベロープの設定ファイルを削除すると、保存したすべてのエンベローププリセットが削除されます。

パターンの作成

エクストラ処理またはツールを使用して、単純または複雑なパターンを作成できます。[ フラクタル ] コ

マンドは、入り組んだ正方形に似たパターンを作成します。[ ミラー ] コマンドは、既存のパスを反転し
てパターンを作成します。 

円 ( 左 ) と、[ フラクタル ] コマンドを 10 回適用した円 ( 右 )
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[ フラクタル ] コマンドを使用してパターンを作成するには :

1 オブジェクトを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エクストラ処理 ] を選択します。

3 [ フラクタル ] ボタンをクリックします。

[ フラクタル ] を適用するたびに、選択したオブジェクト上のポイント数が約 2 倍になります。このた
め、ファイルサイズが増加します。

[ ミラー ] のオプションを設定するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エクストラツール ] を選択します。

2 エクストラツールバーの [ ミラー ] ボタンをダブルクリックします。

3 [ ミラー ] ダイアログボックスで、オブジェクトの反転の基準にする軸を選択します。

[ 水平 ] を選択すると、上から下に反転されます。

[ 垂直 ] を選択すると、左から右に反転されます。

[ 水平方向と垂直方向 ] を選択すると、両方同時に反転されます。

[ 倍数 ] を選択すると、複数の軸を基準に反転されます。

4 [ 倍数 ] を選択した場合は、次のオプションを設定します。

• オブジェクトの反転の基準とする軸の数を設定します ( スライダを使用して 1 ～ 50 の値を指定する

か、または 1 ～ 100 の値を入力します )。

• [ 反転 ] を選択してパスとその反転を増加させるか、[ 回転 ] を選択してパスだけを増加させます。

5 [ クローズパス ] を選択して、環境設定の [ 一般 ] で設定された吸着距離内に終了ポイントがあるオープ
ンパスを閉じます。このオプションの選択を解除すると、パスはオープンのままになります。

6 [OK] をクリックします。
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エクストラツールの [ ミラー ] のオプションを指定してパターンを作成するには :

1 パス、テキストブロック、または画像を選択します。

メモ : このとき、オブジェクト全体を選択する必要があります。パス上の一部のポイントだけを選択した場合でも、
ミラーに対してはパス全体が選択されます。 

2 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ エクストラツール ] を選択します。

3 エクストラツールバーの [ ミラー ] ボタンをクリックします。

4 ポインタをドラッグして選択したパスとその反転の間の中間のポイント、または反転のグループの中
心点を指定します。マウスボタンを離すと、反転後のオブジェクトのアウトラインが表示されます。

ドラッグするときに編集キーを使用して反転を制御することができます。

• カーソルを中心にしてアウトランを回転させるには、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh)
を押します。

• 45°ずつ回転させるには、Alt + Shift (Windows) または Option + Shift (Macintosh) を押します。

• [ 倍数 ] が設定されているときに、反転と回転を切り替えるには、上矢印キーまたは下矢印キーを押し
ます。

• [ 倍数 ] が設定されているときに、軸の数を増減するには、右矢印キーまたは左矢印キーを押します。

3D 回転の使い方

[3D 回転 ] は、2 次元の (2D) オブジェクトに単純な 3D 回転を適用します。押し出しツールを使用して、

オブジェクトを 3D 空間で回転することもできます。詳細については、204 ページの「オブジェクトの押
し出し」を参照してください。

3D 回転のオプションを設定するには :

1 [3D 回転 ] が表示されていない場合は、ツールボックスのポップアップメニューから選択します。

2 [3D 回転 ] をダブルクリックします。

3 回転の制御レベルとして [ 簡易 ] または [ 詳細 ] を選択します。

4 [ 回転基準点 ] ポップアップメニューから回転のポイントを選択します。

[ クリック位置 ] を選択すると、マウスでクリックしたポイントから回転します。

[ 選択範囲の中心 ] を選択すると、選択したオブジェクトの中心から回転します。

[ 重心 ] を選択すると、オブジェクトの目に見える中心から回転します。

[ 原点 ] を選択すると、オブジェクトの左下隅から回転します。

5 [ 距離 ] に値を入力します。または、スライダを左 ( より小さい値 ) にドラッグして歪曲を 大化するか、

右 ( より大きい値 ) にドラッグして歪曲を 小化します。
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6 [ 詳細 ] オプションを選択した場合は、投影点または消失点を選択します。

[ クリック位置 ] を選択すると、マウスでクリックした位置に向けて投影します。

[ 選択範囲の中心 ] を選択すると、選択したオブジェクトの背後に投影の中心を設定します。

[ 重心 ] を選択すると、オブジェクトの目に見える中心の背後に投影の中心を設定します。

[ 原点 ] を選択すると、オブジェクトの左下隅から投影を開始します。

[X / Y 座標 ] を選択すると、投影の X 座標と Y 座標を入力できます。 後のマウス座標がデフォルト

値になります。

選択したオブジェクトを 3D 空間で回転するには : 

1 ツールボックスのポップアップメニューから [3D 回転 ] を選択します。

2 オブジェクトをクリックし、ドラッグして回転します。Shift キーを押したままドラッグすると、45°
単位で回転します。

パースの作成
オブジェクトをパースグリッドに配置することにより、オブジェクトに遠近感を与えることができます。

パースグリッドは、印刷されないラインの配列で、各平面の消失点、水平線、およびグリッドラインで 1
点、2 点、または 3 点パースを定義します。パースグリッドを使用すると、グリッド上を移動するときに
自動的に調整されるエンベロープを作成できます。

パースツールによって、オブジェクトをグリッドに配置し、グリッドに沿ってオブジェクトを移動するこ
とができます。パースツールでオブジェクトをグリッドに沿って移動すると、それにつれてオブジェクト
の外観が変わります。ポインタツールまたは矢印キーを使用してオブジェクトを移動すると、オブジェク

トはグリッドから切り離されます。
特殊エフェクト 225



パースグリッドへのオブジェクトの配置

オブジェクトをパースグリッドに配置して 3D の外観を与えるには、パースグリッドを表示してからパー
スツールを使用します。オブジェクトの遠近感は、パースグリッドから切り離された後もそのまま保持さ

れます。

オブジェクトをパースグリッドに配置するには :

1 [ 画面表示 ]-[ パースグリッド ]-[ 表示 ] を選択し、デフォルトのパースグリッドを表示します。

パースグリッドの編集手順の詳細については、228 ページの「パースグリッドの編集」を参照してく

ださい。

2 ツールボックスのポップアップメニューからパースツールを選択します。

3 グリッドに配置するオブジェクトを選択し、オブジェクトをパースグリッドの対象領域にドラッグし
ます。マウスボタンはまだ離さないでください。

4 マウスボタンを押したまま、オブジェクトをパースグリッドに配置する場所に対応する矢印キーを押
して離します。

• パースグリッドに消失点が 1 つしかない場合は、左右いずれかの矢印キーを押すと、オブジェクトが
垂直グリッドに配置されます。上下いずれかの矢印キーを押すと、オブジェクトは水平グリッドに配
置されます。

• パースグリッドに複数の消失点がある場合は、左右いずれかの矢印キーを押すと、オブジェクトがそ
れぞれ左または右のグリッドに配置されます。上矢印キーを押すと、右の消失点に沿って、オブジェ
クトが底面のグリッドに配置されます。下矢印キーを押すと、左の消失点に沿って、オブジェクトが

底面のグリッドに配置されます。

5 マウスボタンを離します。

配置されていないオブジェクト

配置されたオブジェクト
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オブジェクトをパースグリッド上で移動するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューからパースツールを選択します。

2 次のいずれかの方法で、オブジェクトを再配置します。

• パースグリッド上の新しい位置にオブジェクトをドラッグします。 

• オブジェクトをパースグリッドラインに沿って移動するには、Shift キーを押したままオブジェクトを
ドラッグします。

• グリッドを移動し、配置されたすべてのオブジェクトのクローンを作成するには、Alt + Shift (Windows)
または Option + Shift (Macintosh) を押したままグリッドをドラッグします。

メモ : [ 画面表示 ]-[ グリッド表示 ]-[ グリッドへ吸着 ] が選択されていると、ポインタツールで移動したオブジェクト
はパースグリッド上に吸着されますが、自動的に遠近感が適用されるわけではありません。

オブジェクトをパースグリッド上で水平または垂直に反転させるには :

1 オブジェクトをパースツールでクリックします。マウスボタンはまだ離さないでください。

2 マウスボタンを押したままスペースバーを押して、側面グリッド上にあるオブジェクトを水平方向に、
または底面グリッド上にあるオブジェクトを垂直方向に反転させます。

3 マウスボタンを離します。

パースグリッド上のオブジェクトを縮小するには :

1 パースツールでオブジェクトを選択します。

2 マウスボタンを押したまま、キーボード上で次のいずれかのキーを押し、指定された方向にオブジェ
クトを 1 ピクセルずつ縮小します。

• 幅と高さの両方を拡大する場合は 1 キーを押します。

• 幅を拡大する場合は 3 キーを押します。

• 高さを拡大する場合は 5 キーを押します。

パースグリッド上のオブジェクトを拡大するには :

1 パースツールでオブジェクトを選択します。

2 マウスボタンを押したまま、次のいずれかのキーを押し、指定された方向にオブジェクトを 1 ピクセ
ルずつ拡大します。

• 幅と高さの両方を拡大する場合は 2 キーを押します。

• 幅を拡大する場合は 4 キーを押します。

• 高さを拡大する場合は 6 キーを押します。

パースグリッドからオブジェクトを切り離すには、次のいずれかの操作を行います。

• 遠近感を解除するには、[ 画面表示 ]-[ パースグリッド ]-[ パースの削除 ] を選択します。

• 遠近感を残すには、[ 画面表示 ]-[ パースグリッド ]-[ パースを残して解除 ] を選択します。
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パースグリッド上のテキストの編集

テキストエディタを使用して、パースグリッドに配置されたテキストを編集できます。遠近感を残したま
まパースグリッドからテキストを解除すると ([ 表示 ]-[ パースグリッド ]-[ パースを残して解除 ])、そのテ

キストはグループ化されたパスに変換され、テキストとして編集できなくなります。

パースグリッドに配置されているテキストを編集するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューからパースツールを選択します。

2 Ctrl + Alt (Windows) または Command + Option (Macintosh) を押したまま、テキストをダブルク

リックします。

3 テキストエディタで、テキストを編集します。[ 適用 ] をクリックしてテキストエディタを閉じずに変

更を適用するか、[OK] をクリックして変更を適用し、テキストエディタを閉じます。

パースグリッドの編集

[ グリッドの定義 ] コマンドを使用して、新しいパースグリッドの定義、グリッドの編集、およびカスタム

グリッド設定の保存を行うことができます。グリッドの属性はいつでも変更できます。

パースグリッドの属性によって、3D オブジェクトの外観が決まります。グリッドのセルサイズや消失点

の数および位置を定義すると、遠近感を変更できます。

パースグリッドを新規作成するには :

1 [画面表示]-[パースグリッド]-[グリッドの定義] を選択し、[グリッドの定義] ダイアログボックスを開き
ます。

2 [新規] をクリックして新規グリッドを作成するか、[複製] をクリックして既存のグリッドをコピーします。

3 グリッド名を変更するには、リストからグリッド名を選択し、新しい名前を入力します。既存のグリッ
ドと同じ名前は使用できません。

4 [ 消失点 ] では、ポップアップメニューから 1、2、または 3 を選択します。

5 グリッドのセルサイズの値を入力します。この値には、本マニュアルで指定した測定単位が使用され
ます。

6 グリッドのカラーを変更するには、[ 左グリッドカラー]、[ 右グリッドカラー]、または [ 横グリッドカ
ラー ] の色見本をクリックし、カラーパレットから新しいカラーを選択します。

7 グリッドの定義が終了したら、[OK] をクリックします。
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既存のグリッドを編集するには :

1 [ 画面表示 ]-[ パースグリッド ]-[ グリッドの定義 ] を選択します。

2 [ グリッドの定義 ] ダイアログボックスで、修正するグリッドを選択します。

3 グリッド設定を変更し、[OK] をクリックします。

グリッドを削除するには :

1 [ 画面表示 ]-[ パースグリッド ]-[ グリッドの定義 ] を選択します。

2 グリッド名を選択し、[ 削除 ] をクリックします。

グリッドのリストに表示されているグリッドを置き換えるには、不要なグリッドを削除してからグ
リッドを新たに作成します。

グリッドの角度と方向を変更するには :

1 ツールボックスのポップアップメニューからパースツールを選択します。

2 グリッドラインをドラッグして調整します。ポインタの隣の小さい矢印は、ポインタがアクティブ領
域の上にあることを示します。

3 次の方法でグリッドを調整します。

• 特定の消失点に対するグリッドの表示と非表示を切り替えるには、消失点をダブルクリックします。消
失点の位置を示す小さい矢印は表示されたままです。

• 底面グリッドの表示と非表示を切り替えるには、水平線をダブルクリックします。水平位置を示すラ
インが残ります。

消失点

左の側面

右の側面

水平線
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既存のグリッドを変更してグリッドを新規作成するには :

Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、パースツールでグリッドをドラッ

グします。 

新しいパースグリッドが、連番の付いたデフォルトの名前 (Grid 2 など ) で [ グリッドの定義 ] ダイアロ
グボックスに表示されます。
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第 8 章
テキストの使用

Macromedia FreeHand MX ドキュメント内に配置するテキストは、テキストブロックに含まれます。ド

キュメント内のテキストの外観を制御するために、テキストとテキストブロックをさまざまな方法で操作
することができます。正確に書体を指定し、テキストやテキストブロックに線または塗りのカラーを適用
することができます。書式は、列、行、および表内に設定することができます。また、オブジェクトの内
部やパスに沿ってテキストを配置することも、テキストブロック内にインライングラフィックを配置する

こともできます。

ページのテキストを正しく表示およびプリントするには、PostScript フォントまたは TrueType フォン
トを使用する必要があります。詳細については、387 ページの「プリントのフォントについて」を参照し

てください。

テキストの作成
テキストを作成するには、テキストツールでクリックまたはドラッグしてテキストブロックを作成し、テ

キストブロック内にテキストを入力します。

新しく入力されたテキストは、オブジェクトパネルのデフォルトのテキスト属性またはスタイルパネルで
現在選択されているテキストスタイルで書式設定されます。テキストの設定変更の詳細については、246

ページの「正確な書体の指定」を参照してください。

デフォルトでは、テキストツールでクリックすると、テキストの入力に合わせて拡張される自動拡張テキ

ストブロックが作成されます。この動作は、テキストの環境設定で変更できます。テキストツールでド
ラッグすると、固定サイズのテキストブロックが作成されます。このテキストブロック内では、テキスト
が次の行に自動的に折り返されます。詳細については、232 ページの「テキストブロックの操作」を参照
してください。 

テキストツールを使ってテキストを作成または選択する際には、テキストルーラが表示されます。テキス
トルーラを非表示にする方法の詳細については、236 ページの「テキストの選択」を参照してください。
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テキストを作成するには :

1 ツールボックスの [ テキスト ] ボタンをクリックします。 

2 次のいずれかの操作を行います。

• 自動拡張テキストブロックを作成するには、ドキュメントウィンドウ内をクリックし、テキストの入
力を開始します。改行を挿入するには、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押
します。

• 固定サイズのテキストブロックを作成するには、ドキュメントウィンドウ内をドラッグし、表示され
るテキストブロックへの入力を開始します。テキストはテキストブロック内で自動的に折り返されま
す。新しい段落を作成するには、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

• テキストブロックを新規作成するときにテキストエディタを開くには、Alt キー (Windows) または Option
キー (Macintosh) を押したままテキストツールでドキュメントウィンドウ内をクリックします。テキスト
エディタの詳細については、239 ページの「テキストエディタの使用」を参照してください。

• 既存のテキストブロックにテキストを追加するには、テキストブロック内の任意の場所をクリックし、
入力を開始します。 

3 テキストの入力を終了するには、テキストブロックの外側をクリックします。

メモ : デフォルトでは、テキストブロックの作成後にテキストブロックの外側にポインタを移動すると、テキストツー
ルがポインタツールに戻ります。この動作を変更するには、Ctrl + U (Windows) または Command + U (Macintosh)
を押し、[ テキスト ] タブをクリックして、[ テキストツールをポインタツールに戻す ] の選択を解除します。 

テキストブロックの操作
テキストブロックは、FreeHand 内の他のオブジェクトと同じように操作できます。テキストブロックは、
移動、削除、およびサイズ変更することができます。さらに、固定サイズのテキストブロックを自動拡張
テキストブロックに変換することも、その逆も可能です。

固定サイズのテキストブロックは、幅、高さ、またはその両方を固定できます。幅固定のテキストブロッ
クを選択すると、左右に塗りつぶされた選択ハンドルが表示されます。高さ固定のテキストブロックを選

択すると、底辺の中央に塗りつぶされたハンドルが表示されます。コーナーにある選択ハンドルのいずれ
かをドラッグすれば、固定サイズのテキストブロックをサイズ変更できます。

自動拡張テキストブロックの場合は、左右に白抜きの選択ハンドル、底辺の中央に白抜きのハンドル、ま

たはその両方が表示されます。

選択したテキストブロックの右下隅に、四角形のリンクボックスが表示されます。固定サイズのテキスト

ブロックに許容範囲を超える量のテキストが入力されている場合は、テキストがあふれていることを示す
ドットがリンクボックス内に表示されます ( 自動拡張テキストブロックは、テキストの入力に合わせて拡
張されるので、テキストがあふれることはありません )。テキストブロックをリンクすると、一方のテキ
ストブロックから別のテキストブロックへテキストを流し込むことができます。詳細については、237

ページの「テキストブロック間のリンク」を参照してください。  

固定サイズのテキストブロックと自動拡張テキストブロック
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テキストやテキストブロックには線や塗りのカラーを適用することができます (265 ページの「テキスト

およびテキストブロックのカラーの設定」を参照 )。また、回転、傾斜、伸縮などの変形処理を適用する
ことも、適用した変形処理を解除することもできます (197 ページの「[ 変形 ] エフェクト属性の使用」を
参照 )。さらに、テキストブロックを複製またはグループ化することも (120 ページの「オブジェクトの
グループ化」を参照)、別のレイヤー上に配置することもできます (291ページの「レイヤーの使用」を参照)。 

テキストブロックには、ライブエフェクトを適用することもできます。ただし、ライブエフェクトが適用
されるのはテキストブロックのみで、その中のテキストに対しては適用されません。ライブエフェクトの

詳細については、193 ページ、第 7 章の「特殊エフェクト」を参照してください。

テキストブロックに適用した変形処理を解除するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 [ テキスト ]-[ 変形を解除 ] を選択します。

移動変形を除き、[ 修正 ]-[ 変形 ] サブメニューのオプションまたはツールボックスの変形ツールを使用
して適用した変形処理がすべて解除されます。

メモ : オブジェクトパネルを使って適用したライブエフェクトは解除されません。

テキストブロックの移動、削除、およびサイズ変更

テキストブロックは移動することができます。また、ページやドキュメント内で選択したテキストブロッ

クやすべての空のテキストブロックを削除することもできます。コーナーの選択ハンドルをドラッグする
ことによって、固定サイズのテキストブロックをサイズ変更できます。プレビューモードで作業している
ときは、テキストブロック選択時のハイライト表示のオンとオフを切り替えることができます。詳細につ

いては、298 ページの「レイヤーのハイライトカラーの使用」を参照してください。 

テキストブロックを移動または削除するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• テキストブロックを移動するには、テキストブロックをドラッグします。

• テキストブロックを削除するには、Delete キーを押すか、[ 編集 ]-[ クリア ] を選択します。空の自動拡
張テキストブロックを削除するには、そのテキストブロックの選択を解除します。

ページまたはドキュメント内の空のテキストブロックをすべて削除するには :

[ エクストラ ]-[ 削除 ]-[ 空のテキストブロック ] を選択します。ドキュメント内の空のテキストブロック
がすべて削除されます。
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固定サイズのテキストブロックをサイズ変更するには :

1 ポインタツールを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• テキストブロックのサイズを調整するには、コーナーの選択ハンドルをドラッグします。内部のテキ
ストは、新しく指定されたサイズに従って再配置されます。

• テキストブロックのサイズを縦横比を保ったまま伸縮するには、Shift キーを押したままコーナーハン

ドルを斜めにドラッグします。内部のテキストは、新しく指定されたサイズに従って再配置されます。

• テキストブロックとそのフォントのサイズを変更するには、Alt キー (Windows) または Option キー

(Macintosh) を押したままコーナーハンドルをドラッグします。

• テキストブロックとそのフォントのサイズを縦横比を保ったまま変更するには、Shift + Alt (Windows)
または Shift + Option (Macintosh) を押したままコーナーハンドルをドラッグします。

• 内部のテキストに合うようにテキストブロックのサイズを縮小するには、ポインタツールを使用して、
テキストブロックの右下隅にあるリンクボックスをダブルクリックします。

固定サイズのテキストブロックまたは自動拡張テキストブロックの変換

テキストツールでクリックすると、デフォルトでは自動拡張テキストブロックが作成されます。テキスト
ツールでクリックしたときに固定サイズのテキストブロックが作成されるように、テキストツールのデ

フォルトの動作を変更することができますテキストブロックを作成した後で、固定サイズのテキストブ
ロックを自動拡張テキストブロックに変換することも、その逆も可能です。

テキストツールで作成されるテキストブロックの種類を指定するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 テキストブロックを作成するためのクリック動作を選択します。

• テキストツールでクリックするときに自動拡張テキストブロックを作成するには、[ 新しいテキストブ
ロックの自動拡張 ] ( デフォルトの設定 ) を選択します。

• テキストツールでクリックするときに固定サイズのテキストブロックを作成するには、[ 新しいテキス

トブロックの自動拡張 ] の選択を解除します。

テキストブロックを自動拡張または固定サイズに変換するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• テキストブロックの左右のハンドル ( コーナーハンドルではありません ) をダブルクリックすると、自
動拡張テキストブロックから固定幅のテキストブロックに変換されます。また、その逆の変換も可能

です。左右のハンドルが塗りつぶされている場合は、テキストブロックの幅が固定されていることを
示します。白抜きの場合は、テキストブロックが自動拡張であることを示します。

• テキストブロックの底辺のハンドル ( コーナーハンドルではありません ) をダブルクリックすると、自
動拡張テキストブロックから固定の高さのテキストブロックに変換されます。また、その逆の変換も
可能です。底辺中央のハンドルが塗りつぶされている場合は、テキストブロックの高さが固定されて
いることを示します。白抜きの場合は、テキストブロックが自動拡張であることを示します。
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複数のテキストブロックを自動拡張または固定サイズに変換するには :

1 ポインタツールを使用して、Shift キーを押したまま、変換するテキストブロックをクリックします。

2 オブジェクトパネルが表示されていない場合は、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択します。

3 オブジェクトパネルのオプションセクションで、次のいずれかの操作を行います。

• 固定サイズのテキストブロックを自動拡張テキストブロックに変換するには、[ 幅 ] ボタンをクリック
してブロックの幅を自動拡張に設定し、[ 高さ ] ボタンをクリックしてブロックの高さを自動拡張に設

定します。

• 自動拡張テキストブロックを固定サイズのテキストブロックに変換するには、[ 幅 ] ボタンの選択を解

除してブロックの幅を現在のサイズに固定し、[ 高さ ] ボタンの選択を解除してブロックの高さを現在
のサイズに固定します。

テキストの読み込み
FreeHand では、テキストの書式を変えずに RTF (Rich Text Format) ファイルを読み込むことも、書式

設定されていない ASCII テキストファイル ( プレーンテキスト ) を読み込むこともできます。システムに
インストールされていないフォントやフォントスタイルを含むテキストを読み込むと、置き換え用のフォ
ントやフォントスタイルの指定を求める [システムにないフォント] ダイアログボックスが表示されます。
詳細については、65 ページの「フォント代用の管理」を参照してください。

メモ : カスタムのタブリーダ、打ち消し線、または下線のエフェクトを含む RTF テキストを読み込むと、これらのエフェ
クトが変更されます。アウトライン、下付き、および上付きのエフェクトは読み込むことができますが、書き出すこと
はできません。 

また、テキストをドラッグするか、コピー & ペーストして、別のアプリケーションから読み込むことも
できます。読み込んだテキストは、FreeHand 内の他のテキストと同じように編集できます。詳細につい

ては、238 ページの「テキストの編集」を参照してください。

テキストファイルまたはインライングラフィックを含むテキストの書き出しの詳細については、365 ページ

の「テキストの書き出し」を参照してください。

英語版の FreeHand は、日本語などの 2 バイト文字の縦書きテキストに対応していません。英語版の
FreeHand に 2 バイト文字の縦書きテキストを読み込むと、テキストブロックを回転して縦方向の配置を

シミュレートしますが、文字は横方向のままになります。

テキストファイルを読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択し、[ ドキュメントの読み込み ] ダイアログボックスを表示します。

2 読み込むテキストファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

3 読み込んだテキストを配置するには、次のいずれかの操作を行います。

• クリックすると、テキストファイルは元のサイズで配置されます。 

• ドラッグすると、テキストブロックの位置とサイズを設定できます。
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テキストの選択
テキストの編集や削除、またはテキストの属性の変更を行うには、テキストツールを使用してテキストを
選択します。

テキストツールを使用してテキストブロック内をクリックするか、テキストを選択すると、テキストルー
ラが表示されます。テキストルーラには、テキストブロックの幅のポイント数と、タブおよびインデント
マーカーが表示されます。テキストルーラは、表示と非表示を切り替えることができます。また、環境設
定で、テキストルーラがオフのときにテキストブロックのハンドルを表示するように設定することもでき

ます。

テキストを選択するには :

1 ツールボックスの [ テキスト ] ボタンをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• 文字、単語、または段落を選択するには、テキストブロックをクリックして挿入ポイントを置き、ド
ラッグして対象を選択します。

• 単語を選択するには、単語内の任意の位置をダブルクリックします。

• 段落を選択するには、段落内の任意の位置をトリプルクリックします。

• テキストブロック内のすべてのテキストを選択するには、テキストブロック内をクリックし、[ 編集 ]-[ 選
択 ]-[ すべて ] (Windows) または [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ ページ上すべて ] (Macintosh) を選択します。

テキストルーラの表示と非表示を切り替えるには :

[ 画面表示 ]-[ テキストルーラ ] を選択します。

テキストルーラが非表示のときにテキストブロックの選択ハンドルを表示するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 テキストルーラが非表示の場合にテキストツールでテキストブロックをクリックしたときにテキスト
のハンドルが表示されるようにするには、[ ルーラが非表示のとき、テキストブロックのハンドルを表
示 ] ( デフォルトの設定 ) を選択します。テキストルーラが非表示のときにテキストボックスの選択ハ
ンドルが表示されないようにするには、このオプションの選択を解除します。

メモ : このオプションを選択するかどうかにかかわらず、ポインタツールでテキストブロックをクリックすると、テ
キストブロックの選択ハンドルが表示されます。

3 [OK] をクリックします。

テキストの外観について
ベクターオブジェクトと同様に、FreeHand のテキストはすべての描画モードでアンチエイリアス表示さ
れます。

ただし、ビットマップフォントを使用するテキストと、ズームエフェクト、くくり文字エフェクト、また
は回転および傾斜が適用されたテキストは例外です。

アンチエイリアス表示の環境設定はオフにできます。詳細については、28 ページの「アートワークのア
ンチエイリアス処理」を参照してください。

メモ : Macintosh でアンチエイリアス表示を利用できるのは、Mac OS X 以降の場合だけです。
第 8 章236



テキストブロック間のリンク
固定サイズのテキストブロックを他のテキストブロックやパスなどのオブジェクトにリンクすると、リン
クされたブロック間またはオブジェクト間にテキストを流し込ませることができます。通常は、テキスト
ブロックのテキストがあふれているときに ( リンクボックス内のドットによって示されます )、テキスト
ブロックをリンクします。ただし、空のテキストブロックや部分的にテキストが挿入されたテキストブ

ロックをリンクしてから、テキストを追加することもできます。

テキストが流し込まれた順序はリンクラインで示されます。

リンクされたテキストブロック

自動拡張テキストブロックは、リンクされたグループ内の 後のオブジェクトとしてリンクすることがで

きます。ただし、グループ内の 初のリンクまたは中間のリンクとして使用することはできません。自動
拡張テキストブロックは、その中に配置されるすべてのテキストが入るように拡張されるため、自動拡張
テキストブロックからテキストがあふれることはありません。

リンクされたオブジェクトは元のテキストブロックの属性を引き継ぎ、テキストが削除されてもこれらの
属性を保持します。

リンクされたテキストブロック内で選択したテキストを変更すると、リンクされた他のブロックのテキス
トにも影響する場合があります。たとえば、あるテキストブロックでフォントのサイズを大きくすると、
テキストがリンク先のブロックに押し込まれます。

テキストブロック間のリンクを切断し、切断されたリンクに従ったテキストブロックとテキストの配置を
保持することができます。また、リンクを切断し、切断されたリンクに従ったテキストとテキストブロッ
クを削除することもできます。
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リンクを作成するには :

1 ポインタツールを使用して、リンクする固定サイズのテキストブロックを選択します。

メモ : リンク元のテキストブロックのテキストがあふれている場合は、リンクボックス内にドットが表示されます。
テキストがあふれているブロックもあふれていないブロックもリンクすることができます。

2 リンク元のテキストブロックのリンクボックスから、別のテキストブロック内またはパス上にドラッ
グします。 

リンク元のテキストブロックのリンクボックス内に、ブロックがリンクされていることを示すリンク
インジケータが表示されます。リンク元のテキストボックスのテキストがあふれている場合は、テキ
ストは空のテキストブロック内またはパス上に流し込まれます。

3 手順 1 と 2 を繰り返して、さらにテキストブロックまたはパスをリンクします。同一ページ内または
複数のページにまたがって、任意の数のテキストブロックまたはパスをリンクできます。

テキストの配置状態を変更せずにリンクを切断するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 テキストブロックのリンクボックスから次のいずれかにリンクラインをドラッグします。

• ドキュメント内の空白部分

• テキストブロックがリンクしている以外のテキストブロックまたはオブジェクト

テキストは切断前と同じ状態のままです。リンクラインを別のテキストブロックやオブジェクトにド
ラッグすると、そのテキストブロックやオブジェクトにテキストが押し込まれます。

3 ( オプション ) リンクされたグループ内で 後にリンクしているテキストブロックまたはオブジェクト
のリンクボックスにテキストがあふれていることを示すドットが表示されている場合は、すべてのテ
キストが表示されるようにテキストブロックのサイズを変更します。

テキストの編集 
FreeHand では、さまざまなテクニックを使用してテキストを編集することができます。画面上のテキス
トを編集するには、テキストツールを使用してテキストを選択します (236 ページの「テキストの選択」
を参照 )。テキストエディタでテキストを編集することもできます。

スペルチェック、テキストのハイフネーション、スマートクォートの使用、間隔を調整するための出力さ
れない文字の挿入などを行うことができます。また、テキストの属性を変更することもできます (244 ペー

ジの「テキスト調整ツールの操作」を参照 )。
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テキストエディタの使用

テキストエディタを使用すると、出力されない文字を含むテキストなど、画面上での編集が困難なテキス
トを確認および編集することができます。

テキストの環境設定で適切なオプションを選択し、常にテキストエディタを使用して編集するように設定
できます。

テキストエディタでテキストを編集するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールを使用して、編集するテキストブロックを選択し、[テキスト]-[エディタ] を選択します。

• ポインタツールを使用して、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、テ
キストブロックをダブルクリックします。

• テキストツールを使用して、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したまま、テ

キストブロックをクリックします。

• Windows では、テキストツールを使用してテキストブロックをマウスの右ボタンでクリックし、コン

テキストメニューから [ エディタ ] を選択することもできます。

2 テキストエディタのウィンドウで書式の属性を無視してテキストを 12 ポイントの黒で表示するには、
[12 ポイント 黒 ] を選択します。このオプションはドキュメント内のテキストの書式には影響しませ

ん。非常に大きい文字や小さい文字、または明るいカラーのテキストを編集する場合、見やすくなる
ため便利です。

3 テキストエディタのウィンドウでスペース、タブ、段落の改行などの出力されない文字を表示するに
は、[ 隠し文字の表示 ] を選択します。

4 テキストエディタのウィンドウ内でテキストを編集します。

5 次のいずれかをクリックします。

[OK] をクリックすると、変更内容を適用して、テキストエディタを閉じます。

[ キャンセル ] をクリックすると、変更内容を適用せずにテキストエディタを閉じます。

[ 適用 ] をクリックすると、テキストエディタを終了せずに変更内容がテキストに適用されます。
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常にテキストエディタでテキストを編集するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 [ 常にテキストエディタを使う ] を選択し、[OK] をクリックします。

特殊文字の挿入

[ テキスト ]-[ 特殊文字 ] サブメニューから文字を挿入することができます。特殊文字を使用すると、追加
の書式を適用してテキストの外観を調整できます。

次の特殊文字を使用できます。

[ 特殊文字 ] サブメニューから文字を挿入するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• テキストツールを使用して、特殊文字を挿入するテキストブロックをクリックします。

• テキストエディタを開き (239 ページの「テキストエディタの使用」を参照 )、テキストエディタのウィ
ンドウ内で特殊文字を挿入する場所をクリックします。

2 [ テキスト ]-[ 特殊文字 ] を選択し、サブメニューから文字を選択します。

スペルチェック

FreeHand のスペルチェッカーを使用すると、標準的なワードプロセッサーのスペルチェック機能によっ
て、スペルミスや大文字の使い方の誤り、重複した単語など、ドキュメント内のエラーを修正することが
できます。スペルチェックをする際に、固有名詞や専門用語などの新しい単語を個人辞書に追加できます。

スペルチェッカーでは、インストールされた FreeHand のバージョンに合った言語辞書が使用されます
が、他の辞書をインストールして変更することもできます。

[ 環境設定 ] ダイアログボックスでは、個人辞書を編集したり、スペルチェックの動作をカスタマイズし
たり、別の辞書を選択したりできます。

改コラム コラムに書式設定されたテキストについて、コラム内の 後の文字であることを示します。

強制改行 行内の 後の文字であることを示し、新しい段落を作成しません。

分離禁止スペース スペースで区切られた 2 つの単語について、改行でそれらの単語が分割されないようにし
ます。

Em スペース 現在指定されている書体のポイントサイズと等しい幅のスペースを挿入します。

En スペース 現在指定されている書体のポイントサイズの 1/2 と等しい幅のスペースを挿入します。

極細スペース 現在指定されている書体のポイントサイズの 1/10 と等しい幅のスペースを挿入します。

Em ダッシュ Em スペースと同じ幅のダッシュを挿入します。

En ダッシュ En スペースと同じ幅のダッシュを挿入します。

任意ハイフン 行末で単語の途中で改行する場合にのみ、任意ハイフンを挿入します。
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スペルチェッカーを使用するには :

[ テキスト ]-[ スペルチェック ] を選択します。

スペリング関連の環境設定を指定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ スペルチェック ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ スペルチェック ] カテゴリをクリックします。

• [ スペルチェック ] ダイアログボックス ([ テキスト ]-[ スペルチェック ]) で、[ 設定 ] をクリックします。

2 FreeHand のスペルチェックの処理方法を設定するには、[環境設定] ダイアログボックスで次のスペル
チェックオプションを選択または選択解除します。

• 重複した単語を見つける

• 大文字の使い方の誤りを見つける

• 数字を含む単語を無視

• インターネットおよびファイルアドレスを無視

• 大文字の単語を無視
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3 スペルチェッカー内で [追加] をクリックしたときにハイライト表示された単語を辞書に追加する方法

を設定するには、[ 単語を辞書に加える ] セクションで次のいずれかを選択します。

[ 入力どおり ] を選択すると、ハイライト表示された単語が表示されているとおりに追加されます。

[ すべて小文字 ] を選択すると、ハイライト表示された単語がすべて小文字で追加されます。

4 必要に応じて、[ 辞書 ] ポップアップメニューから別の言語辞書を選択します。

5 保存してある別の個人辞書 (TLX ファイル) を指定するには、[...] ボタン (Windows) または [選択] ボタ
ン (Macintosh) をクリックし、別の個人辞書を指定します。

6 スペルチェックセッションで追加した単語のリストを編集するには、[ 個人辞書の編集 ] (Windows) ま
たは [ 編集 ] (Macintosh) をクリックします。ここで直接単語を追加したり、既存の単語の変更や削除

を行うことができます。個人辞書の編集が終了したら、[OK] をクリックします。

7 新しいスペルチェックの環境設定を確定するには、[OK] をクリックします。

テキストのハイフネーション

ドキュメントまたは選択範囲について自動ハイフネーションをオンにすることができます。FreeHand で
は、選択したドキュメントの言語を使用して、ハイフンを置く位置が決まります。

テキスト内の特定の位置に任意ハイフンを挿入することもできます。任意ハイフンを使用すると、指定し
た位置で改行することができます。ただし、該当の単語が行の 後にある場合にのみハイフンが表示され
ます。詳細については、240 ページの「特殊文字の挿入」を参照してください。

ハイフネーションのオプションを設定するには :

1 ハイフネーションのオプションを適用するテキストを指定します。

• テキストブロック内のすべてのテキストにハイフネーションを適用するには、テキストブロック全体
を選択します。リンクされたテキストブロックを選択すると、ハイフネーションのオプションはリン

クされたすべてのテキストブロックに適用されます。

• 選択したテキストだけにハイフネーションを適用するには、テキストツールを使用してテキストを選

択します。

• 特定の段落だけにハイフネーションを適用するには、テキストツールを使用して段落をクリックします。

2 オブジェクトパネルがまだ開かれていない場合は、[ウィンドウ]-[オブジェクト] を選択して開きます。

3 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク

トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。
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4 [ ハイフネーション ] を選択し、自動ハイフネーションをオンにします。

5 [ハイフネーション] オプションの隣にある [設定] ボタンをクリックして、[ハイフネーションの詳細設
定 ] ダイアログボックスを表示します。

6 [ 使用する辞書 ] では、ポップアップメニューからオプションを選択します。

7 段落内で連続して設定できるハイフンの数を設定するには、[ ハイフンの 大数 ] に数値を入力します。

8 大文字で入力されている単語に対してハイフンを使用しないようにするには、[ 大文字の単語をスキッ
プ ] チェックボックスをオンにします。

9 現在選択しているテキストでハイフンを使用しないようにするには、[ 選択範囲内のハイフン禁止 ] を
選択します。

10 [OK] をクリックします。

ハイフネーションをオフにするには :

1 前の手順 1 ～ 3 を繰り返します。

2 オブジェクトパネルで [ ハイフネーション ] オプションの選択を解除します。

テキストの検索と置換

[ テキストの検索・置換 ] ダイアログボックスでは、標準的なワードプロセッサーの検索手順を使用して、
テキストの検索と置換を行うことができます。テキストの属性を検索して置換するには、検索・置換パネ
ルを使用します (255 ページの「テキストの属性の選択、検索、および置換」を参照 )。

[ テキストの検索・置換 ] ダイアログボックスでは、ドキュメント内の任意の文字、単語、フレーズ、ま
たは特殊文字の検索と置換を行うことができます。 大で半角 255 文字の文字列を検索して置換できま
す。また、全角のハイフンをすべて Em ダッシュに置き換えるなど、特殊文字を置き換えることもできます。 

テキストを検索して置換するには :

1 ポインタツールで検索するテキストまたはテキストブロックを選択するか、テキストツールで検索す

るテキストの範囲を選択します。検索範囲を選択しない場合、ドキュメント全体のテキストが検索さ
れます。

2 [ 編集 ]-[ 検索・置換 ]-[ テキスト ] を選択します。

3 [ テキストの検索・置換 ] ダイアログボックスで、[ 検索 ] と [ 置換 ] ボックスにテキストを入力します。
特殊文字を検索または特殊文字に置換するには、[ 特殊文字 ] ポップアップメニューから [ 検索 ] また

は [ 置換 ] ボックスに入力する文字を選択します。

メモ : [ 検索 ] ボックスに入力したテキストが見つかった場合に、該当するテキストを削除するには、[ 置換 ] ボック
スを空白のままにします。
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4 検索内容を限定するには、[ 単語単位で検索 ]、[ 大 / 小文字を区別 ]、または [ 一致文字列を表示 ] を選択

します。

5 次のいずれかをクリックします。

[ 次を検索 ] をクリックすると、[ 検索 ] ボックスに入力したテキストに一致する次のテキストを検索し
ます。

[ 置換 ] をクリックすると、[ 検索 ] ボックスに入力したテキストに一致したテキストを置換します。

[ すべて置換 ] をクリックすると、[ 検索 ] ボックスに入力したテキストに一致するすべてのテキストを

置換します。

テキスト調整ツールの操作
文字、テキスト行、段落、およびテキストブロック全体に正確に書体を指定するには、オブジェクトパネ
ルのテキスト属性、テキストツールバー、[ テキスト ] メニューとサブメニュー、および [ テキスト ] コン

テキストメニュー (Windows のみ ) を使用します。

オブジェクトパネルでテキスト属性を表示

オブジェクトパネルを使うと、一般的な書体やテキスト書式をすばやく適用できます。

オブジェクトパネルの [ テキスト ] プロパティとテキスト属性

ドキュメント内でテキストを選択すると、その選択範囲に適用されているプロパティが、オブジェクトパ
ネル上部の [ プロパティ ] リストに表示されます。 

オブジェクトパネルの下部には、[ プロパティ ] リストで選択されているプロパティのオプションが表示
されます。[ プロパティ] リストで [ テキスト ] プロパティを選択すると、パネルのオプションセクション
に 5 つのボタンが表示されます。これらのボタンを使うと、さまざまなテキストの属性を編集できます。

オブジェクトパネルのオプションセクションは状況依存型なので、[ プロパティ ] リストで選択している
プロパティやどのテキスト属性ボタンがクリックされているかに応じてオプションが変化します。

ドキュメントでテキストまたはオブジェクトを選択していない場合、スタイルパネルでテキストスタイル

を選択すると、オブジェクトパネルにはデフォルトのテキスト属性が表示されます。詳細については、270
ページの「テキストスタイルの使用」および 146 ページの「デフォルト属性の変更」を参照してください。

[ プロパティ ] リスト

テキストブロックプロパティ
[ テキスト ] プロパティ

オプション

テキスト属性ボタン
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オブジェクトパネルでテキスト属性を表示するには :

1 オブジェクトパネルがまだ開かれていない場合は、[ウィンドウ]-[オブジェクト] を選択して開きます。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールを使用して、ドキュメントでテキストブロックを選択します。

• テキストツールを使用して、テキストの範囲を選択します。

• [編集]-[選択]-[選択を解除] を選択してドキュメント内にあるすべてのオブジェクトの選択を解除し、ス
タイルパネル ([ ウィンドウ ]-[ スタイル ]) でテキストスタイルを選択します。

3 オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストで [ テキスト ] プロパティをクリックします。これは、隣に
"A" が表示されているプロパティです。

4 パネルの左下にあるテキスト属性ボタンを 1 つクリックします。

[ 文字 ] ボタンをクリックすると、フォント、スタイル、サイズ、テキストの行揃え、行送り、および
カーニングの設定や、ベースラインのシフト、テキストエフェクトやテキストスタイルの適用などが

できるオプションが表示されます。

[ 段落 ] ボタンをクリックすると、段落間隔、インデント、およびハイフネーションの設定や、段落の

ぶら下がりインデントおよび段落罫線の適用ができるオプションが表示されます。

[ 間隔 ] ボタンをクリックすると、文字の横方向の伸縮、単語間隔や字間の設定、行やコラムの終わり
で改行を制御するための単語や行の分離の禁止を設定できるオプションが表示されます。

[ 段組 ] ボタンをクリックすると、列、行、および表の作成についてのオプションが表示されます。

[ コラム設定 ] ボタンをクリックすると、コラム内のテキストの流れを調整できるオプションが表示さ
れます。

テキストツールバー

テキストツールバーには、一般的なテキスト調整用のボタンが数多く用意されています。属性を適用する
には、ポップアップメニューからオプションを選択するか、ボタンをクリックします。テキストツール
バーを使用すると、フォント、サイズ、フォントスタイル、行送り、および行揃えなどの調整、テキスト

へのパスの結合、パスの周囲へのテキストの回り込み、パス内へのテキストの流し込み、テキストのパス
への変換、テキストエディタの起動、スペルチェック、選択範囲の周囲へのテキストの配置などを行うこ
とができます。

テキストツールバーは、ツールバーボタンを追加してカスタマイズすることができます。詳細については、
38 ページの「ツールバーのカスタマイズ」を参照してください。

[ テキスト ] メニュー

[ テキスト ] メニューとそのサブメニューには、フォント、サイズ、フォントスタイル、行揃え、行送り、
エフェクト、大文字と小文字の処理を調整するためのオプションが用意されています。このメニューを使

用する場合は、目的のサブメニューからオプションを選択します。
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[ テキスト ] コンテキストメニュー (Windows)

Windows の [ テキスト ] コンテキストメニューには、[ テキスト ] メニュー、テキストツールバー、およ
びオブジェクトパネルからも利用可能な多くの選択肢が表示されます。[ テキスト ] コンテキストメニュー

を表示するには、テキストブロックをマウスの右ボタンでクリックします。

正確な書体の指定
テキストの属性を設定および管理するには、次の操作を行います。

• フォント、スタイル、およびフォントサイズを指定します。

• 大文字と小文字の設定を変換して、すべて大文字、すべてスモールキャップスなどのオプションに変

更します。

• 行揃え、行送り、トラッキング、ベースラインシフトを設定します。

• 文字と単語の間隔を正確に指定して、横方向の伸縮率や、単語または文字の間隔を調整します。

• テキストの属性を選択または検索および置換します。

テキストを選択して書体を変更すると、変更した設定は選択範囲にだけ適用され、後続のテキストの書体
の指定はデフォルトの設定に戻ります。テキストを選択せずに書体の指定を変更すると、その後に作成す
るすべてのテキストにその設定が適用されます。

フォント、フォントサイズ、およびスタイルの選択

オブジェクトパネルの [文字] オプション、[テキスト] メニューのコマンド、またはテキストツールバーの

ツールを使用して、フォント、フォントサイズ、およびスタイルを選択することができます。

テキストの環境設定で、フォントプレビューの表示の制御、および指定したポイントサイズより小さいテ
キストの " グリーキング " ( テキストをグレーのバーで表示 ) を指定することができます。

選択したテキストのフォントを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ フォント ] を選択し、サブメニューからフォントを選択します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ フォント名 ] ポップアップメニューからフォントを選択

します。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を
表示」を参照してください。

• テキストツールバーで、[ フォント名 ] ポップアップメニューからフォントを選択します。
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選択したテキストのポイントサイズを指定するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ サイズ ] を選択し、サブメニューからサイズを選択します。サイズを 1 ポイントずつ変更

するには、サブメニューから [ 小さく ] または [ 大きく ] を選択します。メニューに表示されないサイ
ズを指定するには、[ その他 ] を選択し、[ テキストのサイズ ] ダイアログボックスに値を入力して、
[OK] をクリックします。

• テキストツールバーで、[フォントサイズ] ポップアップメニューからポイントサイズを選択するか、[フォ
ントサイズ ] テキストボックスに値を入力して Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh)
を押します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ フォントサイズ ] ポップアップメニューからポイントサ
イズを選択するか、[ フォントサイズ ] テキストボックスに値を入力して Enter キー (Windows) また
は Return キー (Macintosh) を押します。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブ

ジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

• Windows では、テキストブロックをマウスの右ボタンでクリックし、[ サイズ ] を選択して、サブメ

ニューからオプションを選択することもできます。 

選択したテキストのフォントスタイルを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ スタイル ] を選択し、サブメニューからスタイルを選択します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ フォントスタイル ] ポップアップメニューからスタイル

を選択します。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト
属性を表示」を参照してください。 

• Windows では、テキストツールバーのフォントスタイルボタンをクリックします。

• Macintosh では、テキストツールバーの [ スタイル ] ポップアップメニューからスタイルを選択します。

• Windows では、テキストブロックをマウスの右ボタンでクリックします。[ フォントスタイル ] を選択
し、サブメニューからオプションを選択します。 

フォントプレビューの表示を制御するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 フォントプレビューを表示するには、[ フォントプレビューの表示 ] ( デフォルト ) を選択します。フォ

ントプレビューの表示をオフにするには、このオプションの選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。
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フォントのプレビューを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ フォント名 ] ポップアップメニューのフォント名にポイ

ンタを移動すると、フォントのプレビューが表示されます。[ 文字 ] オプションの表示については、244
ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

• テキストツールバーで、[ フォント名 ] ポップアップメニューのフォント名にポインタを移動すると、

フォントのプレビューが表示されます。

テキストをグリーキング ( グレーのバーで表示 ) するには :

1 表示の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 [ テキストのグリーキング ] ボックスにポイント数を入力します。指定したサイズより小さいテキスト
は、画面上でグレーのバーとして表示されます。デフォルトでは、8 ポイント以下に設定されたテキ
ストがグリーキングされます。

グリーキングされたテキストは、文字よりもすばやく再描画されるので、このオプションを使用する
と編集時の表示速度が高まります。

3 [OK] をクリックします。

メモ : 選択したテキストは、[ テキストのグリーキング ] の設定にかかわらず、文字で表示されます。

大文字と小文字の変換

[ 大 / 小文字処理 ] コマンドを使用すると、大文字、小文字、またはスモールキャップスとしてのテキス
トの書式設定、タイトルの大文字設定 ( 各単語の 初の文字を大文字に変換します )、文頭の大文字設定
( 各文の 初の文字を大文字に変換します ) などを指定することができます。

スモールキャップスのサイズは、フォントサイズを基準にして指定することができます ( デフォルトでは、
スモールキャップスは現在のフォントサイズの 75% になります )。また、例外を指定して、特定の単語

の大文字または小文字の設定が変更されないようにすることもできます。

大文字と小文字を変換するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 [テキスト]-[大 / 小文字処理] を選択し、サブメニューから [大文字]、[小文字]、[スモールキャップス]、

[ タイトルキャップス ]、または [ 文頭キャップス ] のオプションを選択します。

スモールキャップスのサイズを指定するには :

1 [ テキスト ]-[ 大 / 小文字処理 ]-[ 設定 ] を選択します。

2 [ 設定 ] ダイアログボックスで、スモールキャップスのサイズをフォントサイズに対する割合 (%) とし
て入力します。
第 8 章248



大文字と小文字の変換の例外を指定するには :

1 [ テキスト ]-[ 大 / 小文字処理 ]-[ 設定 ] を選択します。

2 [ 処理から除外する単語 ] で、例外にする対象を選択します。たとえば、ある文章をスモールキャップ

スに変換するときに、文章内の特定の単語を変換したくない場合は、[ スモールキャップス ] を選択し
ます。

3 [ 追加 ] をクリックし、スモールキャップスに変換しない単語をリストに入力します。 

4 手順 3 を繰り返して、例外にする他の単語を追加します。入力した単語は、手順 2 で指定した大文字
と小文字の変換が適用されなくなります。

5 例外のリストから単語を削除するには、単語を選択し、[ 削除 ] をクリックします。

6 [OK] をクリックします。

行揃え、行送り、トラッキング、およびベースラインシフトの設定

行揃えによって、段落内の各テキスト行の位置が、テキストブロックの左右の端を基準にして決まります。

テキストは、テキストブロック内で左揃え、右揃え、中央揃え、または両端揃えに設定することができます。

行送りとは、行と行の間隔です。正確には、テキスト行のベースラインから次のテキスト行のベースライ
ンまでの間隔のことです。デフォルトでは、行送りの量は現在のフォントサイズと同じになります。選択

したテキストの行送りを変更するには、[ テキスト ]-[ 行送り ] のサブメニュー、テキストツールバー、ま
たはオブジェクトパネルを使用するか、テキストブロックの選択ハンドルをドラッグします。

次の 3 つの方法で、カスタムの行送り値を指定することができます。[ 行アキ指定 ] (+) オプションを使
用すると、現在のフォントサイズに追加する値をポイント単位で指定できます。たとえば、現在のフォン
トサイズが 24 であるときに 20 と入力すると、行送りは 44 になります。フォントサイズを 30 に変更
すると、行送りは 50 になります。[ 固定 ] (=) オプションを使用すると、行送りの量をポイント数で正確

に指定できます。現在のフォントサイズを変更しても、行送りの量は入力したサイズのまま変わりません。
[ 行送り (%)] オプションを使用すると、行送りの量を現在のフォントサイズに対する割合 (%) で指定でき
ます。現在のフォントサイズを変更すると、行送りの量も変更されます。

カーニングは、現在のフォントのポイントサイズを基準にして任意の 2 文字間の間隔を制御します。正の
カーニング値は文字間の間隔を広くし、負の値は間隔を狭くします。トラッキングは、選択範囲内のすべ
ての文字の間隔を制御します。
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単語間または文字間の間隔を数値で指定することもできます。詳細については、252 ページの「文字と単

語の間隔の正確な指定」を参照してください。

ベースラインシフトは、ベースラインを基準にしてテキストを表示する場所を制御します。

選択したテキストの行揃えを指定するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ 行揃え ] を選択し、サブメニューから行揃えのオプションを選択します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、行揃えボタンをクリックします。[ 文字 ] オプションの表
示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

• テキストツールバーで、行揃えボタンをクリックします。

• Windows では、テキストブロックをマウスの右ボタンでクリックし、[ 行揃え ] を選択して、メニュー
からオプションを選択することもできます。 

ワークスペースで直接選択したテキストの行送りを修正するには :

テキストブロックの上辺または底辺中央にある選択ハンドルをドラッグします。テキストブロックから外

側に向かってドラッグすると行送りが大きくなり、中心に向かってドラッグすると行送りが小さくなります。

選択したテキストの行送りを現在のフォントサイズと同じに設定するには :

[ テキスト ]-[ 行送り ]-[100%] を選択します。

選択したテキストの行送りを現在のフォントサイズの 120% に設定するには :

[ テキスト ]-[ 行送り ]-[ 自動設定 ] を選択します。

選択したテキストの行送りを現在のフォントサイズに追加するポイント値で指定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ 行送り ]-[ その他 ] を選択し、[ 行送り ] ダイアログボックスを表示して、ポップアップメ
ニューから [ 行アキ指定 ] を選択します。

• テキストツールバーで、[ 行送り ] ポップアップメニューから [+] を選択します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ 行送り ] ポップアップメニューから [+] を選択します。[ 文

字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照
してください。
第 8 章250



2 [ 行送り ] テキストボックスに、行送りの量として現在のフォントサイズに追加する値をポイント数で

入力し、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。行送りを現在のフォン
トサイズと同じに設定するには、「0」を入力します。

選択したテキストの行送りを固定のポイント値で指定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ 行送り ]-[ その他 ] を選択し、[ 行送り ] ダイアログボックスを表示して、ポップアップメ
ニューから [ 固定 ] を選択します。

• テキストツールバーで、[ 行送り ] ポップアップメニューから [=] を選択します。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ 行送り ] ポップアップメニューから [=] を選択します。[ 文

字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照
してください。 

2 [ 行送り ] テキストボックスに、ポイント数で値を入力して行送りを特定の値に設定し、Enter キー

(Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

選択したテキストの行送りを現在のフォントサイズに対する割合 (%) で指定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• [ テキスト ]-[ 行送り ]-[ その他 ] を選択し、[ 行送り ] ダイアログボックスを表示して、ポップアップメ

ニューから [%] を選択します。

• テキストツールバーで、[ 行送り ] ポップアップメニューから [%] を選択します。

• オブジェクトパネルの [文字] オプションで、[行送り] ポップアップメニューから [%] を選択します。[文
字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照
してください。 

2 [ 行送り ] テキストボックスに、行送りの量を現在のフォントサイズに対する割合 (%) で入力し、Enter
キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。行送りを現在のフォントサイズと同じ

に設定するには、「100」を入力します。

ワークスペースで直接選択したテキストのカーニングを修正するには :

テキストブロックの左右にある選択ハンドルをドラッグします。テキストブロックから外側に向かってド
ラッグするとカーニングが大きくなり、中心に向かってドラッグするとカーニングが小さくなります。

カーニングまたはトラッキングを指定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• カーニングを指定するには、テキストツールでテキストブロックをクリックし、2 つの文字の間に挿入ポ
イントを設定します。

• トラッキングを指定するには、カーニングの適用先テキストを選択します。
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2 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [文字] オプションで、[カーニング] または [トラッキング] のテキストボックス
に値を入力し、間隔を Em スペースに対する割合 (%) で調整して、Enter キー (Windows) または

Return キー (Macintosh) を押します。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェ
クトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

• Ctrl + Alt (Windows) または Command + Option (Macintosh) を押したまま、右矢印または左矢印
キーを押し、カーニングを 1 Em スペースずつ増減させます。Ctrl + Alt + Shift (Windows) または
Command + Option + Shift (Macintosh) を押したまま矢印キーを押し、カーニングを Em スペース
の 10% ずつ増減させます。

ベースラインシフトを指定するには、次のいずれかの操作を行います。

1 テキストツールを使用して、1 文字または文字の範囲を選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ ベースラインシフト ] テキストボックスに値を入力し、
Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。[ 文字 ] オプションの表示につ
いては、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

• Ctrl + Alt (Windows) または Control + Option (Macintosh) を押したまま、上矢印または下矢印キー

を押し、ベースラインを上下に動かします。

メモ : フットノート、または TM などの上付き文字を作成するには、ベースラインを上げてフォントサイズを小さく
します。

文字と単語の間隔の正確な指定

オブジェクトパネルの [ 間隔 ] オプションを使えば、単語や文字の間隔を正確に指定することができます。

横方向のテキストの伸縮、単語や文字の間隔の調整、指定した行または単語の分離禁止を行うことができ
ます。

• 横方向にテキストを伸縮すると、文字の形は変わりますが、文字の間隔や高さは変わりません。テキ

ストの高さを変えずに、テキストの幅を広くしたり狭くしたりできます。

• 単語の間隔を調整すると、指定した範囲内にある単語の間隔が変わります。間隔は標準の間隔に対す

る割合 (%) で指定します。単語の間隔を調整しても、文字の間隔は影響を受けません。

• 文字の間隔を調整すると、指定した範囲内にある文字の間隔が変わります。間隔は標準の間隔に対す
る割合 (%) で指定します。文字の間隔を調整しても、単語の間隔は影響を受けません。 

メモ : トラッキングを使用して、文字の間隔を調整することもできます。間隔は現在のフォントの Em スペースに対
する割合 (%) で指定します。詳細については、249 ページの「行揃え、行送り、トラッキング、およびベースライン
シフトの設定」を参照してください。 

• 行や単語の分離を禁止すると、孤立行 ( コラム、テキストブロック、ページの 初または 後に残る孤
立した短い行 ) が残らないようにし、また指定した単語のグループが改行によって分離されないように

できます。
第 8 章252



テキストを横方向に伸縮するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 間隔 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 横比率の値は、標準の比率に対する割合 (%) で入力します。100 より大きい値を入力するとテキスト
の幅が広くなり、100 より小さい値を入力するとテキストの幅が狭くなります。

単語または文字の間隔を調整するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 間隔 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 [ 間隔 ] の下部にある、単語または文字の 小、 大、および標準の値を入力します。 

単語間隔の調整

間隔の値は、現在のフォントの標準の間隔に対する割合 (%) で指定します。単語間隔の標準は 100%
です。100 より小さい値を指定すると単語の間隔が狭くなり、100 より大きい値を指定すると単語の

間隔が広くなります。文字間隔の標準は 0% です。負の値を指定すると文字の間隔が狭くなり、正の
値を指定すると文字の間隔が広くなります。

小と 大の値を入力すると、指定された範囲内で間隔が自動的に調整されます。間隔を正確に制御

するには、[ 小 ]、[ 標準 ]、[ 大 ] テキストボックスに同じ値を入力します。

コラムまたはリンクされたテキストブロックの 後で分離禁止するテキストの行数を指定するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 間隔 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク

トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。
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3 [ 分離禁止 ] に、分離を禁止するテキストの行数を入力します。コラムまたはリンクされたテキストブ

ロックの先頭や末尾で、段落の行が分離され、 初や 後の 1 行が孤立するのを防ぐには、必ず 2 以
上の値を入力してください。

選択したテキスト内での改行を禁止するには :

1 テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 間隔 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 [ 選択された単語 ] オプションを選択します。

メモ : 分離禁止スペースを挿入して、2 つの単語が改行で分割されないようにすることもできます。詳細については、
240 ページの「特殊文字の挿入」を参照してください。
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テキストの属性の選択、検索、および置換

選択パネルや検索・置換パネルを使えば、特定のテキスト属性 ( フォント、フォントスタイル、ポイント
サイズなど ) を持ったテキストを検索および置換することができます。

テキストを検索して置換するには、[ テキストの検索・置換 ] ダイアログボックスを使用します (243 ペー
ジの「テキストの検索と置換」を参照 )。

テキストの属性を選択するには :

1 検索・置換パネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ 検索・置換 ]-[ グラフィック ] を選択します。

• メインツールバーの [ グラフィック ] ボタンをクリックします。 

2 [ 選択 ] タブをクリックします。

3 [ 属性 ] ポップアップメニューから [ フォント ] を選択します。

4 [ 範囲 ] ポップアップメニューから、[ 選択オブジェクト ]、[ ページ ]、または [ ドキュメント ] のいずれか

を検索範囲として指定します。

5 手順 4 で [ 選択オブジェクト ] を選択した場合は、[ 選択から外す ] オプションを選択すると、指定した

属性を持ったテキストブロックを現在の選択範囲から除外することができます。手順 4 で [ ページ ] ま
たは [ ドキュメント ] を選択した場合は、[ 選択に追加 ] オプションを選択すると、指定した属性を持っ
たテキストブロックを現在の選択範囲に追加できます。

6 フォントのメニューからフォントを選択します。ドキュメント内のすべてのフォントを選択するには、
[ 任意のフォント ] を選択します。

7 スタイルのメニューからスタイルを選択します。すべてのスタイルのフォントを選択するには、[ 任意
のスタイル ] を選択します。

8 特定の範囲のフォントサイズを選択するには、 小と 大の値を入力します。特定のポイントサイズ

を選択するには、 小の値だけを入力します。すべてのフォントサイズを選択するには、[ 小 ] と [
大 ] のテキストボックスの値を削除します。

9 [ 検索 ] をクリックします。

パネルの左下隅には、選択されたテキストブロックオブジェクトの数が表示されます。
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テキストの属性を検索および置換するには :

1 検索・置換パネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ 検索・置換 ]-[ グラフィック ] を選択します。 

• メインツールバーの [ グラフィック ] ボタンをクリックします。 

2 検索・置換パネルで、[ 属性 ] ポップアップメニューから [ フォント ] を選択します。

3 [ 置換 ] ポップアップメニューから、[ 選択オブジェクト ]、[ ページ ]、または [ ドキュメント ] のいずれか
を置換対象として指定します。

4 [ 検索 ] セクションで、フォントのメニューからフォントを選択します。ドキュメント内のすべてのフォ
ントを検索するには、[ 任意のフォント ] を選択します。

5 [ 検索 ] セクションで、スタイルのメニューからスタイルを選択します。すべてのスタイルのフォント

を検索するには、[ 任意のスタイル ] を選択します。

6 特定の範囲のフォントサイズを検索するには、 小と 大の値を入力します。特定のポイントサイズ

を検索するには、 小の値だけを入力します。すべてのフォントサイズを検索するには、[ 小 ] と [
大 ] テキストボックスの値を削除します。

7 [置換] セクションでフォントのメニューからフォントを選択し、元のフォントと置き換えるフォントを

指定します。フォントを変更せずに、スタイルまたはサイズだけを変更するには、[ 任意のフォント ] を
選択します。

8 [ 置換 ] セクションで、スタイルのメニューからスタイルを選択します。スタイルを変更しない場合は、
[ 任意のフォント ] を選択します。

9 [ 変更 ] に値を入力し、元のフォントをどのフォントサイズに置き換えるかを指定します。フォントサ

イズを変更しない場合は、[ 変更 ] テキストボックスの値を削除します。

10 [ 変更 ] をクリックします。

ダイアログボックスの左下隅には、変更されたオブジェクトの数が表示されます。
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タブ、インデント、およびマージンの設定
タブ、インデント、およびマージンは、テキストの書式を設定するときに便利です。これらの設定に加え
て、テキストブロックの上下左右の端を基準にしてテキスト配置することもできます。また、段落の間隔
を調整することもできます。 

タブを設定するには、テキストルーラを表示する必要があります。詳細については、236 ページの「テキ
ストの選択」を参照してください。 

タブの設定

デフォルトのタブを使用するか、タブを追加して、テキストを整列させることができます。また、タブ
リーダを追加することもできます。タブリーダは、タブが設定されたオブジェクト間のスペースを埋める
ために繰り返し使用される文字 ( ドットなど ) です。任意の文字を使用して、カスタムのリーダを作成す

ることができます。

デフォルトのタブは、ドキュメントでの単位の設定にかかわらず、左揃えで 1/2 インチ (1.27 cm) 間隔

に配置されます。新しいタブを配置すると、新しいタブの左側にあるデフォルトのタブが削除されます。
テキストルーラでは、5 種類のタブ ( 左揃え、右揃え、中央揃え、小数点、折り返し ) のいずれかを選択
できます。 

タブをルーラ上にドラッグすると、テキストブロック内の縦線でタブの配置を確認することができます。 

右揃えタブ

左揃えタブ

中央揃えタブ

小数点タブ

折り返しタブ

第 1 行インデントマーカー

左インデントマーカー

デフォルトタブマーカー 右インデントマーカー
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手動でタブを設定するには :

1 テキストツールでクリックしてタブを設定する場所に挿入ポイントを設定するか、ドラッグしてテキ

ストを選択します。

2 数字のすぐ上の領域の新しいタブ位置に、テキストルーラからタブマーカーをドラッグします。

• テキストの左端をタブマーカーに揃えるには、左揃えタブをドラッグします。

• テキストの右端をタブマーカーに揃えるには、右揃えタブをドラッグします。

• テキストをタブマーカーの中央に揃えるには、中央揃えタブをドラッグします。

• テキストを小数点で揃えるには、小数点タブをドラッグします。テキストに小数点が含まれていない
ときは、タブマーカーの位置に右揃えで配置されます。

小数点タブと右揃えタブ

• 2 つのタブマーカー間に複数のコラムのテキストを流し込むには、折り返しタブをドラッグします。 

折り返しタブと左揃えタブ

ヒント : 折り返しタブで作成した 2 つのコラムの間隔を設定するには、コラムの両側に折り返しタブを配置し、もう
1 つの折り返しタブを次のコラムの先頭に配置します。

3 新しいタブ位置にテキストを揃えるには、テキスト内でタブを配置する位置をクリックし、Tab キー
を押します。
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タブを正確に設定するには :

1 テキストツールでクリックしてタブを設定する場所に挿入ポイントを設定するか、ドラッグしてテキ

ストを選択します。

2 テキストルーラをダブルクリックし、[ タブ編集 ] ダイアログボックスを表示します。

3 [ タブ編集 ] ダイアログボックスで、次のオプションを設定します。

• [ 種類 ] で、タブの種類 ( 左、右、中心、小数点、折り返し ) を選択します。

• [ 位置 ] に、テキストブロックの左端からのポイント数で、タブの位置を入力します。 

4 [OK] をクリックします。

5 手順 2 ～ 4 を繰り返し、追加のタブを設定します。

6 新しいタブ位置にテキストを揃えるには、テキスト内でタブを配置する位置に挿入ポイントを置き、
Tab キーを押します。

タブリーダを追加するには :

1 設定されているタブマーカーまたはテキストルーラをダブルクリックし、[ タブ編集 ] ダイアログボッ

クスを表示します。

2 [ タブ編集 ] ダイアログボックスで、次のいずれかの操作を行います。

• [ リーダ ] ポップアップメニューからタブリーダを選択します。 

• カスタムのリーダを入力するには、[ リーダ ] テキストボックスを選択して文字を 1 つ入力します。

3 [OK] をクリックします。

メモ : タブおよびタブリーダは、パスに沿って配置されているテキストに対しては使用できません。タブリーダを折
り返しタブと共に使用することはできません。

タブを削除するには :

タブの矢印をテキストルーラの外にドラッグするか、タブ領域に戻します。

別の位置にタブを移動するには :

タブの矢印をルーラに沿って目的の位置にドラッグします。
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テキストブロック内の縦線を使用してタブの配置を確認するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 [ 垂直線でタブの動きをたどる ] ( デフォルトの設定 ) を選択すると、テキストルーラ上でのタブの移動
に合わせて、テキストブロック内に縦のハイライト線が表示されます。この線を非表示にするには、こ

のオプションの選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。

段落のインデント、段落間隔、マージン、およびテキスト差し込みの設定 

段落のインデントとマージンは、テキストルーラまたはオブジェクトパネルを使用して設定します。また、
段落のマージンの外側に、ぶら下がりインデントやぶら下がり句読点記号 ( 引用符など ) を設定すること

もできます。

第 1 行インデントマーカー

左インデントマーカー 右インデントマーカー
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テキストルーラを使用して段落のインデントを設定するには :

1 テキストツールでクリックしてインデントを設定する場所に挿入ポイントを設定するか、ドラッグし

てテキストを選択します。

2 次のように、数字のすぐ上の領域の新しいタブ位置に、テキストルーラからインデントマーカーをド

ラッグします。

• 段落の先頭行のインデント位置を指定するには、第 1 行インデントマーカーをドラッグします。

• 段落の左マージンを指定するには、左インデントマーカーをドラッグします。

• 段落の右マージンを設定するには、右インデントマーカーをドラッグします。

第 1 行インデント、段落の左マージン、段落の右マージン

テキストルーラを使用してぶら下がりインデントを設定するには :

1 テキストツールでクリックして挿入ポイントを設定するか、ドラッグして任意の数の段落を選択します。

2 テキストルーラが表示されていない場合は、[ 画面表示 ]-[ テキストルーラ ] を選択して表示します。

3 テキストルーラで、左インデントマーカーを右にドラッグして段落全体のインデント位置を指定し、第
1 行インデントマーカーを左にドラッグして先頭行の負のインデント位置を指定します。

ぶら下がりを設定するには :

1 テキストツールでクリックして挿入ポイントを設定するか、ドラッグしてテキストを選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 [ ぶら下がり ] チェックボックスを選択し、句読点記号がテキストブロックのマージンの外側に配置さ
れるように設定します。

メモ : 特定の句読点記号だけがぶら下がりになります。
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オブジェクトパネルを使用して段落の左右または先頭行のインデントを設定するには :

1 テキストツールでクリックしてマージンを設定する場所に挿入ポイントを設定するか、ドラッグして

テキストを選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 左右のインデントを設定するには、[ 左インデント ] および [ 右インデント ] テキストボックスにポイン
ト単位で値を入力します。

正の値を指定するとコラムやテキストブロックの内側にテキストが配置され、負の値を指定するとコ
ラムやテキストブロックの外側にテキストが配置されます。

4 先頭行のインデントを設定するには、[ 第 1 行インデント ] テキストボックスにポイント単位で値を入

力します。

段落の前後にスペースを追加するには :

1 テキストツールでクリックしてスペースを挿入する場所に挿入ポイントを設定するか、ドラッグして
テキストを選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 [ 段落前 ] テキストボックスまたは [ 段落後 ] テキストボックス、あるいはその両方にポイント単位で値
を入力します。

正の値を指定すると段落の間隔が広くなり、負の値を入力すると段落の間隔が狭くなります。

[ テキストブロック ] プロパティを使用して上下左右のマージンを適用するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 [ テキストブロック ] プロパティが選択されていない場合は、オブジェクトパネルの [ プロパティ] リス

トから選択します。

段落前

段落後

左インデント

右インデント

第 1 行インデント
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3 オブジェクトパネルの下部の、[ マージン ] (macintosh) で、左 (l)、右 (r)、上 (t)、下 (b) の値を入力します。

0 を指定すると、テキストブロックの枠に沿ってテキストが配置されます。正の値を入力するとテキ
ストブロックの内側にテキストが配置され、負の値を入力するとテキストブロックの外側にテキスト
が配置されます。 

メモ : パス上のテキストを操作する場合は、左右の値だけが設定できます。パス上のテキストの位置の調整に関する
詳細については、275 ページの「パス上のテキストの整列」を参照してください。

段落の整列と段落罫線の追加
コラムの幅に合わせてテキストを配置する方法を指定するために、テキストコラム内で段落の整列を行う
ことができます。また、段落間に罫線を追加して、視覚的に段落を区切ることもできます。

段落の整列

段落の行揃えを正確に指定したり、両端揃えされたテキストの長さを調整したりするには、オブジェクト
パネルを使用します。行幅の 小値を使用してテキストを揃え、コラム全体に配置することができます。
[ 行幅の 小値 ] は、両端揃えされていないテキストがコラム内に配置されるときの 小幅を指定するも

ので、コラムの幅に対する割合 (%) で指定します。 終行しきい値を使用してテキストを揃えることもで
きます。 終行しきい値は、段落の 終行の両端揃えを指定します。

テキストコラムの幅の 小値を調整するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 文字 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 [ 編集 ] ボタンをクリックして、[ 行揃えの詳細設定 ] ダイアログボックスを表示します。

4 [行揃えの詳細設定] ダイアログボックスで、[行幅の 小値] に、0 (両端揃えなし) ～ 100 (コラム全体
の幅 ) の範囲で値 (%) を入力し、テキストを揃えます。たとえば、95 を指定すると、コラムの幅の

95% を埋めるように行が広がります。 

5 [ 終行しきい値 ] テキストボックスに値 (%) を入力し、段落の 終行を両端揃えにする位置を指定し

ます。たとえば、50% を入力すると、 終行がコラム幅の 50% より長い場合にのみ両端揃えになり
ます。 

6 [OK] をクリックします。
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段落罫線の追加

段落間の区切りを視覚的に強調するために、段落罫線 ( 段落の下の線 ) を設定することができます。オブ
ジェクトパネルの [ 線 ] プロパティを使用すると、段落罫線の幅、カラー、およびスタイルを選択するこ

とができます。

段落罫線は、設定されている段落と共に移動します。段落罫線は、コラムまたはテキストブロックの中央
に配置することも、前にある段落に揃えることもできます。

段落罫線を設定するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールで段落を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク

トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

3 [ 段落罫線 ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ センター ] を選択すると、コラムまたはテキストブロックの中央に罫線が引かれます。 

[ 改行 ] を選択すると、前の段落と同じ行揃えで罫線が引かれます。

4 オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストから、[ テキストブロック ] プロパティを選択します。

5 パネルの上部にある [ 線の追加 ] ボタンをクリックします。

メモ : テキストブロックに線を追加するまで、罫線は表示されません。

6 パネルの下部にあるオプションを使用して、スタイル、線幅、およびカラーを [ 線 ] プロパティに適用
します。[ 線 ] プロパティは段落罫線の外観に影響を与えます。詳細については、166 ページの「線へ

の属性の適用」を参照してください。

7 (オプション ) オブジェクトパネルの [プロパティ] リストから、[ テキストブロック] プロパティを選択
し、パネルの下部にある [ テキスト枠を表示 ] の選択を解除します。この操作によって、線を引くとき

に表示されるテキストブロックの枠が削除されます。テキストブロックの枠を維持したい場合は、こ
のオプションを選択したままにします。

段落罫線を編集するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールで段落を選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段落 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

3 [ 段落罫線 ] ポップアップメニューから [ 編集 ] を選択します。

4 [ 段落罫線の長さ ] ダイアログボックスで、新しい罫線の幅の値 (%) を入力します。

5 ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ 終行] を選択すると、段落罫線はその段落の 後の行に対する割合 (%) で指定した長さになります。 

[ コラム幅 ] を選択すると、段落罫線はコラムの幅に対する割合 (%) で指定した長さになります。

6 [OK] をクリックします。
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テキストおよびテキストブロックのカラーの設定 
オブジェクトパネルの [ 線 ] および [ 塗り ] プロパティを使用して、テキストやテキストブロックに線や塗
りのカラーを適用できます。テキストブロックに適用された線や塗りの表示と非表示を切り替えるには、
オブジェクトパネルの [ テキストブロック ] プロパティにある [ テキスト枠を表示 ] オプションを使用し
ます。また、環境設定を指定して、色見本パネルで選択したカラーをテキストまたはテキストブロックに

適用するかどうかを指定することもできます。

カラーの設定の詳細については、147 ページの「カラーの使用」を参照してください。

特定の範囲のテキストに塗りのカラーを適用するには :

1 テキストツールを使用して、テキストブロック内のテキストを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ カラーミキサー ] および [ ウィンドウ ]-[ 色見本 ] を選択し、各パネルを表示します。

3 カラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、オブジェクトパネルの [ テキストの塗り ] プロパティ
のカラーボックスにカラーをドラッグします。

特定の範囲のテキストに線のカラーを適用するには :

1 テキストツールを使用して、テキストブロック内のテキストを選択します。

2 オブジェクトパネルの上部にある [ 線の追加 ] ボタンをクリックします。

3 [ ウィンドウ ]-[ カラーミキサー ] および [ ウィンドウ ]-[ 色見本 ] を選択し、各パネルを表示します。

4 カラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、オブジェクトパネルの [ テキストの線 ] プロパティの
カラーボックスにカラーをドラッグします。

テキストブロックに線や塗りのカラーを適用するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ カラーミキサー ] および [ ウィンドウ ]-[ 色見本 ] を選択し、各パネルを表示します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの上部にある [ 線の追加 ] ボタンをクリックします。

• オブジェクトパネルの上部にある [ 塗りの追加 ] ボタンをクリックします。

4 オブジェクトパネルの下部で、ポップアップメニューからスタイルを選択し、対応するオプションを
選択します。詳細については、166 ページの「線への属性の適用」または 178 ページの「塗りへの属
性の適用」を参照してください。

5 次のいずれかの操作を行います。

• カラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、[プロパティ] リストに追加した [線] または [塗り] プ

ロパティのカラーボックスにカラーをドラッグします。

• カラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、テキストブロックの枠またはテキストブロック内部
にカラーをドラッグします。

メモ : テキストブロックに塗りを適用した後にテキストが表示されない場合は、[ プロパティ ] リストでプロパティを並
べ替える必要があります。
テキストの使用 265



選択したテキストブロックに適用された線と塗りのカラーの表示と非表示を切り替えるには :

1 オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストから、[ テキストブロック ] プロパティを選択します。

2 オブジェクトパネルの下部で [ テキスト枠を表示 ] を選択し、テキストブロックに適用されている線と
塗りを表示します。塗りと線を非表示にするには、このオプションの選択を解除します。

テキストから線や塗りを削除するには :

1 ポインタツールでテキストブロック全体を選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選択します。

2 オブジェクトパネルの [プロパティ] リストで削除したい [線] または [塗り] プロパティを選択します。

3 オブジェクトパネルの上部にある [ 削除 ] ボタンをクリックします。

選択したテキストまたはテキストブロックに色見本パネルのセレクタのカラーが適用される方法を制御するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ テキストオブジェクトの表示カラー ] のオプションを選択します。

[ テキストブロック ] を選択すると、選択したテキストブロックの線と塗りの属性が表示され、テキス

トではなく、選択したテキストブロックにカラーが適用されます。

[ テキストのカラー ] を選択すると、選択したテキストの線と塗りの属性が表示され、テキストブロッ
クではなく、選択したテキストにカラーが適用されます。

3 [OK] をクリックします。

テキストの属性のコピー
コピー & ペーストによって、選択したテキストから別のテキストにテキストの属性をコピーすることが
できます。コピーできる属性は、オブジェクトパネルの [ 文字 ]、[ 段落 ]、および [ 間隔 ] オプションや、
タブ、インデント、マージン、テキストの線および塗りカラーなどです。

選択したテキスト間でテキストの属性をコピー & ペーストするには :

1 ポインタツールを使用して、コピーする属性を持ったテキストブロックを選択するか、テキストツー

ルを使って、テキストの範囲を選択します。

2 [ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をコピー ] を選択します。

3 属性を適用するテキストまたはテキストブロックを選択します。

4 [ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をペースト ] を選択します。

列、行、および表の操作
テキストを列および行 ( 段組 ) に書式設定することができます。また、段組またはタブと段落の改行を使
用すると、表を作成することができます。各列に均等にテキストを振り分け、一連の列へのテキストの流
し込み方法を制御することもできます。
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列と行の作成

テキストブロック内に複数の列と行を作成することができます。

列と行を使用すると、同一サイズのセルを含む表を作成することができます。異なるサイズの複数のセル
を含む表を作成するには、タブ、段落の改行、および段落間隔を使用します。 

段落罫線を使用して行間に罫線を追加したり、オブジェクトパネルの [ 線 ] プロパティを使用して罫線に

線を適用したりできます。

メモ : フォームを作成する場合は、ユーザーがデータを入力できるように、空白のセルを含む表を作成することができます。

列または行を作成するには :

1 ポインタツールを使用して、列または行を作成するテキストブロックを選択します。

2 オブジェクトパネルで [ 段組 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。 

3 列を作成するには、[ 列 ] テキストボックスに列数を入力します。

4 [ 高さ ] にポイント単位で値を入力し、列の高さを指定します。

5 [ 間隔 ] にポイント単位で値を入力し、列の間隔を指定します。

6 列の間に罫線を追加するには、[ 段落罫線 ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

• オブジェクトパネルの [テキストブロック] プロパティで指定した差し込みテキストの長さで罫線を作
成するには、[ テキスト ] を選択します。詳細については、260 ページの「段落のインデント、段落間
隔、マージン、およびテキスト差し込みの設定」を参照してください。

• 差し込みテキストの高さにかかわらず、列全体と同じ高さの罫線を作成するには、[ ブロック ] を選択
します。

メモ : 罫線に線を適用するには、後の手順を参照してください。

7 行を作成するには、[ 行 ] テキストボックスに行数を入力します。 

8 [ 幅 ] にポイント単位で値を入力し、行の幅を指定します。

9 [ 間隔 ] にポイント単位で値を入力し、行の間隔を指定します。

10 行の間に罫線を追加するには、[ 段落罫線 ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

• オブジェクトパネルの [テキストブロック] プロパティで指定した差し込みテキストの幅で罫線を作成
するには、[ テキスト ] を選択します。

• 行全体と同じ幅の罫線を作成するには、[ ブロック ] を選択します。

メモ : 罫線に線を適用するには、後の手順を参照してください。

列

行
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11 次の列の一番上にテキストを自動的に移動するには、テキストツールを使用して挿入ポイントを置き、

[ テキスト ]-[ 特殊文字 ]-[ 改コラム ] を選択します。

12 [ テキストフロー ] ボタンのいずれかをクリックし、複数の列と行にわたるテキストの流し込み方法を

指定します。 初の列のすべての行に流し込んでから 2 番目の列に流し込むか、 初の行のすべての
列に流し込んでから 2 番目の行に流し込むことができます。

表の罫線または枠に線を適用するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストから、[ テキストブロック ] プロパティを選択します。

3 表の外枠を表示する場合は、オブジェクトパネルの下部にある [ テキスト枠を表示 ] を選択します。こ

のオプションは、デフォルトで選択されています。

4 オブジェクトパネルの上部にある [ 線の追加 ] ボタンをクリックします。

5 オブジェクトパネルの下部で、ポップアップメニューから線のスタイルを選択し、線のオプションを
選択します。詳細については、166 ページの「線への属性の適用」を参照してください。

6 [ ウィンドウ ]-[ カラーミキサー ] および [ ウィンドウ ]-[ 色見本 ] を選択し、各パネルを表示します。

7 カラーミキサーパネルまたは色見本パネルから、[ プロパティ] リストに追加した [ 線 ] プロパティのカ
ラーボックスにカラーをドラッグするか、テキストブロックの枠にカラーをドラッグします。

列と行を使用して同一サイズのセルを含む表を作成するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 この項で前述した説明に従って、次の設定で列と行を作成します。

• 列と行の [ 間隔 ] を 0 に設定します。

• 列と行の [ 段落罫線 ] ポップアップメニューから [ ブロック ] を選択します。

タブと段落の改行を使用してサイズの異なるセルを含む表を作成するには :

1 テキストツールでドラッグし、テキストブロックを作成します。

2 左揃えタブをドラッグし、各列の左端の位置を設定します。タブの設定の詳細については、257 ページ

の「タブ、インデント、およびマージンの設定」を参照してください。

3 テキストが複数行にわたる場合は、折り返しタブをドラッグして列の右端の位置を設定します。

4 Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押すと、行が作成されます。
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5 行の間隔を変更するには、オブジェクトパネルの [ 段落 ] オプションで段落間隔を調整します。詳細に

ついては、260 ページの「段落のインデント、段落間隔、マージン、およびテキスト差し込みの設定」
を参照してください。

6 行間に線を追加するには、段落罫線を追加します。詳細については、264 ページの「段落罫線の追加」
を参照してください。

7 表に枠を設定する場合は、前に説明した表の罫線または枠に線を適用する手順を参照してください。

コラムのテキストの振り分け

オブジェクトパネルの [コラム設定] オプションを使用すると、複数のコラムへのテキストの振り分けや行
送りの変更を行ったり、テキストサイズと行送りを選択したテキストブロックの比率に合うように変更す
ることによって、テキストにコピーフィットを適用できます。

また、[ コラム設定 ] オプションを使用して、不定形のオブジェクト内に収まるようにテキストを配置す
ることもできます。

コラム内に改コラムを挿入し、次のコラムにテキストを配置するには :

1 テキストツールを使用して、コラム内で改コラムを挿入する位置に挿入ポイントを配置します。

2 [ テキスト ]-[ 特殊文字 ]-[ 改コラム ] を選択します。

各コラムに均等にテキストを振り分けるには :

1 テキストツールを使用して、テキストの振り分けを適用する位置に挿入ポイントを置くか、ポインタ

ツールを使用して、テキストブロックを選択します。

2 オブジェクトパネルで [ コラム設定 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブ

ジェクトパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 次のいずれかを選択します。

[ テキストの均等配分 ] を選択すると、各コラムにテキストを均等に振り分けることができます。各コ
ラムの行数を均等に配分できない場合は、一部のコラムの行数が他のコラムよりも多くなることがあ
ります。

[ 行の均等配置 ] を選択すると、コラムの上から下までテキストで埋められるように行送りを追加する
ことができます。[ しきい値 ] に、行の均等配置を適用するために必要なコラム内のテキスト量の割合
(%) を入力します。たとえば、しきい値に 50% ( デフォルトの設定 ) を指定すると、50% 以上がテキ

ストで埋められているコラムにのみ追加の行送りが適用されます。 

4 テキストサイズと行送りをコラムのサイズに合うように調整するには、[ コピーフィット %] に 大値

と 小値を、現在のサイズに対する割合で入力します。100% より大きい値を入力すると、テキスト
と行送りのサイズが大きくなり、100% より小さい値を入力すると、テキストと行送りのサイズが小
さくなります。
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5 [1 行目行送り ] で、コラムの 1 行目の上に挿入するスペースの値を入力するオプションを選択します。

• [1 行目行送り ] を、現在のフォントサイズに加算されるポイント値として指定するには、ポップアップ
メニューから [+] を選択し、現在のフォントサイズに加算する行送りの量をポイント単位で入力します。

• [1 行目行送り ] を固定のポイント値で指定するには、ポップアップメニューから [=] を選択し、ポイン
ト単位で値を入力して、指定した正確なサイズに行送りを設定します。

• [1 行目行送り ] を現在のフォントサイズに対する割合で指定するには、ポップアップメニューから [%]
を選択し、行送りの量を現在のフォントサイズに対する割合で入力します。

テキストスタイルの使用
テキストスタイルを使用すると、書式設定のセットを作成することができます。これらの書式設定は保存
して、ドキュメント内の複数の段落やテキストブロックに適用できます。テキストスタイルにより、表示
の一貫性が維持され、書式設定作業の簡素化できます。 

テキストスタイルを使用すると、オブジェクトパネルの [ 文字 ]、[ 段落 ]、および [ 間隔 ] オプションの
すべての書式設定 ( 段落インデントを除く ) を指定できます。さらに、テキストエフェクト、テキストの
カラー、オーバープリント、およびテキストルーラを使用したタブとインデントの設定も指定することが
できます。オーバープリントの詳細については、379 ページの「プリント」を参照してください。

テキストスタイルを作成および編集するには、スタイルパネルとオブジェクトパネルを使用します。テキ
ストスタイルはスタイルパネルと、オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションにある [ スタイル ] ポップ

アップメニュー内に表示されます。スタイルは、ドキュメントやテンプレートの一部として使用すること
ができます。テンプレートの詳細については、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

オブジェクトのスタイルは段落のスタイルと同じように作成できます。段落やグラフィックのスタイル
は、複製、読み込み、および書き出しが可能です。これらの手順の詳細については、303 ページの「スタ
イルの使用」を参照してください。

スタイルパネルを表示するには :

• [ ウィンドウ ]-[ スタイル ] を選択します。

テキストスタイルの作成と編集

新しいテキストスタイルを作成する際、そのスタイルの設定はスタイルパネルで現在選択されているスタ
イル、またはドキュメントで選択したテキストの属性をベースにします。スタイルの新しい設定の入力お

よび既存のスタイルの変更には、オブジェクトパネルを使用します。スタイルパネルでは、新しいスタイ
ルや既存のスタイルの名前を変更できます。

スタイルを変更するときに、特定の属性を除いて、スタイルを適用してもそれらの属性が変更されないよう
にできます。たとえば、適用されたテキストのフォントは変更しないスタイルを作成することができます。

また、スタイルを親スタイルの子にすることにより、別のスタイルに基づいたスタイルを作成できます。

親子スタイルの詳細については、309 ページの「ベースのスタイルの設定」を参照してください。

別のテキストスタイルをベースにして新しいテキストスタイルを作成するには :

1 スタイルパネルで、リストからテキストスタイルを選択します。

2 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

リストに新規テキストスタイルが追加されます。新規スタイルには、スタイル - 1、スタイル - 2 など
の名前が設定されます。スタイル設定の選択およびスタイルの名前を変更するには、次の手順を参照

してください。
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ドキュメントで現在選択しているテキストをベースにして新しいテキストスタイルを作成するには :

1 ポインタツールを使用して、希望の属性を持ったテキストブロックを選択するか、テキストツールを

使って、テキストの範囲を選択します。

2 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

テキストスタイルを編集するには :

1 スタイルパネルで、リストからスタイルを選択します。

2 オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リストで [ テキスト ] プロパティを選択します。

3 オブジェクトパネルの下部で、スタイルの属性を変更します。

別のテキストスタイルを選択するか、デフォルトのテキスト属性をさらに変更するまで、このスタイ

ルを使用して作成する新しいテキストブロックにはすべて、この変更が反映されます。このスタイル
が適用されている既存のテキストブロックの属性を更新するには、スタイルを再定義する必要があり
ます。詳細については、273 ページの「テキストスタイルの個別設定と再定義」および 146 ページの

「デフォルト属性の変更」を参照してください。

書式設定のオプションの詳細については、246 ページの「正確な書体の指定」、257 ページの「タブ、
インデント、およびマージンの設定」、および 274 ページの「エフェクトの設定」を参照してください。

テキストスタイルを適用するときに指定した属性の設定を保持するには :

1 スタイルパネルで、リストからスタイルを選択します。

2 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 編集 ] を選択します。

3 [ スタイルの編集 ] ダイアログボックスで、次のいずれかの操作を行います。

• フォント、スタイル、行送り、テキストエフェクト、または罫線の設定を保持するには、それぞれの
ポップアップメニューから [ 設定なし ] を選択します。

メモ : [ 段落罫線 ] ポップアップメニューから [ なし ] を選択すると、スタイルの適用先の段落内にある段落罫線がす
べて削除されます。[ エフェクト ] メニューから [ エフェクトなし ] を選択すると、テキストエフェクトがすべて削除
されます。

• 行揃えを保持するには、ボタンバーの空白のボタンをクリックします。

• カラーを保持するには、[ スタイルで文字カラーを適用 ] オプションの選択を解除します。 

• ぶら下がり設定を保持するには、グレーのチェックマーク (Windows) またはハイフン (-) (Macintosh)

が表示されるまで、[ ぶら下がり ] チェックボックスをクリックします。チェックボックスが空白のと
きは、ぶら下がり設定はオフになります。

• サイズと間隔の設定 ( ポイントサイズ、段落間隔、間隔 %、トラッキング、ベースラインシフト、横比
率 ) を保持するには、それぞれのテキストボックスの内容を削除します。

• タブとマージンを保持するには、テキストルーラで [ 選択なし ] を選択します。

• ドキュメント全体にわたって設定を変更するには、[ 設定の取り消し ] ポップアップメニューから、次
のいずれかを選択します。

[ 設定なし ] を選択すると、すべての設定がクリアされます。

[ 元の設定値に戻す ] を選択すると、前の手順で変更した設定が元の値に戻ります。

[ デフォルト設定値に戻す ] を選択すると、すべての設定が FreeHand のデフォルトのテキスト設定 ([ 標
準テキスト ] の設定 ) に変更されます。

4 [OK] をクリックします。
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テキストスタイルの名前を変更するには :

• スタイルパネルで、リスト内のスタイル名をダブルクリックし、新しい名前を入力します。 

メモ : [ 標準テキスト ] スタイルの名前は変更できません。

後続の段落のテキストスタイルを設定するには :

1 スタイルパネルでスタイルを選択します。

2 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 編集 ] を選択します。

3 [ 次 ] ポップアップメニューからスタイルを選択します。

4 [OK] をクリックします。

テキストスタイルの適用

テキストにスタイルを適用するには、スタイルパネル内でスタイルを選択するか、スタイルパネルからス
タイルをドラッグするか、選択したテキストから属性をコピー & ペーストします。

スタイルを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• ポインタツールを使用してスタイルを適用するテキストブロックを選択するか、テキストツールを使
用して段落を選択します。スタイルパネルで、適用元のスタイルを選択します。

• スタイルパネルから段落にスタイルのプレビューをドラッグします。

メモ : ドラッグしたスタイルを選択した段落とテキストブロック全体のどちらに適用するかを指定するには、次の手
順を参照してください。

• オブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションで、[ スタイル ] ポップアップメニューからスタイルを選択し
ます。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表

示」を参照してください。 

テキストスタイルをドラッグしたときの動作を設定するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 [ ドラッグしたテキストスタイルの適用範囲 ] のオプションを選択します。

• テキストブロック全体ではなく選択した段落だけにスタイルを適用するには、[1 段落のみ ] ( デフォル
トの設定 ) を選択します。

• テキストブロック全体にスタイルを適用するには、[ テキストブロック ] を選択します。 

3 [OK] をクリックします。

コピー & ペーストでテキストスタイルの属性を適用するには :

1 属性のコピー元のテキストを選択し、[ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をコピー ] を選択します。

2 属性の適用先のテキストを選択し、[ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をペースト ] を選択します。

メモ : この方法では、テキストスタイルが適用されていないテキストの属性をコピーすることもできます。
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テキストスタイルの個別設定と再定義

選択したテキスト内で個々の属性の設定を変更することも、個別設定を解除してスタイルの設定を元に戻す
こともできます。テキストを選択し、スタイルを再定義するためのベースとして使用することもできます。

テキストスタイルを個別設定するには :

1 ポインタツールでテキストブロックを選択するか、テキストツールで段落を選択します。

2 任意の属性を変更します。

修正したテキストを選択すると、スタイルパネル ( またはオブジェクトパネルの [ 文字 ] オプションの
[ スタイル ] ポップアップメニュー ) に表示されるスタイル名の前に、属性が変更されたことを示すプ
ラス (+) 記号が表示されます。

テキストスタイルの個別設定を解除するには :

1 ポインタツールを使用して個別設定されているテキストブロックを選択するか、テキストツールを使

用して段落を選択します。

2 スタイルパネルで、選択したオブジェクトに適用するスタイルをクリックします。

元のスタイルがテキストに適用され、修正された属性がすべて元のスタイルの属性に戻ります。

選択したテキストをベースにしてテキストスタイルを再定義するには :

1 ポインタツールを使用して、スタイルの定義に使う属性を含むテキストブロックを選択するか、テキ
ストツールを使用して段落を選択します。

2 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 再定義 ] を選択します。

3 [ スタイルの再定義 ] ダイアログボックスで、再定義するスタイルの名前をクリックし、[OK] をクリッ
クします。 

選択したテキストの属性が新しいスタイルになります。

選択したテキストの属性を再定義するテキストスタイルに適用する方法を指定するには :

1 テキストの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ テキスト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ テキスト ] カテゴリをクリックします。

2 [ ベースにするスタイル ] のオプションを選択します。

[ 初に選択された段落 ] を選択すると、選択したテキスト内の 初の段落をベースにしてテキストスタ
イルが再定義されます。

[ 共通の属性 ] を選択すると、選択した段落の範囲に共通する属性をベースにしてテキストスタイルが
再定義されます。

3 [OK] をクリックします。
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エフェクトの設定
FreeHand では、テキストを使用してさまざまなエフェクトを作成することができます。パスに沿ったテ
キストの配置と整列、グラフィックの周囲へのテキストの回り込み、インライングラフィックの作成、シャ
ドウや下線などの組み込みの特殊テキストエフェクトの適用などを行うことができます。

パスに沿ったテキストの配置

カーブポイントまたはコーナーポイントを使用して、オープンまたはクローズパスに沿ってテキストを整
列させることができます。テキストは、他のパスやテキストブロックにリンクすることができます。パス

に結合されたテキストのフォントの指定はそのまま保持されます。他のオブジェクトの場合と同じよう
に、パスに結合されたテキストにも変形処理を適用することができます。

クローズパス上には、2 行のテキストを流し込むことができます。1 行目の文字 ( 初の改行まで ) がパ

スの上に流し込まれ、2 行目の文字 (2 番目の改行まで ) がパスの下に流し込まれます。オープンパス上
では、 初の改行またはタブまでの文字だけが表示されます。テキストがパスからあふれている場合は、
テキストのリンクボックス内にドットが表示されます。曲線パス上に左揃えされたテキストでは、文字が

重ならないように、文字間隔が自動的に再調整されます。

パスの内側にテキストを流し込むこともできます。276 ページの「パスの内側へのテキストの配置」を参
照してください。

テキストをパスに結合するには :

1 ポインタツールを使用し、Shift キーを押したままテキストブロックとパスをクリックして選択します。

2 [テキスト]-[パス上に結合] を選択するか、テキストツールバーの [パス上に結合] ボタンをクリックし
ます。

テキストは、パス上で直接編集することも、テキストエディタを使用して編集することもできます。239
ページの「テキストエディタの使用」を参照してください。

楕円の上と下にテキストを配置するには :

1 テキストブロック内で、楕円の上と下にテキストを分割する位置にテキストツールを置き、Enter キー
(Windows) または Return キー (Macintosh) を押して、改行を挿入します。

2 ポインタツールを使用し、Shift キーを押したままテキストブロックと楕円をクリックして選択します。

3 [ テキスト ]-[ パス上に結合 ] を選択します。

4 必要に応じて、次のいずれかの操作を行います。

• テキストが表示されない場合は、オブジェクトパネルの [上] および [下] ポップアップメニューで選択

したオプションを再確認してください。両方で [ なし ] を選択していると、テキストがパス上に表示さ
れません。

• テキストが流れ込む方向が正しくない場合は、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh)

を押したままパスをクリックして選択します。アウトラインモードがアクティブになっている場合や、
オブジェクトパネルで [ パスを表示 ] オプションを選択している場合は、この方法でパスを選択するの
が一番簡単です。次に、[ 修正 ]-[ パスの操作 ]-[ 逆方向 ] を選択します。
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パス上のテキストの整列

オブジェクトパネルを使用して、パス上にあるテキストの行揃えと文字方向を調整することができます。

テキストはパスの方向に流れ込みます。パスの方向は左から右 ( 時計回り ) または右から左 ( 反時計回り )
のどちらかです。テキストの方向を反対にするには、パスの方向を反対にします。詳細については、274
ページの「パスに沿ったテキストの配置」を参照してください。

パス上のテキストの行揃えと文字方向を調整するには :

1 ポインタツールを使用して、ワークスペースでパス上のテキストを選択します。

2 オブジェクトパネルがまだ開かれていない場合は、[ウィンドウ]-[オブジェクト] を選択して開きます。

3 テキストの [ 文字方向 ] オプションに、[ パス合わせ ]、[ 正面合わせ ]、[ パスに合わせて倒す ]、[ パス上に
直立 ] のいずれかを選択します。 

[ パス合わせ ]、[ 正面合わせ ]、[ パスに合わせて倒す ]、および [ パス上に直立 ] の文字方向

4 パスを表示する場合は、[ パスを表示 ] を選択します。

5 [ 行揃え ] セクションでは、[ なし ]、[ ベースライン ]、[ アセンダ ]、[ ディセンダ ] のいずれかをを選択し
て、パスの上下にテキストのどの部分を揃えるかを指定します。 

左から右 : ベースライン、アセンダ、およびディセンダでパスの上に整列されたテキスト

パスに沿ったテキスト位置の変更については、次の手順を参照してください。
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パス上のテキストを手動で移動するには :

1 テキストツールで挿入ポイントを置くか、ポインタツールでパスを選択します。

テキストの行揃え設定に応じて、三角形のテキストハンドルがテキストの左端、中央、または右端に
表示されます。テキストをパスに沿って移動する間も表示させておくには、Alt キー (Windows) また
は Option キー (Macintosh) を押したままテキストハンドルをドラッグします。

2 三角形のテキストハンドルをドラッグし、パスに沿ってテキストを移動します。

テキストの位置を変更すると、オブジェクトパネルにある [ 左 ] ボックスと [ 右 ] ボックスの値も更新
されます。

パス上のテキストを数値指定で正確に移動するには :

1 テキストツールでテキスト内に挿入ポイントを置くか、ポインタツールでパスを選択します。

2 オブジェクトパネルで、[ 左 ] および [ 右 ] ボックスに値を入力します。

パスの内側へのテキストの配置

テキストは、任意のオープンパスまたはクローズパスの内側に配置することができます。テキストをパス
から移動せずに、パスの内側に配置されたテキストを編集することも、他のオブジェクトと同じように変
形することもできます。

また、パスやオブジェクトの周囲にテキストを回り込ませることもできます。詳細については、277 ペー
ジの「オブジェクトの周囲でのテキストの回り込み」を参照してください。

パスの内側にテキストを配置してマージンを設定するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストブロックとクローズパスの両方を選択します。

2 [テキスト]-[パス内に結合] を選択するか、テキストツールバーの [パス内に結合] ボタンをクリックし
ます。

3 パス内のテキストの配置を調整するには、オブジェクトパネルの [ マージン ] テキストボックスに値を
入力して、テキストとパス間のマージンを指定します。必要に応じて、[ テキスト枠を表示 ] 選択して

パスを表示したり、アウトラインモードに切り替えたりします。 

内側にテキストが配置されたパスを選択すると、パスの下にボックスが表示されます。ボックス内の

ドットは、テキストがあふれていることを示します。
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パスからのテキストの分離

[ パス上に結合 ] または [ パス内に結合 ] コマンドを適用したテキストを削除するには、[ パスから分離 ]
コマンドを使用します。

パスからテキストを削除するには :

1 ポインタツールを使用してパスを選択します。

2 [テキスト]-[パスから分離] を選択するか、テキストツールバーの [パスから分離] ボタンをクリックし
ます。

このコマンドによって、テキストブロックとパスの 2 つのオブジェクトが作成されます。変形処理はすべ
て解除され、元のテキストブロックのサイズはパスの幅に合わせて変更されます。

オブジェクトの周囲でのテキストの回り込み

[ 回り込み ] コマンドを使用すると、読み込んだグラフィックや複合パスなどの単一のオブジェクトの周
囲にテキストを自動的に回り込ませることができます。このコマンドは、テキストブロックに対してでは

なく、オブジェクトに適用しますが、このテクニックを利用して、プルクォートなどのテキスト処理を行
うことができます。

グループやブレンドの周囲にテキストを回り込ませることはできません。ただし、このようなオブジェク
トの周囲にパスを描き、そのパスの周りにテキストを回り込ませることはできます。

[ 回り込み ] が適用された状態
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オブジェクトの周囲でテキストを回り込ませるには :

1 ドキュメントでオブジェクトを選択し、テキストと重なるように配置します。

2 [修正]-[重ね順]-[ 前面へ] を選択します。テキストを回り込ませるオブジェクトは、定形のオブジェク
ト、他のテキストブロック、またはオブジェクトの周囲に描いたパスであっても、テキストより手前
に配置する必要があります。

3 次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックオブジェクトの周囲にテキストを回り込ませるには、オブジェクトを選択します。オブ
ジェクトがグループ、ブレンド、または OLE 画像の場合は、その周囲にパスを描き、そのパスとオブ
ジェクトを選択します。

• プルクォートなどのエフェクトを作成するために他のテキストブロックの周囲にテキストを回り込ま
せるには、オブジェクトパネルで [ マージン ] の設定を適用して、テキスト枠からテキストまでのオフ
セットを設定します。オプションで、線を適用してテキストブロックの枠を表示します。次に、テキ

ストを回り込ませるテキストブロックを選択します。線およびマージンの適用の詳細については、265
ページの「テキストおよびテキストブロックのカラーの設定」および 135 ページの「パスの差し込み」
を参照してください。

4 オブジェクトを選択したまま、[ テキスト ]-[ 回り込み ] を選択するか、テキストツールバーの [ 回り込み ]
ボタンをクリックします。

5 [ 回り込み ] ダイアログボックスで、[ テキスト回り込み ] ボタンをクリックします。 

6 [ 回り込み間隔 ] に、選択したオブジェクトとその周囲の回り込みテキストとの 小距離を入力します。

正の値を入力すると、テキストは選択したオブジェクトの外側に配置されます。負の値を入力すると、
テキストは選択したオブジェクトの背後に重なります。入力した値には、ドキュメントで設定されて
いる単位が適用されます。

7 [OK] をクリックします。

オブジェクトからテキストの回り込みを解除するには :

1 ポインタツールを使用して、テキストの回り込みが設定されたオブジェクトを選択します。

2 [ テキスト ]-[ 回り込み ] を選択するか、ツールバーの [ 回り込み ] ボタンをクリックします。

3 左側のボタンをクリックし、[OK] をクリックします。
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インライングラフィックの操作

インライングラフィックは、テキストブロック内にペーストされたオブジェクトで、テキストの配置と共
に移動するアンカーポイントが設定されます。インライングラフィックはテキストの文字になり、テキス

トを再配置すると、インライングラフィックも再配置されます。インライングラフィックのポイントサイ
ズは、グラフィックの元の高さと同じになります。 

インライングラフィックは、テキストブロック内に配置された後でも、元のグラフィックの属性を保持し

ます。また、テキストの線や塗りを変更しても、インライングラフィックは影響を受けません。テキスト
エフェクト、フォント、またはスタイルをインライングラフィックに適用することはできません。インラ
イングラフィックの周囲にはオブジェクト枠が設定され、この枠がグラフィックとテキストの境界になり
ます。 

変形されたテキストブロックにインライングラフィックをペーストすると、テキストに設定されている変
形がグラフィックに適用されます。グラフィックに割り当てられた属性を保持する場合は、テキストブ

ロック内にペーストする前に、インライングラフィックを変形する必要があります。

テキストエディタを使用してインライングラフィックを含むテキストを編集するときには、インライング
ラフィックはテキストエディタ内で黒いドットとして表示されます。 

メモ : テキストスタイルが適用された段落にインライングラフィックを追加すると、スタイルパネルのテキストスタイル
名の横に個別設定を示すプラス記号 (+) が表示されます。個別設定を解除すると、スタイルのフォントサイズに合うよう
に、インライングラフィックのサイズが調整されます。詳細については、273 ページの「テキストスタイルの個別設定
と再定義」を参照してください。

インライングラフィックをテキスト内に配置するには :

1 ポインタツールを使用して、インライングラフィックとして使用するオブジェクトを選択します。

テキストブロックまたはパスに結合されたテキストをインライングラフィックとして使用する場合

は、それらをグループ化して、ペーストしたときにテキストが個々の文字として表示されないように
します。

必要に応じて、グラフィックの変形が保持されるように、インライングラフィックを変形してからペー
ストします。

2 [ 編集 ]-[ コピー ] または [ 編集 ]-[ カット ] を選択します。

3 既存のテキストブロックに挿入ポイントを置き、[編集]-[スペシャル]-[ペーストスペシャル] を選択します。

4 [ ペーストスペシャル ] ダイアログボックスで、ペーストするグラフィックの形式を選択します。

5 [OK] をクリックします。

インライングラフィックを削除するには :

1 テキストツールを使用して、インライングラフィックを選択します。

インライングラフィックを選択すると、オブジェクトパネルの [ エフェクト ] ポップアップメニューで
[ グラフィック ] オプションが選択されます。

2 [ 編集 ]-[ カット ] を選択するか、Delete キーを押します。
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インライングラフィックの配置

インライングラフィックについては、ポイントサイズ、段落間隔、単語および文字間隔、ベースラインシ
フト、行揃え、行送り、横比率を編集することができます。テキストの属性を調整するには、[ テキスト ]

メニュー、オブジェクトパネル、またはテキストツールバーを使用します。

インライングラフィックを配置するには :

1 テキストツールを使用して、インライングラフィックを選択します。必要に応じて、その周囲のテキ
ストも選択できます。

2 [ テキスト ] メニュー、オブジェクトパネル、またはテキストツールバーを使用して、次のテキスト属
性を調整します。

• グラフィックの高さに合うように、挿入ポイントの行送りを調整します。デフォルトでは、インライ
ングラフィックの下部が、テキストのベースラインに揃うように配置されます。

• インライングラフィックとその周囲のテキスト文字を近づける (負の値を指定)、または離す (正の値を

指定 ) には、カーニングを使用します。

• インライングラフィックを周囲のテキストのベースラインの下 ( 負の値を指定 ) または上 ( 正の値を指

定 ) に移動するには、ベースラインシフトを調整します。

行送り、カーニング、およびベースラインシフトの調整の詳細については、249 ページの「行揃え、行
送り、トラッキング、およびベースラインシフトの設定」を参照してください。

3 テキストの回り込みを調整するには、[プロパティ] リストで [テキストブロック] プロパティを選択し、
オブジェクトパネルで [ マージン ] テキストボックスに値を入力します。

テキストは、グラフィックの左端の位置で折り返されます。右端では、インライングラフィックの枠の分
だけスペースを空けて折り返されます。

エフェクトの設定

FreeHand では、ハイライト、くくり文字、シャドウ、打ち消し線、アンダーライン、およびズームの 6
種類のテキストエフェクトが用意されています。すべてのテキストエフェクトには、オプションを設定で

きます。ドキュメント内で、テキストエフェクトが適用された部分を検索することもできます。 

(1 行目 ) ハイライト、くくり文字、およびシャドウエフェクト、
(2 行目 ) 打ち消し線、アンダーライン、およびズームエフェクト

テキストエフェクトを適用すると、ドキュメントを処理するときの再描画速度が遅くなる場合がありま
す。編集中にこの問題を回避するオプションを設定することができます。また、テキストエフェクトは、
非 PostScript プリンタで印刷したり、パスに変換したり、一部のファイル形式で書き出す際に失われる

おそれもあります。
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デフォルトの設定を使用してテキストエフェクトを適用するには :

1 ポインタツールでいくつかのテキストブロックを選択するか、テキストツールでテキストの範囲を選

択します。

2 オブジェクトパネルで [ 文字 ] オプションを表示します。詳細については、244 ページの「オブジェク
トパネルでテキスト属性を表示」を参照してください。

3 オブジェクトパネルの下部にある [エフェクト] ポップアップメニューからテキストエフェクトを選択
します。

メモ : グラフィックエフェクトは、インライングラフィックにのみ使用されます。

テキストエフェクトのオプションを設定するには :

1 テキストツールを使用して、エフェクトの適用先テキストを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの [文字] オプションで、[エフェクト] ポップアップメニューから [編集] を選択し
ます。[ 文字 ] オプションの表示については、244 ページの「オブジェクトパネルでテキスト属性を表

示」を参照してください。 

• [ テキスト ]-[ エフェクト ] を選択し、サブメニューからエフェクトを選択します。

選択したエフェクトに対応するダイアログボックスが表示されます。

3 次の手順で説明するように、エフェクトのオプションを設定します。

ハイライト、アンダーライン、および打ち消し線のテキストエフェクトを編集するには、
次のオプションを設定します。

• [ 位置 ] では、テキストのベースラインより上にエフェクトを置く場合は、ベースラインとの間隔を正
の数値で入力し、ベースラインより下に置く場合は、ベースラインとの間隔を負の数値で入力します。

• 破線のパターンを適用するには、[ 線種 ] ポップアップメニューからパターンを選択します。

• [ 線 ] オプションの [ 幅 ] では、エフェクトのポイントサイズを入力します。

• エフェクトのカラーを変更するには、カラーポップアップメニューを使用します。

• 元のテキストをオーバープリントするときの見当ズレを補正するには、[ オーバープリント ] を選択し
ます。 

くくり文字を編集するには、次のオプションを設定します。

• テキストを囲むアウトラインの数を指定するには、[ 数 ] テキストボックスに数を入力します。

• [ 線 ] オプションの [ 幅 ] で、線幅のサイズを入力します。

• 線のカラーを変更するには、カラーポップアップメニューから選択します。

• [ バックグラウンド ] の [ 幅 ] には、線とテキストの間に表示される背景カラーの幅を入力します。 

• バックグラウンドのカラーを変更するには、カラーポップアップメニューから選択します。
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シャドウを編集するには、次のオプションを設定します。

• [ オフセット ] の [x] と [y] テキストボックスに、テキストからシャドウをオフセットする値を入力します。

• [ カラー ] ポップアップメニューからシャドウカラーを選択するか、カラーボックスをクリックして色
見本を選択します。

• 濃度スライダをドラッグするか、[ 濃度 ] ボックスに値を入力して濃度 (%) を指定します。

ズームを編集するには、次のオプションを設定します。

• [ ズームサイズ ] テキストボックスに、前面のオブジェクトの割合 (%) を入力します。

たとえば、50% を指定すると、前面のオブジェクトが元のサイズの 50% に縮小されます。 

• [ オフセット ] の [x] と [y] テキストボックスに、前面のオブジェクトを元のテキストから離して移動す

る距離を入力します。

• バックグラウンドオブジェクトのカラーを変更するには、[ 開始 ] ポップアップメニューを使用します。

• 前面のオブジェクトのカラーを変更するには、[ 終了 ] ポップアップメニューを使用します。

ドキュメント内で適用されたテキストエフェクトを検索するには :

1 選択パネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ 検索・置換 ]-[ グラフィック ] を選択します。

• メインツールバーの [ グラフィック ] ボタンをクリックします。[ 選択 ] タブをクリックします。

2 [ 属性 ] ポップアップメニューから [ エフェクト ] を選択します。

3 [ エフェクト ] メニューからエフェクトを選択します。

4 [ 範囲 ] で、検索の範囲 ([ 選択オブジェクト ]、[ ページ ]、または [ ドキュメント ]) を指定します。

5 手順 5 で [ 選択オブジェクト ] を選択した場合は、[ 選択から外す ] オプションを選択し、指定した属性
を持ったテキストブロックを現在の選択から除外します。手順 5 で [ ページ ] または [ ドキュメント ]
を選択した場合は、[ 選択に追加 ] オプションを選択し、指定した属性を持ったテキストブロックを現
在の選択に追加します。

6 [ 検索 ] をクリックします。

パネルの左下隅には、選択されたオブジェクトの数が表示されます。

テキストエフェクト使用時の画面の再描画速度を高めるには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 表示 ] タブをクリックして、[ エフェクト表示 ] の選択を解除します。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 表示 ] カテゴリをクリックして、[ エフェクト表示 ] の選択

を解除します。

• テキストを入力し、テキストエフェクトを割り当てます。

• [ 画面表示 ]-[ アウトライン ] を選択して、プレビューモードをオフにします。
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テキストのパスへの変換
テキストをパスに変換することによって、テキストをオブジェクトとして編集することができます。テキ
ストを変換すると、個々の文字の形状変更、変換したテキストのクリッピングパスとしての使用、一連の
文字の形状に対する複雑な線や塗りの適用、特殊エフェクトを作成する FreeHand やサードパーティのエ
クストラの適用などを行うことができます。ただし、パスに変換したテキストは、テキストとして編集で

きなくなります。たとえば、スペル、書体、段落の属性などは変更できません。 

コンピュータにインストールされている PostScript Type 1 フォント、Macromedia Fontographer で作

成した PostScript Type 3、または TrueType フォントをパスに変換することができます。リンクされた
テキストブロック内のテキストは、ブロックのリンクを解除しない限り、パスに変換できません。

テキストをパスに変更すると、文字がシステムのフォント管理ユーティリティによってアウトラインフォ

ントとして処理されなくなるため、テキスト文字の画面表示に影響する場合があります。

パスに変換したテキストをプリントする際に、そのフォントがインストールされている必要はありませ

ん。ただし、特に 12 ポイント以下のサイズでプリントする場合は、出力品質が低下することがあります。

パスを操作した後で、パスをテキストに戻すことはできません。ただし、パスの操作やファイルの保存を
まだ行っていない場合は、[ 編集 ]-[ 取り消し ] を選択して、変換を元に戻すことができます。 

テキストをパスに変換するには :

1 ポインタツールを使用して、変換するテキストブロックを選択します。

2 [テキスト]-[アウトラインに変換] を選択するか、テキストツールバーの [アウトラインに変換] ボタン

をクリックします。

次の変換が実行されます。 

• パスに結合したテキストはそのままの位置に残りますが、パスは非表示になります。

• テキストブロック内のテキストは、オブジェクトのグループに変換されます。

• i のように複数の要素で構成されている文字は複合パスに変換されます。複合パスの詳細については、
127 ページの「パスの合成」を参照してください。

• B や O のように囲まれた領域を持つ文字は、内部に透明な穴が設定された複合パスに変換されます。

• L や Z のような上記以外の文字は、単一のパスに変換されます。

3 変換したテキストのグループを解除して個々の編集可能な文字にするには、[修正]-[グループ解除] を選
択します

4 選択した単語またはフレーズを単一のオブジェクトとして編集するには、単語またはフレーズを構成
する文字を選択し、[ 修正 ]-[ グループ化 ] を選択します。 
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日本語テキストの操作
FreeHand MX には、日本語特有の行組みを実現するためにさまざまな機能を用意しています。ここでは、
FreeHand MX による日本語の行組みを行うための機能について説明します。

FreeHand MX には日本語組版機能として次の 3 つの機能を搭載しています。

• 約物処理

• 禁則処理

• 縦組処理

これらの機能は、すべてオブジェクトパネルに用意されていますので、設定や変更が簡単に行えます。ま
た、設定のいくつかはスタイルとして登録できますので、効率的に行組みを行うことが可能です。

約物処理

行組み機能

日本語には、漢字や平仮名といった文字の他に句読点や括弧類などの文字も扱われます。これら句読点、
括弧類、中点類を約物と呼びます。日本語の行組みでは、見た目や読みやすさを考慮して約物が続いた場

合や行中における位置によって約物の文字送りを調整します。たとえば、開き括弧が続いた場合や句読点
の後ろに開き括弧が続く場合は、文字と文字の間が開いて読みにくくなってしまいます。また、句読点が
行末にきた場合、そのままだと句読点の後ろに空きができて行末が揃いません。

このように約物の組み合わせや行中における位置を自動的に判断し、約物の文字送りを調節する処理を行
組み機能といいます。

行組み機能を使うには：

オブジェクトパネルの [ テキスト ] プロパティ ( 和文設定 )  

オブジェクトパネルの [ テキスト ] プロパティ ( 和文設定 ) で [ 文字組み設定 ] ボタンをクリックし、[ 間
隔 ] ポップアップから [ 無調整 ] または [ 標準 ] のいずれかを選んでください。

和文文字と句読点との間隔を調整します。

和文文字と欧文文字との間隔を調整します。

[ 文字組み設定 ] ダイアログボックスを表示して
文字間隔および禁則オプションを調整するには、
ここをクリックします。
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[ 無調整 ] を選ぶと約物処理は行われずすべての文字が全角として扱われるようになります。

また、[ 標準 ] を選んだ場合、[ 行頭半角約物 ] チェックボックスをオンにすると行頭に位置する開き括弧
は半角扱いとなります。オフにすると全角扱いとなります。

無調整

標準

[ 無調整 ] または [ 標準 ] が選択されている場合、文字間隔は、あらかじめ設定されている間隔に自動調整

されるか、選択されているテキストに対して設定されたカスタム値に調整されます。オブジェクトパネル
の [ テキスト ] プロパティ ( 和文設定 ) には、特定の 2 バイト文字セットに対する文字間隔を調整するた
めのポップアップが 2 つあります。[ 約物 ( 自動 )] と [ 約物 ( 指定 )] は句読点に対する文字間隔の設定

に、[ 和欧間 ( 自動 )] と [ 和欧間 ( 指定 )] は、欧文に対する文字間隔の設定に使用します。

日本語の句読点に対する文字間隔の設定

日本語の句読点に対する文字間隔を設定するには、[ 約物 ( 自動 )] と [ 約物 ( 指定 )] を使います。句読点

の中には、縦書き用と横書き用の 2 バイトの点、丸、角括弧、丸括弧、一重および二重の鍵括弧が含まれ
ます。[ 約物 ( 自動 )] を選ぶと、あらかじめ設定されている増加量でスペースが増減されます。設定可能
な範囲 (0 から Em スペース 3 つ分まで ) 内で、より精密に制御したいときには、[ 約物 ( 指定 )] を使い
ます。デフォルトは、[ 約物 ( 自動 )] で、この設定は段落全体に対してしか適用できません。

これらの設定の効果は、[ 間隔 ] の設定が [ 無調整 ] になっているか [ 標準 ] になっているかによって異な
ります。 

日本語と欧文との間の文字間隔の設定

日本語と欧文との間の文字間隔を設定するには、[ 和欧間 ( 自動 )] と [ 和欧間 ( 指定 )] を使います。[ 和

欧間 ( 自動 )] では、[ 約物 ( 自動 )] と同じように、あらかじめ設定されている増加量でスペースが増減さ
れます。設定可能な範囲 (0 から Em スペース 3 つ分まで ) 内で文字間隔を設定するには、[ 和欧間 ( 指
定 )] を使います。デフォルトは、[ 和欧間 ( 自動 )] で、この設定は段落全体に対してしか適用できません。

選択されているオプション 間隔 目的

約物 ( 自動 ) 無調整 スペース量は調整されません。

約物 ( 自動 ) 標準 標準値が使用され、日本語の句読点の間隔が Em スペースの 50% に
調整されます。

約物 ( 指定 ) 無調整または
標準

日本語の文字セットに対する文字間隔を Em スペースに対するパーセ
ンテージで指定したカスタム値を使って調整します。この値は 0 から
300 までの範囲内で指定することができます。
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これらの設定の効果は、[ 間隔 ] の設定が [ 無調整 ] になっているか [ 標準 ] になっているかによって異な

ります。

禁則処理

行頭や行末にきてはいけない文字 ( 句読点、括弧類、拗促音など ) や文字を分割してはいけない文字 ( つ
なぎ罫など ) を禁則対象文字といい、それぞれ行頭禁則処理、行末禁則処理、分割禁止処理を自動的に行
います。また、使用頻度の高い拗音や音引などを禁則対象文字からはずすことができるように、禁則のレ

ベルが 3 つ用意されています。

それぞれのレベルの禁則対象文字は以下の通りです。

禁則処理を行うには：

[文字組み設定] ダイアログの中の [禁則] ポップアップから [更にゆるく]、[ゆるく]、[標準] を選択します。

[ 文字組み設定 ] ボタンは、オブジェクトパネルの [ テキスト ] プロパティ ( 和文設定 ) の中にあります。

テキストのカーニングの強化 (Macintosh) 

詰めを設定することにより、テキストの流れと見映えを良くすることができます。詰めは、拡張 CID フォ
ント形式の文字だけに設定でき、TrueType、Type 1 と普通の CID フォントには設定できません。詰め
を有効にすると、フォントに含まれる幅に関する情報に基づいて各文字の幅が調整されます。

テキストに詰めを指定するには：

1 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、[ テキスト ] プロパティを選択します。オブジェクトパネルの

[ テキスト ] プロパティ ( 和文設定 ) が表示されます。

選択されているオプション 間隔 目的

和欧間 ( 自動 ) 無調整 スペース量は調整されません。

和欧間 ( 自動 ) 標準 標準値が使用され、日本語と欧文 (1 バイトおよび 2 バイト ) との間
の文字間隔が Em スペースの 25% に調整されます。

和欧間 ( 指定 ) 無調整または
標準

日本語と欧文との間の文字間隔を Em スペースに対するパーセンテー
ジで指定したカスタム値を使って調整します。この値は 0 から 300 
までの範囲内で指定することができます。

標準

行頭禁則対象文字 ぁぃぅぇぉゃゅょっゎァィゥェォャュョッヮヵヶー 、。, . ・ ： ；／？！＆’” 
) 〕］｝〉》」』】ヽヾゝゞ ℃％ ゜ ′ ″

行末禁則対象文字 ‘ “ (〔［｛〈《「『【＠￥＄￠￡～

分割禁止対象文字 ―  ‐  …  ‥

ゆるく

行頭禁則対象文字 、。, . ・ ： ；／？！＆’” ) 〕］｝〉》」』】ヽヾゝゞ ℃ ゜ ′ ″

行末禁則対象文字 ‘ “ (〔［｛〈《「『【＠￥＄￠￡～

分割禁止対象文字 …  ‥

更にゆるく

行頭禁則対象文字 、。, . ・ ： ；／？！’” ) 〕］｝〉》」』】 ℃ ゜ ′ ″

行末禁則対象文字 ‘ “ (〔［｛〈《「『【＠￥＄￠￡

分割禁止対象文字 …  ‥
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2 [文字組み設定] ボタンをクリックして [文字組み設定] ダイアログボックスを表示し、[詰め] をチェッ

クして [OK] をクリックします。

この設定の後に入力されたテキストには、拡張 CID カーニングが適用されます。このカーニングを 1 つ
の段落またはテキストブロックに含まれるすべての段落に設定するには、段落またはテキストブロックを
選択し、[ 詰め ] を設定します。テキストツールで段落をクリックするとその段落が選択され、ポインタ

ツールでテキストブロックをクリックするとそのテキストブロックが選択されます。

縦書きテキストの操作

選択されているテキストブロックに対して縦書き / 横書きを設定するには、オブジェクトインスペクタの

次のボタンを使います。

縦書き指定時の日本語文字と欧文文字との調整を行うために、オブジェクトパネルの [ テキスト ] プロパ
ティ ( 文字 ) には、縦中横、標準組み、半角回転組みの 3 種類のオプションが用意されています。

テキストの回転 ( 縦中横 )

縦書きの文字列の中に横書きで欧文を配置するときには、このオプションを選びます。ハイライト選択さ
れた欧文テキストは、テキストの縦方向の中心線に対して、中央揃えで配置されます。

縦中横

縦中横を指定すると、それまで設定されていたタブやタブリーダの設定が無視されますが、縦中横の属性
を解除すると、これらの属性が元の状態に戻ります。

メモ : 旧バージョンの FreeHand に書き出すと、縦中横の属性が無視され、各バージョンの書式に従ってテキストが配
置されます。
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標準組み

このオプションを選ぶと、縦書き文字内で選択されている欧文文字だけが 90゜回転されます。 

標準組み

半角回転組み

このオプションでは、文字は回転されません。欧文文字も日本語文字と同じように他の文字の下に配置さ

れます。この場合、欧文文字は、通常の文字方向で配置されます。

半角回転組み

FreeHand MX の標準組みの文字は、サイズの違いや隣接する文字の方向を考慮して中央揃えで配置され
ます。FreeHand 8 以前のバージョンのファイルから読み込まれた標準組みの文字は、FreeHand MX で
テキスト属性が変更されるまで、前の属性を保持します。行送り、カーニング、行揃え、ベースラインの

シフト、伸縮、文字間隔が一度変更されると、標準組みのテキストが FreeHand MX での規則に従って中
央に揃えられて配置されます。選択した文字に標準組みが設定されているかどうかは、オブジェクトパネ
ルの [ テキスト ] プロパティ ( 文字 ) で確認します。

日本語の美しい文字組み

フォントサイズの単位

[ 環境設定 ] ダイアログボックスの [ テキスト ] タブの項目に [ フォントサイズの単位 ] があります。ここ
でフォントサイズを指定する単位を [ ポイント ] または [Q] に指定することができます。

テキストブロックの幅 ( 高さ )

通常、日本語をレイアウトする際には行頭行末を揃えるためジャスティファイを指定します。このときテ
キストブロックの幅 ( 縦書きの場合は高さ ) が適切に設定されていないと、あらかじめフォントに設定さ

れている文字間隔より広く文字が組まれてしまい、まとまりのない行組みとなってしまいます。
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適切なテキストブロックの幅 ( 高さ ) を設定するためには、1 行を構成する全角文字数から計算するよう

にします。

たとえば、フォントサイズ 12 ポイントの文字を横組みする場合で、1 行を全角 10 文字で構成する際の

適切なテキストブロック幅は、

10 文字× 12 ポイント＝ 120 ポイント

となり、テキストブロックの幅に 120 ポイントを設定すれば適切な行組みが行えます。上記設定方法は、
特に 1 行の文字数が少ないテキストブロックに対して行うと効果的です。( ただし、禁則処理や欧文、約
物など全角文字以外の混在などによって、適切な文字間隔によって行組みできない行がどうしても出てき

てしまいます。)

適切なテキストブロック幅

テキストブロック幅が広い

漢字の代用 (Macintosh)

拡張 CID フォント形式では、標準、JIS78、エキスパート、旧字体の各カテゴリで漢字の代用をサポート
します。代用漢字を割り当てるには、テキストツールを使って文字を選択し、[ テキスト ]-[ 漢字オプショ
ン ] を選びます。一度に選択できるのは 1 文字だけです。拡張 CID フォント形式で漢字を代用するには、

Adobe Type Manager バージョン 4.5.2 以降が必要です。

• 標準 JIS83 または JIS90 に基づく漢字です。

• JIS78 JIS78 は標準よりも古く、1978 年に制定された文字コードです。

• エキスパート 人名、地名に使う正式漢字など 237 文字が含まれています。

• 旧字体 政府刊行物である常用漢字表および人名用漢字許容字体表で、康煕字典体および「当分の間用
いることができる字体」として記載されている漢字に、JISC6226-1978 規格と JISX0208-1983 規格

の間で第一水準と第二水準が入れ替わった旧字体 22 文字の漢字を加えたものです。

代用漢字を PostScript プリンタで出力するには、その漢字がプリンタのフォントに含まれていなければ
なりません。[ プリンタ設定 ] ダイアログボックスの [ 出力画像 ] パネルで [ プリント時にフォントを作
成 ] をチェックし、代用漢字を作成し、その漢字が含まれているかどうかを確認してください。代用漢字

が含まれていないときは、オリジナルの漢字が出力されます。

Adobe Illustrator J ( バージョン 4 以前 ) の形式で書き出すときは、代用漢字は失われます。ただし、

Illustrator J ( バージョン 5.5 以降 ) の形式で書き出すときには、代用漢字を含めることができます。

旧字体 標準
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第 9 章
レイヤー、シンボル、スタイルの使用

Macromedia FreeHand MX では、作業効率を上げるために、レイヤー、シンボル、およびスタイルを使

用して、イラストレーションの整理、作業の自動化、および一貫性のある変更を行うことができます。

レイヤーはイラストレーションの整理に役立ちます。また、スタイルを使用すると、デザインの一貫性を
維持し、書式を簡単に設定できるようになります。

シンボルを使用すると、オブジェクトの再利用が簡単になり、またそれらのオブジェクトを使用するファ
イルのサイズを 小化することができます。

レイヤーの使用
レイヤーによって、イラストレーション内のオブジェクトを分類することができ、扱いやすくなります。
レイヤーは、イラストレーションを独立した複数の階層に分割します。これは、イラストレーションの
個々のオブジェクトをトレース紙に描画して重ねるのと似ています。新規ドキュメントには、フォアグラ

ウンド、ガイド、およびバックグラウンドという 3 つのレイヤーがデフォルトで含まれています。読み込
みや描画はアクティブレイヤー上で行われます。初期状態では、フォアグラウンドレイヤーがアクティブレ
イヤーになります。新しいレイヤーを追加すると、そのレイヤーが描画レイヤーに設定されます。作成した
コンテンツや読み込んだコンテンツは、コンテンツを移動するまで、すべてそのレイヤー上に表示されます。

レイヤーパネルは、水平の区切りバーで分割されています。区切りバーより上のレイヤー ( フォアグラウ
ンドレイヤーと総称 ) はプリント可能です。区切りバーより下のレイヤー ( バックグラウンドレイヤーと

総称 ) はプリントされません。

ガイドレイヤーには、ルーラからドラッグするか、またはガイドエディタで手動で入力したガイド線と、
ガイドに変換されたパスが含まれます。 

バッググラウンドレイヤーは、デフォルトでは区切りバーより下に表示されるため、プリントされません。
他のレイヤーを区切りバーより下に移動すると、バックグラウンドレイヤーに加えることができます。

バックグラウンドレイヤー上のオブジェクトはくすんだ色で表示されます。バックグラウンドレイヤーを
区切りバーより上に移動すると、そのレイヤー上のオブジェクトは完全に表示され、プリント可能になります。 

イラストレーション内のオブジェクトはすべて、いずれかのレイヤーの上に配置されます。各レイヤーに
は複数のオブジェクトを配置できます。編集できるオブジェクトは、表示され、ロックされていないレイ
ヤー上のオブジェクトだけです。
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あるレイヤーから別のレイヤーにオブジェクトを移動したり、レイヤーの順序を変更することによって、

オブジェクトの重ね順を変更することができます。各レイヤーでは、オブジェクトの重ね順が維持されま
す (123 ページの「オブジェクトの重ね順の変更」を参照 )。環境設定によって、レイヤー間でのオブジェ
クトの移動方法を制御できます。詳細については、294 ページの「オブジェクトの移動とレイヤーの重ね
順の変更」を参照してください。 

アートワークとレイヤーが設定された構成要素

レイヤーパネルの使用

レイヤーパネルにはドキュメント内のすべてのレイヤーが表示されます。レイヤーパネルを使用すると、
レイヤーを追加、コピー、並べ替え、および削除することができます。また、レイヤーを選択、作成、削
除したり、オブジェクトを間違って移動または削除しないようにレイヤーを非表示またはロックできま

す。さらに、レイヤーの結合、レイヤーの表示とプリントに関するオプションの選択、オブジェクトを正
確に配置および整列するためのガイドの表示を行うこともできます。

レイヤーパネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• メインツールバーの [ レイヤー ] ボタンをクリックします。

• [ ウィンドウ ]-[ レイヤー ] を選択します。

レイヤーをプリントしないようにするには、レイヤーパネルで次のいずれかの操作を行います。

• レイヤーを区切りバーの下にドラッグします。

• 区切りバーをレイヤーの上にドラッグします。

• レイヤーの近くにあるチェックマークをクリックして、レイヤーを非表示にします。

メモ : ただし、[ 出力オプション ] ダイアログボックスで [ 非表示のレイヤーを含む ] オプションを選択している場合
は、非表示のレイヤーでもプリントできます。詳細については、296 ページの「レイヤーとレイヤーが設定された
アートワークの表示」を参照してください。

ハイライトカラー
レイヤーのロック / ロック解除
プリントされるレイヤーとプリントされないレイヤーの間にある区切りバー

プレビュー / アウトライン
レイヤーの表示 / 非表示
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レイヤーの作成

レイヤーを新規作成するには、レイヤーパネルを使用します。アートワークを作成する前に必要なレイ
ヤーをすべて設定しておくことも、必要に応じてレイヤーを追加することもできます。後からレイヤーを

設定するには、新しいレイヤーを追加するか、既存のレイヤーを複製します。

新しいレイヤーを追加するには :

1 レイヤーパネルが表示されていない場合は、[ ウィンドウ ]-[ レイヤー ] を選択して表示します。

2 レイヤーパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

レイヤーとその中のすべてのオブジェクトを複製するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し
ます。すべてのオブジェクトの選択を解除しておくと、選択したオブジェクトを誤って新しいアクティ
ブレイヤーに移動してしまうのを防ぐことができます。

メモ : 選択したオブジェクトをアクティブレイヤーに自動的に移動する環境設定を変更することができます。詳細に
ついては、294 ページの「オブジェクトの移動とレイヤーの重ね順の変更」を参照してください。

2 レイヤーパネルで、レイヤー名をクリックして選択します。

3 レイヤーパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 複製 ] を選択します。

レイヤー名を変更するには :

1 レイヤーパネル内で対象のレイヤー名をダブルクリックします。

2 新しい名前を入力して、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

レイヤーの選択

レイヤーパネルを使用すると、レイヤーを選択し、そのレイヤーをアクティブにすることができます。レ
イヤーだけでなく、レイヤー上のすべてのオブジェクトを簡単に選択できます。

レイヤーを選択してアクティブにするには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し
ます。すべてのオブジェクトの選択を解除しておくと、選択したオブジェクトを誤って新しいアクティ

ブレイヤーに移動してしまうのを防ぐことができます。

メモ : 選択したオブジェクトをアクティブレイヤーに自動的に移動する環境設定を変更することができます。詳細に
ついては、294 ページの「オブジェクトの移動とレイヤーの重ね順の変更」を参照してください。

2 レイヤー名をクリックします。

ペンのアイコンがアクティブレイヤー名の右側に表示されます。次に描画するオブジェクトや読み込

むオブジェクトは、このレイヤーに表示されます。

複数レイヤーが設定されているドキュメントで、特定レイヤー上にあるオブジェクトをすべて選択するには :

Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままレイヤー名をクリックします。
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オブジェクトの移動とレイヤーの重ね順の変更

ドキュメント内のオブジェクトの重ね順の変更、あるレイヤーから別のレイヤーへのオブジェクトの移
動、レイヤーの順序の変更、およびレイヤーの非プリントの指定を行うことができます。

FreeHand ドキュメント間で、レイヤー上のオブジェクトをコピー & ペーストする場合に、レイヤー情
報を保持することができます。

異なる複数のレイヤーのオブジェクトをグループ化することができます。グループ内のすべてのオブジェ
クトがアクティブレイヤーに移動されます。グループ化または結合されたオブジェクトが元々は異なるレ
イヤー上にあった場合は、グループ解除によって、オブジェクトをそれぞれのレイヤーに戻すこともでき

ます。グループ化の詳細については、120 ページの「オブジェクトのグループ化」を参照してください。

レイヤーパネルを使用してオブジェクトを別のレイヤーに移動するには :

1 オブジェクトを選択します。

レイヤーパネルには、選択したオブジェクトのあるレイヤー名がハイライト表示されます。

2 レイヤーパネルで、選択したオブジェクトの移動先のレイヤー名をクリックします。

デフォルトでは、レイヤー名をクリックすると、選択したオブジェクトがそのレイヤーに移動されます。

メモ : この手順でうまくいかない場合は、パネルの環境設定を確認します。次の手順を参照してください。

選択したオブジェクトが別のレイヤーに自動的に移動しないようにするには :

1 パネルの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ パネル ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ パネル ] カテゴリをクリックします。

2 [ レイヤー名の上をクリックして、選択しているオブジェクトを移動する ] の選択を解除して、[OK] を
クリックします。

メニューコマンドを使用してオブジェクトを別のレイヤーに移動するには : 

1 [編集]-[選択]-[選択を解除] を選択するか、Tab キーを押して、ドキュメント内にあるすべてのオブジェ

クトの選択を解除します。

2 レイヤーパネルで、オブジェクトの移動先のレイヤーを選択します。

3 ワークスペースでオブジェクトを選択します。オブジェクトは、異なるレイヤー上にあってもかまい
ません。

レイヤーパネルには、選択したオブジェクトのあるレイヤー名がハイライト表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。 

• レイヤーパネルのオプションポップアップメニューから、[ オブジェクトを現在のレイヤーに移動 ] を
選択します。

• (Windows のみ ) レイヤーパネルで、オブジェクトの移動先のレイヤーをマウスの右ボタンでクリック
します。コンテキストメニューから [ 選択アイテムをこのレイヤーに移動 ] を選択します。
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レイヤーを他のレイヤーの前または後に移動するには :

1 [編集]-[選択]-[選択を解除] を選択するか、Tab キーを押して、ドキュメント内にあるすべてのオブジェ

クトの選択を解除します。

2 レイヤーパネルで、移動するレイヤーの名前を新しい位置にドラッグします。

リスト内でレイヤーを別のレイヤーの下にドラッグすると、レイヤーはそのレイヤーの後に移動しま
す。リスト内でレイヤーを別のレイヤーの上にドラッグすると、レイヤーはそのレイヤーの前に移動
します。 

レイヤー名をドラッグしてレイヤーを移動

ドキュメント間で選択オブジェクトをペーストするときにレイヤー情報を維持するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ レイヤー情報を保存する ] を選択し、[OK] をクリックします。

このオプションを選択すると、オブジェクトをグループ解除または分離する場合に、グループ化、結
合、およびクリップされたオブジェクトが元のレイヤーに戻されます。

レイヤー情報をドキュメント間でコピーするには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ レイヤー情報を保存する ] を選択し、[OK] をクリックします。

3 コピー元ドキュメントのオブジェクトを選択して、[編集]-[カット] または [編集]-[コピー] を選択します。

4 コピー先のドキュメントを開き、[ 編集 ]-[ ペースト ] を選択します。

コピー先にコピー元と同じ名前のレイヤーがある場合は、そのレイヤーにコピーされます。同じ名前
のレイヤーがない場合は、レイヤーが新規作成されます。
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レイヤーの結合

アートワークの作成が終了したら、レイヤーを結合して、ドキュメントのサイズを小さくできます。ガイ
ドレイヤーは他のレイヤーと結合できません。

レイヤーを結合するには :

1 レイヤーパネルで、結合するレイヤーを選択します。連続していないレイヤーを選択するには、Ctrl

キー (Windows) または Command キー (Macintosh) を押したままレイヤーをクリックします。連続
するレイヤーの範囲を選択するには、Shift キーを押したままクリックします。

2 レイヤーパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 選択レイヤーを結合 ] を選択しま
す。レイヤーは、選択した一番下のレイヤーに結合されます。結合されたレイヤーのオブジェクトの
重ね順は保持されます。

すべてのフォアグラウンドレイヤーを結合するには :

レイヤーパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ フォアグラウンドレイヤーを結合 ] を

選択します。フォアグラウンドレイヤーは、区切りバーの上にある、ガイドレイヤーを除くすべてのレイ
ヤーです。

レイヤーの削除

不要になったレイヤーは、レイヤーパネルを使って削除できます。

レイヤーを削除するには :

1 削除するレイヤーを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• レイヤーパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 削除 ] を選択します。

• Windows では、削除するレイヤーをマウスの右ボタンでクリックし、[ 削除 ] を選択します。

レイヤーが空でない場合は、警告が表示されます。

3 [ はい ] をクリックして、レイヤーとその中身を削除します。

レイヤーとレイヤーが設定されたアートワークの表示

レイヤーを非表示にすると、レイヤー上のオブジェクトを削除せずに非表示にできます。レイヤーを表示
すると、そのレイヤー上のすべてのオブジェクトが表示されます。アクティブレイヤーが非表示になって
いる場合は、そのレイヤーを再び表示するまで、新規に作成したオブジェクトは表示されません。

レイヤーの表示と非表示を切り替えるには、次のいずれかの操作を行います。

• レイヤーパネル内で一番左側のチェックマークが付いているエリアをクリックし、レイヤーの表示と
非表示を切り替えます。チェックマークは、そのレイヤーが表示されていることを示します。

• 連続するレイヤーの範囲の表示と非表示を切り替えるには、レイヤーパネルの左側の列を上または下
にドラッグします。表示されるレイヤーにはチェックマークが付きます。

• すべてのレイヤーの表示と非表示を切り替えるには、レイヤーパネルの左側の列内で、Ctrl キー (Windows)

または Option キー (Macintosh) を押したままクリックします。

メモ : 一部またはすべてのレイヤーが非表示のときにすべてのフォアグラウンドレイヤーをプリントするには、[ ファ
イル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ 出力オプション ] を選択し、[ 非表示のレイヤーを含む ] を選択します。
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プレビューモードまたはアウトラインモードでのレイヤーの表示

レイヤーパネル上で、表示モードをプレビューモードかアウトラインモードに切り替えることができま
す。レイヤーパネル内でレイヤー名の左側にある塗りつぶされた円はプレビューモードを示します。白い

円はアウトラインモードを示します。モードは画面表示のみに作用し、プリントや書き出しには影響があ
りません。

プレビューモードとアウトラインモードを切り替えるには、次のいずれかの操作を行います。

• レイヤーパネルで、レイヤー名の左側にある円のアイコンをクリックします。プレビューモードのア
イコンは塗りつぶされた円で、アウトラインモードのアイコンは白い円です。

• 連続するレイヤーの選択範囲についてプレビューモードとアウトラインモードを切り替えるには、そ
れらのレイヤーの円のアイコンの列をドラッグします。

• すべてのレイヤーの表示を切り替えるには、レイヤー名の左側の円アイコンを、Ctrl キー (Windows)
または Option キー (Macintosh) を押したままクリックします。

レイヤーのロックとロック解除

レイヤーをロックすると、レイヤー上のオブジェクトを表示したまま変更されないように保護することが
できます。レイヤーパネルで、レイヤー名の横にある閉じた錠のアイコンは、レイヤーがロックされてい
ることを示し、開いた錠のアイコンはレイヤーがロックされていないことを示します。

レイヤーをロックまたはロック解除するには、次のいずれかの操作を行います。

• レイヤーパネルで、レイヤー名の左側にある錠のアイコンをクリックします。

• 連続するレイヤーの範囲をロックまたはロック解除するには、錠の列をドラッグします。

• すべてのレイヤーをロックするには、任意のレイヤー名の左側の錠のアイコンを、Ctrl キー (Windows)
または Option キー (Macintosh) を押したままクリックします。

ガイドレイヤーとガイドパスの使用

ガイドレイヤーを使用すると、単純なパスをガイドに変更することができます。ガイドパスは、オブジェ
クトをより正確にトレースおよび配置するのに役立ちます。

ガイドレイヤーについては、非表示、ロック、移動、カラーの変更を行うことはできますが、結合、名前
の変更、または削除はできません。

ガイドの詳細については、55 ページの「ガイドの使用」を参照してください。

ガイドレイヤーの表示と非表示を切り替えるには :

レイヤーパネルで、ガイドレイヤーの一番左の列をクリックします。

レイヤーは、チェックマークが付いている場合に表示されます。

ガイドレイヤーのカラーを変更するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ ガイドカラー ] ボックスをクリックし、カラーを選択します。

3 [OK] を 2 回クリックします。
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ガイドの黒色表示 ( アウトラインモード ) とカラー表示を切り替えるには :

ガイドレイヤーの円アイコンをクリックします。

ガイドをアートワークの前に配置するには :

レイヤーパネルで、ガイドレイヤーを他のレイヤーの上にドラッグします。

パスをガイドに変更するには :

1 パスを選択します。

2 レイヤーパネルで、ガイドレイヤーをクリックします。

パスは、ガイドカラーで表示されます。ガイドレイヤーに移動したパスは、すべてガイドになります。

ガイドパスを通常のパスに変更するには :

1 ガイドパスをダブルクリックします。

2 [ ガイド ] ダイアログボックスで、[ 解除 ] をクリックして [OK] をクリックします。

パスは、元のレイヤーに戻されます。

レイヤーのハイライトカラーの使用

レイヤーおよびそのレイヤーに含まれるオブジェクトを区別しやすくするために、各レイヤーに異なるハ

イライトカラーを割り当てることができます。ハイライトカラーは、選択したオブジェクトのパス、ポイ
ント、および変形ハンドルの画面表示カラーにのみ作用し、オブジェクトの実際のカラーには影響しません。

レイヤーのハイライトカラーを変更するには :

1 レイヤーパネルが表示されていない場合は、[ ウィンドウ ]-[ レイヤー ] を選択して表示します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• 色見本パネルまたはカラーミキサーパネルのカラーボックスからレイヤーパネルのレイヤー名の横に

ある色見本にカラーをドラッグします。

• レイヤーパネルで、別のレイヤーのレイヤーカラーを、変更するレイヤーの色見本にドラッグします。

• オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストにある線または塗りの色見本から、レイヤーパネルの色見
本にカラーをドラッグします。

• [ スポイト ] を使用して、ドキュメント内のオブジェクトのカラーをレイヤーパネルの色見本にドラッ
グします。
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選択したパスをレイヤーのハイライトカラーで表示するかどうかを設定するには : 

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 パスセグメントをハイライトカラーで表示するには、[ 選択中のパスをハイライト表示 ] を選択します。
このオプションの選択を解除すると、選択ハンドルだけがレイヤーのハイライトカラーで表示されます。

3 [OK] をクリックします。

ライブラリパネルの使用
ドキュメント全体で再利用できるように、FreeHand ライブラリにシンボルとマスターページを保存する
ことができます。ライブラリパネルを使用すると、次のことができます。

• オブジェクト、テキスト、またはグループからシンボルを作成できます。

• シンボルの削除やグループ化ができます。

• シンボルやマスターページの読み込みや書き出しができます。

シンボルを使用すると、オブジェクトの再利用が簡単になり、ファイルサイズを 小化することができま

す。また、シンボルのインスタンスを作成することができます。インスタンスはシンボルの子オブジェク
トです。1 つのシンボルの多くのインスタンスをドキュメント内に表示することもできます。これらのイ
ンスタンスは異なる属性で個別に変更することができます。詳細については、300 ページの「シンボルの
作成と読み込み」を参照してください。

マスターページを使用すると、グラフィック、テキスト、およびページ属性を一部またはすべてのドキュ
メントページに適用することによって、ドキュメント全体のデザインの一貫性を保つことができます。詳
細については、50 ページの「マスターページの操作」を参照してください。
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ライブラリパネルを表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• メインツールバーで、[ ライブラリ ] ボタンをクリックします。

• [ ウィンドウ ]-[ ライブラリ ] を選択します。

シンボルの作成と読み込み

シンボルは、後で再利用するためにライブラリに保存されたオブジェクトであり、任意のオブジェクト、
テキスト、またはグループから作成できます。新規作成したシンボルは、自動的にライブラリに追加され
ます。

シンボルを複製またはプレビューすることも、他の FreeHand ドキュメントから読み込むこともできま
す。シンボルを複製すると、そのシンボルの属性もコピーされます。

シンボルを作成するには :

1 シンボルにするオブジェクト、グループ、またはテキストを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルの下部にある [ 新規シンボル ] アイコンをクリックします。

• オブジェクトをライブラリパネルのリスト領域にドラッグします。

• ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規グラフィック ] を選択し
ます。

• [ 修正 ]-[ シンボル ]-[ シンボルに変換 ] を選択します。

• [ 修正 ]-[ シンボル ]-[ シンボルにコピー ] を選択します。

シンボルのプレビュー

ソートの切り替え

リスト領域

削除

新規グループ

新しいシンボル

シンボルの入れ替え
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シンボルを複製するには :

1 ライブラリパネルが開かれていない場合は、[ ウィンドウ ]-[ ライブラリ ] を選択して表示します。

2 ライブラリパネルでシンボルを選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 複製 ] を選択します。

• Ctrl キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を押したままシンボルをシンボルリストにド
ラッグします。連続するシンボルの範囲を選択するには、Shift キーを押したままクリックします。

複製したシンボルはライブラリに追加されます。

シンボルをプレビューするには :

1 ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ プレビュー ] が選択されていな
い場合は選択します。

2 リスト内でシンボルを選択します。

シンボルのプレビューは、パネルの上部ウィンドウに表示されます。

シンボルを読み込むには :

1 ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 読み込み ] を選択します。

2 シンボルの読み込み元ドキュメントを指定し、ファイルを選択して、[ 開く ] をクリックします。

3 [ シンボルの読み込み ] ダイアログボックスでシンボルを選択し、[ 読み込み ] をクリックします。

シンボルを削除するには :

1 ライブラリパネルでシンボルを選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルの下部にあるゴミ箱のアイコンをクリックします。

• ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 削除 ] を選択します。

3 表示される警告のボックスで、[ 削除 ] をクリックします。

シンボルをグループ化するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルの下部にあるフォルダのアイコンをクリックします。

• ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規グループ ] を選択します。

2 新規グループフォルダに名前を設定します。

3 シンボルを選択して、シンボルリストからグループフォルダにドラッグします。複数のシンボルを選
択するには、Shift キーを押したままクリックします。
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インスタンスの作成と修正

インスタンスは、そのインスタンスを作成するために使用されたシンボルにリンクされます。シンボルを
修正すると、インスタンスも同様に修正されます。

シンボルからインスタンスを解除して、リンクが解除されたオブジェクトを個別に使用することができま
す。また、変形パネルを使用してインスタンスを変形したり、ナビゲーションパネルを使用してインスタ
ンスに URL を関連付けることもできます。詳細については、136 ページの「オブジェクトの変形」およ

び 331 ページの「オブジェクトとテキストへの URL の設定」を参照してください。

インスタンスを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

• シンボルをライブラリパネルからドキュメントにドラッグします。 

• 既存のインスタンスをコピー & ペーストまたは複製します。

シンボルからインスタンスを解除するには :

1 インスタンスを選択します。

2 [ 修正 ]-[ シンボル ]-[ インスタンスの解除 ] を選択します。

シンボルの編集

シンボル ( 親 ) を編集すると、関連付けられているすべてのインスタンス ( 子 ) が自動的に変更されます。

ライブラリのシンボルをドキュメントで選択したオブジェクトと置き換えれば、ドキュメント内にあるシ
ンボルのすべてのインスタンスを簡単に変更できます。また、選択したオブジェクトやインスタンスを、
ライブラリの異なるシンボルのインスタンスと置き換えることもできます。

シンボルを編集するには :

1 ライブラリパネルで、シンボルのアイコンまたはプレビューをダブルクリックします。

シンボルは、別の編集ウィンドウ内に表示されます。

2 シンボルを編集したときにすべてのインスタンスが更新されるようにするには、編集ウィンドウの左
上にある [ 自動更新 ] を選択しておきます。

メモ : [ 自動更新 ] オプションはデフォルトで選択されています。[ 自動更新 ] では、編集ウィンドウで加えた変更が
同時に表示されますが、編集ウィンドウを閉じるか、別の FreeHand ドキュメントに切り替えるまで、元のドキュメ
ントには実際の変更が適用されません。

3 必要に応じてシンボルを編集します。

4 編集ウィンドウを閉じます。

シンボルとすべての関連インスタンスを別のオブジェクトで置き換えるには :

1 新しいオブジェクトを、ライブラリパネル内の置き換えるシンボルの上にドラッグします。

2 表示されるダイアログボックスで、[ 置換 ] をクリックします。

元のシンボルに関連付けられていたインスタンスもすべて自動的に更新されます。
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ドキュメント内のオブジェクトやインスタンスをライブラリのシンボルで置き換えるには :

1 ドキュメントウィンドウで、置き換えるオブジェクトまたはインスタンスを選択します。複数のオブ

ジェクトやインスタンスを選択するには、Shift キーを押したままクリックします。

2 ライブラリパネルでシンボルを選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• ライブラリパネルで [ シンボルの入れ替え ] アイコンをクリックします。

• ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 交換 ] を選択します。

ドキュメントで選択したオブジェクトまたはインスタンスが、ライブラリパネルで選択したシンボルのイ
ンスタンスで置き換えられます。

シンボルの書き出し

シンボルは、別の FreeHand ドキュメントで使用するために書き出すことができます。

シンボルを書き出すには :

1 ライブラリパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 書き出し ] を選択します。

2 書き出すシンボルを任意の数だけ選択します。

3 [ 書き出し ] をクリックします。

4 [ シンボルの書き出し ] ダイアログボックスで、シンボルファイルの保存先フォルダを指定します。

5 ファイル名を入力し、[ 保存 ] をクリックします。

スタイルの使用
スタイルを使用すると、デザインの一貫性を維持し、書式を簡単に設定できるようになります。グラフィッ
クスタイルとテキストスタイルを変更することにより、ドキュメント全体のグラフィックとテキストをす
ばやく修正できます。作成したスタイルを保存し、テンプレートの一部として使用できます。詳細につい

ては、59 ページの「テンプレートの使用」を参照してください。

グラフィックスタイルを使用すると、定義済みの線、塗り、カラー、エフェクト、およびハーフトーン属

性で、グラフィックの形式を指定できます。これらの属性は、オブジェクトパネルとハーフトーンパネル
で利用できます。

テキストスタイルを使用すると、あらかじめ設定されたテキスト属性でテキストブロックと段落の書式を

設定できます。詳細については、270 ページの「テキストスタイルの使用」を参照してください。

スタイルパネルの使用

スタイルパネルには、ドキュメント内で現在使用されているグラフィックおよびテキストスタイルが表示
されます。スタイルパネルを使用して、スタイルの複製、削除、および新規スタイルの追加を行います。
スタイルを編集するには、スタイルパネルとオブジェクトパネルの両方を使用します。オブジェクトパネ
ルの詳細については、107 ページの「オブジェクトパネルの使用」を参照してください。

ドキュメントでオブジェクトを選択していないときに、スタイルパネルでスタイルを選択すると、すべて
の新規オブジェクトのデフォルト属性がそのスタイルで定義されます。詳細については、146 ページの

「デフォルト属性の変更」を参照してください。
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スタイルパネルを表示するには :

[ ウィンドウ ]-[ スタイル ] を選択します。

スタイルパネルでのスタイルの表示方法を変更するには :

スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、次のいずれかを選択します。

[ リストビュー ( 小 )] を選択すると、スタイル名と小さなプレビューが表示されます。

[ リストビュー ( 大 )] を選択すると、スタイル名と大きなプレビューが表示されます。

[ プレビューのみ ] を選択すると、大きなプレビューだけが表示されます。 

左から右 : リストビュー ( 小 )、リストビュー ( 大 )、およびプレビューのみを表示したスタイルパネル
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スタイルの適用

スタイルパネルを使用すると、スタイルを選択またはドラッグするか、スタイルをコピー & ペーストす
ることによって、選択したオブジェクトにスタイルを適用することができます。

環境設定で、新しいスタイルの定義方法や、新しいグラフィックスタイルを選択したオブジェクトに直ち
に適用するかどうかを制御します。

スタイルを適用するには、次のいずれかの操作を行います。

• スタイルの適用先のオブジェクトを選択します。スタイルパネルで、適用元のスタイルを選択します。

• スタイルパネルのスタイルプレビューをオブジェクトにドラッグします。

グラフィックスタイルをドラッグして、オブジェクトにスタイルを適用

• スタイルプレビューを、オブジェクトパネルの [プロパティ] リストからオブジェクトにドラッグします。

スタイルの属性をコピー & ペーストするには :

1 属性のコピー元のオブジェクトを選択し、[ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をコピー ] を選択します。

2 属性のペースト先のオブジェクトを選択し、[ 編集 ]-[ スペシャル ]-[ 属性をペースト ] を選択します。

グラフィックスタイルの定義および適用方法を設定するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [ 新規グラフィックのスタイル ] で、次のいずれかの操作を行います。

• 新規作成するスタイルを、ドキュメントで選択されているオブジェクトに直ちに割り当てる場合は、[ 選

択オブジェクトに自動適用 ] を選択します。

• 新規スタイルを作成するときに選択されているオブジェクトの元のスタイルを維持する場合は、[ 選択
オブジェクトに自動適用 ] の選択を解除します。

3 [OK] をクリックします。
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スタイルを適用したときに影響を受ける属性を指定するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し

ます。

2 スタイルパネルでスタイルを選択します。

3 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ スタイルの編集 ] を選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックスタイルの場合は、[ 適用する属性 ] メニューを使用して、塗りと線の両方、塗りの属性、
線の属性など、スタイルが影響を受ける属性を選択します。

• テキストスタイルの場合は、属性とオプションを選択します。スタイルが選択したオブジェクトの属
性を変更しないようにするには、ポップアップメニューから [ 選択なし ] を選択します。これらのオプ
ションの詳細については、270 ページの「テキストスタイルの作成と編集」を参照してください。

5 [OK] をクリックします。

スタイルの追加、複製、および削除

新しいスタイルを追加、スタイルをコピーまたは削除するには、スタイルパネルを使用します。

標準のグラフィックスタイルをベースにして新規スタイルを作成するには :

選択したオブジェクトをベースにして新規スタイルを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

• スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

• ワークスペースのオブジェクトをスタイルパネルの空白部分にドラッグします。

• オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストでオブジェクト名の近くにあるプレビューを、スタイルパ
ネルの空白部分にドラッグします。

既存のスタイルをベースにして新規スタイルを作成するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、アートワークの選択を解除します。

2 スタイルパネルで、新規スタイルのベースにするスタイルを選択します。

メモ : オブジェクトを選択していないときにスタイルを選択すると、すべての新規オブジェクトのデフォルト属性が
そのスタイルで設定されます。詳細については、146 ページの「デフォルト属性の変更」を参照してください。

3 次のいずれかの操作を行います。

• スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

• オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストのスタイルのプレビューを、スタイルパネルの空白部分に
ドラッグします。

オブジェクトパネルで設定した属性をベースにして新規スタイルを作成するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、アートワークの選択を解除します。

2 オブジェクトパネルで属性を設定します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 新規作成 ] を選択します。

• スタイルプレビューを、オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストからスタイルパネルの空白部分に
ドラッグします。
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スタイルを複製するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、アートワークの選択を解除します。

2 スタイルパネルでスタイルを選択します。

3 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 複製 ] を選択します。

スタイルを削除するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、アートワークの選択を解除します。

2 スタイルパネルでスタイルを選択します。

3 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 削除 ] を選択します。

使用されていないスタイルをすべて削除するには :

スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 不使用スタイルを削除 ] を選択し
ます。

スタイル名を変更するには :

1 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、スタイル名が表示されている
ビューを選択します。

2 スタイルパネルで、スタイル名をダブルクリックします。

3 新しい名前を入力して、スタイルパネルの外側をクリックするか、Enter キー (Windows) または Return
キー (Macintosh) を押します。

スタイルの変更

オブジェクトパネルでは、スタイルの線、塗り、カラー、またはエフェクトの属性を変更することができ

ます。このようにスタイルを変更しても、そのスタイルを使用するオブジェクトで、以前に作成されたも
のは自動的に更新されません。以前に作成したオブジェクトのスタイルを更新するには、変更後にスタイ
ルを再定義する必要があります。また、スタイルを適用した後にオブジェクトの属性を変更して、オブ
ジェクトのスタイルを設定することもできます。

ドキュメントでオブジェクトを選択していないときに、スタイルパネルでスタイルを選択すると、すべて
の新規オブジェクトのデフォルト属性がそのスタイルで定義されます。詳細については、146 ページの

「デフォルト属性の変更」を参照してください。

スタイルを変更するには :

1 [編集]-[選択]-[選択を解除] を選択するか、Tab キーを押して、ワークスペースにあるすべてのオブジェ
クトの選択を解除します。

2 スタイルパネルからスタイル名を選択します。

3 オブジェクトパネルが開かれていない場合は、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択して開きます。

オブジェクトパネルには、選択したスタイルのプロパティとオプションが表示されます。このスタイ
ルによって、新規作成するすべてのオブジェクトのデフォルト属性が定義されます。
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4 [ プロパティ ] リストで属性を選択し、オブジェクトパネルの下部でオプションを変更します。

スタイルパネルでは、スタイル名の横にプラス (+) 記号が表示されます。この記号は、オブジェクト

パネルの属性がスタイルの元の属性と異なっていることを示すものです。他のスタイルを選択するか、
デフォルトの属性をさらに変更するまで、このスタイルを使って作成する新規オブジェクトはすべて、
更新されたスタイル属性を持つことになります。

オブジェクトのスタイルを個別に設定するには :

1 個別に設定するスタイルを含むオブジェクト、段落、テキストブロックを選択します。

2 オブジェクトパネルで、線、塗り、エフェクト、テキストの属性などを変更します。

オブジェクトやテキストを選択すると、個別に設定されたスタイルはスタイルパネルでハイライト表
示され、その横にプラス (+) 記号が表示されます。

オブジェクトからスタイルの個別設定を解除するには :

1 スタイルが個別に設定されたオブジェクト、段落、またはテキストブロックを選択します。

2 スタイルパネルで、スタイルに再適用するオブジェクトのスタイルを選択します。

スタイルを再定義するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、アートワークの選択を解除します。

2 スタイルパネルでスタイル名を選択します。

3 オブジェクトパネルで属性を変更します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルで、[ プロパティ] リストからグラフィックスタイル ( リストの一番上 ) を選択し、

パネルのオプションセクションにある [ 更新 ] ボタンをクリックします。

• スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 更新 ] を選択します。表示され
るダイアログボックスで、再定義するスタイルを選択して、[OK] をクリックします。

• スタイルのプレビュー見本を、オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストからスタイルパネルの再定
義するスタイルにドラッグします。次に、表示されるダイアログボックスで [ 更新 ] をクリックします。
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選択したオブジェクトまたはテキストブロックをベースにしてスタイルを再定義するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• ワークスペースのオブジェクトを、スタイルパネルで再定義するスタイルにドラッグします。

• オブジェクトのプレビュー見本を、オブジェクトパネルの [ プロパティ] リストからスタイルパネルで
再定義するスタイルにドラッグします。 

2 表示されるダイアログボックスで [ 更新 ] をクリックします。

スタイルを他のスタイルで再定義するには :

1 スタイルパネルで、必要な属性を持つスタイルを、再定義するスタイルにドラッグします。

2 表示されるダイアログボックスで [ 更新 ] をクリックします。

ベースのスタイルの設定

スタイルを他のスタイルのベースとして設定することができます。1 つの親スタイルを多くの異なる子ス
タイルのベースにすることも可能です。たとえば、すべての子スタイルに同じ塗りを適用する一方で、異

なる線幅を適用することなどができます。親スタイルを変更すると、子スタイルに引き継がれている属性
もすべて変更されます。ただし、各子スタイルで独自に設定されている属性は変更されません。

スタイルパネルから子スタイルを削除すると、そのスタイルをベースにしていたオブジェクトやテキスト
は親スタイルがベースになりますが、そのオブジェクトまたはテキストの属性はすべてそのまま保持され
ます。

スタイルを他のスタイルのベースとして設定するには :

1 [ 編集 ]-[ 選択 ]-[ 選択を解除 ] を選択するか、Tab キーを押して、すべてのオブジェクトの選択を解除し

ます。

2 スタイルパネルで、子スタイルにするスタイルを選択します。

3 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックし、[ 編集 ] を選択します。

4 [ ベース ] ポップアップメニューから、子スタイルのベースにするスタイルを選択し、[OK] をクリック

します。

スタイル情報を他のドキュメントにコピーするには :

1 必要なスタイルを使用しているオブジェクトまたはテキストを選択します。

2 [ 編集 ]-[ カット ] または [ コピー ] を選択します。

3 コピー先のドキュメントを開き、[ 編集 ]-[ ペースト ] を選択します。

オブジェクトがドキュメント内に表示され、そのスタイルがスタイルパネルに表示されます。コピー
先のドキュメントに同じ名前のスタイルがあるときは、コピー先のドキュメントにあるスタイルは変
更されません。この場合、ペーストしたオブジェクトは、コピー元のオブジェクトと同様に表示され
ますが、スタイルは個別に設定されます。スタイルの個別設定の詳細については、307 ページの「ス

タイルの変更」を参照してください。
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スタイルの読み込みと書き出し

スタイルは、他のドキュメントから読み込み、書き出して他のイラストレーションで使用、他のユーザー
へ配布、または後で使用するために保存することができます。

スタイルを読み込むには :

1 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ スタイルの読み込み ] を選択し

ます。

2 読み込むスタイルが含まれているスタイルライブラリまたは FreeHand ドキュメントを選択し、[ 開く

] (Windows) または [ 選択 ] (Macintosh) をクリックします。

3 [ スタイルの読み込み ] ダイアログボックスで、読み込むスタイルを選択します。複数のスタイルを選

択するには、Shift キーを押したままクリックします。

4 [ 読み込み ] をクリックします。

スタイルを書き出すには :

1 スタイルパネルのオプションポップアップメニューをクリックして、[ 書き出し ] を選択します。

2 [ スタイルの書き出し ] ダイアログボックスで、書き出すスタイルを選択します。複数のスタイルを選
択するには、Shift キーを押したままクリックします。

3 [ 書き出し ] をクリックします。

4 スタイルライブラリのファイル名を入力し、保存先を指定して、[ 保存 ] をクリックします。
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第 10 章
読み込んだアートワークの使用

Macromedia FreeHand MX では、さまざまな種類のベクターグラフィック形式やビットマップグラ

フィック形式を読み込むことができます。FreeHand では、次の方法でグラフィックを読み込みます。

• 読み込んだベクターグラフィックは FreeHand 形式に変換され、現在のドキュメントに保存されます。

• EPS グラフィックファイルは、ファイルの種類や特定の環境設定に応じて、リンク、埋め込み、また
は解析されます。詳細については、62 ページの「リンクと埋め込み」を参照してください。

• デフォルトでは、開かれたビットマップ画像や読み込まれたビットマップ画像は、FreeHand ドキュ
メントにリンクされるだけで埋め込まれませんが、この設定は変更することができます。コピー & ペー
ストによって読み込まれたビットマップ画像は埋め込まれます。詳細については、62 ページの「リン
クと埋め込み」を参照してください。

• Adobe Illustrator のファイルを開く場合、FreeHand ではブレンドがグループ化されたベクターオブ
ジェクトとして処理され、グラデーションメッシュエフェクトが設定されたオブジェクトは 50% 黒の

塗りが設定されたパスに変換されます。

メモ : FreeHand にグラフィックファイルを読み込み、修正してからオリジナルのグラフィックアプリケーションで同じ
名前および同じ位置で保存する場合、そのグラフィックファイルへのすべての参照が FreeHand で更新されます。

グラフィックの読み込み
グラフィックまたはテキストを読み込むには、[ 読み込み ]、[ 開く ]、または [ ペースト ] コマンドを使用
するか、ドラッグ & ドロップを利用します。Macintosh では、FreeHand MX の File Viewer で既存の
FreeHand ファイルを読み込んだり開くことができます。

FreeHand で読み込めるファイル形式の詳細については、312 ページの「ファイル形式の読み込み」を参
照してください。

メモ : FreeHand で HPGL (Windows)、CGM (Windows)、または DXF ファイルを読み込んだり開いたりしたときは、
そのファイルをオリジナルの形式で書き出すことも保存することもできません。ドキュメント内の情報を保持するには、
FreeHand ドキュメントとして保存するか、使用可能な形式のいずれかに書き出す必要があります。
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[ 読み込み ] コマンドでグラフィックを既存のドキュメントに読み込むは : 

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

2 ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

読み込み用に選択されたファイルにプレビューが含まれている場合、ファイルを選択するとプレ
ビューが表示されます。

3 ファイル形式固有の読み込みオプションを設定するには、ファイル形式を選択し、[ 設定 ] をクリック

してオプション設定用のダイアログボックスを開きます。目的のオプションを選択し、[OK] をクリッ
クします。

メモ : 読み込みオプションを利用できるのは、一部の形式に限られます。

4 グラフィックまたはテキストブロックの左上隅を表示する場所に、読み込みポインタを置きます。

5 グラフィックを配置するには、次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックをデフォルトのサイズで表示するには、その位置でクリックします。

• 読み込み中に画像をサイズ変更するには、読み込みポインタをドラッグし、マーキーを作成します。

マーキーが正しいサイズになったらマウスボタンを離します。

グラフィックファイルを読み込む他の方法については、以下の項を参照してください。

• 58 ページの「ドキュメントを作成および開く」

• 116 ページの「オブジェクトのコピー」

• 319 ページの「FreeHand MX File Viewer を使用したアートワークの読み込み (Macintosh のみ )」

• 320 ページの「FreeHand でのビットマップ画像の操作」

ファイル形式の読み込み
次のテーブルに示すように、FreeHand では、ベクター、ビットマップ、およびその他の形式でファイル
を読み込むことができます。よく使用されるファイルの読み込み形式を次に示します。

• Macromedia Fireworks PNG ファイル : Fireworks のベクター、テキスト、レイヤー、および一部の
エフェクトは、FreeHand で編集できます。

• Adobe Acrobat、Illustrator、および CorelDRAW ( バージョン 7 および 8) ファイル形式のベクター
グラフィックファイル : ベクターグラフィックは編集可能なパスとして読み込まれます。

• Adobe Photoshop PSD ファイル : PSD ファイルは統合された画像として読み込まれるため、編集す
ることはできません。

• Adobe Pagemaker EPS、Photoshop EPS、および QuarkXPress EPS ファイル。

• PICT (Macintosh)、TGA、TIFF、PSD、GIF、JPEG、または BMP 形式の Fireworks のビットマップ

画像ファイル : ビットマップグラフィックは元の形式で読み込まれます。

• ASCII テキスト、RTF テキストなど、その他のファイル形式。

FreeHand 読み込み
ファイル形式

ファイル
拡張子

Windows Macintosh 説明

Acrobat PDF .pdf X X Portable Document Format

Adobe Illustrator 
1.1 ～ 9.0

.ai、.eps X X ベクターおよびビットマップ
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Adobe Photoshop 
3.0 ～ 6.0

.psd X X ビットマップ。Photoshop の環境設定で 
Photoshop 2.5 との互換性を保つようにオプ
ションを指定してから、書き出すファイルを保
存します。FreeHand に読み込んだ後でも、
Photoshop を使用して Photoshop PSD ファイ
ルを編集 ( 外部エディタとして Photoshop を
起動するか、または個別に Photoshop を起動
してソースファイルを開きます ) することがで
きます。

AutoCAD DXF .dxf X X ベクター

ASCII テキスト X X

Computer Graphics 
メタファイル

.cgm X 使用不可

CorelDRAW 7.0 
および 8.0

.cdr X X ベクターおよびビットマップ。CorelDRAW で
は、ファイル圧縮とビットマップ圧縮をともに
オフにしてから、ファイルを保存します。 

DCS2 EPS (Desktop 
Color Separations 
2.0)

.dcs2 X X ベクターおよびビットマップ

FreeHand 8.0 ～ MX X X ベクターおよびビットマップ

CompuServe GIF .gif X X ビットマップ

HPGL2 Graphics .plt X 使用不可 ベクター。プロッタへのプリントに使用しま
す。HPGL2 グラフィック用に作成された特殊
なフォントが必要です。TrueType と 
PostScript Type 1 のフォントは使用できませ
ん。詳細については、プロッタのメーカーにお
問い合わせください。

Encapsulated 
PostScript、
Macintosh EPS、
MS-DOS EPS、TIFF 
プレビュー付き EPS

.eps X X ベクターおよびビットマップ

JPEG .jpg、.jpeg X X ビットマップ

Macintosh PICT .pict、.pict2 使用不可 X ビットマップ

Macromedia 
Fireworks PNG

.png X X 編集可能なベクター、テキスト、レイヤー、製
品間共通のエフェクト、およびビットマップ。
読み込みオプションの選択内容によります。

汎用の PNG 
(Portable Network 
Graphic)

.png X X ビットマップ

Macromedia Flash 
SWF

.swf X X SWF ムービー。FreeHand でコンテンツの編集
はできませんが、FreeHand から Flash を起動
してムービーの FLA ソースファイルを編集する
ことができます。

Micrografx Designer 
3.x

.drw X 使用不可 ベクター

QuarkXPress EPS .eps X X ベクター。FreeHand ではファイルを編集でき
ません。

FreeHand 読み込み
ファイル形式

ファイル
拡張子

Windows Macintosh 説明
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PNG ファイルの読み込み

PNG (Portable Network Graphic) は、応用範囲の広いビットマップ画像形式で、ビットマップ画像のス
トレージを圧縮率の高いロスレス方式で圧縮することができます。FreeHand では、Fireworks または他
のアプリケーションで作成された PNG ファイルを、読み込んだり開いたりすることができます。

Fireworks で作成した PNG ファイルは、他のアプリケーションで作成した PNG ファイルとは、読み込
み方や開き方が異なります。Fireworks 以外のアプリケーションによるデータが PNG ファイルに含まれ
ている場合、そのデータは無視されますが、削除されることはありません。

読み込むときや開くときに選択したオプションによっては、Fireworks のレイヤーやフレーム、ベクター、
テキスト、ビットマップの他に、両方のアプリケーションで共有しているエフェクトの一部も Fireworks
に読み込むことができます。Fireworks の非表示レイヤーは無視されるため、読み込まれません。

読み込むまたは開くコンテンツが FreeHand で編集可能かどうかは、選択した読み込みオプションにより
決まります。これらのオプションは、次回から Fireworks PNG ファイルを読み込むまたは開くたびに使

用されます。ただし、そのときに別のオプションを指定した場合は使用されません。

Fireworks PNG ファイルを読み込むまたは開くには :

1 FreeHand で、次のいずれかの操作を行います。

• [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

• [ ファイル ]-[ 開く ] を選択します。

2 ハードディスクを検索して Fireworks PNG ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

[Fireworks PNG 読み込み設定 ] ダイアログボックスが表示されます。

3 [ ファイルの変換 ] オプションを選択します。

[ フレームをページとして開く ] を選択すると、各 Fireworks フレームが別々の FreeHand ページに読

み込まれます。必要に応じて、[ レイヤーを保持する ] を選択し、Fireworks レイヤーを FreeHand レ
イヤーに変換してください。このオプションが解除されていると、すべての Fireworks レイヤーのコ
ンテンツが 1 つのレイヤーに結合されます。

[ フレームをレイヤーとして開く ] を選択すると、各 Fireworks フレームが別々のレイヤーとして読み込
まれます。

RTF テキスト .rtf X X リッチテキストフォーマット。書式情報付きテ
キストが保持されます。

Targa .tga X X ビットマップ

TIFF .tif X X ビットマップ

Windows 
ビットマップ

.bmp X X ビットマップ

Windows 
拡張メタファイル

.emf X 使用不可 ベクターおよびビットマップ

Windows 
メタファイル

.wmf X 使用不可 ベクターおよびビットマップ

FreeHand 読み込み
ファイル形式

ファイル
拡張子

Windows Macintosh 説明
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4 [ フレーム ] ポップアップメニューから、読み込むフレームを選択します。すべてのフレームを読み込

むには、[ すべて ] を選択します。

メモ : [ すべて ] オプションが利用できるのは、フレームをレイヤーとして開く場合、または PNG ファイルを読み込
むのではなく開く場合に限られます。

5 オブジェクトの読み込み方法を選択します。

[ ラスタライズして外観を保持 ] を選択すると、ベクターオブジェクトは編集できないビットマップ画像

に変換されます。オブジェクトのエフェクト、線、塗りが FreeHand で共有されない場合に、変換さ
れます。

[ すべてのパスを編集可能にする ] を選択すると、読み込まれたすべてのベクターオブジェクトが編集で
きるようになります。FreeHand と Fireworks で見え方が異なるオブジェクトもありますが、これは
アプリケーション間で情報を解釈する方法が異なるためです。また、アプリケーション間で共有され
ないエフェクトのなかには、破棄されるものもあります。

6 テキストの読み込み方法を選択します。

[ ラスタライズして外観を保持 ] を選択すると、テキストオブジェクトは編集できないビットマップ画像
に変換されます。テキストのエフェクト、線、塗りが FreeHand で共有されない場合に、ラスタライ
ズされます。

[ すべてのテキストを編集可能にする ] を選択すると、読み込んだすべてのテキストを編集することがで
きます。テキストのなかには FreeHand と Fireworks で見え方が多少異なるものもあり、またアプリ
ケーション間で共有されていないエフェクトのなかには破棄されるものもあります。

7 Fireworks ドキュメント全体の外観を維持したいときは、[ 統合された単一のビットマップとして読み
込み ] オプションを選択します。このオプションを選択すると、[Fireworks PNG 読み込み設定 ] ダイ
アログボックスの他のオプションはグレー表示になります。このオプションを選択するのは、編集の

必要がない場合に限ります。

8 [OK] をクリックします。

9 ドキュメントウィンドウ内で、Fireworks コンテンツを表示する場所をクリックします。

汎用 PNG を読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

2 ハードディスクを検索して PNG ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

3 ドキュメントウィンドウ内で、PNG を表示する場所をクリックします。

GIF ファイルの読み込み

GIF は、Windows と Macintosh の両方のプラットフォームでサポートされるビットマップグラフィック
のファイル形式です。GIF は、FreeHand への読み込みまたは FreeHand からの書き出しが可能で、 大

256 色をサポートします。ただし、この形式はプリント用には適していません。

GIF ファイルを読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

2 ファイルを指定します。

3 [ 開く ] をクリックします。

4 GIF ファイルの書き出し先ページ内をクリックします。
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DXF ファイルの読み込み

DXF は、3D 編集アプリケーション間、または 3D 編集アプリケーションとベクター描画アプリケーショ
ン間で、ファイルを転送するときに使用するベクターグラフィックのファイル変換形式です。AutoCAD

や 3DS Max をはじめ、ほとんどの 3D 編集アプリケーションで DXF 形式がサポートされています。

FreeHand は、ASCII またはバイナリ形式で保存された DXF 画像を読み込むことができます。FreeHand
は、レンダリングできない DXF のファイル情報 (3D スプラインやその他の 3D 固有の機能 ) を無視します。

FreeHand に DXF を読み込むために、他のアプリケーションの 3D ファイルを準備する場合は、次のガ
イドラインに従ってください。

• ドキュメントを統合します。3D スプラインまたはその他の 3D 固有の描画機能をすべて削除します。
ファイルを開くと、3D 固有の機能がスキップされます。

• テキストの形式と配置を統一するには、FreeHand に読み込むファイルで共通して使用されている 
TrueType フォントを使用します。読み込み時に、複数行のテキストはデフォルトのフォントに変換
されます。

• 読み込まれたグラフィックの配置を も適切に制御するには、デフォルトのドキュメントビューから
3D ファイルを準備します。FreeHand では、読み込まれた DXF ファイルが 1 つの 2 次元ビューでレ
ンダリングされます。

環境設定の DXF 読み込みを設定するには :

1 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、[ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。[ ドキュメントの読み込み ] ダイアログボックス

で、[ ファイルの種類 ] ポップアップメニューから [AutoCad.DXF (*.dxf)] を選択します。ファイル名
を指定します。[ 設定 ] をクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 読み込み ] カテゴリをクリックします。

2 DXF フィルタ初期設定のいずれかを選択します。

[ 不可視ブロックの属性を読み込む ] を選択すると、表示されていない線や塗り属性が設定されている
DXF オブジェクトを読み込むことができます。

[ 白の線を黒に変換する ] を選択すると、線のカラーを白から黒に変換することができます。

[ 白の塗りを黒に変換する ] を選択すると、塗りのカラーを白から黒に変換することができます。

3 [OK] をクリックします。

EPS および DCS EPS ファイルの読み込み

EPS (Encapsulated PostScript) ファイルには、ベクターグラフィック、ビットマップ画像、またはこの
両方を含めることができます。クリッピングパスが含まれている場合には、クリッピングパス情報が保持
されます。EPS は、プリプレス用のカラーを保存するのに 適なファイル形式です。

デフォルトでは、EPS グラフィックは埋め込みファイルではなくリンクファイルとして読み込まれます。

DCS (Desktop Color Separation) EPS 1.0 または 2.0 のファイルをリンクされたファイルとして読み込

むと、高解像度の EPS ファイルを高速プリントすることができます。DCS 1.0 ファイルは、低解像度の
コンポジットプレビュー用のファイルと 4 色のプロセス (CMYK) カラーの各カラーごとに 1 ファイルの
合計 5 つのファイルで構成されています。一方、DCS 2.0 ファイルは、DCS 1.0 の 5 つのファイルのす
べてのデータを含む単一のファイルです。FreeHand で色分解を作成すると、他の 4 つのコンポーネント

ファイルから情報が収集され、それぞれのカラーの版に出力されます。
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DCS 2.0 EPS ファイルを読み込む場合、表示用には低解像度のデータが使用され、各版の出力用には高

解像度のデータが使用されます。

メモ : DCS EPS ファイルはドキュメントに埋め込まずに、リンク画像として読み込んでください。リンクと埋め込みの
詳細については、62 ページの「リンクと埋め込み」を参照してください。

DCS 1.0 または 2.0 EPS ファイルを読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

2 [ ファイルの種類 ] ポップアップメニューから、[EPS (*.eps)] を選択します。

3 ファイルを指定します。

4 [ 開く ] をクリックします。

5 EPS ファイルの書き出し先ページ内をクリックします。

メモ : DCS 1.0 ファイルを読み込むと、低解像度のコンポジットプレビュー用のファイルと 4 色のプロセス (CMYK)
カラーの各カラーごとに 1 ファイルが出力されます。一方、DCS 2.0 ファイルを読み込むと、DCS 1.0 の 5 つの
ファイルのすべてのデータを含む単一のファイルが出力され、特色のサポートが追加されます。

PDF ファイルの読み込み

Acrobat PDF (Portable Document Format) は、ほとんどのコンピュータプラットフォームでドキュメ
ントを共有できる一般的なファイル形式です。PDF ドキュメントは、Acrobat Reader を使用して表示お
よびプリントすることができます。FreeHand では PDF ドキュメントを開くことも読み込むこともでき
ます。

FreeHand では、PDF ドキュメント内のノートおよび URL へのリンクが保持されます。デフォルトでは、
Acrobat のノートはアクションとして読み込まれ、アクションを持ったオブジェクト ( 塗り、線なし ) と

して配置されます。選択すると、アクションパネルで内容が表示されます。FreeHand で割り当てられた
パス部分を認識できない場合は、リンクされたノートが URL レイヤー内の四角形として配置されます。

FreeHand で生成されて PDF に書き出されたライン状および放射状のグラデーション塗りも、FreeHand

で保持されます。PostScript 3 のグラデーションメッシュは、10% 黒の塗りに変換されます。

FreeHand に読み込まれた PDF テキストには、システムにインストールされているフォントのみが使用

されます。一致するフォントが見つからない場合、[ システムにないフォント ] ダイアログボックスが表
示され、置き換え用のフォントを選択することができます。PDF フォントのサポートの詳細については、
Adobe Acrobat のマニュアルを参照してください。

FreeHand で PDF ドキュメントを開くには :

1 [ ファイル ]-[ 開く ] を選択し、目的の PDF ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

読み込み対象のドキュメントが複数ページの PDF の場合、各 PDF ページに対応するページがドキュ
メントに生成され、そのコンテンツが保持されます。各ページのサイズや向きは、オリジナルの PDF
ページと同じです。

2 フォントの置き換えを求めるメッセージが表示された場合は、65 ページの「不明フォントの置き換え」
で説明されている手順を参照してください。

3 PDF ファイルのテキストが個々のテキストブロックとして表示される場合は、テキストツールを使用
してテキストブロックを結合します。

ヒント : ページ全体が単一のオブジェクトとして表示され、内部にグラフィック要素がペーストされている場合は、
ポインタツールでページを選択し、[ 編集 ]-[ 内容を取り出す ] を選んで、グラフィック要素を解除します。
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PDF ドキュメントを既存の FreeHand ドキュメントに読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択し、目的の PDF ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

2 フォントの置き換えを求めるメッセージが表示された場合は、65 ページの「不明フォントの置き換え」
で説明されている手順を参照してください。

3 ドキュメント内で、PDF コンテンツを表示させたい場所をクリックします。

読み込んだドキュメントが複数ページの PDF の場合、FreeHand ではすべてのページからコンテンツ

を読み込みますが、それに対応する各ドキュメントページが別途作成されることはありません。PDF
のページ 1 より後ろのコンテンツは、ペーストボードに配置されます。また、ページのサイズや向き
に関する情報も失われます。ページ情報を保持するには、PDF を読み込むのではなく、開く必要があ

ります ( 前の手順を参照 )。

環境設定の PDF 読み込みを選択するには :

1 環境設定の [ 読み込み ] を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 読み込み ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 読み込み ] カテゴリをクリックします。

2 [PDF の読み込み ] の次のオプションのいずれか、または両方を選択します。

[ ノートの読み込み ] を選択すると、PDF からノートが読み込まれて、ノートレイヤーに配置されます。

[URL の読み込み] を選択すると、PDF から URL リンクが読み込まれて、URL レイヤーに配置されます。

3 [OK] をクリックします。

PICT ファイルの読み込み (Macintosh のみ )

FreeHand では、PICT パターンを読み込み、PICT の塗りを PostScript の濃度に変換して、元の外観を
維持することができます。

環境設定の PICT の読み込みを選択するには (Macintosh) :

1 Command + U を押し、[ 読み込み ] カテゴリをクリックします。

2 [PICT パターンをグレーに変換する ] を選択します。このオプションは、パターン塗りまたは線を

PostScript の濃度に変換し、元の PICT パターンの濃度に近づけます。

3 [OK] をクリックします。

FreeHand に読み込める他のファイル形式

FreeHand には、さまざまなファイル形式でグラフィックを読み込むことができます。この項では、他の
項で説明されていない、読み込みファイル形式に関する形式固有の事項を説明します。

すべての形式のグラフィックの読み込みに関する一般的な説明については、311 ページの「グラフィック
の読み込み」を参照してください。以下に説明されていないファイル形式を読み込む方法の詳細について
は、本章の前のほうにある該当項目を参照してください。

以下に示すのは、FreeHand で読み込めるグラフィックのおもなファイル形式です。
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JPEG JPEG (Joint Photographic Experts Group) 形式は、何百万ものカラーをサポートする圧縮率の

高いビットマップグラフィック形式です。JPEG 画像は、環境設定の [ 表示 ] で [ スマートイメージプレ
ビュー解像度 ] (Windows) または [ 画面上の画像解像度の設定 ] (Macintosh) が [ 高解像度 ] または [ フ
ル ] に設定されているかどうかに関係なく、常に高解像度で表示されます。画像の圧縮率が高くなると、
画像が鮮明でなくなります。この形式は、プリントには適していません。8 ビットの JPEG 画像は、RGB、

CMYK、およびグレースケールのカラースペースに読み込むことができますが、YCC、YCCk、および 12
ビットの JPEG 画像は読み込むことができません。JPEG 画像を操作するときは、次のガイドラインに
従ってください。

• リンクされた JPEG 画像にプラグインフィルタを適用すると、埋め込まれた TIFF 画像に変換されま
す。画像を抽出して新しい TIFF ファイルへのリンクを作成するには、[ リンク ] ダイアログボックス
の [ 抽出 ] ボタンを使用します。詳細については、63 ページの「リンクの管理」を参照してください。

メモ : プラグインの中には、JPEG 画像に適用できないものもあります。

• グレースケールの JPEG にカラーを設定するには、塗りカラーを適用します。

Photoshop (PSD) FreeHand では、Photoshop (PSD) ファイルを読み込むことができます。これらの
ファイルは、編集不可能なビットマップ画像として読み込まれます。FreeHand で直接 PSD ファイルを
開いた場合でも、Photoshop でファイルを編集できます。このためには、ファイルを抽出するか、
Photoshop を外部エディタとして起動して編集します。詳細については、320 ページの「FreeHand で

のビットマップ画像の操作」および 324 ページの「他の外部エディタを使用したビットマップ画像の編
集」を参照してください。

メモ : Photoshop 画像で特色を維持するには、Photoshop から DCS2 EPS として書き出します。EPS ファイルの読み
込み方法の詳細については、316 ページの「EPS および DCS EPS ファイルの読み込み」を参照してください。

CGM (Windows のみ ) CGM (Computer Graphics メタファイル ) 形式では、ベクターグラフィック、
ビットマップ画像、テキスト、またはこれらすべてを含むことができます。FreeHand では、CGM およ

び ATA CGM ファイルを読み込むことができます。

CorelDRAW 7 および 8 FreeHand では、Windows 版の CorelDRAW 7 および 8 形式 ( 圧縮なし ) で
保存されたファイルを、Windows と Macintosh の両方のプラットフォームで開くことができます。

Targa Targa は、Truevision, Inc. によって開発されたビットマップグラフィック形式で、専門的なビデ
オ編集に広く利用されています。Targa では、8 ビット、16 ビット、24 ビット、および 32 ビットのカ

ラーをサポートすることができ、またアルファチャネルを含めることもできます。

FreeHand MX File Viewer を使用したアートワークの読み込み (Macintosh のみ )

FreeHand MX File Viewer を使用すると、FreeHand ファイルを簡単に読み込んだり開いたりすることが

できます。ファイルのプレビューを FreeHand ドキュメントに直接ドラッグすることができます。

FreeHand MX File Viewer を使用して FreeHand ファイルを読み込むには :

1 FreeHand MX アプリケーションフォルダにある "FreeHand MX File Viewer" のアイコンをダブルク

リックしてビューアを起動します。

2 三角形をクリックしてフォルダのビューを展開します。

3 FreeHand で、既存のドキュメントを開くか、またはドキュメントを新規作成します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• File Viewer ウィンドウから FreeHand ドキュメントに目的のファイルのプレビューをドラッグします。

• File Viewer でプレビューをダブルクリックすると、FreeHand の新規ドキュメントとしてそのアート
ワークを開くことができます。

5 [ ファイル ]-[ 終了 ] を選択して File Viewer を閉じます。
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FreeHand でのビットマップ画像の操作
FreeHand では、TIFF、GIF、JPEG、PICT、PNG、Targa、BMP、および Photoshop (PSD) ビットマッ
プ形式を読み込むことができます。ほとんどの場合、FreeHand ではすべてのビットマップ形式が TIFF
画像と同じように動作します。[ リンク ] ダイアログボックスを使用して、これらのファイルの埋め込み、
抽出、リンクの変更を行うことができます。グラフィックを埋め込む方法については、62 ページの「リ

ンクと埋め込み」を参照してください。

読み込まれたビットマップファイルを 高の解像度で表示するには、環境設定を使用します。また、読み

込まれた TIFF、PSD、PNG、BMP、および Targa 画像のアルファチャネルを表示することもできます。
アルファチャネルを非表示にするには、オブジェクトパネルを使用します。

メモ : アルファチャネル付きのビットマップ画像を読み込んだ場合、FreeHand では画像の透明度が画面に表示されます
が、オリジナルの画像に保存されていた真のアルファチャネルは書き出し時に保持されません。アルファチャネル付き
のビットマップ画像を書き出すには、あらかじめ FreeHand の中でアルファチャネルを適用しておく必要があります。
詳細については、357 ページの「アルファチャネルの使い方」を参照してください。

また、オブジェクトパネルではモノクロやグレースケールのビットマップを透明に設定し ( 白い部分が透

明になります )、グレースケールランプを編集することができます。さらに、モノクロやグレースケール
のビットマップに塗りカラーを適用してカラーを設定することもできます。

プラグインの一部をビットマップファイルに適用することができます。ただし、一度プラグインが適用さ

れるとビットマップは TIFF に変換され、ドキュメントに埋め込まれます。また、プラグインがアルファ
チャネルをサポートしていない場合もあるため、プラグインの使用時に透明化が無効になってしまうこと
もあります。

埋め込まれたビットマップを抽出するには :

1 [ ファイル ]-[ 開く ] を選択します。 

2 グラフィックが埋め込まれている FreeHand ドキュメントを指定し、[ 開く ] をクリックします。

3 次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ リンク ] を選択します。

• 抽出する埋め込まれたグラフィックを選択し、オブジェクトパネルの [リンク] ボタンをクリックします。

4 [リンク] ダイアログボックスで、抽出する埋め込まれたファイルを選択します。[抽出] をクリックします。

5 [ 抽出 ] ダイアログボックスで [ 保存 ] をクリックし、ファイルの読み込みを確定します。

6 [OK] をクリックします。

グレースケールまたはモノクロのビットマップを透明にするには :

1 ビットマップを選択します。真のグレースケールまたはモノクロのビットマップ画像であることを確
認してください。

ヒント : 真のグレースケールまたはモノクロの画像を選択したときは、オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リスト
でその画像名の前に " グレースケール " と表示されています。

2 オブジェクトパネルで [ 透明 ] を選択します。

メモ : このオプションは、真のグレースケールおよびモノクロの画像に対してのみ使用可能です。ビット深度が 8 ビッ
ト以上の RGB 画像や、CMYK 画像には使用できません。
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ビットマップのグレースケールランプを編集するには :

1 ビットマップを選択します。真のグレースケールまたはモノクロのビットマップ画像であることを確

認してください。

ヒント : 真のグレースケールまたはモノクロの画像を選択したときは、オブジェクトパネルの [ プロパティ ] リスト
でその画像名の前に " グレースケール " と表示されています。

2 オブジェクトパネルで、[ 透明 ] オプションの横にある [ グレースケールランプの編集 ] ボタンをクリッ
クします。

メモ : このオプションは、真のグレースケールおよびモノクロの画像に対してのみ使用可能です。ビット深度が 8 ビッ
ト以上の RGB 画像や、CMYK 画像には使用できません。

3 [ 画像 ] ダイアログボックスで、次のいずれかの操作を行います。

• あらかじめ定義されている 4 つのグレースケールランプのいずれかを選択します。

• 明度とコントラストの矢印を使用して、グレースケールランプを編集します。

4 次のいずれかの操作を行います。

• グレースケールの編集を取り消すには、[ リセット ] をクリックします。

• 編集内容をプレビューするには、[ 適用 ] をクリックします。 

5 編集を確定するには、[OK] をクリックします。

読み込まれた TIFF ファイルを 高の解像度で表示するには :

1 表示の環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 表示 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 表示 ] カテゴリをクリックします。

2 [ スマートイメージプレビュー解像度 ] オプション (Windows) または [ 画面上の画像解像度の設定 ] オ
プション (Macintosh) が選択されていなければ、選択します。このオプションを ［高解像度］ または
[ フル ] に設定し、読み込まれた TIFF ファイルを 高の解像度で表示します。 

Windows では、デフォルトで [ イメージ RAM キャッシュ ] が選択されており、キャッシュへの 適
な RAM の割り当てが自動的に計算されます。キャッシュにより、ビットマップ画像をすばやく再描

画することができます。

3 [OK] をクリックします。

ビットマップ画像のサイズを変更するには、次のいずれかの操作を行います。

• ビットマップ画像のコーナーのハンドルをドラッグします。

• 画像の縦横比を保持したままサイズを変更するには、Shift キーを押したままドラッグします。

• プリンタの解像度に従って、特定の間隔で画像のサイズを変更するには、Alt キー (Windows) または
Option キー (Macintosh) を押したままドラッグします。

• オブジェクトパネルで伸縮の値 (%) やサイズを入力し、Enter キー (Windows) または Return キー

(Macintosh) を押します。
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ビットマップのアルファチャネルの表示と非表示を切り替えるには :

1 ビットマップを選択します。

2 オブジェクトパネルで、次のいずれかの操作を行います。

• [ アルファチャネルを表示 ] を選択します。アルファチャネルが含まれている画像を読み込むときには、
このオプションはデフォルトで選択されています。

• [ アルファチャネルを表示 ] の選択を解除します。読み込まれた画像の背景が、不透明に表示されます。

読み込まれたビットマップ画像を編集するための Fireworks の起動 

起動と編集の統合機能を使用すると、FreeHand ドキュメントに配置されたビットマップ画像を編集する
ことができます。FreeHand では Fireworks が自動的に起動されるため、Fireworks のビットマップ編集
ツール類を使用して画像を修正することができます。変更を終了するときには、Fireworks で更新した内

容が FreeHand 内の配置済み画像に自動的に適用されます。2 つのアプリケーションを連動することで、
グラフィックの編集とデザインのワークフローが円滑化されます。

Fireworks を起動してビットマップ画像を編集するには :

1 ドキュメントウィンドウで、編集する画像を選択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトパネルの下部にある [Fireworks で編集 ] ボタンをクリックします。

• Windows では、画像をマウスの右ボタンでクリックし、コンテキストメニューから [Fireworks でソー

スを編集 ] を選択します。

3 指示メッセージが表示された場合は、配置済み画像の Fireworks ソースファイルを起動するかどうか

を指定し、[Fireworks ソースファイル ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ 常にオリジナルの PNG を使用 ] を選択すると、配置済み画像の Fireworks PNG ソースファイルが自
動的に開きます。PNG ソース画像および対応する配置済み画像が、ともに更新されます。

[ オリジナルの PNG を使用しない ] を選択すると、PNG ソースファイルの有無にかかわらず、Fireworks
内の配置済み画像が自動的に開かれます。更新対象は、配置済み画像のみになります。

[ 起動時に確認 ] を選択すると、PNG ソースファイルを開くかどうかを、そのつど指定することになり
ます。配置済み画像を編集または 適化するときに、起動・編集の指示を促すメッセージが Fireworks

から表示されます。
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メモ : Fireworks の環境設定項目は下図のようになっています。ここでオプションを変更すると、次回からは、
[Fireworks で編集 ] ボタンや [Fireworks でソースを編集 ] コマンドで編集するすべてのビットマップ画像に、環境
設定の起動と編集が適用されます。これらのオプションは、Fireworks の [ 環境設定 ] ダイアログボックスにも用意
されています。

4 Fireworks で画像を編集します。FreeHand から Fireworks 画像を編集していることが、ドキュメン

トウィンドウに示されます。

5 編集が終了したら、ドキュメントウィンドウの [ 終了 ] ボタンをクリックします。 

FreeHand に配置されているグラフィックが更新され、ソースファイルを選択していた場合には PNG
ソースファイルが保存されます。配置済みグラフィックが FreeHand ドキュメントに埋め込まれてい
るのではなくてリンクされていたときは、FreeHand ドキュメントの外部グラフィックファイルも更

新されます。

ビットマップ画像を最適化するための Fireworks の起動 

FreeHand から Fireworks を起動すると、ファイル形式の再サンプリングや変更など、ビットマップの

適化設定をすばやく変更することができます。Fireworks では、 適化設定、画像のサイズと領域、およ
びアニメーション設定を変更することができます。

Fireworks を起動してビットマップ画像を 適化するには :

1 FreeHand で、ドキュメントウィンドウから目的の画像を選択します。

2 [ 編集 ]-[Fireworks で 適化 ] を選択します。

3 メッセージが表示された場合は、配置済み画像の Fireworks ソースファイルを起動するかどうかを指

定し、[Fireworks ソースファイル ] ポップアップメニューからオプションを選択します。これらのオ
プションの詳細については、322 ページの「読み込まれたビットマップ画像を編集するための
Fireworks の起動」. を参照してください。
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4 表示されるダイアログボックスで、次のように編集します。

• 適化設定を編集するには、[ オプション ] タブをクリックし、各設定値を変更します。

• 書き出した画像のサイズや領域を編集するには、[ファイル] タブをクリックし、各設定値を変更します。

• 画像のアニメーション設定を編集するには、[ アニメーション ] タブをクリックし、各設定値を変更し
ます。

これらのオプションの詳細については、Fireworks のヘルプを参照してください。

5 画像の編集が終了したら、[ 更新 ] をクリックします。 

FreeHand 内の画像が更新されます。さらに、ソースファイルを選択していた場合には PNG ソース

ファイルが保存されます配置済み画像が FreeHand ドキュメントに埋め込まれているのではなくリン
クされていた場合は、FreeHand ドキュメントの外部画像ファイルも更新されます。

PNG ソースファイル情報の変更

Fireworks を起動して FreeHand のビットマップ画像を編集するときに、読み込まれたビットマップの
ソースファイルを指定することができます。Fireworks 内の画像を起動して編集した後には、そのソース
ファイル情報は [ リンク ] ダイアログボックスに保存されます。

この情報は、編集することができます。また、情報ごと削除してグラフィックとオリジナルのソースファ
イルの間のリンクを切断することも可能です。

ビットマップの PNG ソースファイル情報を編集するには :

1 ドキュメントウィンドウでビットマップ画像を選択します。

2 [ リンク ] ダイアログボックスを開くには、次のいずれかの操作を行います。

• [ 編集 ]-[ リンク ] を選択します。

• オブジェクトパネルの下側にある [ リンク ] ボタンをクリックします。

3 [ 情報 ] ボタンをクリックします。

[ リンク情報 ] ダイアログボックスが表示されます。

4 [ ソース ] フィールドの情報を修正するか、またはソースファイルを指定します。

5 [OK] をクリックして [ リンク情報 ] ダイアログボックスを閉じ、もう一度 [OK] をクリックして [ リン
ク ] ダイアログボックスを閉じます。

他の外部エディタを使用したビットマップ画像の編集
Fireworks 以外の外部エディタを使用して、FreeHand に配置されているビットマップ画像を修正するこ

とができます。外部エディタは、環境設定として指定しておける他、編集用にビットマップを選択するた
びに指定することもできます。

外部エディタのオプションを設定するには :

1 オブジェクトの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ オブジェクト ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ オブジェクト ] カテゴリをクリックします。

2 [ 起動と編集の前に警告を表示する ] ( デフォルト ) を選択します。

このオプションが選択されている場合、外部エディタを起動して画像を編集するかどうかを確認する
ためのダイアログボックスが表示されます。
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3 [オブジェクト] で、ポップアップメニューから PICT、Windows ビットマップ、GIF、JPEG、Photoshop、

PNG 画像、Targa、TIFF 画像、または Xres LRG 画像のいずれかのファイル形式を選択します。

4 [...] ボタンをクリックしてエディタを指定し、[OK] (Windows) または [ 開く ] (Macintosh) をクリック

します。

5 [OK] を 2 回クリックします。

外部エディタを使用するには :

1 ビットマップ画像を選択します。

2 [ 編集 ]-[ 外部エディタで編集 ] を選択するか、Alt キー (Windows) または Option キー (Macintosh) を
押して、画像をダブルクリックします。

3 外部エディタを開くかどうかを確認するメッセージが表示されたら、[OK] をクリックします。

アプリケーションが起動し、選択した画像が開きます ( 十分なメモリを使用できる場合 )。外部のアプ

リケーションが開いている間は、[ 編集中 ] ダイアログボックスが表示されます。

[ 起動と編集の前に警告を表示する ] オプションの選択を解除すると、このメッセージを非表示にする

ことができます。詳細については、前の手順を参照してください。

4 外部エディタでの編集が終了したら、[ファイル]-[保存] を選択して変更を保存し、外部エディタアプリ
ケーションを終了します。 

5 FreeHand の [ 編集中 ] ダイアログボックスで [ 終了 ] をクリックします。

画像は自動的に更新され、画像に加えた編集内容が反映されます。

ビットマップのトレース
ビットマップのアートワークを FreeHand に読み込み、トレースツールを使用して、アートワークの一部
または全体のアウトラインをなぞるパスを作成することができます。選択マーキー内の画像すべてをト

レースすることも、画像内の連続するカラー領域だけをトレースすることもできます。トレースツールを
使用すると、FreeHand グラフィック、ビットマップ画像、テキストなどのすべてのオブジェクトをト
レースできます。

トレースする画像のスキャン

FreeHand でトレースするための画像をスキャンするときは、300 ～ 600 dpi (dots per inch) の解像度
が適切です。600 dpi を超える解像度でスキャンすると、ポイントの数が過度に多くなります。さらに、

高解像度のビットマップ画像では、低解像度の画像よりも多くのメモリが必要になります。メモリが限ら
れている場合にトレースを実行するときは、 低限の解像度が使用されます。

トレースツールのオプションの設定

ビットマップおよびベクターグラフィックをトレースするときは、トレースツールのデフォルト設定を使
用すると、システムメモリを消費し過ぎることなく、適切なトレースが行われます。トレースを実行する
前に、トレースツールの設定を確認してください。トレースツールの設定内容は、FreeHand を終了した

ときに FreeHand の環境設定用ファイルに保存されます。

FreeHand では、グラフィックをトレースするときにカラーを変換することができます。トレースツール
で作成するオブジェクトのカラーモード、カラースペース、および色数を指定できます。
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トレースツールのオプションを設定するには :

1 ツールボックスの [ トレース ] ボタンをダブルクリックします。

2 [ トレースツール ] ダイアログボックスで、カラーモードのオプションを設定します。

• 色数を 2 ～ 256 の範囲で選択します。画像内の範囲外のカラーは、 も近いカラーに変換されます。

• [ カラー ] または [ グレー ] を選択して、トレース結果のカラーモードを設定します。

• [RGB] または [CMYK] を選択して、トレース結果のカラースペースを設定します。

メモ : 読み込まれた、またはトレースされたグラフィックのカラーを色見本パネルのカラーリストに追加するには、[ エ
クストラ ]-[ カラー ]-[ 全てのカラーに名前を付ける ] を選択するか、スポイトツールを使用して手動で追加します。

3 解像度を設定します。

• [ 高 ] を選択すると、細部まで鮮明なトレースになります。この場合、トレースの処理に時間がかかり、

必要なメモリも多くなります。

• [ 低 ] を選択すると、細部があまり鮮明でないトレースになります。ただし、トレースの処理が高速に
なり、必要なメモリも少なくて済みます。

• [ ノーマル ] を選択すると、[ 高 ] と [ 低 ] の中間の結果が得られます。

4 [ 対象レイヤー] オプションを、[ すべて ]、[ フォアグラウンド ]、[ バックグラウンド ] から選択します。
指定されたレイヤー上にあるすべてのパスがトレースされます。
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5 [ パスの変換 ] オプションを設定して、パスのトレース方法を決定します。

• [ アウトライン ] を選択すると、グラフィックの輪郭線に沿ってトレースされ、塗りが設定されたクロー
ズパスが作成されます。次に、[ パスへオーバーラップ ] オプションを選択します。線画やテキストを

トレースするには [ なし ]、連続したトーンの画像をトレースするには [ ゆるく ]、より正確にカラーを
トレースするには [ 標準 ] を指定します。

• [ センターライン ] を選択すると、グラフィックの線の中心をトレースします。このオプションは、塗

りの少ない、主に線で構成されているグラフィックをトレースするときに使用します。次に、[ 結合線 ]
を選択して幅が 1 ポイントのまま変わらない線をトレースするか、このオプションの選択を解除して、
線幅が変化するパスを作成します。

• [ センターライン / アウトライン ] を選択すると、センターラインとアウトラインの機能を組み合わせ
ることができます。次に、[ オープンパス <] の値を入力して、その値よりも狭い幅のパスにします。2
～ 10 ピクセルの値を指定します。 

• [ 輪郭 ] を選択すると、グラフィックの輪郭線だけがトレースされます。これによって作成された正確
なクリッピングパスに、オリジナルのグラフィックをペーストすることができます。

6 [ トレースの精度 ] の値を設定して、トレースされたパスがオリジナルに近似する程度を決定します。数
値の範囲は、0 ( ポイントが少ないほど、精度は低下します ) ～ 10 ( ポイントが多いほど、精度は向
上します ) です。

7 [ ノイズ許容値 ] の値を設定して、品質の低いオリジナルの不要なピクセルやノイズを除去します。設
定値の範囲は、0 ( 多くのノイズが残ります ) ～ 20 ( 多くのノイズが除去されます ) です。

8 [ 色域の許容量 ] の値を設定して、連続するカラー領域を選択するときの感度を調整します。設定値は、
0 ( 選択されるカラー領域は狭くなります ) ～ 255 ( 選択されるカラー領域は広くなります ) です。

9 [OK] をクリックします。

画像のトレース

画像をトレースするには、領域を選択するか、同系色の領域を選択します。いずれの方法でも、トレース
したオブジェクトの上に直接トレースされたパスが作成されます。

カラーで選択するときは、 初の選択範囲に隣接する、トレースツールのオプションで設定された許容値

の範囲内にあるカラーのみを選択できます。カラーの領域を選択範囲に追加することができます。たとえ
ば、画像の中の赤いバラ全体を選択することも、赤い花の部分と緑色の茎の部分だけを選択することもで
きます。

選択範囲をトレースするには :

1 ツールボックスの [ トレース ] ボタンをクリックします。 

ポイントが杖の形に変わります。

2 トレースの対象となるオブジェクトを囲むようにドラッグして選択します。Shift キーを押したままド
ラッグすると、トレースツールで選択した領域が正方形になります。
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カラーの連続範囲をトレースするには :

1 ツールボックスの [ トレース ] ボタンをクリックします。

2 ドキュメント内をクリックしてカラー領域を選択します。

• 現在の選択範囲に追加するには、Shift キーを押したまま、目的の領域をクリックします。

• 現在の選択範囲の一部を解除するには、Shift キーを押したまま選択した領域をクリックします。

• すべての領域の選択を解除するには、Tab キーを押します。

3 ( オプション ) 選択した領域をクリックして [ 自動選択ツールのオプション ] ダイアログボックスを開

き、次のいずれかのオプションを選択します。

[ 選択範囲をトレース ] を選択すると、[ トレースツール ] ダイアログボックスの設定に基づいて、選択

した領域がトレースされます。

[ 選択範囲に変換 ] を選択すると、選択した領域の端だけがトレースされます。

4 [OK] をクリックして、[自動選択ツールのオプション] ダイアログボックスを閉じます (開いていた場合)。

ベクターグラフィックのビットマップ画像への変換
[ 画像に変換 ] コマンドを使用して、FreeHand 内のベクターグラフィックをビットマップ画像に直接変

換またはラスタライズできます。変換されたオブジェクトは、FreeHand ドキュメント内に埋め込まれた
TIFF ファイルになります。

変換すると、オリジナルのベクターグラフィックが新しいビットマップ画像に置き換えられます。オリジ

ナルのグラフィックを残す場合は、コピーを作成し、そのコピーを変換します。

グラフィックが大きすぎる、または複雑すぎて FreeHand 内で直接変換できないときは、エラーメッセー

ジが表示されます。さらに複雑なグラフィックの場合は、ファイルをビットマップ形式に書き出します ( 詳
細については、345 ページの「ファイルの保存と書き出し」を参照してください )。

選択した任意の数のベクターオブジェクトをビットマップ画像に変換するには :

1 [ 修正 ]-[ 画像に変換 ] を選択します。

2 [ 画像に変換 ] ダイアログボックスで解像度を選択します。

Web 用のアートワークの場合は 72 dpi

ドラフトプリント用のアートワークの場合は 144 dpi

終プリント用のアートワークの場合は 300 dpi

3 [ アンチエイリアス ] 値を設定して、画像の線と輪郭を滑らかにします。値を大きくすると、出力結果
が滑らかになります。

4 [OK] をクリックします。
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ビットマップ画像の切り抜き
切り抜きツールを使用して、ビットマップ画像の不要な部分を隠すことができます。隠した部分は削除さ
れているわけではありません。必要に応じて、後で表示することができます。

デフォルトでは、切り抜きツールはツールバーに表示されません。切り抜きツールをツールバーに追加す
るか、ホットキーを使用して切り抜きツールをアクティブにします。

切り抜きツールをツールバーに追加するには :

1 [ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ カスタマイズ ] を選択します。

2 [ コマンド ] リストの [ ツール / コマンド ] カテゴリを展開します。

3 [ 切り抜き ] ボタンを任意の表示されているツールバーにドラッグします。

4 [ カスタマイズ ] ダイアログボックスで、[ 閉じる ] をクリックします。

選択したビットマップ画像を切り抜くには :

1 C キーを押すか、[ 切り抜き ] ツールボタンをクリックして、切り抜きツールをアクティブにします。

2 任意の切り抜きハンドルをドラッグして、ビットマップ画像の一部を隠すか、または表示します。Shift
キーを押したまま切り抜くと、切り抜き方法が限定されます。
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第 11 章
Web グラフィックとアニメーションの作成

Macromedia FreeHand MX では、Web 用のドキュメントを次の方法で準備します。

• ナビゲーションパネルを使用して、FreeHand ドキュメント内のオブジェクトまたはテキストに URL
リンクを割り当てます。

• [HTML としてパブリッシュ] 機能を使用して、FreeHand ドキュメントを HTML ドキュメントに変換
します。

• FreeHand アートを、HTML ドキュメントで表示可能な GIF、JPEG、または PNG 形式に圧縮します。

• [ アニメーション ] エクストラを使用して、FreeHand ドキュメントを Macromedia Flash アニメー
ションとして表示できるように変換します。

• Flash アクションを FreeHand ドキュメントに割り当て、Web 表示用のインタラクティブなムービー
を作成します。

• FreeHand アートを Flash (SWF) ファイル形式で書き出し、Web 表示用の動的なベクターアートの作
成に使用します。

• Flash 再生ウィンドウを使用して、FreeHand 内で Flash ムービーをプレビューおよびテストします。

オブジェクトとテキストへの URL の設定
オブジェクトとテキストに URL を設定するには、ナビゲーションパネルの [ リンク ] テキストボックスを

使用します。

URL を含む FreeHand ドキュメントを SWF、PDF、または HTML 形式に書き出し、URL が設定された
オブジェクトをクリックすると、URL で定義されている Web ページにジャンプします。

ナビゲーションパネルを使用すると、オブジェクトへの URL の割り当て、オブジェクトにどの URL が
割り当てられているかの確認、リンクされているすべてのオブジェクトの URL の更新、および指定され

た URL にリンクされているオブジェクトの検索を行うことができます。

[ 部分ストリング ] テキストボックスには、[ リンク ] テキストボックスに表示される URL にリンクされ
ているアクティブなテキストブロック内の単語や語句が表示されます。

また、ナビゲーションパネルを使用して、Flash アクションを FreeHand オブジェクトに割り当てること
もできます。詳細については、337 ページの「Flash アクションの割り当て」を参照してください。
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オブジェクトに URL を割り当てるには :

1 FreeHand のドキュメントウィンドウで、URL を割り当てるテキスト、テキストオブジェクト、また

はテキストブロックを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ ナビゲーション ] を選択し、ナビゲーションパネルを開きます。

3 [ リンク ] テキストボックスで、テキストに割り当てる URL を入力するか、[ リンク ] ポップアップメ
ニューから URL を選択します。

手順 1 でテキストオブジェクトから単語または単語のグループを選択した場合は、選択したテキスト
が [ 部分ストリング ] テキストボックスに表示されます。

URL にリンクされているオブジェクトを検索するには :

1 ナビゲーションパネルで、[ リンク ] テキストボックスに URL を入力するか、[ リンク ] ポップアップメ
ニューから URL を選択します。

2 [ リンク ] テキストボックスの右にある [ 検索 ] ボタンをクリックします。

URL にリンクされている現在のドキュメント内のオブジェクトが、ドキュメントウィンドウで選択さ
れます。

URL にリンクされているすべてのオブジェクトの URL を更新するには :

1 現在のドキュメント内のすべてのオブジェクトの選択を解除します。

2 ナビゲーションパネルで、[ リンク ] ポップアップメニューから URL を選択します。

3 [ リンク ] テキストボックスの右にある [ 検索 ] ボタンをクリックします。

4 必要に応じて、[ リンク ] テキストボックスで URL を更新します。

現在のドキュメント内で、その URL にリンクされているすべてのオブジェクトの URL が更新されます。

Web 用のアートワークの圧縮について
Web で使用する画像を準備するときに、画像を圧縮してファイルサイズを小さくし、カラーやその他の
属性の表示を制御します。FreeHand アートワークは、GIF、JPEG、または PNG 形式のビットマップ画

像として圧縮できます。

FreeHand ベクターアートワークを Flash (SWF) 形式で書き出すと、静的なアートワークを圧縮すること
も、アニメーションや Flash アクションを含むドキュメントを書き出すこともできます。詳細について

は、335 ページの「オブジェクトとテキストのアニメーション化」、337 ページの「Flash アクションの
割り当て」、341 ページの「FreeHand ドキュメントを Flash ムービーとして書き出す」、および 349 ペー
ジの「ファイルの書き出し」を参照してください。

アートワークをビットマップ形式で圧縮するときは、オリジナルのアートワークのカラーと色調特性、お
よび Web の表示に想定されるブラウザの種類に基づいて、ファイル形式を選択する必要があります。

一般に、GIF 形式は、フラットカラーやシャープなディテールを含むテキストなどのイラストレーション
に 適です。JPEG 形式は、グラデーションやスキャンされた写真など、広範なカラーや連続階調カラー
を含むアートワークに 適です。PNG 形式は、JPEG と同様に、広範なカラーを保持します。ただし、

PNG 形式は、ブラウザの表示では JPEG 形式ほど広くサポートされていません。

これらのファイル形式の使用方法の詳細については、359 ページの「GIF 形式への書き出し」、361 ペー
ジの「JPEG 形式への書き出し」、および 362 ページの「その他の書き出しファイル形式」を参照してく

ださい。
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HTML としての FreeHand ドキュメントのパブリッシュ
[HTML としてパブリッシュ] 機能を使用すると、FreeHand ドキュメントを、ブラウザで Web ページと
して表示可能な HTML ドキュメントに変換できます。 

HTML 設定を選択し、HTML ドキュメントが保存される場所、ドキュメントレイアウトの設定、フォン
トのエンコーディング、ベクターおよびビットマップアートワークのファイル形式などの HTML 変換を
制御できます。手動で設定を選択するか、ウィザード (Windows) またはアシスタント (Macintosh) を使
用して設定します。

FreeHand には、デスクトップの "FreeHand HTML Output" フォルダに HTML ドキュメントを保存す
るための、デフォルト設定が組み込まれています。デフォルト設定では、ドキュメントがレイヤーとして
設定される他、Japanese (Shift-JIS) 形式でフォントがエンコードされ、ベクター画像が SWF ファイル

に、ビットマップ画像が JPEG ファイルに変換されます。設定 ( デフォルト設定を含む ) の編集や追加を
行うことができます。

異なるブラウザやプラグインでも表示できるように複数のバージョンのドキュメントを作成する場合、ド
キュメントの設定を変更して複数の HTML ドキュメントに変換することができます。たとえば、
Macromedia Flash Player を必要とするドキュメントと、必要としないドキュメントの両方を準備できま
す。各 HTML ドキュメントに異なる名前を設定し、ファイルが上書きされないようにする必要があります。

オプションを選択すると、ドキュメント内のどのページが変換されるかを制御することも、変換が完了し
たときにブラウザまたはエディタで HTML ドキュメントや HTML コードをプレビューすることもでき

ます。

メモ : 線は含まれているけれど塗りが含まれていない FreeHand オブジェクトに URL を割り当てると、HTML ドキュ
メント内のリンクは、ユーザーが線の上にマウスを移動したときにだけアクティブになります。

FreeHand ドキュメントを HTML としてパブリッシュするには :

1 ドキュメントウィンドウにドキュメントを表示した状態で、[ ファイル ]-[HTML としてパブリッシュ ]
を選択します。

2 [HTML 出力 ] ダイアログボックスで HTML 設定を選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• [HTML 設定 ] ポップアップメニューから設定を選択します。カスタムの HTML 設定を指定していない
場合は、組み込みの [ デフォルト ] だけが表示されます。

• [セットアップ] をクリックして [HTML セットアップ] ダイアログボックスを表示し、HTML 設定を選
択します。HTML 設定の選択の詳細については、後の手順を参照してください。設定の選択が終了し

たら、[OK] をクリックします。

• [ ウィザード ] (Windows) または [ アシスタント ] (Macintosh) をクリックし、画面の指示に従って
HTML 設定を選択します。設定の選択が終了したら、[ 完了 ] をクリックします。
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3 書き出すページの範囲を指定します。

4 ドキュメントを変換するときに [HTML 出力の警告] ダイアログボックスを表示するには、[出力の警告
を表示 ] を選択します。

5 変換された HTML ドキュメントをお使いのシステムでプレビューするには、[ ブラウザ /HTML エディ
タに表示 ] を選択します。

6 ポップアップメニューから Web ブラウザまたはエディタを選択して出力内容を表示するか、[参照] を
クリックしてお使いのシステムの HTML 表示アプリケーションを指定します。

7 [HTML として保存 ] をクリックします。

手順 5 で [ ブラウザ /HTML エディタに表示 ] を選択した場合は、指定した HTML アプリケーション

が起動し、変換後のドキュメントが表示されます。

8 手順 4 で [ 出力の警告を表示 ] を選択した場合は、[HTML 出力の警告 ] ダイアログボックスが表示さ
れ、ドキュメント内の HTML エラーが示されます。

HTML 設定を作成または編集するには :

1 [HTML 出力 ] ダイアログボックスが表示されていない場合は、[ ファイル ]-[HTML としてパブリッシュ]
を選択してこのダイアログボックスを開きます。

2 [HTML 出力] ダイアログボックスで、[セットアップ] をクリックして [HTML セットアップ] ダイアロ

グボックスを開きます。

3 次のいずれかの操作を行います。

• HTML 設定を新規作成するには、プラス記号 (+) の表示されているボタンをクリックします。[ 新規
HTML 設定 ] ダイアログボックスで、新規作成する設定の名前を入力し、[OK] をクリックします。

• 既存の HTML 設定を編集するには、[HTML 設定 ] ポップアップメニューから設定を選択します。

4 HTML ドキュメントを保存する場所を選択するには、[ 参照 ] をクリックして保存先のフォルダに移動

し、[ 選択 ] (Windows) または [< フォルダ名 > を選択 ]  (Macintosh) をクリックします。

5 ドキュメントページにオブジェクトを配置する方法を制御するには、[ レイアウト ] ポップアップメ

ニューからオプションを選択します。

• [ レイヤーを使用して配置 ] を選択すると、オブジェクトがレイヤー上に配置されます。レイヤーを使
用すると、オブジェクトを正確に配置および重ねることができますが、レイヤーはバージョン 3.0 以

前の Web ブラウザではサポートされていません。 

• [ テーブルを使用して配置 ] を選択すると、オブジェクトがテーブルのセルに配置されます。テーブル

は、ほとんどのブラウザでサポートされていますが、テーブルのセルではオブジェクトを重ねること
ができません。テーブルのセルを正確に配置するために、重なり合うオブジェクトはスライスまたは
結合されます。

6 [ エンコード ] では、ドキュメントに表示される言語に適したフォントのエンコーディング形式を選択
します。日本語の場合は、[Japanese (Shift-JIS)] などを選択します。

7 [ ベクターアート ] では、ベクターアートワークファイルの変換先のファイル形式を選択します。変換
ファイル形式の詳細については、332 ページの「Web 用のアートワークの圧縮について」を参照して
ください。

8 [ 画像 ] では、ビットマップ画像ファイルの変換先のファイル形式を選択します。

メモ : GIF、JPEG、または PNG 形式のファイルの書き出しオプションを設定するには、[ 書き出し ] ダイアログボッ
クスを使用する必要があります。詳細については、356 ページの「ビットマップ画像の書き出し」を参照してください。
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9 次のいずれかの操作を行います。

• [ 適用 ] をクリックして選択内容を設定に適用し、[HTML セットアップ ] ダイアログボックスの他の設
定の編集を続けます。

• [OK] をクリックして選択内容を設定に適用し、[HTML セットアップ ] ダイアログボックスを閉じます。

オブジェクトとテキストのアニメーション化
Flash Player に表示するためのオブジェクトをアニメーション化するには、[ エクストラ ]-[ アニメーショ

ン ]-[ レイヤーに分解 ] を使用して、レイヤーにオブジェクトを配置します。ブレンド、テキストブロッ
ク、またはグループ以外に、パスに結合されているオブジェクトもアニメーション化できます。 

[ レイヤーに分解 ] エクストラを使用すると、ブレンド、グループ、テキストブロック、またはパスに結
合されたオブジェクトをグループ解除し、各オブジェクトに新規レイヤーを作成して、グループ解除され
たオブジェクトをそれぞれ連続する新規レイヤー ( 新規レイヤー、新規レイヤー - 1、新規レイヤー - 2、
など ) に割り当てることができます。エクストラによって、 初のオブジェクトまたはグループ内のオブ

ジェクトが現在のレイヤーに配置され、 後のオブジェクトが一番上 ( 前面 ) のレイヤーに配置されます。
テキストをレイヤーに分解すると、テキストブロック内の各文字がパスに変換され、各文字が別々のレイ
ヤーに配置されます。

一番下 (背面) のレイヤーから一番上 (前面) のレイヤーに向かってアニメーションが進行するようにムー
ビーのフレームをデザインすると、 適なアニメーションを作成できます。バックグラウンドレイヤー上
のオブジェクトは、SWF ムービーのどのフレームにも表示されます。

制御パネルまたは [ ウィンドウ ]-[ ムービー ] を使用して、アニメーションを SWF ファイルとしてプレ
ビューまたは書き出すことができます。詳細については、343 ページの「SWF ファイルの制御」を参照
してください。

アニメーションを作成するには、オブジェクトを別々のページに配置し、FreeHand ドキュメントを SWF
として書き出すときに [ アニメーション ] の [ ページ ] または [ レイヤーとページ ] を選択する方法もあ

ります。

アニメーション用のテキストブロックを用意するには :

1 アニメーション化するテキストを含むテキストブロックを選択し、アニメーションの開始位置にテキ
ストブロックを配置します。

2 [ テキスト ]-[ アウトラインに変換 ] を選択します。テキストからパスへの変換の詳細については、283
ページの「テキストのパスへの変換」を参照してください。

3 テキストブロックを選択した状態で、[ 修正 ]-[ オブジェクトの結合 ] を選択します。

4 [ 編集 ]-[ クローン ] を選択し、変換されたテキストブロックのコピーを作成します。

5 ポインタツールを使用して、変換されたテキストブロックのコピーをアニメーションの終了位置にド
ラッグします。

6 ポインタツールで、Shift キーを押したまま、変換されたテキストブロックのオリジナルとコピーを選
択します。

7 [ エクストラ ]-[ 作成 ]-[ ブレンド ] を選択します。

ブレンドのアニメーション化の詳細については、以下の手順を参照してください。
Web グラフィックとアニメーションの作成 335



オブジェクトをアニメーション化するには :

1 アニメーション化するオブジェクトを選択します。ネストされたオブジェクトがグループに含まれて

いる場合は、そのオブジェクトは単一のオブジェクトとして動作します。 

2 [ ウィンドウ ]-[ レイヤー ] を選択し、レイヤーパネルを表示します。

次の手順で作成する新規レイヤーが、このレイヤーパネルに表示されます。

3 [ エクストラ ]-[ アニメーション ]-[ レイヤーに分解 ] を選択します。

4 [ アニメーション ] では、オブジェクトがレイヤーに分解される方法を決定するアニメーションエフェ
クトを選択します。

[ シーケンス ] を選択すると、すべてのオブジェクトが個別のレイヤーに順番に分解されます。

[ 構築 ] を選択すると、後続のレイヤーにオブジェクトを順番にコピーすることによって、エフェクト
が重ねられます。たとえば、2 つのオブジェクトからなるグループがある場合は、 初のオブジェク
トがレイヤー 1 に配置され、 初のオブジェクトと 2 番目のオブジェクトの各コピーがレイヤー 2 に
配置されます。

[ ドロップ ] を選択すると、オブジェクトがすべてのレイヤーにコピーされますが、各レイヤーのオブ
ジェクトが 1 つずつ順番に省略されます。たとえば、3 つのオブジェクトからなるグループを選択し
た場合は、2 番目と 3 番目のオブジェクトがレイヤー 1 に配置され、 初のオブジェクトと 3 番目の

オブジェクトのコピーがレイヤー 2 に配置され、2 番目のオブジェクトのコピーと 3 番目のオブジェ
クトのコピーがレイヤー 3 に配置されます。

[ トレイル ] を選択すると、オブジェクトがコピーされ、指定された数のレイヤーに分解されます。オ
ブジェクトは、指定されたレイヤー数になるまで決まった数ずつコピーされます。[ トレイル数 ] に数
値を入力して、オブジェクトがコピーされるレイヤー数を指定します。たとえば、[ トレイル数 ] に

「4」を入力すると、対象のオブジェクトを含むレイヤーに続く 4 つのレイヤーに各オブジェクトがコ

ピーされます。

5 [ 逆方向 ] を選択すると、オブジェクトが逆の重なり順で分解され、シーケンスが逆方向にアニメーショ

ン化されます。

6 [ 既存のレイヤーを使用 ] を選択すると、現在のレイヤーから始まる既存のレイヤーにオブジェクトが
分解されます。このオプションの選択を解除すると、エクストラで作成された新規レイヤーにオブジェ

クトが分解されます。

7 手順 6 で [ 既存のレイヤーを使用 ] を選択した場合は、[ 背面へ ] を選択すると、重なり順に基づいて

オブジェクトが背面に分解されます。 

8 [OK] をクリックします。
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Flash アクションの割り当て
アートワークをインタラクティブな Flash ムービーで使用するために、FreeHand で作成するアートワー
クに Flash アクションを割り当てることができます。Flash アクションを含む FreeHand ドキュメントを
Flash Player で表示するには、SWF ファイルとしてドキュメントを書き出します。

インタラクティブなムービーを表示する側では、キーボード、マウス、またはその両方を使用して、オブ
ジェクトの移動、ムービーのさまざまな部分へのジャンプ、およびその他のインタラクティブ操作を実行
できます。 

FreeHand で Flash アクションを割り当てるには、ナビゲーションパネルの [ アクション ] ポップアップ
メニューを使用します。[ アクション ] ポップアップメニューには、Flash プログラミング言語である
ActionScript のアクションのサブセットがリストされます。FreeHand では次のアクションを使用できます。

[Go To and Stop] アクションを選択すると、フレームまたはシーンにジャンプして再生を停止すること
ができます。

[Go To and Play] アクションを選択すると、フレームまたはシーンにジャンプして再生を続行することが
できます。

[Get URL]  アクションを選択すると、ナビゲーションパネルの [ リンク ] テキストボックスにリストされ
ている URL を取得することができます。

[Play] アクションと [Stop] アクションを選択すると、ムービーを再生および停止できます。

[Print] アクションを選択すると、ユーザーが Flash Player から直接プリントできるムービーのフレーム

を指定できます。

[Full Screen] アクションを選択すると、Flash Player 内のムービーを標準モードではなくフルスクリーン
モードで表示できます。

[Start/Stop Drag] アクションを選択すると、指定されたイベントが発生したときに指定のムービーク
リップをドラッグ可能にし、反対のアクションが発生したときにドラッグ不可能にできます。たとえば、

ドラッグ操作の開始イベントとして [On Press] を指定すると、ドラッグ操作の停止イベントとして自動
的に [On Release] が割り当てられます。

[Load Movie] アクションと [Unload Movie] アクション を選択すると、現在のムービーの再生中に

FreeHand ドキュメントから SWF ムービーのステージ上に、ページのロードまたはアンロードを実行で
きます。これらのアクションは、2 ページ以上を含むドキュメントにのみ選択することができます。

[Tell Target] アクションを選択すると、[Load Movie] アクションで現在のムービーにロードされた他の
ムービーを制御できます。このアクションは、2 ページ以上を含むドキュメントにのみ選択することがで
きます。 

アクションを割り当てるときに、ムービーの再生時にアクション実行の原因となるイベントも選択しま
す。マウスクリックや、指定されたフレームへのムービー再生ヘッドの到達などは、ムービーの再生中に
アクションを起動するイベントとして指定できます。

[Go To]、[Print]、[Load Movie]、[Unload Movie]、[Tell Target] などの一部のアクションでは、アクショ
ンの適用方法を定義するパラメータも選択します。
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FreeHand のアートワークにアクションを割り当てるには :

1 ドキュメントウィンドウで、アクションを割り当てるオブジェクトを任意の数だけ選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ ナビゲーション ] を選択します。

3 [ アクション ] ポップアップメニューからアクションを選択します。

4 [ イベント ] ポップアップメニューから、アクションを発生させるイベントを選択します。 

メモ : [ ドラッグを開始 / 停止 ] を選択すると、[ フレームアクションイベント ] が無効になります。

5 [Go To and Play]、[Go To and Stop]、[ プリント ]、[ ムービーをロード ]、[ ムービーをアンロード ]、ま
たは [Tell Target] を選択した場合は、[ パラメータ ] を選択します。

• すべてのアクションに対して、 初の [ パラメータ ] ポップアップメニューで現在のドキュメントペー
ジのリストからオプションを選択します。 

• [Go To] アクションまたは [ プリント ] アクションを選択した場合は、再生ヘッドの移動先のドキュメ

ント部分またはアクションの原因となるイベントが実行されるときにプリントされるドキュメント部
分を指定します。2 番目の [ パラメータ ] ポップアップメニューで、現在のドキュメントレイヤーから
選択してください。

• [Tell Target] アクションを選択した場合は、別のムービーの再生を制御します。2 番目の [ パラメータ
] ポップアップメニューから、[ 移動 ]、[Go To and Play]、[Go To and Stop]、[ 再生 ]、[ 停止 ]、ま
たは [ プリント ] アクションを選択してください。[ 移動 ] または [ プリント ] のパラメータを選択し

た場合は、3 番目の [ パラメータ ] ポップアップメニューで現在のレイヤーから選択し、再生ヘッドの
移動先のドキュメント部分またはプリントされるドキュメント部分を指定します。

6 手順 3 ～ 5 を繰り返して、追加のアクションを割り当てます。
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アクションの使用
アクションを使用すると、Flash アクションをオブジェクトに割り当て、ユーザーがそのオブジェクトか
ら Web ページに移動できるようになります。たとえば、矢印形のオブジェクトにアクションを割り当て、
ユーザーがそのオブジェクトをクリックしたときにプレゼンテーションの次のページが表示されるよう
にします。FreeHand では、デフォルトで [Go To and Stop] アクションが作成され、元のオブジェクト

に割り当てられます。アクションが割り当てられたオブジェクトには、その枠内の右下隅にアクションイ
ンジケーターが表示されます。

アクションを使用してアクションを割り当てるには :

1 ツールボックスで、アクションをクリックします。

2 割り当て元オブジェクトから割り当て先ページにドラッグします。マウスボタンを離すまで現在の
ページがハイライト表示され、割り当て先ページであることを示しています。

オブジェクトからアクションを削除するには :

アクションインジケーターを、割り当て元オブジェクトと同じページ上の空のスポットにドラッグします。

アクションのデフォルトの動作を変更するには :

1 ツールボックスでアクションをダブルクリックして、[ アクション ] ダイアログボックスを開きます。

2 次のいずれかのオプションを選択します。

[ ターゲットページにリンク ] を選択すると、割り当て先ページへのリンクが作成されます。

[ ターゲットページのプリント ] を選択すると、割り当て先ページがプリントされます。

[ ターゲットページをムービーとして読み込み ] を選択すると、割り当て先ページが FreeHand ドキュメ
ント内のムービーとして表示されます。
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Flash ムービーの使用
Flash ムービー (SWF ファイル ) を FreeHand ドキュメントに読み込み、FreeHand で準備した Web プ
レゼンテーションをインタラクティブに作成することができます。また、FreeHand ドキュメントを印刷
したときに Flash ムービーで表示されるフレームについても、選択することができます。 

Flash ムービーを読み込むには :

1 [ ファイル ]-[ 読み込み ] を選択します。

2 (Windows の場合のみ ) [ ファイルの種類 ] ポップアップメニューから、[Macromedia Flash (*.swf)] を
選択します。

3 読み込むムービーファイルを選択します。

4 [ 開く ] をクリックします。 

マウスポインタが配置ポインタに変わります。

5 ドキュメントウィンドウ内で、ムービーを表示する場所をクリックします。

Flash ムービーの属性設定

FreeHand ドキュメントに読み込んだムービーのサイズ、位置、伸縮、リンク、およびプレビューフレー
ムは、オブジェクトパネルで変更することができます。

選択した Flash ムービーの属性をオブジェクトパネルで調整するには :

1 必要に応じて、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します。 

2 ムービーのサイズを設定するには、次のいずれかの操作を行います。

• [x] と [y] ボックスに値を入力し、ページ内のムービーの座標を設定します。 

• [w] と [h] ボックスに値を入力し、ムービーの幅と高さを正確な寸法で設定します。

• [ 伸縮 ] の [x] と [y] テキストボックスに値を入力し、ムービーの幅と高さをオリジナルのサイズに対す

る割合で設定します。

3 [ スナップショットの表示 ] を選択し、ムービーの 1 つのフレームをプレビューとして表示した後、表

示するフレーム番号を入力します。

4 [ リンク ] ボタンを選択し、[ リンク ] ダイアログボックスを表示します。リンクの詳細については、63
ページの「リンクの管理」を参照してください。
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読み込んだ Flash ムービーの編集

FreeHand では Flash を起動し、読み込んだ Flash ムービーを編集することができます。FreeHand から
Flash を起動するには、お使いのコンピュータに Flash がインストールされている必要があります。

読み込んだ Flash ムービーを編集するには :

1 ドキュメントウィンドウでムービーを選択します。

2 必要に応じて、[ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択し、オブジェクトパネルを表示します。

3 Flash を起動してムービーを編集するには、[Flash で編集 ] ボタンをクリックします。 

[Macromedia Flash ドキュメントファイルを配置 ] ダイアログボックスが表示されます。

4 読み込んだ Flash ムービーの作成時に使用した Flash FLA ドキュメントを指定し、[ 開く ] をクリック
します。 

Flash 内で FLA ドキュメントが開きます。

5 Flash でムービーを編集し、編集を終了したら [ 終了 ] ボタンをクリックします。 

ムービーは FreeHand 内で自動的に更新されます。

FreeHand ドキュメントを Flash ムービーとして書き出す

FreeHand ドキュメントを、Flash (SWF) 形式で書き出すことができます。書き出した SWF ファイルは、
Netscape Navigator や Microsoft Internet Explorer などの Web ブラウザを使用して Flash Player プ

ラグイン、またはスタンドアローンの Flash Player で表示できます。 

静止グラフィックを SWF 形式で書き出して、ベクターアートワーク属性を保持したままファイルサイズ

を小さくすることができます。FreeHand ドキュメントのレイヤー、ページ、またはその両方を SWF ファ
イルの別のフレームとして書き出すか、または別の SWF ファイルとして書き出すかを選択できます。レ
イヤーをフレームとして書き出す場合、レイヤーパネルの区切りバーの下にあるすべてのレイヤーは、
SWF ファイルのすべてのフレームの 1 つのバックグランドレイヤーになります。 

ムービーを含むドキュメントを書き出すと、ムービーはムービークリップに変換されます。その結果、
Flash で作成されたムービーファイルとよく似た Flash ムービーファイルが生成されます。ファイルに

Flash アクションを追加した場合、そのアクションは書き出された SWF で有効になります。
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次の手順で説明するように、[ 書き出し ] コマンドを使用して FreeHand ファイルを SWF 形式で書き出

すことができます。制御パネルまたは [ ウィンドウ ]-[ ムービー ] を使用して、ファイルを SWF 形式に書
き出すこともできます。詳細については、343 ページの「SWF ファイルの制御」を参照してください。

メモ : アンチエイリアス処理されたアートワークを、Flash SWF 形式に書き出すときと同じように画面上に表示するに
は、制御パネルまたは [ ウィンドウ ]-[ ムービー] を使用して SWF ファイルをテストします。詳細については、343 ペー
ジの「SWF ファイルの制御」を参照してください。

FreeHand ファイルを SWF 形式で書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。 

2 [ ファイルの種類 ] (Windows) または [ 形式 ] (Macintosh) ポップアップメニューから、[Macromedia

Flash (SWF)] を選択します。 

3 [ 設定 ] をクリックし、[ ムービー設定 ] ダイアログボックスを表示します。

4 [ ムービー ] の設定を選択します。

[ 単一ファイル ] を選択すると、FreeHand ドキュメント内のすべてのページが単一のムービーに変換

されます。1 ページ構成のドキュメントの場合に、このオプションが自動的に選択されます。

[ 複数ファイル ] を選択すると、FreeHand ドキュメント内の各ページが別々のムービーに変換されます。

5 [ レイヤー ] の設定を選択します。

[ アニメーション ] を選択すると、ページごとの各 FreeHand レイヤーが別々のムービーフレームに変

換されます。

[ 統合する ] を選択すると、ページごとのすべての FreeHand レイヤーが単一のムービーフレームに変

換されます。

6 [ ページ範囲 ] オプションで、書き出すページを選択します。

7 スタンドアローンの Flash Player でアニメーションを指定のフレームレートで自動的に開始させるに
は、[ 自動再生 ] を選択します。このオプションの選択を解除すると、スタンドアローンの Flash Player
でアニメーションはフレーム 1 で停止し、そこから [ ウィンドウ ]-[ ムービー]-[ 再生 ] を選択してムー

ビーを開始することができます。

8 Esc キーを押すまでアニメーション全体をフルスクリーンで再生するには、[ フルスクリーン再生 ] を
選択します。このオプションは、Web ブラウザで再生される Flash アニメーションには影響しません。 

9 Flash ムービーのフレームレートを 1 秒あたりのフレーム数 (fps) で指定するには、0.01 fps ～ 120
fps の範囲で 0.01 刻みで選択します。 も滑らかなアニメーションにするには 12 fps を使用します。

10 背景カラーを選択するには、[ 背景カラー ] ポップアップカラーパレットからカラーを選択します。 

11 Flash Player プラグインまたはバージョン 4.0 以降のスタンドアローン Flash Player で SWF アニ
メーションの各フレームをプリントするには、[ プリント許可 ] を選択します。このオプションの選択
を解除すると、ブラウザの画面解像度 (72 dpi) を使用してファイルがプリントされます。 

12 FreeHand によって書き出された SWF ファイルを他のユーザーが読み込めないようにするには、[ 読
み込み禁止 ] を選択します。

13 アニメーションのサイズを SWF ファイルのステージのサイズとして使用するには、[ 内容に合わせて
サイズ変更 ] を選択します。FreeHand のページサイズを SWF ファイルのステージとして使用する場
合は、このオプションの選択を解除してください。

14 生成されるムービーファイルのファイルが小さくなるように 適化を自動的に設定するには、[ ファイ
ルサイズを 適化 ] を選択します。
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15 高品質のムービーファイルが生成されるように 適化を自動的に設定するには、[ 画質を 適化 ] を選

択します。 

16 適化の設定を手動で調整するには、[ 詳細 ] を選択します。

[ パス圧縮 ] を選択すると、FreeHand パスを Flash パスに変換する精度を制御することができます。[ な
し ] ( 圧縮を行わず、ポイント数が 多 ) から [ 高 ] ( も圧縮されるが、品質は 低でポイント数が
少 ) の間で指定できます。

[ 破線トレース ] を選択すると、破線が複数のオブジェクトに変換されます。各破線セグメントが別々
のオブジェクトに変換されるため、書き出し時間が長くなり、ファイルサイズも大きくなります。

[ 画像の圧縮 ] を選択すると、ビットマップ画像を JPEG 形式に変換する場合の画像品質と圧縮を制御
することができます。[ なし ] ( 品質が 高で圧縮が 低 ) から [ 高 ] ( 品質が 低で圧縮が 高 ) の
間で指定できます。

17 [ テキスト ] オプションを選択し、テキストの書き出し方法を制御します。

[ ブロックを保持 ] を選択すると、Flash 3 以降での編集用に、すべてのテキストが FreeHand テキス
トブロック内に保持されます。 

[ パスに変換 ] を選択すると、テキストがベクターパスに変換されるので、テキストとして編集できな
くなります。パスに沿って配置されたテキストやパスの内部に流し込まれたテキストは自動的にパス
に変換されるので、Flash では編集できません。このオプションを選択すると、[ ブロックを保持 ] よ
りも小さいサイズのファイルが生成されます。

[ なし ] を選択すると、書き出されるファイルからすべてのテキストが失われます。 

18 [ ムービーを圧縮 ] を選択し、書き出されるムービーのサイズを小さくします。

19 [OK] をクリックし、[ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックします。

ムービーをテストするには、次の項を参照してください。

SWF ファイルの制御
制御パネルまたは [ ウィンドウ ]-[ ムービー] を使用すると、SWF ムービーファイルのテスト、設定変更、

および書き出しを行うことができます。

ムービーをテストするには、フレーム全体を再生、停止、巻戻し、コマ送り、およびコマ戻しします。ムー
ビーをテストすると、一時的に SWF ファイルが作成され、このファイルが Flash 再生ウィンドウに表示

されます。一時ファイルは、ファイルへの書き出しを選択しない限り、ウィンドウを閉じると削除されます。

制御パネルをドラッグして、FreeHand 内で移動できます。制御パネルのショートカットキーを変更する
こともできます (35 ページの「環境のカスタマイズ」を参照 )。

コマ送り

早送り

ムービープレビュー

再生

コマ戻し

巻戻し

停止

ムービーの書き出し

ムービー設定
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制御パネルを表示するには :

[ ウィンドウ ]-[ ツールバー ]-[ 制御パネル ] を選択します。

選択したムービーをテストするには、次のいずれかの操作を行います。

• Flash 再生ウィンドウを起動し、ムービーを再生するには、制御パネルの [ ムービープレビュー ] ボタ
ンをクリックするか、[ ウィンドウ ]-[ ムービー ]-[ テスト ] を選択します。あるいは、Ctrl + Enter
(Windows) または Command + Return (Macintosh) を押します。

• ムービーのフレームを 1 コマずつ送るには、制御パネルの [コマ送り] または [コマ戻し] ボタンを使用
するか、[ ウィンドウ ]-[ ムービー ]-[ コマ送り ] または [ ウィンドウ ]-[ ムービー ]-[ コマ戻し ] を選択
します。右矢印キーと左矢印キーを使用することもできます。

• ムービーの 初または 後のフレームに移動するには、それぞれ制御パネルの [ 巻戻し ] ボタンまたは
[ 早送り ] ボタンを使用します。 初のフレームへの移動には、[ ウィンドウ ]-[ ムービー ]-[ 巻戻し ] を
選択する方法もあります。

• 再生を停止するには、制御パネルの [ 停止 ] ボタンをクリックするか、[ ウィンドウ ]-[ ムービー]-[ 停止 ]
を選択します。あるいは、Enter キー (Windows) または Return キー (Macintosh) を押します。

• ムービーが停止しているときに再生を再開するには、制御パネルで [再生] ボタンをクリックするか、[ウィ
ンドウ ]-[ ムービー ]-[ 再生 ] を選択します。あるいは、Enter キー (Windows) または Return キー
(Macintosh) をもう一度押します。

ムービーの設定を変更するには :

1 制御パネルの [ムービー設定] ボタンをクリックするか、[ウィンドウ]-[ムービー]-[設定] を選択します。

2 [ ムービー設定 ] ダイアログボックスで、341 ページの「FreeHand ドキュメントを Flash ムービーとし
て書き出す」の説明に従い、ムービーの書き出すときのオプションを選択します。

ムービーを書き出すには :

1 Flash 再生ウィンドウを起動し、制御パネルの [ムービープレビュー] ボタンをクリックして FreeHand
ドキュメントの SWF ファイルを作成します。

2 [ウィンドウ]-[ムービー]-[テスト] を選択するか、Ctrl + Enter (Windows)、または Command + Return
(Macintosh) を押します。

3 制御パネルの [書き出し] ボタンをクリックするか、[ウィンドウ]-[ムービー]-[書き出し] を選択します。

4 [ムービーの書き出し] ダイアログボックスでムービーの名前を入力し、ムービーの保存先を指定します。 

5 [ 保存 ] をクリックします。

ムービーは、[ ムービー設定 ] ダイアログボックスで指定された設定で保存されます。
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第 12 章
ファイルの保存と書き出し

Macromedia FreeHand MX では、FreeHand ドキュメント、FreeHand テンプレート、編集可能な EPS

(Encapsulated PostScript) など、さまざまな形式でファイルを保存することができます。

FreeHand のファイルは、さまざまなベクター形式およびビットマップ形式 (PDF や 適化された Web
形式など ) で書き出すこともできます。FreeHand MX でサポートされるすべての書き出しファイル形式

のリストについては、346 ページの「書き出しファイル形式について」を参照してください。 

[ ファイル情報 ] エクストラを使用すると、著作権、キャプション、作成日などの情報を、書き出すファ

イルに追加することができます。

さらに、FreeHand ファイルを Web 上で表示するための HTML ドキュメントに変換することもできま
す。詳細については、333 ページの「HTML としての FreeHand ドキュメントのパブリッシュ」を参照

してください。

グラフィックの読み込みの詳細については、311 ページの「読み込んだアートワークの使用」を参照して

ください。

ファイルの保存
FreeHand ファイルは、FreeHand ドキュメント、FreeHand テンプレート、または編集可能な EPS ファ
イルとして保存することができます。デザインの一貫性を保つには、FreeHand テンプレートを使用して、

同じレイアウトで複数のページを作成します。詳細については、59 ページの「テンプレートの使用」を
参照してください。

編集可能な EPS ファイルは、FreeHand で開いて編集した後、再び書き出さずに EPS 形式で保存するこ

とができます。編集可能な EPS 形式は、1 ページのドキュメントでのみ使用できます。Macintosh では、
編集可能な EPS 形式は常にプレビュー付きで保存されます。

後に保存した後にドキュメントが修正されている場合は、タイトルバーのファイル名の後にアスタリス
ク (*) が表示されます。

ファイルを保存するには :

1 [ ファイル ]-[ 保存 ] を選択します。

2 ファイルの名前を入力し、保存先を指定します。

3 ファイルを保存する形式 (FreeHand ドキュメント、FreeHand テンプレート、または編集可能な EPS)

を選択します。

4 [ 保存 ] をクリックします。 
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異なる名前、保存先、またはファイル形式を使用して、別のバージョンとしてファイルを保存するには :

1 [ ファイル ]-[ 新規保存 ] を選択します。

2 前の手順の 2 ～ 3 を繰り返し、新しい名前、別の保存先、または別の形式を指定します。

3 [ 保存 ] をクリックします。

IPTC ファイル情報の追加
[ ファイル情報 ] エクストラを使用すると、作成者、著作権、作成日、見出し、キャプションなどの情報
を FreeHand から書き出すファイルに追加することができます。ファイルに関する情報は、FreeHand の

[ ファイル情報 ] ダイアログボックスを使用して追加します。これらの情報はファイルと共に保持され、
IPTC (International Press Telecommunications Council) データをサポートするアプリケーションで
ファイルを開くときに表示することができます。

[ ファイル情報 ] エクストラを使用してファイル情報を追加するには :

1 FreeHand でファイルを開き、[ エクストラ ]-[ その他 ]-[ ファイル情報 ] を選択します。

2 [ ファイル情報 ] ダイアログボックスで、[ 作成元 ]、[ クレジット ]、[ キャプション ]、および [ カテゴリと
キーワード ] の各セクションに情報を入力します。

メモ : IPTC によって、[ ファイル情報 ] ダイアログボックスのデータ用テキストボックスに、文字数制限などのデー
タ制限が決められています。詳細については、www.iptc.org ( 英語 ) で、IPTC のドキュメントを参照してください。

3 [OK] をクリックします。

書き出しファイル形式について
グラフィックやテキストのファイルは、次の一般に広く使用されている形式で書き出すことができます。

• ASCII または RTF テキストファイル

• BMP、GIF、JPEG、TIFF、Targa、または PNG 形式のビットマップ

• Photoshop 5 (PSD) 形式の、レイヤー情報を含むビットマップ

• さまざまな EPS 形式 (DCS を含む ) のベクターグラフィック ( 他のグラフィックアプリケーションや

ページレイアウトアプリケーションへの書き出し用 )

• Windows メタファイル (WMF) または拡張メタファイル (EMF) 形式のベクターグラフィック (Windows
のみ )

• SWF 形式の Macromedia Flash ムービー ( ブラウザや Macromedia Flash Player での表示用 )

• FreeHand ファイル ( バージョン 8、9、または 10)

• Adobe Illustrator ファイル ( バージョン 1.1、88、3、4、5.x、および 7.x)

• PICT ファイル (Macintosh のみ )

• PDF (Portable Document Format) ドキュメント (Adobe Acrobat で表示およびプリント可能 )

• RTF テキスト (Microsoft Word、WordPerfect、PageMaker、QuarkXpress、その他のワードプロ
セッサーアプリケーションと互換性あり )

ほとんどの形式は、Windows および Macintosh プラットフォームで互換性があります。サポートされる
書き出しファイル形式については、次の表を参照してください。
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FreeHand ドキュメントの URL は、SWF および PDF 形式に書き出すことができます。FreeHand オブ

ジェクトに URL を割り当てる方法については、331 ページの「オブジェクトとテキストへの URL の設
定」を参照してください。URL は、HTML 形式に書き出すこともできます (333 ページの「HTML とし
ての FreeHand ドキュメントのパブリッシュ」を参照 )。 

FreeHand の書き
出しファイル形式

ファイル
拡張子

Windows Macintosh 利点 / 用途

Acrobat PDF .pdf X X 電子ファイルの配布

Adobe Illustrator 
1.1 ～ 7.x

.ai X X Illustrator での編集

ASCII テキスト .txt X X 書式情報なしの編集可能なテキストの作成

ビットマップ .bmp X X
( 選択したアプ
リケーション )

ビットマップグラフィックの作成

CMYK EPS .eps X 使用不可 プリプレス用カラーの保存

DCS2 EPS 
(Desktop Color 
Separations 2.0)

.eps X X OPI や他のクライアントサーバーソフトウェア経由
で使用するための色分解された EPS の作成

拡張メタファイル .emf X 使用不可 線、塗り、およびテキストを保持するベクターグラ
フィックの作成

FreeHand 8 ～ 10 X X 以前のバージョンの FreeHand ファイルの書き出し

GIF .gif X X 減色された既存のカスタムパレット用のグラフィッ
クの作成

JPEG .jpg X X 写真や連続階調の画像用の、24 ビットカラーをサ
ポートするビットマップグラフィックの作成

EPS .eps X X プレビューなしの汎用 Encapsulated PostScript の
作成

Macintosh EPS .eps 使用不可 X PICT プレビュー付きの Encapsulated PostScript 
の作成

MS-DOS EPS .eps 使用不可 X TIFF プレビュー付きの Encapsulated PostScript の
作成

TIFF プレビュー付
き EPS

.eps X 使用不可 ベクターグラフィックの作成

Photoshop 3、4/5 
EPS

.eps X X Photoshop でラスタライズされたベクターグラ
フィックの作成

Photoshop 5 PSD .psd X X Photoshop で編集可能なビットマップグラフィック
の作成

Portable Network 
Graphic (PNG)

.png X X ビットマップグラフィックの作成

QuarkXPress EPS .eps X X TIFF プレビュー付き EPS ファイルの作成 
(Windows)

リッチテキスト
フォーマット

.rtf X X 書式情報付きの編集可能なテキストの作成

Macromedia Flash 
(SWF)

.swf X X SWF ムービーの作成

TIFF (Tagged 
Image File Format)

.tif X X ビットマップグラフィックの作成
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書き出し時のファイル形式の選択

書き出し時に選択する形式は、書き出すファイルの用途に応じて決定します。特にファイルの生成や表示
に使用する出力機器に合わせて決定します。出力機器に合わせて書き出しの形式を選択するには、次の表

を参照してください。 

Web 形式について

Web 用には、GIF、JPEG、および PNG のビットマップグラフィックファイル形式が一般的に使用されて
います。なぜなら、これらの形式のファイルは、インターネット上での高速転送用に小さく圧縮すること

ができ、ほとんどのブラウザでサポートされているからです。GIF および JPEG 形式は、PNG 形式より
も広くサポートされています。

Web 用のグラフィックを準備する場合は、 初にグラフィックを 適化するのが賢明です。Web グラ

フィックの 適化とは、画像に対して 適のカラーと圧縮率を持つファイル形式を選択し、しかも可能な
限り高品質を維持することです。画像を 適化した後には、画像をブラウザでプレビュー表示し、目的ど
おりに表示されることを確認するのも重要です。

Macromedia Fireworks を FreeHand 内で起動し、グラフィックを Web 上で使用するための準備を行う
ことができます。詳細については、323 ページの「ビットマップ画像を 適化するための Fireworks の
起動」を参照してください。

Targa .tga X X ビットマップグラフィックの作成

WMF (Windows 
メタファイル )

.wmf X 使用不可 ベクターグラフィックの作成

出力機器 推奨される書き出し形式

低解像度の PostScript プリンタ 機器でサポートされる任意のファイル形式。EPS または TIFF 画像が もきれいにプ
リントされます。

非 PostScript プリンタ 機器でサポートされる任意のファイル形式 (EPS と DCS を除く )。テクスチャまた
はカスタムの線や塗りなど、PostScript プリンタが必要なエフェクトはドキュメン
トに含めないでください。

高解像度のプリンタまたは
イメージセッタ

ベクターグラフィックには EPS および DCS EPS、カラービットマップには CMYK 
TIFF。目的どおりの出力結果にならない場合があるので、機器固有のパターン塗り
や線は使用しないでください。

スライドレコーダ 使用するスライドレコーダが PostScript をサポートする場合は、EPS 形式。
非 PostScript エフェクトの場合は、ビットマップ画像形式。

プロッタ、ビニルカッタ、
彫刻機

互換性のあるベクターグラフィック形式で保存されたグラフィック。互換性のある形
式については、お使いの機器のマニュアルを参照してください。

World Wide Web FreeHand のイラストレーションを Flash ベクターグラフィック、アニメーション、
またはインタラクティブなムービー形式で表示可能な Flash (SWF)
画面と同じ解像度で作成された GIF、JPEG、PNG などの圧縮可能ビットマップ形式。
[HTML としてパブリッシュ ] による HTML ファイル。

マルチメディア 静止画像の場合は、画面と同じ解像度の PICT、BMP、TIFF、GIF、JPEG などの
ビットマップ形式。ベクターグラフィック、アニメーション、インタラクティブな
ムービーの場合は、Flash (SWF) 形式。 

FreeHand の書き
出しファイル形式

ファイル
拡張子

Windows Macintosh 利点 / 用途
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グラフィックを Web 上での使用のために書き出す場合は、次の表を参照してそれぞれに 適な書き出し

ファイル形式を選択してください。

ファイルの書き出し
[ 書き出し ] コマンドを使用すると、FreeHand 以外のファイル形式でドキュメントを保存することがで
きます。[ 書き出し ] コマンドを使用する場合に [ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス
(Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス (Macintosh) に表示されるオプションは、選択する

ファイル形式によって異なります。一部のオプションが選択できない形式もあります。詳細については、
各ファイル形式の説明を参照してください。ファイル全体を書き出すことも、ファイル内の選択したオブ
ジェクトと領域だけを書き出すこともできます。

書き出しの環境設定を選択し、ビットマップとベクターのファイル形式に関する書き出しのオプションを
指定することができます。書き出しファイルと共にプレビューを保存するかどうかを指定することも、
ファイルのプレビューのファイル形式、サイズ、および品質を設定することもできます。Macintosh で
は、書き出すドキュメントに Extensis Portfolio 用のプレビューを含めることができます。このプレ

ビューは、ドキュメントをデータベースにカタログ化する場合に使用します。

システム上の別のアプリケーションにファイルを書き出す場合は、自動的にそのアプリケーションを起動

して、ファイルを開くことができます。

以前に書き出した FreeHand ファイルを更新する場合は、[ 書き出しを再実行 ] を選択し、更新したファ
イルを前に書き出したバージョンと同じ場所に書き出すことができます。

機能 GIF JPEG PNG

色深度 大 8 ビット 大 24 ビット 大 32 ビット

圧縮 ロスなし。カラーで塗りつぶ
された領域を圧縮します。

ロスあり。カラーの微妙な変化を圧縮
します。

ロスなし

透明化のサポート あり なし あり

利点 ロスなし圧縮
透明化のサポート

圧縮時の品質低下の制御
写真画像の圧縮に 適

ロスなし圧縮
アルファチャネルの
透明化
ハイカラーのサポート

欠点 大 256 色
グラデーションカラーウェル
の圧縮に非対応

透明化の非サポート
圧縮時の品質低下

一部のブラウザでプラグ
インを使用しない場合の
不十分なサポート

一般的な用途 漫画のイラスト
ロゴ
アニメーションバナー

スキャンした写真
複雑なテクスチャを含む画像
複雑なラジアントカラーを含む画像

多くのカラーを含む画像
複雑なライブデータの透
明化
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ドキュメントを書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 [ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス
(Macintosh) で、ファイルの名前を入力し、保存先を選択します。 

[ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) と 

[ 書き出し ] ダイアログボックス (Macintosh)

3 [ファイルの種類] メニュー (Windows) または [形式] メニュー (Macintosh) からファイルの形式を選
択します。

出力領域ツールで書き出し領域を設定してある場合は、[ 領域 ] オプションを選択します。詳細につい
ては、352 ページの「ドキュメントの領域の書き出し」を参照してください。
第 12 章350



4 [ ページ境界線 ] オプションを選択し、書き出しファイル内のページ境界線を表示します。

5 FreeHand ドキュメント内の選択したオブジェクトだけを書き出す場合は、[選択オブジェクトのみ] を
選択します。

メモ : FreeHand ファイル形式に書き出す場合は、[ 選択オブジェクトのみ ] オプションは使用できません。

6 [ 設定 ] をクリックして、書き出しファイル形式のオプションを選択します。選択した形式用のオプショ
ン選択の詳細については、354 ページの「ベクターアートワークの書き出し」または 356 ページの

「ビットマップ画像の書き出し」を参照してください。

7 別のアプリケーションを起動して書き出したファイルを開くには、[ 外部アプリケーションで開く ] を
選択します。表示されるダイアログボックスで、画像を開くアプリケーションを指定し、[OK] をクリッ

クします。

たとえば、書き出した Flash SWF ファイルを Flash または Web ブラウザで開くことができます。各
書き出し形式は、特定の外部アプリケーションにリンクすることができます。これらの設定は、その
後の書き出しでも使用できるように保存されます。

8 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックします。

メモ : 書き出すドキュメントにヘキサクロームカラーが含まれている場合は、ヘキサクロームカラーを CMYK プロセス
カラーとして書き出すことを示す警告メッセージが表示されます。

後に書き出したドキュメントを再び書き出して更新するには : 

[ ファイル ]-[ 書き出しを再実行 ] を選択します。

後に書き出したバージョン以外のドキュメントを更新しようとすると、[ ドキュメントの書き出し ] ダ
イアログボックス (Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス (Macintosh) が表示され、書き出
しの前にオプションを設定することができます。

FreeHand 形式で保存または書き出すファイルに、サムネールまたはプレビューを追加するには :

1 書き出しの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 書き出し ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 書き出し ] カテゴリをクリックします。

2 [FreeHand ファイルプレビュー ] を選択します。

3 ファイルプレビューのファイル形式として、JPEG または BMP を選択します。

4 ファイルプレビューのサイズを入力します。

5 ファイルプレビューの品質を設定します (JPEG の場合のみ )。

6 [OK] をクリックします。
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書き出す EPS ファイルにカラーサムネールまたはカラープレビューを追加するには :

1 書き出しの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 書き出し ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 書き出し ] カテゴリをクリックします。

2 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、[ カラープレビュー付きの EPS を書き出し ] を選択します。

• Macintosh では、[PICT のビットマッププレビュー ] を選択します。

3 [OK] をクリックします。

ドキュメントの領域の書き出し

出力領域ツールを使用して、ドキュメントのワークスペース内で 1 つの書き出し領域を設定することがで
きます。書き出し領域には、ペーストボードの選択領域、および既存のページの選択領域を含めることが
できます。書き出し領域は、設定した後で削除またはサイズを変更することができます。また、オブジェ
クトパネルでサイズを表示することもできます。ドキュメントを保存すると、書き出し領域がドキュメン

ト属性の一部として保存されます。

メモ : また、出力領域ツールを使用してプリント範囲を設定することもできます。詳細については、386 ページの「出力
領域の定義」を参照してください。

ドキュメントで書き出し領域を設定して書き出すには :

1 ドキュメントウィンドウに表示されているドキュメントで、ツールボックスまたはメインツールバー
の [ 出力領域 ] ボタンをクリックします。

カーソルをペーストボード上に移動させると、カーソルが出力領域ポインタになります。

2 ドキュメントウィンドウ内でポインタをドラッグして書き出し領域を設定します。ドキュメントの複
数のページを表示して選択するには、ドキュメントの表示比率を縮小し、ページが画面上に表示され

るようにします (31 ページの「画面表示の拡大と縮小」を参照 )。

書き出し領域を再設定する必要がある場合は、マウスを離してからもう一度ドラッグします。

3 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。 

[ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス
(Macintosh) が表示されます。

4 [ 領域 ] を選択し、設定した領域を書き出します。

5 必要に応じて書き出しオプションを追加してください (349 ページの「ファイルの書き出し」を参照 )。

6 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックします。

設定された出力領域が書き出されます。

書き出し領域のサイズを変更するには :

コーナーハンドルまたはサイドハンドルに出力領域ポインタを置いてドラッグし、書き出し領域のサイズ

を変更します。

ペーストボード内で書き出し領域を移動するには、次のいずれかの操作を行います。

• 領域の境界線に ( コーナーハンドルまたはサイドハンドルではなく ) 書き出し領域ポインタを置きま
す。ポインタが手のひらポインタに変わります。ドラッグして、書き出し領域を再設定します。

• 矢印キーを使用して、書き出しを適切な方向に少しずつ移動します。
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書き出し領域の設定を削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• Delete キーまたは Del キーを押します。

• ドラッグして、書き出し領域を新規に設定します。

書き出し中のカラー変換について

PDF、EPS、Illustrator 形式でファイルを書き出す場合、またはファイルを他のアプリケーションにドラッ
グする場合にカラーの整合性を保つには、[ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) ま
たは [ 書き出し ] ダイアログボックス (Macintosh) から [ 設定 ] をクリックし、表示されたダイアログ

ボックス内の [ カラーの変換先 ] オプションを使用して、カラーの変換方法を選択することができます。
ドキュメントを書き出す前にカラーを変換した方が、他のアプリケーションで読み込むときにカラーを変
換するよりも正確です。出力オプションを使用して RGB カラーを CMYK に変換する方法の詳細につい
ては、379 ページの「プリント」を参照してください。

Extensis Portfolio の使い方 (Macintosh)

FreeHand は Extensis Portfolio をサポートします。Extensis Portfolio は、数千のグラフィックを 1 つ

のデータベースにカタログ化し、登録されたアイテムを視覚的にすばやく利用できるようにするプログラ
ムです。グラフィックをカタログ化するときに使用するキーワードをドキュメントに追加することができ
ます。

Extensis Portfolio のカタログ用の FreeHand ドキュメントを準備するには、[Portfolio 情報 ] コマンド
を使用して、キーワードと説明用のテキストをドキュメントに追加します。ドキュメントを書き出すとき
に、[ 書き出し ] ダイアログボックスで、[Portfolio プレビューを含む ] オプションを選択します。この手

順については、349 ページの「ファイルの書き出し」を参照してください。 

Extensis Portfolio のプレビューは、デフォルトでは PICT ファイルとして作成されます。ビットマップ
プレビューを使用することもできます。プレビューのサイズは、[ 環境設定 ] ダイアログボックスで指定

します。 

Extensis Portfolio で使用するサムネールのビットマッププレビューを追加するには :

1 Command + U を押し、[ 書き出し ] カテゴリをクリックします。

2 [Portfolio プレビューを含む ] を選択し、サムネールのビットマッププレビューを追加します。このプ

レビューは、Extensis Portfolio で Portfolio カタログからアートを検索して選択する場合に使用され
ます。

3 [OK] をクリックします。

Extensis Portfolio で使用するためのドキュメントのキーワードを追加または編集するには :

1 [ 画面表示 ]-[Portfolio 情報 ] を選択します。

2 [ キーワード ] テキストボックスに、 大半角 31 文字のキーワードをカンマで区切って入力します。1

つのドキュメントに 大 200 のキーワードを割り当てることができます。キーワードを 大限に活用
するために、次のガイドラインに従ってください。

• わかりやすいキーワードを定義し、Extensis Portfolio カタログ全体での一貫性を保つように適用します。

• 各ドキュメントに複数のキーワードを使用します。

• 各ドキュメントに一般的なキーワードと具体的なキーワードを使用します。

3 [ 説明 ] テキストボックスに、ドキュメントに関する情報を 大半角 254 文字で入力します。

4 [OK] をクリックします。
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Portfolio プレビューのサイズを設定するには :

1 Command + U を押し、[ 書き出し ] カテゴリをクリックします。

2 [Portfolio プレビューを含む ] を選択します。

3 値を入力するか、スライダを使用して、Portfolio ビットマットプレビューサイズを設定します。

4 [OK] をクリックします。

ベクターアートワークの書き出し
さまざまな EPS 形式のいずれか、FreeHand ドキュメント、Illustrator などの形式を使用して、ベクター
アートワークを EPS 形式で書き出すことができます。FreeHand と Illustrator のファイルは、拡張子と
属性が異なりますが、これらの形式のファイルはすべて EPS ファイルです。

ベクターアートワークは、PDF 形式または Flash の SWF 形式で書き出すこともできます (363 ページの
「PDF ファイルの書き出し」または 341 ページの「FreeHand ドキュメントを Flash ムービーとして書き
出す」を参照 )。

FreeHand でサポートされるすべての EPS 形式のリストについては、346 ページの「書き出しファイル
形式について」を参照してください。

EPS ファイルに対して各種のオプションを指定することができます。指定できるオプションとしては、ド
キュメント内の書き出し対象ページ、カラーの書き出しに使用するカラーモデル (CMYK、RGB、または
その両方)、書き出すファイルにオリジナルの FreeHand 形式ファイルを含めるかどうか (後で FreeHand

で編集する場合 )、EPS ファイル内にフォントを含めるかどうか、などがあります。

メモ : Illustrator や EPS 形式のファイルをクリップボードにコピーするときに、ベクター書き出しのオプション設定を
使用して、カラースペースの環境設定を指定することもできます。詳細については、116 ページの「コピー & ペースト
の環境設定」を参照してください。

EPS 形式への書き出し

任意の EPS 形式、FreeHand 形式、または Illustrator 形式などの EPS ファイル形式を使用して、伸縮可
能なベクターアートワークを書き出し、プリプレス用のカラーを保存することができます。 

ベクター形式でドキュメントを書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 [ ファイルの種類 ] または [ 形式 ] (Macintosh) で、EPS 形式、FreeHand 形式、または Illustrator 形式
を選択します。

3 ファイルの名前を入力し、保存先を選択します。

4 Windows では、書き出すページを指定します。各ページが別々の EPS ファイルに書き出されます。 

5 [ 設定 ] をクリックして、次のオプションを表示します。一部の EPS ファイル形式には、次のオプショ
ンがありません。選択した EPS ファイル形式に対して [ 設定 ] ボタンが使用できないときは、手順 11

にスキップしてください。

次のオプションを含むダイアログボックスが表示されます。設定オプションは、ファイル形式として

選択した EPS ファイルの形式により異なります。QuarkXPress EPS に書き出す場合は、手順 8 にス
キップしてください。Illustrator 7 に書き出す場合は、手順 9 にスキップしてください。

6 Macintosh では、書き出すページを指定します。各ページが別々の EPS ファイルに書き出されます。

7 [FreeHand ドキュメントを含む ] を選択し、オリジナルの FreeHand ファイルを EPS ファイルと共に
保存します。FreeHand ファイルを保存すると、後で編集する場合に、書き出したファイルを FreeHand

で再び開くことができます。
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8 ファイルと共にフォントを書き出すには、[EPS ファイルにフォント情報を含む ] を選択します。

9 複数のアプリケーション間でカラーの整合性を保つには、[ カラーの変換先 ] オプションを選択します。

[CMYK] を選択すると、標準的な CMYK 出力と色分解が作成されます。

[RGB] を選択すると、書き出されたファイルのカラーが Fireworks や Photoshop などの画像編集ア
プリケーションで正しく表示されます。

[CMYK と RGB] を選択すると、書き出されたファイルのカラーが、Illustrator や Photoshop 4 以降
などの RIP (PostScript Raster Image Processor) を使用する印刷アプリケーションで正しく表示さ

れます。

ドキュメント書き出し時のカラー変換の詳細については、353 ページの「書き出し中のカラー変換に

ついて」を参照してください。

10 [OK] をクリックして、次の設定のダイアログボックスを閉じます。

11 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックして、ファイルを書き出します。

Photoshop EPS 形式への書き出し

FreeHand のアートワークは、Photoshop EPS 形式を使用して、ベクターアートワークとして
Photoshop に書き出すことができます。

Photoshop に書き出すときに CMYK モードでカラーを保存するには、Photoshop 3 EPS、TIFF プレ

ビュー付きの EPS (Windows)、または Macintosh EPS (Macintosh) を使用します。Photoshop 4 以降
のバージョンの EPS 形式では、ファイルがラスタライズされ、すべてのカラーが RGB に変換されます。

メモ : コピー & ペーストまたはドラッグによって、複数の FreeHand ファイルやファイルの一部を書き出すことができ
ます。詳細については、116 ページの「オブジェクトのコピー」を参照してください。また、Photoshop PSD 形式を使
用して、FreeHand ドキュメントをビットマップファイルとして Photoshop に書き出すこともできます (361 ページの

「Photoshop PSD 形式への書き出し」を参照 )。

非表示のレイヤーを Photoshop EPS ファイルに書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ 出力オプション ] を選択します。

2 [ オブジェクト ] の [ 非表示のレイヤーを含む ] を選択し、[OK] をクリックします。

EMF 形式への書き出し (Windows)

拡張メタファイル (EMF) は、Windows メタファイル (WMF) 形式が更新されたものです。EMF は、線
と塗りの保持、テキストのパスへの変換、ファイルに関する説明の追加などの機能をサポートします。 

EMF 形式のオプションを選択するには :

1 EMF 形式で書き出すファイルをドキュメントウィンドウに表示した状態で、[ファイル]-[書き出し] を

選択します。

2 [ 書き出し ] ダイアログボックスで、[ ファイルの種類 ] ポップアップメニューから [ 拡張 WMF (*.emf)]
を選択します。

3 [ 設定 ] をクリックします。

4 オリジナルの FreeHand ドキュメントを書き出すファイルに含めるには、[ 拡張 WMF 書き出し ] ダイ
アログボックスで、[FreeHand ドキュメントを含む ] を選択します。

5 書き出し時にすべてのテキストをパスに変換するには、[ 文字をアウトラインに変換 ] を選択します。
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6 画像またはファイルに関する情報を書き出すファイルに含めるには、[ 説明 ] テキストボックスに説明

を入力します。

7 [OK] をクリックして、[ 拡張 WMF 書き出し ] ダイアログボックスを閉じます。

ビットマップ画像の書き出し
ビットマップ画像は、BMP、GIF、JPEG、PNG、Photoshop PSD、Targa、または TIFF 形式で書き出す
ことができます。画像の解像度を選択し、輪郭のギザギザを滑らかにするアンチエイリアスのレベルを指
定することができます。Windows では、ビットマップの書き出しの環境設定で、書き出すビットマップ

のデフォルトの解像度とアンチエイリアスの設定を指定することができます。

BMP、PNG、Targa、または TIFF 形式のビットマップ画像にアルファチャネルを追加すると、マスキン
グや透明化を作成することができます。アルファチャネル付きのビットマップ画像を書き出す方法の詳細

については、357 ページの「アルファチャネルの使い方」を参照してください。

メモ : アルファチャネル付きのビットマップ画像を読み込んだ場合、FreeHand では画像の透明度が画面に表示されます
が、オリジナルの画像に保存されていた真のアルファチャネルは書き出し時に保持されません。読み込まれたビットマッ
プグラフィックの詳細については、320 ページの「FreeHand でのビットマップ画像の操作」を参照してください。ア
ルファチャネル付きのビットマップ画像を書き出すには、あらかじめ FreeHand の中でアルファチャネルを適用してお
く必要があります。

ビットマップ画像を書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 [ ファイルの種類 ] (Windows) または [ 形式 ] (Macintosh) で、BMP、GIF、JPEG、PNG、PSD、Targa、

または TIFF のビットマップ形式を選択します。

3 [ 設定 ] をクリックして、ファイル形式のオプションを指定します。

4 [ 解像度 ] ポップアップメニューから値を選択するか、テキストボックスに値を入力します。

5 [ アンチエイリアス ] ポップアップメニューからオプションを選択するか、テキストボックスに値を入

力します。

6 形式に固有のオプションを設定します。詳細については、選択した書き出し形式に該当する項を参照

してください。

• 359 ページの「BMP 形式への書き出し」

• 359 ページの「GIF 形式への書き出し」

• 361 ページの「JPEG 形式への書き出し」

• 362 ページの「その他の書き出しファイル形式」

• 361 ページの「Photoshop PSD 形式への書き出し」

• 362 ページの「その他の書き出しファイル形式」

• 362 ページの「その他の書き出しファイル形式」

7 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックして、画像を書き出します。

デフォルトの解像度とアンチエイリアスのレベルを設定するには (Windows のみ ) :

1 Ctrl + U を押し、[ 書き出し ] タブをクリックします。

2 [ビットマップの書き出し] をクリックし、[ビットマップの書き出し] ダイアログボックスを表示します。

3 デフォルトの解像度を、72、144、または 300 dpi に設定します。
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4 デフォルトのアンチエイリアスレベルを、なし、2、3、または 4 に設定します。

メモ : 解像度とアンチエイリアスの設定を高くするほど、ベクターイメージをラスタライズするために必要なメモリ
の量が多くなります。これは、ビットマップエフェクトが適用された画像の場合も同じです。選択した設定やエフェ
クトに対してシステムのメモリが不足している場合は、エフェクトを削除するか、または解像度やアンチエイリアス
の設定を下げてから、もう一度画像を書き出してみます。

5 [OK] を 2 回クリックします。

アルファチャネルの使い方

アルファチャネルを使用すると、Web ページのグラフィック、マルチメディア、ビデオ画像、画像編集
アプリケーション用に、複雑なマスキングや透明化情報を含むビットマップ画像を書き出すことができま
す。アルファチャネルはグラフィックのレイヤーです。透明な領域と不透明な領域、およびオブジェクト
のアウトラインやエッジが、このレイヤーに表示されます。

アルファチャネルを使用すると、ページ上にあるすべてのオブジェクトのマスクまたはアウトラインを設
定し、画像を透かして背景のグラフィックを見えるようにすることができます。FreeHand では、BMP、

PNG、Targa、および TIFF 形式でアルファチャネルを書き出すことができます。

メモ : アルファチャネル付きのビットマップ画像を読み込んだ場合、FreeHand では画像の透明度が画面に表示されます
が、オリジナルの画像に保存されていた真のアルファチャネルは書き出し時に保持されません。読み込まれたビットマッ
プグラフィックの詳細については、320 ページの「FreeHand でのビットマップ画像の操作」を参照してください。ア
ルファチャネル付きのビットマップ画像を書き出すには、あらかじめ FreeHand の中でアルファチャネルを適用してお
く必要があります。

GIF 画像も透明化情報を含んだ形で書き出すことができますが、実際にアルファチャネルが含まれている
わけではありません。詳細については、359 ページの「GIF 形式への書き出し」を参照してください。

アルファチャネルをサポートするアプリケーションで画像を開くと、画像内のオブジェクトのエッジを簡

単に設定できます。

オリジナル ( 左 ) と書き出されたアルファチャネル ( 右 )

メモ : FreeHand からファイルを書き出すときに、エフェクトが適用されているオブジェクトの透明化情報は保持されま
せん。

透明化のためにアルファチャネルを含めるには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 TIFF、Targa、PNG、または BMP のビットマップファイル形式を選択し、[ 設定 ] をクリックします。

3 [ アルファチャネルを含む ] を選択し、書き出し時に自動的にアルファチャネルが作成されるようにし

ます。

4 バックグラウンドレイヤーをアルファチャネルとして使用する場合は、[ アルファチャネルにバックグ

ラウンドも含める ] を選択します。詳細については、358 ページの「バックグラウンドレイヤーを使
用した透明化の設定」を参照してください。
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5 次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、[ 詳細 ] をクリックします。[ 色深度 ] で、[32 ビット ( アルファチャネル )] を選択しま
す。PNG の場合は、[32 ビット ( アルファチャネル )] または [64 ビット ( アルファチャネル )] を選択

します。[OK] をクリックします。

• Macintosh では、[ 色深度 ] で [32 ビット ( アルファチャネル )] を選択します。PNG の場合は、[32 ビッ
ト ( アルファチャネル )] または [64 ビット ( アルファチャネル )] を選択します。

6 [OK] をクリックして、[ 書き出し ] ダイアログボックスに戻ります。

7 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックして、ドキュメントを書き出します。

バックグラウンドレイヤーを使用した透明化の設定

バックグラウンドレイヤーを使用して、アルファチャネルを含むビットマップ画像として書き出されたグ
ラフィックにカスタムの透明領域を設定することができます。

バックグラウンドレイヤーを使用してカスタムの透明化を設定するには :

1 グラフィックを作成します。

2 バックグラウンドレイヤーでマスクを描画します。

マスキングには、黒、白、グレーだけを使用できます。バックグラウンドレイヤーの白の領域は、

終的なビットマップでは不透明になり、黒の領域が透明になります。グレーまたはグラデーション塗
りの場合は透明になりますが、明るいグレーは不透明度が高く、暗いグレーは透明度が高くなります。
バックグラウンドレイヤーはプリントされないので、このようにアルファチャネルを設定しても、ド
キュメントのプリントには影響しません。

3 透明化情報をアルファチャネルとして書き出すには、357 ページの「アルファチャネルの使い方」を参
照してください。
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BMP 形式への書き出し

BMP は、ビットマップグラフィックの Windows 標準形式です。

BMP 形式のオプションを選択するには :

1 書き出すファイルをドキュメントウィンドウに表示した状態で、[ファイル]-[書き出し] を選択します。

2 [ 書き出し ] ダイアログボックスで、[ ファイルの種類 ] (Windows) または [ 形式 ] (Macintosh) ポップ
アップメニューから [BMP (*.bmp)] を選択します。

3 [ 設定 ] をクリックして、次のオプションを表示します。

4 Windows では、[ 詳細 ] をクリックします。

5 [ 色深度 ] オプションを選択します。

[8 ビット圧縮なし ] を選択すると、BMP 画像はまったく圧縮されずに 256 色で書き出されます。

[8 ビット圧縮あり ] を選択すると、BMP 画像は 256 色で書き出され、書き出し時に圧縮されます。

[16 ビット ] を選択すると、BMP 画像は数千色のカラーで書き出されます。

[24 ビット ] を選択すると、BMP 画像は 1,600 万色を超えるカラーで書き出されます。

[32 ビット (アルファチャネル)] を選択すると、BMP 画像は 1,600 万色を超えるカラーでアルファチャ
ネルと共に書き出されます。

6 [OK] をクリックします。

メモ : この項で説明されていないビットマップの書き出しの詳細については、356 ページの「ビットマップ画像の書き出
し」を参照してください。

GIF 形式への書き出し

GIF (Graphics Interchange Format) は、グラフィックファイルをオンラインで簡単に転送するために
CompuServe によって開発されたビットマップ形式です。GIF は 8 ビット (256 色 ) 形式で、ロスなし
LZW 圧縮を使用してオリジナルの半分のサイズに画像ファイルを圧縮します。 

GIF の書き出し形式は、漫画風のグラフィック、ロゴ、透明な領域を含むグラフィック、またはアニメー
ションなどの、カラーで塗りつぶされた領域が大きい画像に 適です。GIF は、サイズが小さく高画質な
うえに、透明化情報を含むことができるので、Web ページに 適な形式です。

GIF 内のカラーをディザリングして、Web パレット 256 色にはないカラーを表現することができます。
ディザリングによって、異なるカラーのピクセルが隣り合わせに配置され、カラーがシミュレートされま
す。たとえば、赤と黄をディザリングすると、オレンジになります。ディザリングによって、表現できる

カラーの範囲が広くなりますが、ファイルのサイズが大きくなります。 

GIF 画像には、1 つのカラーを透明色として設定することができます。その場合、Web ブラウザ内で別

の画像に重ねて GIF を配置すると、透明色の下にある画像が見えるようになります。GIF 形式は完全な透
明化をサポートします。部分的に透明にすることはできません。

書き出し時に比較的サイズの小さい GIF ファイルを作成するには、色数の少ないカラーパレット (16 色、

32 色、64 色など ) を選択し、[ 適化パレット ] オプションを選択します。高品質の画像とファイルを
作成しておき、そこから不必要なカラーを削除する場合は、WebSnap Adaptive の 256 色または 128
色のパレットを使用します。
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GIF 形式のオプションを設定するには :

1 [ファイル]-[書き出し] を選択し、[ファイルの種類] メニュー (Windows) または [形式] ポップアップメ

ニュー (Macintosh) から [GIF (*.gif)] を選択します。 

2 [ 設定 ] をクリックして、次のオプションを表示します。これらのオプションの詳細については、356
ページの「ビットマップ画像の書き出し」を参照してください。

3 [ 詳細 ] をクリックします。

4 [ インターレース ] オプションを選択し、画像全体をダウンロードしている間にストライプ状に表示さ
れる画像を作成します。

5 [ディザ] ポップアップメニューから、現在のパレットにないカラーをシミュレートするためのオプショ
ンを選択します。ディザリングの設定を高くすると、表現できるカラーが多くなりますが、ファイル
のサイズが大きくなります。 

6 [ パレット ] ポップアップメニューからオプションを選択します。

[ 使用中のカラーを割り付けたパレット ] を選択すると、選択したオブジェクト内で使われているカラー

だけを使用して、書き出す GIF 用のカラーパレットが作成されます。

メモ : [ 使用中のカラーを割り付けたパレット ] と [WebSnap Adaptive] のパレットは透明化をサポートしません。

[WebSafe 216] を選択すると、Windows と Macintosh に共通して Web ブラウザで使用される標準
の 216 Web セーフカラーが使用されます。

[WebSnap Adaptive 256]、[WebSnap Adaptive 128]、または [WebSnap Adaptive 16] を選択す
ると、 も近い Web セーフカラーに変換されたカラーのアダプティブパレットが作成されます。デ

フォルトのパレットは、[WebSnap Adaptive 256] です。

[64 色 ]、[32 色 ]、または [16 色 ] を選択すると、 小限の色数に制限して小さな GIF の迅速な書き
出しを可能にするプリセットのパレットが使用されます。オリジナルのカラーがプリセットのパレッ

ト内のカラーと異なる場合は、似たカラーが自動的に選択され、表示されるカラーの一貫性がなくな
ることがあります。

[3-3-2] を選択すると、オリジナルの GIF 読み込みおよび書き出し機能のデフォルトのパレットが使用
されます。

[ その他 ] を選択すると、FreeHand MX に Photoshop のパレットをインストールしてある場合は、そ

れを使用できます。インストールするパレットを指定してください。

ヒント : Photoshop のパレットファイル ( 拡張子 .aco) をインストールするには、パレットファイルを 
"Macromedia\FreeHand\11\Japanese\Settings\Palettes" フォルダに置きます。このフォルダは、ユーザー固有
の "Application Data" フォルダ (Windows) または "Application Support" フォルダ (Macintosh) の下にあります。
ユーザー別の "Application Data" フォルダや "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティング
システムにより異なるため、このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュ
アルを参照してください。

7 小限のカラーで 小サイズのファイルを作成し、画像のパレットから未使用のカラーを削除するに

は、[ 適化パレット ] を選択します。

8 [ 透明な背景 ] を選択し、オブジェクトのアウトラインに合わせて GIF 内で透明化を設定します。 

[ 使用中のカラーを割り付けたパレット ] や [WebSnap] 以外の種類のパレットを選択した場合は、透
明化用に選択されている色がパレットにハイライト表示され、そのインデックス番号が [ 索引 ] ボック
スに表示されています。X ﾕ が付いたボックスは、未使用のカラーを示します。

9 パレット内で色見本をクリックするか、そのインデックス番号を入力して、透明色を設定します。

10 [OK] をクリックします。 
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11 手順 8 で、[ 透明な背景 ] を選択した場合は、[ ビットマップの書き出し ] (Windows) または [GIF 設定 ]

(Macintosh) ダイアログボックスで [ アルファチャネルを含む ] を選択します。 

12 [OK] をクリックし、次に [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックして GIF 画像

を書き出します。

JPEG 形式への書き出し

JPEG (.jpg) は、Joint Photographic Experts Group によって、GIF に代わる形式として、特に写真画像

用に開発された形式です。JPEG は数百万のカラー (24 ビット ) をサポートします。JPEG 形式は、スキャ
ンした写真、テクスチャを使用した画像、グラデーションカラーを含む画像、256 色より多くのカラーを
必要とする画像などに 適です。

JPEG は " ロスあり " の形式です。つまり、画像の圧縮時に画像データの一部が破棄され、 終的なファ
イルの画質が低下します。ただし、多くの場合、画像データを破棄しても、画質の低下はほとんど気づか
ない程度です。圧縮中に破棄されるデータの量は、そのファイルに対して指定した画質の設定によって決

まります。

次の JPEG 書き出しオプションを使用できます。

[ 画質 ] を選択すると、JPEG として書き出すときに維持する画質の割合 (%) を設定することができます。
画質の設定を高くすると、保持される画像データが多くなりますが、生成されるファイルのサイズも大き
くなります。画質の設定を低くすると、破棄される画像データが多くなりますが、生成されるファイルの

サイズは小さくなります。

[ プログレッシブ JPEG] を選択すると、ブラウザ内に一連のオーバーレイ画像としてダウンロードされる

画像が作成されます。これにより、表示する側では、画像が完全にダウンロードされる前に、画像の低解
像度バージョンを表示することができます。

JPEG の書き出し時に使用できる他のオプションの詳細については、356 ページの「ビットマップ画像の

書き出し」を参照してください。

Photoshop PSD 形式への書き出し

FreeHand のアートワークは、ビットマップ PSD 形式またはベクター EPS 形式で Photoshop に書き出
すことができます。Photoshop EPS 形式への書き出し方法の詳細については、355 ページの「Photoshop
EPS 形式への書き出し」を参照してください。

PSD への書き出し時には複数ページの FreeHand ドキュメントが 1 つの PSD ファイルとして書き出さ
れますが、FreeHand のレイヤーを保持するように指定することもできます。レイヤーを保持すると、各
レイヤーは結合されたビットマップ画像として書き出されます。

FreeHand のレイヤーを保持するには :

1 一般的な環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ 一般 ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ 一般 ] カテゴリをクリックします。

2 [ レイヤー情報を保存する ] を選択し、[OK] をクリックします。

3 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

4 [書き出し] ダイアログボックスで、[ファイルの種類] ポップアップメニュー (Windows) または [形式]

ポップアップメニュー (Macintosh) から、[Photoshop 5] を選択します。

5 [ 設定 ] をクリックします。
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6 [Photoshop 書き出し ] ダイアログボックス (Windows) または [PSD 設定 ] ダイアログボックス

(Macintosh) で、[ レイヤーを含む ] を選択します。

7 [OK] をクリックします。

8 [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックして、ファイルを書き出します。

各レイヤーがラスタライズされ、Photoshop 内の個別のレイヤーに書き出されます。

非表示のレイヤーを書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ ドキュメント設定 ]-[ 出力オプション ] を選択します。

2 [ オブジェクト ] の [ 非表示のレイヤーを含む ] を選択し、[OK] をクリックします。

PSD の書き出し時に使用できる他のオプションの詳細については、356 ページの「ビットマップ画像の
書き出し」を参照してください。

その他の書き出しファイル形式 

FreeHand では、さまざまなファイル形式でグラフィックを書き出すことができます。この項では、他の
項で説明されていない書き出しファイル形式に関し、形式に固有の事項を説明します。

次の形式への書き出しに共通する一般的な説明については、356 ページの「ビットマップ画像の書き出
し」を参照してください。次に説明されていないファイル形式に書き出す方法の詳細については、本章の
前のほうにある該当項目を参照してください。

次に示すのは、FreeHand で書き出せるグラフィックの主なファイル形式です。

PNG (.png) PNG 画像を書き出す場合は、次の色深度と圧縮方法を選択することができます。

• 色深度として、[8 ビット ]、[16 ビット ]、[24 ビット ]、または [32 ビット ( アルファチャネル )]、数百

万色用の [48 ビット ]、または [64 ビット ( アルファチャネル )] を選択します。

• [ インターレース ] を選択すると、1 行おきに各行のピクセルを描画してから間を埋めることによって、
徐々に画像が再描画されます。

Targa (.tga) Targa は、Truevision, Inc. によって開発されたビットマップグラフィック形式で、専門的
なビデオ編集に広く利用されています。Targa 画像を書き出す場合は、次の色深度と圧縮方法を選択する

ことができます。 

• [8 ビット ]、[16 ビット ]、[24 ビット ]、または [32 ビット ( アルファチャネル )] の色深度

• [ 圧縮 ] オプションを選択すると、書き出し時に Targa 画像が圧縮されます。

TIFF (.tif) オブジェクトまたはドキュメントを TIFF 画像として書き出す場合は、ドキュメントがラスタ

ライズされます。TIFF 画像を書き出す場合は、色深度のオプションとして、[8 ビット ] (256 色 )、[24
ビット ]、または [32 ビット ( アルファチャネル )] を選択することができます。 
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PDF ファイルの書き出し
FreeHand ドキュメントは、PDF (Adobe Acrobat Portable Document Format) に書き出すことができ
ます。

PDF 形式は、RGB、グレースケール、モノクロームのビットマップ画像をサポートします。PDF 形式は、
FreeHand 内で作成または配置できるほとんとのオブジェクトや書式設定をサポートしますが、いくつか
例外があります。サポートされていないオブジェクトを書き出す場合は、警告メッセージが表示されます。

次のオブジェクトは、PDF 形式に書き出すことができません。

• カスタムおよび PostScript の塗りと線、矢印、テクスチャ塗り

• アルファチャネルの透明化データ

• EPS 画像。TIFF プレビュー付きの EPS 画像の場合は、EPS ファイルの代わりにプレビューが書き出

されます。

• テキストエフェクト

• オーバープリント。オブジェクトに適用されているオーバープリントは、PDF に書き出すときにオフ
になります。

また、PDF ドキュメントの 大ページサイズは、3240 x 3240 ピクセル ( 約 114.3 x 114.3 cm) です。
これより大きいページは、PDF の 大ページサイズに合うように切り取られます。

PDF ファイルを書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 [ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス
(Macintosh) で、ファイル形式として PDF を選択し、[ 設定 ] をクリックして、[PDF 書き出し ] ダイ
アログボックスを表示します。 

3 [PDF 書き出し] ダイアログボックスで、[すべて] を選択してすべてのページを書き出すか、[開始] ボッ
クスを使用してページの範囲を入力します。
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4 画像を JPEG 形式で圧縮してファイルのサイズを減らすには、[ 画像圧縮 ] の [ カラー] または [ グレー

スケール ] でオプションを選択します。圧縮率の設定を高くすると、生成されるファイルのサイズが小
さくなりますが、画質が低下する場合があります。

プリントする場合は、[ 低い ] または [ なし ] を選択します。画面上に表示する場合は、高い圧縮レベ
ルを選択し、簡単に転送およびダウンロードできるように小さなサイズのファイルにします。

5 複数のアプリケーション間でカラーの整合性を保つには、[ カラーの変換先 ] でオプションを選択しま

す。標準的な CMYK 出力と色分解を行う場合は [CMYK] を選択します。Fireworks や Photoshop で
使用する場合は [RGB] を選択します。Illustrator や Photoshop 4 以上などの PostScript RIP を使用
する印刷アプリケーションで使用する場合は、[CMYK と RGB] を選択します。

6 [ 互換性 ] で、Acrobat のバージョンを選択し、利用可能な追加のオプションを決定します。

[Acrobat 4] では、グラデーションを PostScript 3 のライン状および放射状のグラデーションに変換

し、統合されたベクターグラフィックとしてエンベロープ処理します。

[Acrobat 3] および [Acrobat 4] では、圧縮されたテキストとグラフィック、ASCII テキスト形式、コ

メント、URL、および編集可能なテキスト形式をサポートします。

[Acrobat 2] では、ASCII 形式と編集可能なテキスト形式をサポートします。

[Acrobat 1] では、ASCII 形式だけをサポートします。 

7 手順 6 で選択した Acrobat のバージョンに応じてその他のオプションを選択します。

[ テキストとグラフィックを圧縮 ] では、PostScript 言語の出力イメージモデルを使用して、PDF ドキュ
メント内のテキストやグラフィック要素を圧縮します。手順 4 で、[ 画像圧縮 ] の [ カラー] または [ グ

レースケール ] でオプションを選択した場合は、ビットマップ画像が JPEG 形式で圧縮されます。

[ASCII 形式の PDF] では、ドキュメントを 7 ビット形式で書き出します。これにより、比較的古いネッ
トワークや電子メールシステム上で PDF ファイルを共有する場合にも、支障が生じません。ドキュメ

ントを 8 ビット形式で書き出す場合は、このオプションの選択を解除します。 

[ 編集可能なテキスト形式 ] では、編集可能なテキストを PDF ファイルと共に書き出します。このオプ

ションは、FreeHand または Illustrator でドキュメントを編集する場合や、FreeHand のテキストブ
ロックが書き出し中に複数のテキストブロックに分割されないようにする場合にのみ選択します。こ
のオプションを選択すると、比較的大きなドキュメントが生成されます。画面表示またはプリントす
ることが目的の場合は、このオプションの選択を解除してください。

[ 書き出しコメント ] では、ナビゲーションパネルの [ コメント ] テキストボックスに PDF の注釈とし
て追加したコメント (123ページの「オブジェクトへの名前とコメントの設定」を参照) を書き出します。

[URL 書き出し ] では、四角形のハイパーリンクが設定された注釈として URL を書き出します。

[ 埋め込みフォント ] では、TrueType と Type 1 フォントをドキュメントに埋め込みます。

8 [OK] をクリックします。

9 ファイルに名前を設定し、[ 書き出し ] ダイアログボックスの [ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ]
(Macintosh) をクリックします。
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テキストの書き出し
書き出し先のアプリケーションがテキストのドラッグ & ドロップ機能をサポートしている場合は、テキス
トをドラッグして書き出すことができます。また、[ コピー ] と [ ペースト ] コマンドまたは [ 書き出し ]
ダイアログボックスを使用してテキストを書き出すこともできます。リッチテキストフォーマット (RTF)
のテキストは、書式設定を変えずに書き出すことができます。ただし、アウトライン、下付き、および上

付きのエフェクトは書き出し時に保持されません。

インライングラフィックを含むテキストは、FreeHand 8 以降など、他のアプリケーションで使用するた

めに書き出したり、EPS 書き出し形式 (Photoshop 3 EPS 形式以外 ) や任意のビットマップ形式 (BMP、
GIF、JPEG、PNG、PSD、Targa、TIFF) で書き出すことができます。インライングラフィックを含むテ
キストは、PDF 形式または SWF 形式で書き出すこともできます。

Illustrator または Photoshop 3 EPS の形式で書き出すときは、インライングラフィックを含むテキスト
をパスに変換してください。

インライングラフィックをサポートしないファイル形式に書き出すと、書き出されたテキストでインライ
ングラフィックは黒のドットに置き換えられます。

テキストファイルを書き出すには :

1 [ ファイル ]-[ 書き出し ] を選択します。

2 [ ドキュメントの書き出し ] ダイアログボックス (Windows) または [ 書き出し ] ダイアログボックス
(Macintosh) で、テキストファイルの名前を指定し、保存先を選択します。

3 [ ファイルの種類 ] メニュー (Windows) または [ 形式 ] メニュー (Macintosh) から、RTF テキストまた
は ASCII テキストを選択し、[ 保存 ] (Windows) または [ 書き出し ] (Macintosh) をクリックします。

ドキュメントからテキストだけが ( グラフィックを含まずに ) 書き出されます。リンクされているテキス

トブロックは、リンクされた順番で書き出されます。リンクされていないテキストブロックは、重ね順に
従って ( 背面から前面へ、 初のページから 後のページへ ) 書き出されます。
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第 13 章
カラーマネジメント

Macromedia FreeHand MX のカラーマネジメントを使用して、モニタ上または色校正用の出力でアート

ワークの外観を調整し、アートワークの 終出力 ( 印刷またはオンライン ) の外観にできるだけ一致させ
ることができます。カラーマネジメントの目的は、可能な限り正確な 終出力のプレビューを提供するこ
とです。

終出力がオンラインの場合 (Web 上またはその他のマルチメディア形式 ) は、FreeHand アートワーク
の外観は、表示する側のコンピュータシステム、ソフトウェア、およびカラーの設定に影響されます。
終出力が印刷の場合は、外観は印刷されたドキュメントの作成に使用する出力機器の種類に影響されます。

印刷とオンラインのどちらの用途にアートワークを準備するかにかかわらず、システムの画面に表示され
るカラーと、アートワークの表示に使用されるプリンタや別のコンピュータシステムで生成されるカラー
を、できるだけ一致させる必要があります。 

モニタには加法混色による RGB カラーが表示され、プリンタからは減法混色による CMYK カラーが出
力されます。RGB のガマット ( 色域 ) は CMYK のガマットよりもかなり広いので、モニタに表示された
カラーの近似値しか印刷できないこともあります。画面上のカラーと 終出力のカラーの違いは、デジタ

ルプリプレスにおいては、ある程度仕方の無い問題です。

イラストレーションは、 終出力が行われるまでに、通常いくつかの機器またはソフトウェアアプリケー
ションで処理されます。たとえば、FreeHand ドキュメントをローカルプリンタに出力するときは、
FreeHand、コンピュータのモニタ、オペレーティングシステム、プリンタなどによってドキュメントが

処理されます。機器やアプリケーションによって、同じ値のカラーでも表示されるカラーが異なります。
インターネット専用に作成されたアートワークでさえ、それを表示するモニタによってカラーが異なるこ
とがあります。

さらに、FreeHand イラストレーションのいくつかのオブジェクトが他の機器やアプリケーションから読
み込まれていることもあります。カラーの解釈は、アプリケーションや機器ごとに異なります。同じメー
カーや同じ種類の機器間またはアプリケーション間でも、カラーの解釈は、使用年数、消耗度、現行の設

定、およびその他の要因によって異なります。

人間の目のガマット

写真フィルムのガマット

RGB モニタのガマット

プロセスカラー出力のガマット
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カラーマネジメントシステム
CMS (Color Management System : カラーマネジメントシステム ) によって、カラーが正確に解析され、
機器間で変換されます。カラーマネジメントシステムは、カラーが作成されたカラースペース ( 機器で表
示可能なカラーのガマット ) と、そのカラーが出力されるカラースペースとを比較し、必要に応じてカ
ラーを調整して、プレビュー用機器のカラーを 終出力 ( 印刷またはオンライン ) で生成されるカラーに

できるだけ一致させます。 

FreeHand カラーマネジメントのワークフロー

FreeHand でカラーを効果的に管理するには、次の手順の一部またはすべてを実行します。 

• モニタのカリブレーションを行い、出力機器の特性のカラーに合わせてモニタのカラーを調整します。
印刷されたサンプルまたは色見本に合わせることによってモニタカラーを調整するには、369 ページ

の「モニタカラーの視覚的なカリブレーション」を参照してください。

• ワークフロー内の各機器の特性を作成または指定して、機器のカラースペースを設定します。カリブ

レーションの方法については、機器のマニュアルを参照してください。詳細については、368 ページ
の「カラー特性について」を参照してください。

• Kodak デジタルサイエンスまたは Apple ColorSync のカラーマネジメントシステムを選択してオプ

ションを選択するか、制限付きカラーマネジメント用の [ カラーテーブル ] オプションを使用します。
詳細については、371 ページの「Kodak デジタルサイエンスと Apple ColorSync CMS の使い方」ま
たは 376 ページの「カラーテーブルの使い方」を参照してください。 

• Kodak デジタルサイエンスまたは Apple ColorSync を使用して 4 色分解を出力する場合は、[ プリンタ
特性 ( 色分解 )] を選択します。色分解をコンポジット色校正用に出力する場合は、[ プリンタ特性 ( コン
ポジット )] を選択します。詳細については、373 ページの「プリンタ特性の選択」を参照してください。

カラー特性について

カラーマネジメントを効率よく行うには、ワークフロー内の各機器のカリブレーションが必要です。 

特性には、各機器のカラーガマットとその他の特質をマッピングすることによって、その機器のカラース
ペースが数学的に記述されています。特性を作成するには、分光光度計や色度計などの測定機を使用して一
定の条件の下で特定のカラー機器の出力範囲を測定し、専用のソフトウェアを使用して特性を構築します。 

メーカーから提供された特性よりも、カスタムの特性の方がより高精度な調整が可能です。カスタム特性
を作成するには、カラーマネジメントとそのツールを完全に理解している必要があります。

Kodak デジタルサイエンスと Apple ColorSync は、ICC (International Color Consortium) に認定され
た標準の特性を使用して、FreeHand でのカラーマネジメントを支援するカラーシステムです。メーカー
により提供されているこれらのモデル固有の ICC 準拠特性は、FreeHand の [ カラーマネジメント ] ダイ

アログボックスまたはカラーの環境設定の [ カラーマネジメント ] セクションにカスタム特性と共に表示
されます。

FreeHand ではすべての ICC バージョン 2 準拠の特性を利用できます。その他のメーカー専用の特性に
ついては、www.apple.co.jp/colorsync を参照してください。特性は機器メーカーの Web サイトにも掲
載されている場合があります。

Windows と Macintosh プラットフォームの両方でカラー特性を使用するには、以下の名前の付け方の規
則を遵守する必要があります。

• 特性名の後にピリオドと半角 3 文字の拡張子 ".ICM" を付けます。 

• "/"( スラッシュ ) や括弧などの特殊文字は使用できません。 
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• 長さが半角 27 文字以下の名前の後に、ピリオドと "ICM" という拡張子を付けます。たとえば、

my_printer.icm という名前を使用できます。

• Windows では、"Windows\System ( または System 32)" フォルダ内の "FreeHand ICM" フォルダま

たは "Color" フォルダに特性が保存されています。

• Mac OS 9 では、"System\ColorSync Profiles" フォルダ内の "FreeHand ICM" フォルダに特性が保
存されています。

• Mac OS X では、"Library\ColorSync" フォルダ内の "FreeHand ICM" フォルダ、またはユーザー定
義フォルダにある "Library\Color" フォルダ内の "FreeHand ICM" フォルダに特性が保存されていま

す。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを参
照してください。

モニタカラーの視覚的なカリブレーション
[ 表示カラーの調整 ] オプションを使用して、モニタの表示カラーをカリブレーションし、サンプルの出

力カラーに視覚的に一致させることも、数値を指定して特定のカラー値に一致させることもできます。 

モニタのカラーをプリンタの出力カラーと一致させるには、プリンタでカラーサンプルを印刷し、出力カ
ラーをモニタのカラーと比較します。このカラーマネジメントオプションは Kodak デジタルサイエンス

や Apple ColorSync CMS を使用するよりも簡単ですが、正確さが損なわれる場合があります。

[ 表示カラーの調整 ] オプションを使用してモニタをカリブレーションするには :

1 モニタのカリブレーションに使用するテストカラーを選択します。カラー見本を使用するか、 終出
力用のプリンタでカラーサンプルを印刷します。

2 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

3 [カラーマネジメント] セクションの [種類] ポップアップメニューから [表示カラーの調整] を選択します。

4 [ カリブレーション ] をクリックします。

[ 表示カラーの設定 ] ダイアログボックスが表示されます。

[ 表示カラーの設定 ] ダイアログボックスを
表示するには、ここをクリックします。

カラーをクリックしてカラーの値を
調整します。
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5 [ 表示カラーの設定 ] ダイアログボックスで任意のカラーをクリックして、[ カラー] ダイアログボック

ス (Windows) または Apple カラーピッカー (Macintosh) を表示します。 

[ カラー ] ダイアログボックス (Windows)

Apple カラーピッカー

6 色見本または出力したカラーサンプルを画面の横に置いてカラーを比較し、システムカラーピッカー
を使用して画面上のカラーをサンプルに一致するよう調整します。
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Kodak デジタルサイエンスと Apple ColorSync CMS の使い方
FreeHand には、Windows または Macintosh オペレーティングシステムで使用する KDS (Kodak Digital
Science : Kodak デジタルサイエンス ) カラーマネジメントシステム (CMS : Color Management
System) が含まれています。また、Apple ColorSync エンジンがインストールされた Macintosh システ
ムで作業している場合は、Apple ColorSync カラーマネジメントシステムを使用することもできます。

インストールした FreeHand のコピーに Kodak デジタルサイエンス CMS が表示されない場合は、372
ページの「Windows での Kodak デジタルサイエンス CMS のインストールの確認」を参照してください。

CMS オプションの設定

Kodak デジタルサイエンスと Apple ColorSync CMS の両方で、画面上および印刷されたプレビューに
カラーがどのように表示されるかを制御するオプションを選択することができます。 

メモ : カラーに関するシステムレベルの機能 ( ガンマコントロールなど ) は、FreeHand のカラーマネジメントシステム
と競合することがあります。

CMS オプションを設定するには : 

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ カラーマネジメント ] セクションの [ 種類 ] ポップアップメニューから、[Kodak Digital Science]

(Windows) か [Kodak デジタルサイエンス ] または [Apple ColorSync] (Macintosh) を選択します。

3 特色を電子的に管理するかどうかを選択します。

• カラーマネジメントシステムを使用して、ワークフロー内のさまざまな機器に対する特色の表示画面
を調整する場合は、[ 特色のカラーマネジメント ] を選択します。

• 特色の表示画面のカラーマネジメントをオフにして、特色を手動で調整する場合は、[ 特色のカラーマ
ネジメント ] の選択を解除します。PANTONE などの適切な色見本を使用して、特色のカラー精度を
チェックします。

4 KDS と Apple ColorSync を切り替える場合、または特性の設定を変更する場合は、カラーテーブル
を再構築するかどうかを選択します。

• FreeHand の [ カラーテーブルの更新 ] (Windows) または [ カラーテーブルの再構築 ] (Macintosh) を
選択すると、KDS と Apple ColorSync を切り替えるたびに、カラーテーブルが自動的に再構築され
ます。

• FreeHand の [ カラーテーブルの更新 ] (Windows) または [ カラーテーブルの再構築 ] (Macintosh) の
選択を解除すると、KDS と Apple ColorSync を切り替えても、カラーテーブルは再構築されません。
このオプションの選択を解除すると、カラーテーブルに影響を与えずに、さまざまなカラーマネジメ

ント設定を試すことができます。 

カラーテーブルが使用されるのは、環境設定の [ カラー ] にある [ 種類 ] ポップアップメニューから [ カ

ラーテーブル ] オプションを選んだ場合だけです。詳細については、376 ページの「カラーテーブルの
使い方」を参照してください。

5 [ 詳細設定 ] をクリックして [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスを開きます。

6 [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスで、[ モニタ ] ポップアップメニューから ICC 準拠のモ
ニタ特性を選択します。
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7 [ 画面のシミュレーション ] では、 終出力機器で表示されるカラーガマットをシミュレートするため

のモニタの設定方法を選択します。 

[ なし ] を選択すると、モニタ特性に従って RGB カラーが表示され、CMYK カラーがプリンタ特性に

従って RGB として表示されます。このオプションは、モニタ画面とプリンタの特性を変更しません。
このオプションは、 終出力がオンラインで (Web など ) 表示される場合に選択します。

[ プリンタ ( コンポジット )]  を選択すると、各カラーが別々の版に出力されるのではなく、すべてのカ

ラーが 1 つの版に出力されるコンポジットプリントアウトの外観がシミュレートされます。

[ プリンタ ( 色分解 )] を選択すると、各カラーが別々の版に出力される分版出力の外観がシミュレート

されます。

8 [ プリンタ ( 色分解 )] では、使用する色分解プリンタを記述するプリンタ特性を選択します。手順 7 で
[ 画面のシミュレーション ] に [ プリンタ ( 色分解 )] を選んだ場合、またはシミュレートされた色分解

をコンポジットプリンタに出力する場合 ( 手順 10 を参照 ) は、この手順を実行します。

9 [ 目的 ] では、ワークフロー内の異なる機器のカラースペース間でカラーを変換する方法を選択します。

詳細については、374 ページの「レンダリングについて」を参照してください。

10 コンポジットプリンタに 4 色分解を色校正用に出力する場合は、[ コンポジットで色校正する ] を選択
して、シミュレートされた色分解を出力します。

メモ : このオプションは、 終出力にコンポジットプリンタを使用している場合、またはコンポジットファイルを必
要とする RIP (Pre-press Raster Image Processor : プリプレスラスター画像プロセッサ ) でファイルが処理される
場合は選択しないでください。このオプションは、色校正用にシミュレートされた 4 色分解を生成する場合にだけ選
択します。

11 手順 10 で [ コンポジットで色校正する ] を選択した場合は、シミュレートされた色分解の出力に使用
する [ プリンタ ( コンポジット )] のプリンタ特性を選択します。詳細については、373 ページの「プ
リンタ特性の選択」 を参照してください。

12 [ デフォルトの RGB 画像元ファイル ] では、画像の作成方法に基づいて機器の特性を選択し、RGB 画
像の表示と出力を改善します。 

個々の RGB 画像の特性も選択できます。詳細については、375 ページの「選択した画像の RGB 画像
カラーの管理」を参照してください。

13 [OK] をクリックして [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスを閉じ、もう一度 [OK] をクリッ
クして [ 環境設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

Windows での Kodak デジタルサイエンス CMS のインストールの確認

Kodak デジタルサイエンス CMS が正しくインストールされている場合は、[ 環境設定 ] ダイアログボッ
クスの [ カラー] タブの [ カラーマネジメント ] セクションで、[ 種類 ] ポップアップメニューにこの CMS
が表示されます。KDS オプションが表示されない場合は、この CMS がシステムにインストールされて

いるかどうかを確認します。 

Kodak デジタルサイエンス CMS のインストールを確認するには :

"CMSCP" フォルダが、"All Users\Application Data\Macromedia\FreeHand\11" フォルダ内にあるこ
とを確認します。

メモ : "All Users\Application Data" や "Application Support" フォルダの場所は、お使いのオペレーティングシステム
によって異なることがあります。このフォルダの探し方の詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュ
アルを参照してください。

上記の操作を行っても KDS を使用できない場合は、FreeHand をアンインストールしてからインストー
ルし直す必要があります。
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プリンタ特性の選択

プリンタ特性を選択し、4 色分解の出力に使用されるプリンタの種類を指定できます。[ プリンタ ( 色分
解 )] のオプションには、ICC 準拠の CMYK プリンタ特性が含まれています。

ご使用の色分解プリンタに対して他に適切な設定がない場合は、6 色 (CMYKOG) で出力する汎用のヘキ
サクロームプリンタ特性も使用できます。ヘキサクローム特性は、ドキュメントを 6 色の出力に分解しま
すが、RGB カラーはモニタ特性に従って出力され、CMYK カラーはデフォルト (CMYK) プリンタ特性に

従って出力されます。カラーはそれぞれ次のように出力されます。

• ヘキサクロームのプロセスカラーは、定義済みのヘキサクローム値に従って出力されます。RGB プロ

セスカラーと RGB TIFF は、ヘキサクロームカラーに分解されます。 

• ヘキサクロームとして出力する場合は、CMYK プロセスカラーと CMYK TIFF は変更されません。
CMYK カラーは、オレンジ版とグリーン版には出力されません。

• 特色 (CMYK または RGB) は分版出力されます。[プリント設定] ダイアログボックスの分版パネルで [特
色をプロセスカラーに変換 ] を選択している場合は、カラーは CMYK 値に分解されます。

コンポジットプリンタでシミュレートされた 4 色分解を色校正用に出力している場合は、プリンタ特性を
選択して、色校正用の出力に使用されるプリンタの種類を指定することもできます。[ プリンタ ( コンポ
ジット )] のオプションには、ICC 準拠の CMYK および RGB プリンタの特性が含まれています。

[ プリンタ ( 色分解 )] または [ プリンタ ( コンポジット )] 特性で、[ デフォルト (CMYK)] オプションを選
択すると、ほとんどのプリンタで許容範囲内の品質の出力が行われます。ただし、より正確なカラーマネ

ジメントを行うには、その機器固有の特性を選択する必要があります。

[ プリンタ ( 色分解 )] 特性を選択するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ カラーマネジメント ] セクションの [ 種類 ] ポップアップメニューから [Kodak Digital Science]
(Windows) か [Kodak デジタルサイエンス ] (Macintosh)、または [Apple ColorSync] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] をクリックします。

4 [ プリンタ ( 色分解 )] ポップアップメニューからオプションを選択します。

• [ デフォルト (CMYK)] を選択すると、ほとんどのプリンタで妥当な結果が得られます。 

• 正確なカラーマネジメントを行うには、ICC 準拠のプリンタ特性の 1 つを選択します。

• ヘキサクローム特性を選択すると、ドキュメントが 6 色の出力に分解されますが、RGB カラーはモニ
タ特性に従って表示され、CMYK カラーはデフォルト (CMYK) プリンタ特性に従って表示されます。 

5 [OK] をクリックして [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

6 [OK] をクリックして、[ 環境設定 ] ダイアログボックスを閉じます。
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シミュレートされた 4 色分解に対して [ プリンタ ( コンポジット )] 特性を選択するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ カラーマネジメント ] セクションの [ 種類 ] ポップアップメニューから [Kodak Digital Science]
(Windows) か [Kodak デジタルサイエンス ] (Macintosh)、または [Apple ColorSync] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] をクリックします。

4 [カラーマネジメント設定] ダイアログボックスで、[コンポジットで色校正する] が選択されていること
を確認します。

5 [ プリンタ ( コンポジット )] ポップアップメニューからオプションを選択します。

• [ デフォルト (CMYK)] を選択すると、ほとんどのプリンタで妥当な結果が得られます。 

• 正確なカラーマネジメントを行うには、ICC 準拠のプリンタ特性の 1 つを選択します。

6 [OK] をクリックして [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

7 [OK] をクリックして、[ 環境設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

レンダリングについて

カラーを別のカラースペースに変換するには、変換先カラースペースのガマットに合わせてカラーを調整
する必要がある場合があります。レンダリングと呼ばれる変換ルールを選択して、変換元のカラーをグラ
フィックの用途に合わせて調整および 適化する方法を決定できます。

レンダリング結果は、ドキュメントのグラフィックの内容と、カラースペースの指定に使用される特性に
よって決まります。 

以下のオプションから選択できます。

[ 認識結果 ] は、写真画像に 適なオプションです。このオプションは、カラー値を変更しても人間の目に

自然に映るように、カラー間の視覚的な関係性を保持します。

[ 彩度 ] は、グラフ、チャート、プレゼンテーション用グラフィックなどの色彩豊かなアートワークに

適なオプションです。このオプションでは、鮮明なカラーが作成されますが、精度は低くなります。

[ 絶対比色 ] は、ロゴのカラーを一致させるために 適なオプションです。このオプションは、変換先ガ
マットに収まるカラーを保持し、カラー精度を維持しますが、カラー間の関係性は損なわれます。たとえ

ば、変換元スペースで異なる 2 つのカラーが、変換先スペースでは同じカラーにマッピングされることが
あります。

[ 相対比色 ] は、イラストレーションに 適なオプションです。このオプションは、変換元カラースペース
の白ポイント ( 極端なハイライト ) が変換先カラースペースの白ポイントと比較され、その結果に応じて
すべての色がシフトされるという点を除き、[ 絶対比色 ] と同一です。
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選択した画像の RGB 画像カラーの管理
RGB 画像の表示や出力の品質を向上させるには、画像の作成方法に基づいて画像に機器の特性を割り当
てます。特性によって、画像の表示や出力に使用されるカラー領域が決まります。個々の画像の特性を設
定しても、デフォルトの RGB 画像の特性は変わりません。

別のコンピュータシステムで割り当てられた機器の特性を使用して RGB 画像を開くときに、特性がその
システムにインストールされていれば、割り当てられた機器の特性を保持することができます。

メモ : 一部の RGB 画像形式は埋め込みカラー特性を含むことができます。CMS が有効なときに埋め込みカラー特性を
持つ画像を読み込むと、FreeHand ではこの特性をデフォルトで使用します。

選択した RGB 画像の特性の設定

オブジェクトパネルを使用すると、個々の画像の特性を設定することができます。たとえば、ある特性を
Adobe Photoshop のモニタに合わせて調整された画像に割り当て、別の特性をスキャナで読み取った画
像に割り当てることができます。 

選択した RGB 画像に特性を割り当てるには :

1 ドキュメントで RGB 画像を読み込むか選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ オブジェクト ] を選択します。 

オブジェクトパネルには、RGB ファイルの種類と画像ソースが表示されます。

3 [ 画像ソース ] ポップアップメニューから機器の特性を選択します。

メモ : 環境設定の [ オブジェクト ] で [ オブジェクトへの変更をデフォルトに反映する ] オプションを選択しても、[ 画
像ソース ] メニューは変化しません。
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RGB 機器の特性の保持について

RGB 画像が別のコンピュータシステムで開かれた場合にその画像の機器の特性を保持するには、そのシ
ステムに特性がインストールされている必要があります。特性がインストールされていないか、使用可能

でない場合は、[ 画像の読み込み元ファイル ] ダイアログボックスに不足している機器の特性のリストが
表示されます。

元の特性をインストールした後で画像を再び開くと、RGB 画像にはこれまでと同じ特性が使用されます。

元の特性をインストールしない場合は、RGB 画像のデフォルトの機器の特性が一時的に画像に割り当て
られます。元の特性を置換せずに画像を再び開き、その後で新しい特性を選択した場合は、新しい特性が
RGB 画像に割り当てられます。

カラーテーブルの使い方
カラーテーブルを使用すると、制限付きカラーマネジメントをワークフローに適用することができます。
[ カラーテーブル ] オプションを選択すると、CMYK 表示と RGB 変換だけを管理できます。

FreeHand に同梱されているプリセットのカラーテーブルは、デフォルトの機器の特性のセットを基準に
していますが、ほとんどの出力機器で許容範囲内の品質の出力が行われます。 

[ カラーテーブル ] オプションを使用する場合は、特色を電子的に管理するかどうかを選択できます。ま

た、モニタが 終出力機器のカラースペースをシミュレートする方法も選択できます。

Kodak デジタルサイエンスや Apple ColorSync CMS を使用して、デフォルトのカラーテーブルを再構

築することができます。モニタまたは色分解プリンタ用の機器の特性を選択することもできます。

メモ : 環境設定の [ カラー ] で [ カラーマネジメント ] オプションが [ カラーテーブル ]、[ 表示カラーの調整 ]、[ なし ]
のいずれかに設定されている場合は、RGB またはビットマップ画像に特性を適用することができません。

カラーテーブルを使用するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [カラーマネジメント] セクションの [種類] ポップアップメニューから、[カラーテーブル] を選択します。

3 特色を電子的に管理するかどうかを選択します。

• カラーマネジメントシステムを使用して、ワークフロー内のさまざまな機器に対する特色を調整する
場合は、[ 特色のカラーマネジメント ] を選択します。 

• 特色の表示画面のカラーマネジメントをオフにして、特色を手動で調整する場合は、[ 特色のカラーマ
ネジメント ] の選択を解除します。PANTONE などの適切な色見本を使用して、特色のカラー精度を
チェックします。

4 [ 画面のシミュレーション ] では、 終出力機器で表示されるカラーガマットをシミュレートするため
のモニタの設定方法を選択します。 

[ なし ] を選択すると、モニタ特性に従って RGB カラーが表示され、CMYK カラーがプリンタ特性に
従って RGB として表示されます。このオプションは、モニタ画面とプリンタの特性を変更しません。

たとえば、画面上に表示するグラフィックを設計する場合は、明るい RGB 表示を作成するために、[ 画

面のシミュレーション ] に [ なし ] を選択します。

[ プリンタ ( 色分解 )] を選択すると、各カラーが別々の版に出力される分版出力の外観がシミュレート

されます。

5 [OK] をクリックします。
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特定のモニタ、またはプリンタ特性 ( 色分解 ) を使用してカラーテーブルを再構築するには :

1 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

2 [ カラーマネジメント ] セクションの [ 種類 ] ポップアップメニューから、[Kodak Digital Science]
(Windows) か [Kodak デジタルサイエンス ] または [Apple ColorSync] (Macintosh) を選択します。

3 手順 2 で選択したカラーマネジメントシステムに従ってデフォルトのカラーテーブルを自動的に再構
築するには、[ カラーテーブルの再構築 ] を選択します。

4 [ 詳細設定 ] をクリックします。

5 [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスで、[ モニタ ] ポップアップメニューから ICC 準拠のモ
ニタ特性を選択します。 

6 [ プリンタ ( 色分解 )] では、色分解の出力に使用するプリンタ特性を選択します。

7 [OK] をクリックして [ カラーマネジメント設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

8 [OK] をクリックして [ 環境設定 ] ダイアログボックスを閉じ、カラーテーブルを再構築します。

9 カラーの環境設定を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• Windows では、Ctrl + U を押し、[ カラー ] タブをクリックします。

• Macintosh では、Command + U を押し、[ カラー ] カテゴリをクリックします。

10 [環境設定] ダイアログボックスの [カラーマネジメント] セクションで [種類] ポップアップメニューか
ら [ カラーテーブル ] を選択します。

メモ : 手順 5 と 6 で選択したモニタとプリンタ特性 ( 色分解 ) は、[ カラーテーブル ] の [ カラーマネジメント ] オ
プションには表示されません。ただし FreeHand では、カラー調整の実行中に選択された特性が使用されます。

11 [OK] をクリックして、[ 環境設定 ] ダイアログボックスを閉じます。
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第 14 章
プリント

FreeHand MX では、デスクトッププリンタに出力することも、プリプレス業者に高解像度の色分解出力

を依頼することも、簡単に行うことができます。 

使用する出力機器によって、選択できるプリントオプションは異なります。プリント設定のプレビュー、
色分解のプリプレスオプションの適用、ドキュメント内の特定のオブジェクトやレイヤーのみのプリン

ト、プリプレス業者向けのドキュメントレポートの生成、その他のオプション設定などを行うことができ
ます。

ドキュメントのプリント
[プリント] ダイアログボックスで、ページ範囲、部数、画像伸縮などの一般的なオプションを選択できます。

Windows でドキュメントをプリントするには :

1 [ ファイル ]-[ プリント ] を選択して、[ プリント ] ダイアログボックスを表示します。

2 [ プリンタ ] ポップアップメニューから [ プリンタ ] を選択します。

3 [ 全て ]、[ 現在のページ ]、[ ページ範囲 ] から、プリント範囲を選択します。

4 現在選択しているオブジェクトのみプリントするには、[ 選択オブジェクト ] を選択します。
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5 [ 部数 ] には、プリントする部数を入力します。

6 1 つのページにすべてのカラーをプリントするには、[ コンポジット ] を選択します。

7 お使いのプリンタ設定に従って、色分解のプリントをするには、[ 分版 ] を選択します。

8 色分解や他のオプションの定義済みプリプレス設定を割り当てるには、[ プリント設定 ] ポップアップ
メニューからオプションを選択します。

9 PPD (PostScript Printer Description) ファイルを選択するには、[PPD を使用 ] を選択してから、[PPD
の選択 ] ダイアログボックスで PPD をダブルクリックします。

10 カラーマネジメントの環境設定を選択するには、[ カラーマネジメント ] を選択します。カラーマネジ
メントの詳細については、367 ページ、第 13 章の「カラーマネジメント」を参照してください。

11 伸縮率については、次のいずれかのオプションを選択すると、オリジナルのドキュメントを変更せず
に、プリントドキュメントを縦横に拡大または縮小できます。

• イラストレーションを拡大または縮小してプリントするには、[縦横比固定] を選択し、値を入力します。 

• 縦横の比率を変更してプリントするには、[ 縦横比可変 ] を選択し、幅 (x) と高さ (y) の値をそれぞれ入

力します。

• プリント領域に合わせてページを拡大または縮小するには、[ 用紙に合わて伸縮 ] を選択します。

12 [ タイリング ] は、サイズの大きいドキュメントを別々の用紙に分けてプリントしたり、大きな 1 枚の
用紙に小さいページを数多くプリントするときに選択します。[ カスタム ] または [ 自動設定 ] のいず
れかのタイリング方法を選択します。[カスタム] を選択した場合は、オーバーラップの値を入力します。

13 [OK] をクリックしてプリントします。

Mac OS 9 でドキュメントをプリントするには : 

1 [ ファイル ]-[ プリント ] を選択して、[ プリント ] ダイアログボックスを表示します。

2 [ プリンタ ] ポップアップメニューから [ プリンタ ] を選択します。

3 [ 部数 ] には、プリントする部数を入力します。

4 必要部数を続けてプリントするには、[ 部数 ] を選択します。各ページを必要部数分まとめてプリント

するには、[ コンポジット ] を選択します。

5 [ ページ ] で、[ 全て ] を選択するか、特定のページ範囲を入力します。
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6 [ プリント ] オプションポップアップメニューから、[FreeHand MX] を選択します。

7 お使いのプリンタ設定に従って、色分解のプリントをするには、[ 色分解 ] を選択します。1 つのページ
にすべてのカラーをプリントするには、[ 色分解 ] の選択を解除します。

8 現在選択しているオブジェクトのみプリントするには、[ 選択オブジェクトのみ ] を選択します。

9 伸縮率については、次のいずれかのオプションを選択すると、オリジナルのドキュメントを変更せず
に、プリントドキュメントを縦横に拡大または縮小できます。

• イラストレーションを拡大または縮小してプリントするには、[縦横比固定] を選択し、値を入力します。 

• 縦横の比率を変更してプリントするには、[ 縦横比可変 ] を選択し、幅 (x) と高さ (y) の値をそれぞれ入

力します。 

• プリント領域に合わせてページを拡大または縮小するには、[ 用紙に合わせる ] を選択します。

10 サイズの大きいドキュメントを別々の用紙に分けてプリントしたり、大きな 1 枚の用紙に小さいペー
ジを数多くプリントするときには、[ タイリング ] を選択します。[ カスタム ] または [ 自動設定 ] のい
ずれかのタイリング方法を選択します。[ カスタム ] を選択した場合は、オーバーラップの値を入力し

ます。

11 カラーマネジメントの環境設定を選択するには、[ カラーマネジメント ] を選択します。カラーマネジ

メントの詳細については、367 ページ、第 13 章の「カラーマネジメント」を参照してください。
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12 定義済みのプリプレス設定を割り当てるか、PPD (PostScript Printer Description) ファイルを選択す

る時は、[ 詳細 ] を選択して次のいずれかの操作を行います。

• 色分解や他のオプションの定義済みプリプレス設定を割り当てるには、[ プリント設定 ] ポップアップ

メニューからオプションを選択します。

• PPD を使用するには、[PPD を使用 ] を選択し、[ 開く ] ダイアログボックスの [PPD] をダブルクリック
して、[ 開く ] をクリックします。

13 必要に応じて、[OK] をクリックして [ プリント設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

14 [ プリント ] をクリックします。
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Mac OS X でドキュメントをプリントするには :

1 [ ファイル ]-[ プリント ] を選択して、[ プリント ] ダイアログボックスを表示します。

2 [ プリンタ ] ポップアップメニューから [ プリンタ ] を選択します。

3 [ 部数 ] には、プリントする部数を入力します。

4 必要部数を続けてプリントするには、[ 部数 ] を選択します。各ページを必要部数分まとめてプリント
するには、[ 部数 ] オプションの選択を解除します。

5 [ ページ ] で、[ 全て ] を選択するか、特定のページ範囲を入力します。

6 [ プリント ] オプションポップアップメニューから、[FreeHand MX] を選択します。

7 お使いのプリンタ設定に従って、色分解のプリントをするには、[ 色分解 ] を選択します。1 つのページ

にすべてのカラーをプリントするには、[ 色分解 ] の選択を解除します。
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8 現在選択しているオブジェクトのみプリントするには、[ 選択オブジェクトのみ ] を選択します。

9 伸縮率については、次のいずれかのオプションを選択すると、オリジナルのドキュメントを変更せず
に、プリントドキュメントを縦横に拡大または縮小できます。

• イラストレーションを拡大または縮小してプリントするには、[縦横比固定] を選択し、値を入力します。 

• 縦横の比率を変更してプリントするには、[ 縦横比可変 ] を選択し、幅 (x) と高さ (y) の値をそれぞれ入

力します。 

• プリント領域に合わせてページを拡大または縮小するには、[ 用紙に合わせる ] を選択します。

10 サイズの大きいドキュメントを別々の用紙に分けてプリントしたり、大きな 1 枚の用紙に小さいペー
ジを数多くプリントするときには、[ タイリング ] を選択します。[ カスタム ] または [ 自動設定 ] のい

ずれかのタイリング方法を選択します。[ カスタム ] を選択した場合は、オーバーラップの値を入力し
ます。

11 定義済みのプリプレス設定を割り当てるか、PPD (PostScript Printer Description) ファイルを選択す

る時は、[ 詳細 ] を選択して次のいずれかの操作を行います。

• 色分解や他のオプションの定義済みプリプレス設定を割り当てるには、[ プリント設定 ] ポップアップ

メニューからオプションを選択します。

• PPD を使用するには、[PPD を使用 ] を選択します。

12 必要に応じて、[OK] をクリックして [ プリント設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

13 [ プリント ] をクリックします。
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プリントプレビューの使い方
プリントプレビューを使用すると、現在のプリント設定で、選択した用紙にドキュメントがどのようにプ
リントされるかを確認して調整することができます。プリント範囲内のオブジェクトを調整し、用紙上の
プリント位置を制御できます。保存されている画像は変更されません。

プリントプレビューは、出力の設定に応じた表示をすることができます。たとえば、[ プリント ] ダイア
ログボックスの [ 伸縮 %] セクションで [ 用紙に合わせて伸縮 ] (Windows) または [ 用紙に合わせる ]
(Macintosh) を選択した場合のプリントプレビューでは、用紙に合わせてページが拡大または縮小され、

適正なサイズで画面に表示されます。

プリントプレビューでは、プリント範囲の枠 ( 実際にはプリントされません ) が点線の四角形で表示され
ます。この枠のサイズは選択したプリンタ用紙のサイズによって異なり、グレーの境界線で示されます。プ

リントされる領域は、選択したプリンタドライバまたは PPD で定義され、ドキュメントページによって制
限されます。カスタムプリント範囲を定義することもできます (386 ページの「出力領域の定義」を参照 )。

裁ち落としの値が 0 より大きい場合は、裁ち落とし領域が表示されます。

プリントをプレビューするには :

1 [ ファイル ]-[ プリント ] を選択して、[ プリント ] ダイアログボックスを表示します。

2 Macintosh では、ポップアップメニューから [FreeHand MX] を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。

• Windows の場合 :PostScript プリンタの場合は、[ 詳細 ] をクリックします。非 PostScript プリンタの
場合は、[ プレビュー ] をクリックします。

• Macintosh の場合 : PostScript または非 PostScript プリンタで [ プレビュー ] をクリックします。

プリント範囲

センタートンボ (PostScript プリンタのみ )

コーナートンボ (PostScript プリンタのみ )

裁ち落しの領域は、裁ち落しサイズが 0 よりも大きいときにのみ表示されます。
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4 プレビューウィンドウの下部のポップアップメニューから、プリントプレビューモードを選択します。

[X ボックス ] を選択すると、X と裁ち落としを含むページが表示されます。[ プリント ] ダイアログ
ボックスをさらにすばやく表示するには、このオプションを選択します。

[ アウトライン ] を選択すると、ページ上のオブジェクトがアウトラインビューで表示されます。

[プレビュー] を選択すると、ページ上のオブジェクトがプリントされるときと同じ状態で表示されます。 

プリントプレビューでオブジェクトを移動するには :

1 プリントプレビュー領域にポインタを置きます。ポインタが [ 手のひら ] アイコンに変わります。

2 [ 手のひら ] アイコンを使用して、プリントする用紙上のオブジェクトを移動します。 

メモ : プリントプレビュー領域でオブジェクトを移動すると、現在の出力だけでオブジェクが移動します。ドキュメ
ントファイルのオブジェクトには影響はありません。

オブジェクトを元の位置に戻すには :

1 プリントプレビューペーストボードのグレー領域にポインタを移動すると、ポインタが半回転矢印に
変わります。 

2 この状態でクリックすると、オブジェクトが元の位置に戻ります。

出力領域の定義
出力領域ツールを使用して、ドキュメントのワークスペース内でプリントおよび書き出す範囲を 1 つ定義

することができます。出力領域には、ペーストボードの選択領域、および既存のページの選択領域を含め
ることができます。出力領域は、設定した後で削除またはサイズを変更することができます。また、オブ
ジェクトパネルでサイズを表示することもできます。ドキュメントを保存すると、出力領域がドキュメン
ト属性の一部として保存されます。

出力領域ツールを使用して、名刺など、複数ページを 1 枚の用紙にプリントすることができます。
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ドキュメントで出力領域を設定するには :

1 ドキュメントウィンドウにドキュメントが表示されている状態で、ツールボックスの [ 出力領域 ] をク

リックします。 

マウスポインタをペーストボード上に移動させると、そのポインタが出力領域のポインタになります。

2 ドキュメントウィンドウ内で、マウスポインタをドラッグして出力領域を設定します。ドキュメント
の複数のページを表示して選択するには、ドキュメントの表示比率を縮小し、ページが画面上に表示
されるようにします (31 ページの「画面表示の拡大と縮小」を参照 )。

マウスを離してからもう一度ドラッグし、出力領域を再設定します。

出力領域のサイズを変更するには :

コーナーハンドルまたはサイドハンドルに出力領域のポインタを置いてドラッグし、出力領域のサイズを
変更します。

ペーストボード内で出力領域を再設定するには、次のいずれかの操作を行います。

• 領域の境界線に ( コーナーハンドルまたはサイドハンドルではなく ) 出力領域のポインタを置きます。
ポインタが手のひらポインタに変わります。ドラッグして、出力領域を再設定します。

• 矢印キーを使用して、出力領域を適切な方向に少しずつ移動します。

定義した出力領域を削除するには、次のいずれかの操作を行います。

• 設定した出力領域の外側をクリックします。

• Del キーまたは Delete キーを押します。

• ドラッグして、出力領域を新規に設定します。

出力領域をプリントするには :

1 [ ファイル ]-[ プリント ] を選択し、プリント範囲として [ 領域 ] を選択します。

2 [ ページ境界線をプリント ] を選択すると、ページの境界線がプリントされます。このオプションの選択
を解除すると、ページ上のオブジェクトはプリントされますが、ページの境界線はプリントされません。

3 [OK] (Windows) または [ プリント ] (Macintosh) をクリックします。

設定した出力領域がドキュメントに保存されます。

プリントのフォントについて
ページ上のテキストが適切に表示およびプリントされるようにするには、出力に PostScript または
TrueType のうち適切な種類のフォントを選択し、作成するドキュメントではそのフォントを一貫して使
用することが重要です。 

通常、出力先が PostScript プリンタの場合や EPS ファイルとしてドキュメントを書き出す場合は
PostScript フォントを、デスクトッププリンタまたは非 PostScript プリンタに出力する場合は
TrueType フォントを使用します。プリプレス業者やサービスビューローを利用する場合は、FreeHand

で作業を開始する前に、推奨フォントを確認してください。

画面上のテキスト表示やフォント管理を適切に行うには、フォント管理ユーティリティを使用します。ATM

(Adobe Type Manager) は FreeHand で使用可能なテキストエフェクトをすぺてサポートします。ATM
には PostScript (Type 1) フォントが必要ですが、出力には PostScript プリンタは必須ではありません。

システムにインストールされていないフォントを含むドキュメントを開いたり読み込んだりする場合は、

不明なフォントの置換を要求するメッセージが表示されます。 
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PostScript フォントのプリントについて

終的な出力先が PostScript プリンタやイメージセッターである場合、またはドキュメントを EPS ファ
イル形式で書き出す場合は、PostScript フォントを選択することをお勧めします。PostScript フォント

では、テキストのエフェクトと変形をすべて利用できます。

PostScript フォントは次の 3 つの要素で構成されています。

• 特定のポイントサイズのスクリーンフォントまたはビットマップフォント (Macintosh)

• プリンタフォントまたはアウトラインフォント

• フォントメトリックス ( カーニングおよびマージンなどのフォントに関連する情報 )

Windows では、設定した出力先プリンタのプリンタドライバにフォントがリストされていて、"Win.ini"
ファイルの出力先プリンタセクションにフォントメトリックスファイル名が記載されている場合、ATM
(Windows 98 または Windows NT4) などのフォント管理ユーティリティまたは Windows のコントロー
ルパネルを使用してフォントがインストールされている場合に、PostScript フォントを出力用に使用でき

ます。

Macintosh では、スクリーンフォントがシステムに正しくインストールされていないと、PostScript フォ

ントを使用することができません。Macintosh では、フォントメトリックスの情報がスクリーンフォント
に含まれているので、個別のフォントメトリックスファイルは必要ありません。

フォントのインストールについては、お使いになるフォントのマニュアルを参照してください。

TrueType フォントのプリントについて

TrueType フォントは、 終的な出力先がデスクトッププリンタ ( 特に非 PostScript プリンタ ) である場

合に も適しています。TrueType フォントは拡大または縮小したときも品質を保持します。ただし、テ
キストのエフェクトや変形は、画面表示も PostScript プリンタでのプリントも、PostScript フォントと
ATM の組み合わせより劣ります。

非 PostScript プリンタでは、PCL (Windows) などのビットマップフォントが搭載されていることがあり
ます。PCL フォントでは、一般にフォントのサイズも限られ、伸縮自在ではありません。また、変形はで
きず、特別なテキストエフェクトもサポートしていません。

Windows では、コントロールパネルを使用して TrueType フォントをインストールします。フォントは
通常 "Windows" フォルダ内にあります。

Macintosh では、TrueType フォントはシステムフォルダ内の " フォント " フォルダに保存されています。
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個々のオブジェクトへのハーフトーン設定の適用
アートワークにスクリーンオブジェクトを含めた場合は、PostScript プリンタを使用して、ドキュメント
全体に適用される設定とは異なるハーフトーン設定でこれらのオブジェクトをプリントできます。

[ プリント設定 ] ダイアログボックスで [ 色分解 ] オプションを選択すると、オブジェクトレベルのハーフ
トーン設定を変更できます。

選択したオブジェクトにハーフトーン設定を適用するには :

1 ドキュメント内のオブジェクトを選択します。

2 [ ウィンドウ ]-[ ハーフトーン ] を選択します。

3 [ 網点形状 ] で、ハーフトーンのドットの形状を選択します。[ プリント設定 ] ダイアログボックスの [ 分
版 ] タブ指定されている形状を使用する場合は、[ デフォルト ] を選択します。 

4 スクリーン角度を入力するか、ダイアルをドラッグして角度を指定します。

5 スクリーン線数を入力するか、スライダをドラッグして線数を指定します。

出力機器の選択について
予算が限られている場合、またはイラストレーションをモノクロやカラーで試し刷りする場合は、デスク
トッププリンタを使用します。通常これらの作業には、職場などで利用される出力機器を使用することが
できます。

高品質のカラー印刷が必要な場合は、サービスビューローや印刷業者に依頼して、高解像度の PostScript
出力機器を使用します。出力に必要なファイルおよびプリプレスオプションについては、必ず業者に確認
してください。さらに、外注業者を利用する場合は、制作スケジュールに余裕を持たせる必要があります。

ドキュメントは、適用したすべてのプリントオプションが含まれる PostScript ファイルとして出力する
ことができます。サービス業者は、FreeHand ファイルではなく、PostScript ファイルを使用して印刷物
を作成する場合もあります。

サービス業者は、さまざまな形式でのドキュメントの出力に対応しています。たとえば、イメージセッ
ターでは、印画紙またはフィルムに、高解像度の版下出力や分版出力を行うことができます。昇華型また
は高解像度の校正用出力機器 (3M Matchprint システムなど ) では、高解像度の試し刷りをカラーでプリ

ントできます。フィルムレコーダでは、イラストレーションの 35 mm スライドを作成できます。 
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高速プリントのガイドライン
ファイルサイズを縮小して高速プリントを行うには、効率のよい描画テクニックを使用します。プリント
時間を短縮するテクニックにより、画面再描画を高速化したり編集も容易になります。

オブジェクトの処理に必要なメモリ量を減らすには、実際にイラストレーションに適用されるサイズ以下
の用紙サイズを指定します。

アートワークを作成するときに次のガイドラインに従うと、プリントを高速化し、ファイルサイズを小さ

くすることができます。

• 必要ない場合には、複雑な設定は避けてください。プレビューモードで表示されないオブジェクトは

削除します。フォアグラウンドレイヤーをプリントするときは、他のオブジェクトの背後に隠されて
いるものも含めてすべてのオブジェクトが処理されます。[ エクストラ ]-[ 削除 ] メニューを使用して、
空のテキストブロックや、未使用の名前付きカラーを削除することができます。

• 可能な場合は、曲線ではなく直線パスを使用して、プリンタの時間とメモリを少しでも減らしてくだ
さい。曲線については、できるだけ使用するポイントの数を少なくして、ポイントを追加せずにポイ
ントハンドルを使用して曲線の形を整えます。

• フラットネスの値を高く設定してください。

• 複合パスのサブパスの数を減らしてください。

• エフェクトの適用は控えめにしてください。たとえば、複数カラーの放射状塗りの多用などは避けて
ください。可能な場合は、基本塗りを使用します。レンズやグラデーション塗りなどの特殊な塗りや

テキスト効果はなるべく使用しないでください。 

• [修正]-[パスの操作]-[単純化] または [エクストラ]-[クリーンアップ]-[単純化] を選択して、トレース
ツールや鉛筆ツールで作成されたパスをクリーンアップしてください。 

• クリッピングパスおよびその内容を単純化してください。

• ハーフトーンパネルのオプションは使わないようにしてください。

• 画像を読み込む場合は、なるべく元のアプリケーションで修正や切り抜きを行ってください。 

読み込まれたグラフィックのプリント時間を短縮するには、次を実行してください。

• ビットマップ画像の場合 :EPS、TIFF、および他のビットマップ画像を配置する前に、画像編集アプリ

ケーションでこれらに対して縮小、切り抜き、または回転の処理を行います。

• ベクターグラフィックの場合 : 読み込まれた PICT または CGM 画像を選択し、[修正]-[パスの操作]-[単

純化 ] または [ エクストラ ]-[ クリーンアップ ]-[ 単純化 ] を選択します。

• Macintosh では、バイナリデータ形式で画像をプリントして、ASCII エンコーディングよりもサイズ
の小さいファイルを作成し、プリント時間を短縮します ([ 出力オプション ] ダイアログボックスで [ 画

像データ ] ポップアップメニューから [ バイナリ ] を選択します )。

メモ : Windows のネットワークでは、バイナリの画像データはサポートされていません。
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テキストのプリントを高速に処理するには、次のガイドラインに従ってください。

• パスに沿ってテキストを配置することはなるべく避けてください。

• ドキュメントで使用される書体の数を制限してください。 

• ズームエフェクトはなるべく避けてください。他のエフェクトに比べて、プリントの処理が遅くなり
ます。

• Macintosh では、[ プリント設定 ] ダイアログボックスの [ ダウンロード可能フォントの制限なし ] の
チェックマークをオフにし、ドキュメント内で設定されているフォントごとにプリンタにフォントが

送られないようにします。

メモリのオーバーヘッドを軽減させ、プリントを高速に処理するために、指定ページのプリントに必要な

フォントのみが PostScript プリンタにダウンロードされ、ペーストボードだけに表示されるフォントは
ダウンロードされません。
プリント 391
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索 引
数字

1 行目行送りオプション、コラム  270

12 ポイント 黒オプション  239

3D エフェクト  204

3D 回転 ( ツールボックス )  225

A

Adobe Acrobat の互換性、PDF 書き出し用  364

Adobe Illustrator 形式、書き出し  354

Adobe Type Manager (ATM)

FreeHand  387

Alt + ドラッグでパスをコピーするオプション 

(Windows)  30,  118

Apple ColorSync CMS  371

AppleScript コマンド (Macintosh)  67

ASCII 形式の PDF オプション  364

ASCII テキスト、読み込み  235

ATM (Adobe Type manager)

フォントの置き換え  66

ATM、Adobe Type Manager を参照

B

BMP ファイル、書き出し  359

C

CGM、読み込み  319

CMYK カラースペース  149

ColorSync CMS  371

CorelDRAW、読み込み  319

D

DCS EPS ファイル  316

E

Em スペース文字  240

Em ダッシュ文字  240

En スペース文字  240

En ダッシュ文字  240

Encapsulated PostScript、EPS ファイルを参照

EPS ファイル

書き出し  354,  355

書き出し時のカラー変換 (Windows)  355

編集可能  345

読み込み  316

Extensis Portfolio (Macintosh)  353

F

File Viewer、アートワークの読み込み  319

Fireworks

ビットマップ画像の編集  322

ビットマップの 適化  323

Fireworks で 適化コマンド  323

Fireworks でソースを編集コマンド  322

Fireworks で編集  322

Fireworks の起動、編集  322

Fireworks ファイル、読み込み  314

Flash アクション

オブジェクトの割り当て  337

オブジェクトへの割り当て  338,  339

パラメータの割り当て  337

Flash ムービー  341

書き出し  341,  342

設定の変更  343

テキストの書き出しオプション  343

ムービーのテスト  343

読み込み  340

読み込み禁止  342

FreeHand MX File Viewer、アートワークの読み込み  

319

FreeHand インストーラ  8

FreeHand 形式、書き出し  354

FreeHand と Fireworks の統合機能

起動とビットマップ画像の 適化  323

ビットマップ画像の起動と編集  322

FreeHand の起動  8

FreeHand の終了  58

FreeHand のデフォルトの環境設定  59
393



FreeHand を閉じる  58

Full Screen アクション  337

G

Get URL アクション  337

GIF ファイル  332

WebSnap パレット  360

圧縮  332

色深度の設定  360

インターレース  360

インデックスカラーオプション  360

書き出し  359

適化パレットオプション  360

ディザリング  359,  360

透明化  360

パレットのオプション  360

読み込み  315

Go To and Play アクション  337

Go To and Stop アクション  337

H

HLS ( 色相、明度、および彩度 )  149

HTML

書き出し  333

設定の作成と編集  334

デフォルト設定  333

ビットマップ画像  334

フォントのエンコーディング  334

ベクターアートの変換  334

レイアウト  334

レイヤーとテーブルの使用  334

HTML アシスタント (Macintosh)  333

HTML ウィザード (Windows)  333

HTML 出力ダイアログボックス  333

HTML 出力の警告ダイアログボックス  334

HTML 設定メニュー  333

HTML セットアップダイアログボックス  334

HTML としてパブリッシュコマンド  333

I

ICC  368

International Color Consortium (ICC)  368

IPTC プロトコル  346

J

JPEG ファイル  332

圧縮  332

書き出し  361

画質オプション  361

グレースケールにカラーを設定する  319

プログレッシブオプション  361

読み込み  319

K

KDS、Kodak デジタルサイエンス CMS を参照

Kodak デジタルサイエンス CMS  371

インストールの確認  372

オプションの設定  371

L

Load Movie アクション  337

LZW 圧縮  359

M

Macintosh

AppleScript  67

FreeHand ファイルをテンプレートに変換  60

PICT パターンをグレーに変換するオプション  318

アンインストール、FreeHand  9

インストールと起動、FreeHand  8

システム要件  7

スクリプト編集プログラム  67

リンクの欠落部分を検索オプション  63

O

Option + ドラッグでパスをコピーするオプション 

(Macintosh)  30,  118

P

PDF 書き出しダイアログボックス  363

PDF ファイル  363

Adobe Acrobat の互換性  364

ASCII 形式の PDF オプション  364

URL の書き出し  364

画像の圧縮  364

カラーの変換  364

コメントの書き出し  364

テキストとグラフィックの圧縮  364

開く  317

フォントの埋め込み  364

ページ範囲  363

編集可能なテキスト  364

読み込み  318

Photoshop EPS ファイル、書き出し  355

Photoshop PSD ファイル  361

FreeHand のレイヤーの保持  361

非表示レイヤーを書き出し  362

読み込み  319

PICT パターンをグレーに変換するオプション  318

Play アクション  337

PNG ファイル  332,  362

圧縮  332
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色深度の設定  362

読み込み  314

PostScript が指定された線  177

PostScript が指定された塗り  189

PostScript フォント、プリント  388

Print アクション  337

PSD ファイル、Photoshop PSD ファイルを参照

R

RGB 画像

機器の特性の保持  376

選択した RGM 画像の機器の特性の設定  375

デフォルトの機器の特性  372

RGB カラー

書き出し時の変換  353

定義済み  149

RIP (Raster Image Processor)  189

RTF テキスト、読み込み  235

S

Start/Stop Drag アクション  337

Stop アクション  337

SWF ムービー

書き出し  342

読み込み  340

T

Targa ファイル

色深度の設定  362

定義済み  319

Tell Target アクション  337

TIFF ファイル

色深度の設定  362

書き出し  362

表示、読み込まれたファイル  321

TrueType フォント、プリント  388

U

Unload Movie アクション  337

URL 書き出しオプション  364

URL の読み込みオプション  318

W

Web セーフオプション  360

Web ファイル形式、定義済み  348

WebSnap オプション  360

Windows

アンインストール、FreeHand  8

インストールと起動、FreeHand  8

ウィザードの使用  67,  68

システム要件  7

あ

アートワーク、読み込み  311

アウトラインに変換コマンド  215,  283

アウトラインモード

定義済み  29

プレビューとの切り替え  297

アクション  339

アセットパネルグループ  15

アセンダオプション  275

新しいテキストブロックの自動拡張オプション  234

圧縮

LZX  359

画像  332

ロスあり  361

ロスなし  359

アニメーションエクストラ  335

アニメーション、作成  335

あふれたテキスト、テキストブロック  232

粗く ( ツールボックス )  215

アルファチャネル  357

アルファチャネルを表示オプション  322

アルファチャネルを含むオプション  357,  361

アンインストール、FreeHand  8

アンサーパネル  16,  21

アンシャープマスクエフェクト  202

アンダーライン  281

アンチエイリアス

定義済み  28

例外  236

アンチエイリアスオプションの有効化  28

い

以前のバージョンの FreeHand  59

移動

テキストブロック  233

ドキュメントパネル内のページ  47

移動コマンド  113

移動、オブジェクト  197

オブジェクトパネル  113

オブジェクトまたはポイントに吸着  113

前後に移動  123

変形パネル  113

ワークスペース内で手動で移動  112

移動、描画時  77

イラストレーション、整理  291

色域の許容量の設定  327

色深度

BMP ファイル用に設定  359

GIF ファイル用に設定  360

PNG ファイル用に設定  362

Targa ファイル用に設定  362
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TIFF ファイル用に設定  362

書き出すファイル用に設定  358

色分解プリンタの特性

カラーテーブルオプションの選択  377

選択  373

色見本パネル  15

カスタムライブラリの書き出し  164

カラーの削除  161

カラーの順序変更  160

カラーのソート  160

カラーの追加  154

カラーのドラッグ  155

カラーの変更  163

カラー名を隠す  160

表示  153

色見本ボタン  23

色見本、カラーおよび色見本パネルを参照

インスタンス

解除  302

作成  302

定義  299

別のシンボルのインスタンスで置換  303

インストールと起動、FreeHand  8

インターネットおよびファイルアドレスを無視オプショ

ン  241

インターレース GIF オプション  360

インターレース PNG オプション  362

インデックスカラーオプション  360

インデント

左右の設定  262

設定  260-263

先頭行の設定  262

テキストルーラで設定  261

ぶら下がり  261

インフォメーションツールバー  22

インライングラフィック  279

挿入と削除  279

テキストと共に書き出し  365

配置  280

う

ウィンドウのサイズと位置を保存オプション  28,  59

渦巻き  78

打ち消し線  281

埋め込みフォントオプション  364

埋め込み、グラフィック  62

え

エクストラ

アニメーション化  335

インストール  27

エクストラ処理ツールバー  22,  27

エクストラツールバー  22,  27

エンボス  219

カラーコントロール  162

空のテキストブロック  233

空のテキストブロックを削除  233

管理  27

切り抜き  132

クリーンアップ  390

グレースケールに変換  163

結合  129

交差  130

彩度を上げる  162

彩度を下げる  162

削除  27,  390

全てのカラーに名前を付ける  156

正方向  128

線の拡張  135

名前付きカラーをランダム化  163

パス差し込み  136

パンチ  131

ファイル情報  346

分割  130

未使用の名前付きカラーを削除  161

ミラー  222

明度を上げる  162

明度を下げる  162

レイヤーに分解  335

絵グラフ  101

エッジをぼかすエフェクト  203

エフェクト  193

3D  204

アンシャープマスク  202

アンダーライン  281

打ち消し線  281

エッジをぼかす  203

エンボス  199

ギザギザ  196

くくり文字  281

グラデーションマスク  203

グロー  201

シャープ  202

シャドウ  201,  282

ズーム  282

スケッチ  197

線の拡張  195

テキストへの適用  274,  280

デュエット  195

透明度  203

ハイライト  281

ビットマップ  198
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ベクター  194

べベル  199

変形  197

変形幅  194

ぼかし  201

ライブ  193,  198

ラスター  198

エフェクト属性  20,  108

エフェクト表示オプション  282

エフェクトプロパティ  20,  108

円弧  78

延長、パス  85

鉛筆スケッチエフェクト  197

鉛筆ツール

オプション  80,  81

関連ツール  80

エンベロープ  220

エンベロープツールバー  22,  221

オブジェクトからの削除  222

適用  221

パスの使用  221

パスへの変換  221

プリセット  222

エンベロープツールバー  22,  221

エンボス ( エクストラ )  219,  220

エンボスエフェクト  199

お

オープン

パス  86

オープンパス  71

大文字の単語をスキップオプション  243

大文字の単語を無視オプション  241

大文字の使い方の誤りを見つけるオプション  241

押し出し

サーフェスの編集  207

プロファイルの編集  208

押し出しツール  204

押し出し、オブジェクト  204

オブジェクト

アニメーション化  335

移動、オブジェクトの移動を参照

移動、プリントプレビュー  386

エンボス  220

押し出し  204

回転  138,  197

ガイドに変更  298

隠す  111

重ね順  123

重ね順の変更  123

カラーの適用  148

吸着  113

均等配置  115

グループ化  120

グループ内で選択  121

グループの解除  120

クローンまたは複製  118

傾斜  140,  197

コメント  124

前面へ移動  123

背面へ移動  123

サブセレクト  121

自由に変形  143

伸縮  139,  197

シンボルのインスタンスで置換  303

スーパーセレクト  121

すべてを選択  110

整列  115

操作  107

中心点  138

テキストの回り込みの解除  278

動的なリンク  102

ドラッグ時にプレビュー  30

ドラッグ中に枠で表示  30

名前設定  124

ネスト  122

反転  141

ビットマップ画像に変換  328

複雑なオブジェクトの選択  111

変形  137

ペン先として使用  173

ぼかし  219

ラスタライズ  328

リンク  331

レイヤー上での非表示  296

レイヤーのハイライトカラーの設定  298

ロック  112

ロック解除  112

歪曲  215,  216,  220

オブジェクトとテキストのリンク  331

オブジェクトに吸着コマンド  114

オブジェクトの移動

ドラッグ時にプレビュー  30

オブジェクトの傾斜  140

オブジェクトの結合コマンド  127

オブジェクトのプレビュー  30

オブジェクトの分離コマンド  213

オブジェクトパネル  15,  20,  107,  113

アルファチャネルを表示オプション  322

埋め込まれたグラフィックの抽出  64

オプションの表示  245

カスタム塗り  179
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基本塗り  178

グレースケールランプの編集  321

自己交差色抜きオプション  128

スタイルの再定義  308,  309

スタイルの変更  307

テキスト属性  244,  245

透明オプション  320

塗りの適用  178

破線、作成と編集  168

パターン塗り  188

ビットマップ画像のサイズ変更  321

ポイントの調整  89

矢印、既存のものから作成  169

矢印、新規作成  168

リンクの更新  63

リンクの新規作成  64

リンクボタン  63,  320

オブジェクトパネルボタン  23

オブジェクトへの URL リンク  331

オブジェクトへの変更をデフォルトに反映するオプショ

ン  146

オブジェクトを現在のレイヤーに移動オプション  294

オプションポップアップメニューの使用  19

お読みください  8

折り返しタブ  258

オリジナルの PNG を使用しないオプション  322

か

カーソル距離コマンド  113

カーニング、テキスト  251

カーブポイント 73

パスを参照

改行、制御  252

改コラム文字  240,  268,  269

解除

テキストブロックの変形処理  233

解除、ガイド  57

回転

オブジェクト  138,  197

ページ  47

回転オプション  138

回転ツール  137,  138

回転、3D  224,  225

ガイド  55

ガイドパスをパスに変更  298

カラーの変更  54

吸着または吸着の解除  56

削除  56

正確に調整  56

ドラッグして追加  56

パスをガイドに変更  298

表示と非表示  56

編集、解除、削除  57

ロックとロック解除  57

ガイドカラーボックス  297

ガイドの移動と共にウィンドウをスクロールオプション  

57

ガイドへ吸着コマンド  56

ガイドレイヤー

使用  297,  298

定義  291

外部アプリケーションで開くオプション  351

外部エディタ

オプションの設定  324

画像の編集  325

ファイル書き出し時に起動  351

書き出し

Flash ムービー (SWF)  341

インライングラフィックを含むテキスト  365

出力領域の設定  352

シンボル  303

スタイル  310

選択したオブジェクト  351

マスターページ  52

書き出しコマンド  52

書き出しコメントオプション  364

書き出し領域  352

書き出しを再実行コマンド  351

隠し文字の表示オプション  239

学習、FreeHand

リソース  9

レッスンとチュートリアル  9

拡張複製  145

重なり合う部分の塗り  96

重なる部分の塗り  128

重ね順コマンド  123

重ねる

オブジェクト  123

画質オプション  361

カスタマイズ

キーボードショートカット  35

ツールバー  38,  40

ツールボックス  24

カスタムキーボードショートカットの割り当て  36

カスタム塗り  179

カスタムページサイズ  48

画像

GIF、GIF ファイルを参照

JPEG、JPEG ファイルを参照

PNG、PNG ファイルを参照

圧縮  332

グラフィックを参照  13
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ビットマップ  13,  70

ベクター  13

画像圧縮のカラーオプション  364

画像圧縮のグレースケールオプション  364

画像ソースオプション、RGB 画像の機器の特性を設定  

375

画像に変換コマンド  328

画像の圧縮オプション  343

角丸四角形  75

画面上の画像解像度の設定オプション (Macintosh)  321

画面のシミュレーションオプション

KDS または Apple ColorSync CMS  372

カラーテーブル  376

カラー

CMYK の作成  151

HLS の作成  151

KDS または Apple ColorSync CMS による画面上で

のシミュレート  372

Photoshop カラーインデックステーブルの読み込み  

159

RGB の作成  151

色見本パネルに追加  154

オブジェクトに適用  148

書き出し中の変換  353

カスタムライブラリの書き出し  164

カラーコントロールエクストラ  162

カラーテーブルオプションによる画面上でのシミュ

レート  376

カラーリスト  153

カラーリストの変更  163

異なるカラースペース間での変換  374

コンポーネントの表示  150

彩度  151

削除  161

色相  151

システム  149

全てのカラーに名前を付けるエクストラ  156

テキストとテキストブロックに適用  265-266

デフォルト  153

特色  157,  371,  376

名前設定  154,  155

名前のないカラーの追加  156

名前の変更  156

濃度の作成  152

複製  155

プロセスカラー  157

プロセスと特色の間の変換  157

明度  151

読み込み  154,  159

ライブラリ  158

ライブラリから追加  159

カラーエクストラ

カラーコントロール  162

グレースケールに変換  163

彩度を上げる  162

彩度を下げる  162

名前付きカラーをランダム化  163

明度を上げる  162

明度を下げる  162

カラースペース

CMYK  149

HLS  149

RGB  149

カラースペース間の変換  157

定義済み  368

カラーテーブル

カラーマネジメント  376

再構築  377

特色の管理  376

カラーテーブルの再構築オプション、KDS または Apple 

ColorSync CMS  371

カラーの変換先オプション  117,  353

EPS ファイル (Windows)  355

PDF 形式  364

カラーパレット

WebSafe  360

WebSnap  360

適化  360

使用中のカラーを割り付けた  360

カラーマネジメント

Apple ColorSync  371

International Color Consortium (ICC)  368

KDS または Apple ColorSync CMS による特色のカ

ラーマネジメント  371

KDS または Apple ColorSync CMS によるモニタ特

性の設定  371

Kodak デジタルサイエンス  371

RGB 画像のデフォルト特性  372

RGB 機器の特性の設定  375

色分解プリンタの特性  372

カラーテーブル  376

カリブレーション、モニタ  369

機器の特性  368

プリンタ特性 ( コンポジット )  372

レンダリングの設定  374

カラーミキサー / 濃度パネルで分割カラーボックスを使

用オプション  150

カラーミキサーパネル  15,  150

カラーミキサーボタン  23

カラーモード

カラーの変換  157

システムカラー  149
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変更  151

カラーリスト  153

空のテキストブロックを削除エクストラ  233

カリグラフィ  173

カリグラフィペンツール  82

カリブレーション、モニタ  369

間隔

行  249

単語  250

段落  260-263

文字、テキストを参照

環境設定

Alt + または Option + ドラッグでパスをコピー  30

DXF 読み込みの設定  316

PDF 読み込みの設定  318

PICT 読み込みの設定 (Macintosh)  318

Windows のコンテキストメニュー  34

アンチエイリアスの有効化または無効化  28

オープンパスの塗りの表示  74

同じサイズと位置でウィンドウを開く  28

オブジェクトを選択するときのポインタ選択精度オプ

ション  109

オブジェクトを編集してデフォルト属性を変更  146

オプションの表示  26

ガイドレイヤーのカラーの変更  297

ガイドをドラッグしてウィンドウをスクロール  57

外部エディタ  324

カラーミキサーパネル表示  150

既存の FreeHand でのドキュメントの保存  59

起動と編集  322

吸着範囲  55,  114

グラデーション塗りのカラーの表示  181

グラフィックスタイルの定義と適用  305

グラフィックを常に埋め込み  63

グリッドまたはガイドのカラー  54

合成のときに元のパスを保持  127

コピー形式  117

スクロール中に描画  30

スペルチェック  241

接触していないパスの結合  127

選択したパスのハイライト表示  73

タブ  260

重複パスの削除  81,  82

ツールヒント  27

定義済み  25

テキスト  247

テキストエディタ  240

テキストエフェクト  282

テキストスタイル  272,  273

テキストスタイルの適用  272

テキストツールポインタ  232

テキストとテキストブロックにカラーを適用  266

デフォルト  26,  59

デフォルトテンプレートの変更  60

デフォルトに戻す  26,  59

ドキュメント  59

ドキュメントパネルでのアクティブなページの設定  

46

ドキュメントビューの設定  28

ドラッグしてコピー  118

ドラック時にプレビューするオブジェクトの 大数  

30

濃度パネル表示  150

ハイライトカラーの表示  299

パスとポイント  73

パネルの外観  17

パネルのタブのラベル化  17

ハンドルの表示  73

開いたドキュメントのビューを戻す  59

フォントプレビューの表示の制御  247

プリセットの線幅の編集  167

ペースト形式  117

変形ハンドルの表示  142

変更したカラーの名前を自動的に変更  156

ポイントの表示  73

マウスの右ボタンで拡大  34

読み込まれた TIFF ファイルの表示  321

リンクの欠落部分を検索 (Macintosh)  63,  65

リンク、グラフィック  62

レイヤー  294

レイヤー情報の保存  295

レイヤー情報をドキュメント間でコピー  295

レイヤーにオブジェクトを返す  120

ロックされているオブジェクトの編集  112

漢字の代用  289

き

キーボードショートカット

FreeHand 8 または FreeHand 9 のセットに変更  35

カスタマイズ  35

カスタマイズされたグループのコピー  36

カスタムショートカットの割り当て  36

クイックリファレンスカードのプリント  35

削除  38

デフォルトグループ  35

機器の特性、カラーマネジメント  368

ギザギザエフェクト  196

既存のレイヤーを使うオプション、アニメーション  336

起動時に確認オプション  322

起動と編集の前に警告を表示するオプション  324

逆方向オプション、アニメーション  336

逆方向コマンド  128
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吸着範囲オプション  55,  114

行  267

罫線に線を適用  268

罫線の追加  267

テキストブロックで作成  267

行アキ指定 (+) オプション  249

行送り

コラムでの均等配置  269

設定  249

行送り (%) オプション  249

行送りダイアログボックス  251

行間隔  249

強制改行文字  240

行幅の 小値オプション  263

魚眼レンズ ( ツールボックス )  215

切り替え、ドキュメント  58

切り抜きエクストラ  132

切り抜きコマンド  132

切り抜きツール  329

近接感知オプション  109

均等配置、オブジェクト  115

く

くくり文字  281

グラデーション塗り

カラーの選択  182,  183,  184,  185

グラデーション  181

線形  181

グラデーションマスクエフェクト  203

グラフィック

埋め込み  62

くくり文字、インライングラフィックを参照

ドキュメントを開いた後にリンクを更新  63

ベクター、ベクターグラフィックを参照

読み込み  312

リンク  62

グラフィックスタイル

環境設定  305

作成  306

定義  303

適用  305

変更  307

グラフィックスタンプ  103

オプション  106

削除  105

作成  105

選択  104

デフォルトの復元  106

描画  104

読み込み  104

グラフィックボタン  23

クリーンアップエクストラ  390

グリッド

オプションの設定  55

カラーの変更  54

吸着のオンとオフの切り替え  55

チャートを参照  54

表示と非表示  55

グリッドへ吸着

オンとオフの切り替え  55

サイズ変更、ページ  47

グリッドへ吸着コマンド  55

グリッドへのスナップ

オブジェクト  226

クリッピングパス  132

作成  132

内容 ( 内部ペースト )  132

変形オプションの設定  134

編集  134

クリップボードのコピー形式オプション  117

クリップボードのペースト形式オプション  117

グループ

アニメーション化  335

オブジェクト  120

サブセレクト  121

シンボル  301

ネストされたグループのサブセレクト  122

パネル  19

ブレンド  214

グループ解除コマンド  120

グループ解除、オブジェクト  120

グループ化コマンド  120

グレースケール

カラーの設定  319

変換  163

グレースケールランプ、編集  321

グローエフェクト  201

クローズパス  71

クローズ、パス  85

グローバル変更  124

クローンコマンド  118

け

傾斜オプション  140

傾斜ツール  137,  140

傾斜、オブジェクト  197

罫線

線の適用  268

列の間に追加  267

消しゴムツール  95

結合エクストラ  129

結合コマンド  129
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結合、ブレンド、パス  213

結合、レイヤー  296

検索

URL にリンクされているオブジェクト  331

オブジェクト  124

テキスト  243

テキストエフェクト  282

テキスト属性  255

不明のリンク  64

検索と置換

オブジェクト  124

グラフィック  126

テキスト  243

テキスト属性  255,  256

フォント  256

検索・置換コマンド  95,  124,  125,  126

検索・置換と選択パネルグループ  15

検索・置換パネル  15,  124,  255

原点、変更  53

こ

交差エクストラ  130

交差コマンド  130

高速アウトラインと高速プレビューモード  29

構築オプション、アニメーション  336

コーナーポイント、パスを参照

極細スペース文字  240

固定 (=) オプション  249

固定サイズのテキストブロック

あふれたテキスト  232

作成  232

自動拡張に変換  234

固定ポイントを表示オプション  73

コネクタポイント  73

コネクタライン  102

コピー

スタイル情報  309

テキスト属性  266

ペン先  173

コピー & ペースト  117,  118

オブジェクト、異なるアプリケーション間でのコピー 

& ペースト  119

カラーオプション  117

クローンコマンド  118

コピー形式  117

前面にペーストコマンド  123

背面にペーストコマンド  123

複製コマンド  118

ペースト形式  117

コピースペシャルコマンド  117,  118,  119

コピーフィット % オプション  269

コピーフィット、テキスト  269

子ページ

定義済み  50

ドキュメントパネルの作成  51

ページツールの割り当て  51

子ページを解除オプション  52

個別設定、スタイル  308

コメント、PDF 形式での書き出し  364

コラム

1 行目行送りの設定  270

行送りの均等配置  269

テキストのコピーフィット  269

テキストの自動的な改コラム  268,  269

テキストの振り分け  269

孤立行  252

コンテキストメニュー  33

コンポジットで色校正するオプション  372

さ

終行しきい値オプション  263

サイズ変更

オブジェクト  144

テキストブロック  233

ビットマップ画像  321

ページ  47

前面へコマンド  123

適化パレット  360

彩度  151

彩度レンダリング  374

再配置、レイヤー  295

背面へコマンド  123

再描画の環境設定  30

削除

ガイド  57

カラー  161

空のテキストブロック  233

シンボル  301

スタイル  307

選択  110

ツールバーからボタンを削除  40

テキストブロック  233

ブラシストローク  172

ページ  46

レイヤー  296

削除エクストラ  390

作成

アニメーション  335

インスタンス  302

カスタムページサイズ  48

クリッピングパス  132

新規スタイル  306
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新規デフォルトテンプレート  61

新規ドキュメント  58

シンボル  300

チャート  96

テキストブロック  232

テンプレート  59

ドキュメント  58

パースグリッド  228

ブラシストローク  169

ブレンド  212

ペン先  173

レイヤー  293

サブセレクト  121

サブセレクトツール  110

サムネールアイコン、ドキュメントパネル  43

し

シーケンスオプション、アニメーション  336

四角形  74

角丸の半径  75

丸い角  75

四角形ツール  74

色相  151

式、数値テキストボックス  49

自己交差色抜きオプション  128

辞書  240,  242

辞書オプション  242

システムカラー  149

システム要件  7

自動拡張テキストブロック

固定サイズに変換  234

作成  232

リンク  237

自動的にカラーの名前を付けるオプション  156

シャープエフェクト  202

シャドウ  282

シャドウ ( ツールボックス )  217,  218

シャドウエフェクト  201

修正

オブジェクト  136

デフォルト属性  146

ページ  47

自由変形ツール  90

終了時、常に保存されていないドキュメントをチェック

オプション  59

出力オプション  362

出力機器

選択  389

ファイルの書き出し  348

出力の警告を表示オプション  334

出力用に収集コマンド  63

出力領域ツール  352

消去、パス  95

小数点タブ  258

使用中のカラーを割り付けたパレットオプション  360

正面合わせ、文字方向  275

白の線を黒に変換するオプション  316

白の塗りを黒に変換するオプション  316

新規 HTML 設定ダイアログボックス  334

新規オープンパスの塗りを表示するオプション  74

新規作成ボタン  23,  58

新規ドキュメントのテンプレートオプション  60

新規ドキュメント、作成  58

新規保存コマンド  346

伸縮

オブジェクト  139,  197

テキストを横方向に伸縮  252

プリントドキュメント  380,  381,  384

伸縮オプション  139

伸縮ツール  137,  139

伸縮率オプション  380,  381,  384

シンボル  299

インスタンスの解除  302

書き出し  303

グループ化  301

削除  301

作成  300

自動更新オプション  302

使用  291

複製  301

プレビュー  301

別のオブジェクトで置換  302

編集  302

読み込み  301

シンボルの書き出しダイアログボックス  52

シンボルの読み込みダイアログボックス  52

す

垂直線でタブの動きをたどるオプション  260

数字を含む単語を無視オプション  241

スーパーセレクト  121

ズーム  282

ズームツール  31,  32

スクリプト編集プログラム (Macintosh)  67

スクロール中に描画オプション  30

スケッチエフェクト  197

スタイル

親  309

書き出し  310

子  309

個別設定  308

個別設定の解除  308
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再定義  308,  309

削除  307

使用  291

新規作成  270,  271,  306

スタイルの影響を受ける属性の定義  271,  306

選択オブジェクトに自動適用  305

選択したオブジェクトをベースにする  306

選択したスタイルをベースにする  270,  306

選択したテキストをベースにする  271

属性のコピー & ペースト  305

定義  303

テキスト  270,  271,  272

適用  305

デフォルト属性をベースにする  306

名前の表示と非表示  304

名前の変更  272,  307

複製  307

変更  270,  271,  307

他のドキュメントにコピー  309

読み込み  309

スタイルの編集コマンド  306

スタイルの編集ダイアログボックス  306

スタイルパネル  15,  270,  303

書き出しコマンド  310

新規スタイルの作成  306

スタイルの影響を受ける属性の定義  306

スタイルの適用  305

スタイルの表示方法の変更  304

スタイルの複製  307

スタイルの変更  307

スタイル名の表示と非表示  304

スタイル名の変更  307

表示  304

表示と非表示  270

他のスタイルをベースにする  309

読み込みコマンド  309

スタンプ、グラフィックスタンプを参照

ステータスツールバー  22,  25

描画モードオプションの設定  29

ページの選択  45

ページビューの縮小または拡大  31

スナップショットレンズ塗り  188

スペース

Em と En  240

段落前と段落後  262

分離禁止スペース  240

すべてを表示コマンド  111

スペルチェック  240

スマートイメージプレビュー解像度オプション 

(Windows)  321

スモールキャップスオプション  248

せ

制御パネル  343

制限角度  76

正方向コマンド  128

整理、イラストレーション  291

整列

オブジェクト  115

テキスト  249,  250

テキスト、パス上  275

整列 / 変形パネルグループ  15

整列パネル  15,  23,  115

整列ボタン  23

接触していないパスを結合するオプション  127

絶対比色レンダリング  374

設定

縦書き / 横書き  287

設定、ぶら下がり  261

線

PostScript、適用  177

オブジェクト間でのコネクタの描画  102

角の形状  167,  196

角の比率  168,  196

カスタム、適用  175

カリグラフィ  173

基本、適用  167

削除  166

順序変更  166

線端形状  167

線端  196

属性  166

追加  166

テキストとテキストブロックに適用  265-266

デフォルト、設定  166

破線  168

パターン、適用  176

パターン、編集  177

幅  167

描画、線  74

ブラシ、ブラシストロークを参照

プリセットの線幅、編集  167

矢印、新規作成  168

線属性  20,  108

選択オブジェクトに自動適用オプション  305

選択オブジェクトのみオプション、書き出し  351

選択オブジェクトを隠すコマンド  111

選択された単語オプション  254

選択中のパスをハイライト表示オプション  73,  299

選択パネル  15,  124

選択範囲内のハイフン禁止オプション  243

選択範囲に変換オプション  328

選択、オブジェクト
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オブジェクトのサブセレクトの解除  121

近接感知オプション  109

グループ化されているオブジェクトの背後  121

グループ内でサブセレクト  121

グループ内のオブジェクト  121

グループに 1 つ  121

グループ、パス、押し出し、またはブレンド内  111

現在の選択対象以外のすべて  110

サブセレクト  110

サブセレクトされているオブジェクトを含むグループ  

121

選択範囲に追加  110

属性  125

ドキュメント内のすべて  110

ドキュメント内のすべての選択を解除  110

なげなわツール  110

ネストされたグループのサブセレクト  122

ページ上のすべて  110

ポインタツール  109

他のオブジェクトの背後  111

選択、テキスト  232,  236

線ツール  74

線の拡張エクストラ  135

線の拡張エフェクト  195

線の拡張コマンド  135

線のプロパティ  108

前面にペーストコマンド  123

そ

相対グリッドオプション  55

相対比色レンダリング  374

属性

エフェクト  20,  108

オブジェクトの選択  125

線  20,  108

テキスト  20,  108

デフォルトの変更  146

塗り  20,  108

ビットマップ画像  320

属性をコピーコマンド  266,  305

属性をペーストコマンド  266,  305

組織図  102

た

大 / 小文字処理コマンド  248

楕円ツール  74

多角形ツール  77

断ち落とし

設定  44

マスターページ  50

ダッシュ  240

タブ  257

削除  259

種類  258

数値で設定  259

タブリーダの追加  259

デフォルト設定  257

配置の確認  260

タブの種類オプション  17

ダブルクリックで変形ハンドルをアクティブにするオプ

ション  142

単位

カスタム  54

サポートされる式  49

ステータスツールバー  49

設定  49

ページルーラ  53

単語間隔  250

単語を辞書に加えるオプション  242

単純化、パス  95

段落

間隔の設定  260

罫線の追加  264

罫線の編集  264

小値  263

整列  263

ち

小さいハンドルオプション  73

チャート  96

絵グラフ  101

オプション  99

外観を変更  97

グリッド線を追加  99

グループの解除  96

作成と編集  96

軸の値を表示  100

種類  98

フローチャート  102

チャネル、アルファ  357

中央揃えタブ  258

抽出

埋め込まれたグラフィック  64

ビットマップ画像  320

チュートリアル、FreeHand  9

重複した単語を見つけるオプション  241

重複部分の自動削除オプション  81,  82

つ

追加

色見本パネルにカラーを追加  154

ライブラリからカラーを追加  158
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レイヤー  293

ツール

3D 回転  225

アクション  339

粗く  215

渦巻き  78

円弧  78

鉛筆  80,  81

押し出し  204

オブジェクトに吸着  114

回転  137,  138

カリグラフィペン  82

魚眼レンズ  215

切り抜き  329

グラフィックスタンプ  103

傾斜  137,  140

消しゴム  95

サブセレクト  110

四角形  74

シャドウ  217,  218

自由変形  90

伸縮  137,  139

ズーム  31,  32

線  74

楕円  74

多角形  77

チャート  96

ツールポップアップメニュー  24

テキスト  231,  232

トレース  325

ナイフ  94

なげなわ  110

パース  226

反転  137,  141

ブレンド  211

ページ  45

ベジゴン  84

ペン  84

ポインタ  109

ポイントへ吸着  113

ぼかし  219

ポップアップメニューから選択  24

曲げる  216

ツールの使用でアクティブなページを設定するオプショ

ン  46

ツールバー  22

インフォメーション  22

エクストラ  22,  27

エクストラ処理  22,  27

エンベロープ  22

カスタマイズ  38,  40

ステータス  22,  25

制御パネル  343

ツールボックス  22

テキスト  22,  245

ドッキング  22,  41

ドッキング解除  22

表示と非表示  22

ペーストボードに移動  41

ボタンの削除  40

ボタンの複製  40

メイン  22,  23

ツールヒント  27

ツールボックス  22

ツールの追加と削除  24

表示と非表示  22

ツールポップアップメニュー  24

ツールポップアップメニューからツールを選択  24

常にオリジナルの PNG を使用オプション  322

常にテキストエディタを使うオプション  240

て

ディザリング設定  359,  360

ディセンダオプション  275

テーブルを使用して配置オプション  334

テキスト

2 バイト文字の縦書きテキストの読み込み  235

Flash ムービーと共に書き出し  343

URL の設定  331

アニメーション化  335

粗く  215

アンチエイリアス  236

インライングラフィック  279,  365

エフェクトの適用  274,  280

大文字と小文字の変換  248

オブジェクトの周囲での回り込み  277

オブジェクトパネルのオプションの表示  245

カーニング  251,  286

改行の禁止  254

改行の制御  252

回転  287

カラーの環境設定  266

カラー、適用  265-266

間隔  250

環境設定  247

行送り、コラムでの均等配置  269

行送り、設定  249

行揃え、設定  249,  250

行の分離禁止  253

行幅の 小値の調整  263

グリーキング  248

罫線  264
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検索と置換  243

コピーフィット  269

コラムの振り分け  269

サイズ  246,  247

作成  231,  232

使用  231

書体  246

書体の設定  246

スタイルの適用  272

スタイルを適用するときの属性の保持  271

スペルチェック  240

スペルチェックの環境設定  241

選択  232,  236

属性  20,  108,  244

属性の検索と置換  255,  256

属性のコピー & ペースト  266

属性の選択  255

属性の変更  246

楕円に配置  274

縦書き  287

タブの削除  259

タブ、数値で設定  259

タブ、設定  257

段組オプション  267

単語間隔  252

段落インデント  261

段落罫線  264

段落の整列  263

テキストエディタ  239

テキスト属性の検索と置換  255

テキスト属性の選択  255

テキストの回り込みの解除  278

テキスト回り込みボタン  278

特殊文字  240

トラッキング  250,  251

ハイフネーション  242

パス上に整列  275

パス上のテキストを手動で移動  276

パス上を数値指定で移動  276

パスからの分離  277

パスに結合  274

パスに沿って配置  274

パスの内側への配置  276

パスへの変換  283

フォント  246

フォントスタイル  246,  247

フォントのプレビュー  248

ぶら下がり  261

ぶら下がりインデント  261

ブロックの幅  288

プロパティ  20,  244

ベースラインシフト  250,  252

編集  238-244

マージン  262

文字間隔  250,  252

横方向の伸縮  252

読み込み  235

リーダタブの追加  259

リンクされたブロック間での流し込み  237

リンクの切断  238

列への流し込み  268

テキストエディタ  239

テキストエフェクト  274,  280

アンダーライン  281

打ち消し線  281

オプションの設定  281

くくり文字  281

検索  282

シャドウ  282

ズーム  282

ハイライト  281

表示と非表示  282

文字のアニメーション化  335

テキストコンテキストメニュー (Windows)  246

テキストスタイル

オブジェクトパネル  270

環境設定  272,  273

後続の段落のスタイルの設定  272

コピー & ペースト  272

個別設定  273

個別設定の解除  273

再定義  273

作成  270

スタイルパネル  270

選択したテキストをベースにする  271

属性の保持  271

定義  270,  303

適用  272

ドラッグ動作の設定  272

別のスタイルをベースにする  270

変更  270,  271

テキスト属性  108

テキストツール  232

環境設定  232,  234

固定サイズのテキストブロックの作成  232

自動拡張テキストブロックの作成  232

テキストツールをポインタツールに戻すオプション  

232

テキストの作成  231

テキストツールバー  22,  245

個々のボタン、ツールバーを参照

テキストとグラフィックを圧縮オプション  364
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テキストのカーニングの強化  286

テキストのグリーキングオプション  248

テキストフローオプション  268

テキストブロック

あふれたテキスト  232

移動  233

エフェクトの適用  274

空のテキストブロックの削除  233

固定サイズのサイズ変更  233

固定サイズのテキストブロックの作成  232

削除  233

自動拡張テキストブロックの作成  232

自動拡張または固定サイズに変換  234

選択ハンドル  232

操作  232

挿入ポイントの設定  232

テキスト枠の表示と非表示、線、塗り  266

変形処理の解除  233

リンク  237

リンクの切断  238

リンクボックス  232

テキストプロパティ  108

テキストルーラ  236

テキスト枠を表示オプション  276

テキスト、パス上

移動、手動  276

行揃えと文字方向の調整  275

デフォルトの FreeHand 環境設定  26

デフォルトの RGB 画像元ファイルオプション  372

デフォルトの線幅オプション  167

デュエットエフェクト  195

電子メール、ドキュメントを添付して送信  66

テンプレート

使用  59

デフォルトの新規作成  61

と

透明オプション  320

透明化  358

GIF 形式  360

書き出したファイル  357

カスタム  358

バックグラウンド  358

透明度エフェクト  203

ドキュメント

環境設定  59

作成と開く  58

出力用に収集コマンド  63

選択、出力機器  389

プレビュー、プリント  385

保存、テンプレート  60

レイヤー情報のコピー  295

ドキュメントウィンドウ

説明  15

ページの追加  45

ドキュメントパネル  15,  21,  43

カスタムページサイズ  48

子ページの解除  52

子ページの作成  51

削除コマンド  46

サムネールアイコン  21,  43

表示  43

複製コマンド  46

ページオプションの設定  44

ページの移動  47

ページの選択  45

ページの追加  45

ページビューの拡大  44

ページをアクティブにする  46

ページをマスターページに変換  51

マスターページの作成  50,  51

マスターページの適用  51

マスターページの編集  52

ドキュメントビュー、設定  28

特殊エフェクト  193,  194

特殊文字メニュー  240

特色  157

KDS または Apple ColorSync CMS によるカラーマ

ネジメント  371

カラーテーブルによる管理  376

閉じたときと同じ状態でドキュメントを開くオプション  

59

ドッキング

ツールバー  22,  41

パネル  18

ドッキング解除

ツールバー  22

パネル  19

トラッキング  250,  251

ドラッグしたテキストスタイルの適用範囲オプション  

272

ドラッグ時の表示制限オプション  30

取り消しコマンド  145

取り消し、レベル  146

トレイルオプション、アニメーション  336

トレース

解像度  326

画像のスキャン  325

カラーの連続範囲  328

カラーモード  326

自動選択ツールのオプション  328

選択範囲  327
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選択範囲に変換オプション  328

選択範囲をトレースオプション  328

トレースツール  325,  328

トレースの精度の設定  327

パスの変換  327

ビットマップ  325

トレースツール  325

ドロップオプション、アニメーション  336

ドロップシャドウ  218

オプションの設定  217

シャドウ  218

シャドウエフェクト  201

シャドウでの追加  217

な

ナイフツール  94

内部にペーストコマンド  133

内部ペースト  132

内容プロパティ  121

なげなわツール  110

ナビゲーションパネル  16

Flash アクションセクション  337

オブジェクトにコメントを追加  123

オブジェクトの名前設定  123

テキストボックス  331

名前の変更

カラー  156

スタイル  307

パースグリッド  228

レイヤー  293

に

日本語テキストの操作  284

行組み機能  284

日本語と欧文との間の文字間隔の設定  285

日本語の句読点に対する文字間隔の設定  285

日本語の美しい文字組み  288

任意ハイフン文字  240

認識結果レンダリング  374

ぬ

塗り

PostScript  189

重なり合う部分  96,  128

カスタム  179

基本、適用  178

グラデーション  181

グラデーション、グラデーション塗りを参照

削除  166

順序変更  166

線形  181

追加  166

テキストとテキストブロックに適用  265-266

テクスチャ、適用  190

パターン  188

パターンタイル  191

レンズ、レンズ塗りを参照

塗り属性  20,  108

塗りプロパティ  20,  108

ね

ネストされたオブジェクト

グループのサブセレクト  122

操作  122

の

ノイズ許容値の設定  327

濃度パネル  15,  152

濃度、作成  152

ノートの読み込みオプション  318

は

パースグリッド

オブジェクトの削除  227,  228

オブジェクトの修正  226

オブジェクトの配置  226

作成  228

属性  229

テキストの編集  228

変更  228,  229

パースツール  226

パース、作成  225

ハーフトーンコマンド  389

ハーフトーンパネル  16

配置

レイヤー  292

配置、テキスト、パス  276

ハイフネーション

オフ  243

適用  242

任意ハイフン  240

ハイフネーションの詳細設定ダイアログボックス  242

ハイフンの 大数オプション  243

背面にペーストコマンド  123

ハイライト  281

ハイライトカラー、レイヤー  298

パス

粗く  215

内側へのテキストの配置  276

延長  85

オープン  71,  86

ガイドに変更  298
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ガイドパスの変更  298

曲線  73

クリッピング、クリッピングパスを参照

グループでの複合パスのブレンド  214

クローズ  71,  85

結合  127

合成  127,  129,  130,  131,  132

合成のときに元のパスを保持  127

差し込み  136

自由変形  80

消去  95

線の拡張  135

単純化  95

テキストから作成  283

テキストの結合  274

テキストの整列  275

テキストの配置  274

テキストの分離  277

テキストを手動で移動  276

テキストを数値指定で移動  276

テキストを楕円に配置  274

特質  71

塗り  195

複合パスの書き出し  128

ブレンド  210,  211

ブレンドへの結合  213

分割  94

変形  90

編集  86

ポイント  73

ポイントまたはセグメントの削除  86

方向  72,  128

方向転換  95

方向の修正  96

曲げる  216

歪曲  215,  216

パス圧縮オプション  343

パス合わせ、文字方向  275

パス上に結合コマンド  274

パス上に直立、文字方向  275

パスから分離コマンド  277

パス差し込みエクストラ  136

パス差し込みコマンド  136

パス内に結合コマンド  276

パスに合わせて倒す、文字方向  275

パスの操作により元のパスを削除するオプション  127

パスを表示オプション  275

パターンが指定された線

適用  176

編集  177

パターンタイルによる塗り  191

パターン塗り  188

バックグラウンドレイヤー  291

バックグラウンドレイヤーでの透明化  358

パネル

アクティブにする  16

アンサー  16,  21

移動  16

色見本  15,  153

オブジェクト  15,  20,  113

オプションポップアップメニュー  19

カラーミキサー  15,  150

切り替え  16

グループ化  19

グループから削除  20

クローズ  16

検索・置換  15,  124,  255

スタイル  15,  270,  303

制御  15

整列  15,  23,  115

選択  15,  124

ツール  22

デフォルトの位置に戻す  17

デフォルトレイアウト  15

展開と縮小  16

ドキュメント  15,  21,  43

ドッキング  18

ドッキング解除  19

ナビゲーション  16,  123

濃度  15,  152

ハーフトーン  16

表示と非表示  16,  17

開く  16

変形  15,  113,  137

ライブラリ  300,  301

レイヤー  15,  16,  292

パネルグループ

アセット  15

検索・置換と選択  15

整列と変形  15

名前の変更  20

プロパティ  15,  20

ミキサーと濃度  15

パラメータ、Flash アクションでの割り当て  337
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コーナー、パスを参照

コネクタ  73

パスへの追加  214

ポイントサイズ、テキスト用に選択  246

ポイント追加コマンド  214
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コンテキストメニュー  33

ドキュメント領域の拡大  34

曲げる ( ツールボックス )  216

マスク、グラデーション  203

マスターページ  50,  299

オブジェクトの断ち落とし  50

書き出し  52

子ページに適用  50

新規作成  51

選択したページの変換  51

ドキュメントにページを適用  51

表示と非表示  52

編集  52

読み込み  52

ライブラリパネルの操作  50

マスターページに変換コマンド  51

マスターページをベースにオプション  51

マルチレイヤードキュメント、特定レイヤー上のオブ

ジェクトの選択  293

回り込みコマンド  277

回り込みダイアログボックス  278

回り込みの解除ボタン  278
索 引414



み

ミキサー / 濃度パネルグループ  15

右揃えタブ  258

未使用の名前付きカラーを削除エクストラ  161

ミラー ( エクストラ )  222

め

明度  151

メインツールバー  22-23

個々のボタン、ツールバーを参照

メニュー、コンテキスト ( 右クリック )  33

も

文字間隔  250

テキストを参照

モニタ

KDS または Apple ColorSync CMS によるカラーガ

マットのシミュレート  372

カラーテーブルによるカラーガマットのシミュレート  

376

カリブレーション  369

モニタ特性

KDS または Apple ColorSync CMS  371

カラーテーブルオプションの選択  377

や

約物処理  284
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